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安全に関するご注意 
 

ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。 
 

据付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、正しくご使用下さい。 
機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。 

 
このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。 

 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる 
ことが想定される場合 

●本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように本製品の外部で 
安全対策を行ってください。 
●燃焼性ガスの雰囲気では使用しないでください。 
爆発の原因となります。 
●本製品を火中に投棄しないでください。 
電池や電子部品などが破裂する原因となります。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うかまたは物的損害のみが発生す 
る危険の状態が生じることが想定される場合 

●異常発熱や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて使用してください。 
●分解、改造はしないでください。 
異常発熱や発煙の原因となります。 
●通電中は端子に触れないでください。 
感電のおそれがあります。 
●非常停止、インターロック回路は外部で構成してください。 
●電線やコネクタは確実に接続してください。 
接続不十分な場合は、異常発熱や発煙の原因となります。 
●製品内部に液体、可燃物、金属などの異物を入れないでください。 

異常発熱や発煙の原因となります。 
●電源を入れた状態では施工（接続、取り外しなど）しないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

著作権および商標に関する記述 
●このマニュアルの著作権は、松下電工株式会社が所有しています。 
●本書からの無断複製は、かたくお断りします。 
●WindowsおよびWindowsNTは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
●その他の会社および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
●商品改良のため、仕様、外観およびマニュアルの内容を予告なく変更することがありますので、ご了承ください。 
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はじめに
このマニュアルでは、FP3、FP10S、FP10SHのハード構
成、配線の仕方、I/Oの割り付け、メンテナンスの仕方に
ついて解説しています。
十分に内容をご理解いただいたうえ正しくご利用くださ
いますようお願い申し上げます。

●お願い
このマニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、
ご不審な点や誤りなどお気付きの点がございましたらお手数
ですが弊社までご連絡ください。
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初めてご使用になる前に
ご注意いただきたいこと

■設置環境について
次のような場所での使用は避けてください。

・直射日光の当たる場所や周囲温度が0℃～55℃
の範囲を超える場所。

・相対湿度が30%RH～85%RHの範囲を超える
場所や急激な温度変化で結露するような場所。

・腐食性ガスや可燃性のガスの雰囲気中。

・本体に直接振動や衝撃が伝わるような場所。

・塵埃、鉄粉、塩分の多い場所。

・水、油、薬品などのかかるおそれのある場所。

・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機
溶剤やアンモニア、カセイソーダなどの強ア
ルカリ物質が付着するおそれのある雰囲気中。

■静電気について
・乾燥した場所では、過大な静電気が発生する
おそれがありますので、ユニットに触れる場
合は、アースされた金属などに触れて静電気
を放電させてください。

■清掃について
・シンナー類は、ユニットを溶かしたり、変色
させたりしますので、絶対に使用しないでく
ださい。

■電源を入れる前に
初めて電源を入れるときには、以下の点に注
意してください。

・電源配線、入出力配線、電源電圧が間違って
いないか確認してください。

・取り付けネジ、端子ネジを確実に締め付けて
おいてください。

・モード切り替えスイッチをPROG.モードにし
てください。

・放熱のため防塵ラベルを取り外してください。

・CPUユニットのカバーを空け、バックアップ
用電池のコネクタを接続してください。
出荷時にはコネクタを接続していません。

初
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
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だ
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■プログラム入力の前に
プログラムを入力する前に必ず<プログラムのクリア
>操作を行ってください。

●Windows版ソフトFPWIN GRをご使用の場合

(1) と キーを同時に押して、画面を【オン

ラインモニタ】に切り替えてください。

(2) メニューの[編集 (E)]→[プログラム消去 (L)]を選
択してください。

(3) 確認のメッセージが出たら、[はい (Y)]を選択し
てください。

●DOS版ソフトNPST－GRをご使用の場合

(1) と キーを同時に押して画面をオンライ

ンモニタに切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム編集]→[プログラム消去]を選択し、

キーを押します。

(3) 【PCプログラム消去】画面が出たら、 (実行)

キーを押します。

●FPプログラマIIをご使用の場合

キー操作

■プログラムの保存についての
お願い

万一の事故、プログラム紛失に対応するため、下記
対策をお客様側で充分ご配慮ください。

●ドキュメントの作成をお願いします。
・プログラムの紛失やファイルの破壊、不用意な書
き換えなどに対応するため、作成した内容をプリ
ントアウトして、ドキュメントを保存、管理して
ください。

●パスワードの設定は慎重に行ってください。
・パスワード設定は、不用意な書き換えを防止する
ことを目的としていますが、パスワードを忘れる
と、プログラムの書き換えができなくなります。
また、パスワードを強制的に解除した場合は、プ
ログラムは消失してしまいます。パスワードを設
定する時には、仕様書と共に番号を控えておくな
ど、慎重な対応をお願い致します。

●プログラムのROM化をおすすめします。
・バックアップ電池の消耗によるプログラムの消失、
現場での不用意な書き換えを防止するため、RAM
に入力したプログラムをROM化されることをおす
すめします。PLCを長期にわたり、お使いになる場
合、機器に組み込んで出荷される場合は、特にご
配慮をお願いします。

■FP10SH使用時の注意点
下記のユニットをFP10SH CPUユニットと組
み合わせて使用する場合、対応ユニットのバー
ジョン、ロットNo.をご確認ください。

ユニット種類 品番
対応バージョン/
ロットNo.

A/D変換ユニット
Gタイプ

AFP3402
AFP3403
AFP3405

左記ユニットのロット
No.が97＊＊＊＊＊以
降が使用可能。

A/D変換ユニット
Iタイプ

AFP3406
AFP3407
AFP3408

が ＊＊＊＊＊以
降が使用可能。

(97年度生産品以降)

位置決めユニット
Eタイプ

AFP3431E
AFP3432E

左記ユニットのバー
ジョンがVer.1.5以降が
使用可能。

コンピュータ
コミュニケーション
ユニット

AFP3462
左記ユニットのバー
ジョンがVer.1.2以降が
使用可能。
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■各機種間のハード面の互換性に
ついて
FP3/FP10S/FP10SHは、マザーボード、ユニッ
トとも共通ですが、CPUの機種を変更する場
合は、下記の点をチェックしてください。

1. 各CPUユニットの内部消費電流が異なります。

→「1−3ユニットの組み合わせ」の項で、消
費電流値の合計をご確認ください。

2. FP10SH/FP10Sでは、使えない増設ケーブルが
あります。
→「2−3増設ケーブル」の項でご確認くださ
い。

3. プログラミングツールポートは、FP3/FP10S
の場合はRS422(15ピンコネクタ)、FP10SHの
場合はRS232C(9ピンコネクタ)です。使用す
るケーブルが異なります。

■各機種間のソフト面の互換性に
ついて ( )当社FPシリーズは、同一ソフトでのプログ
ラミングが可能ですが、プログラム流用の際
には、下記の点をチェックしてください。

1. タイミング制御などでスキャンタイムの影響
を受ける可能性があるプログラムの場合は、
実機でのご確認をお願いします。

2. FP10SHあるいはFP10S用の環境設定で作成し
たプログラムは、FP3用に変換することがで
きません。
→使用機種が決まっていない場合やプログラ
ムを転用する機会が多い場合は、ツールソ
フトの機種選択を“FP3”に設定し、プログ
ラミングされることをおすすめします。

3. 他機種の環境設定で作成したプログラムを転
用する場合、自動的に変換される部分があり
ます。

<参照>

上記2、3の詳細については、巻末の「10章プ
ログラムの互換性」の項でご確認ください。

■プログラムの流用について
●DOS版ソフトNPST−GRをご使用の場合

NPST−GRの[NPST環境設定]でシーケンサタイプを
「FP10/FP10S」、「FP10」、「FP10SH」、「FP2」、
「FP2SH」に設定してプログラムを作成した場合、
そのプログラムをFP5、FP3、FP−C用に変換するこ
とはできません(P.10−6をご参照ください)。

●Windows版ソフトFPWIN GRをご使用の場合

作成したプログラムを他の機種に流用したい場合、「機
種変換」機能により、機種を変換することができま
す。（P.10−8をご参照ください。）

各
機
種
間
の
互
換
性
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●:使用可能／▲:条件により使用可能／×:使用不可

プログラミング ツールソフト（パソコン用ツールソフト） ハンディプログラマプログラミング
ツールの種類

機種

FPWIN GR NPST－GR
Ver.4

NPST－GR
Ver.3

AFP266138
AFP266538
AFP266731

FPプログラマⅡ
Ver.2

AFP1113V2
AFP1114V2

FPプログラマⅡ
AFP1113
AFP1114

FPプログラマ
AFP1111A
AFP1112A

AFP6221V3
AFP6211V3 ● ● × ▲

(※1) × ×

FP10SH AFP6221V2
AFP6211V2
AFP6221
AFP6211

● ● × × × ×

FP10S AFP6231 ● ● ● ● ● ×

AFP3220C－F ● ● ● ● ● ▲ (※2)

FP3

AFP3210C－F
AFP3211C－F
AFP3212C－F

● ● ● ● ● ▲ (※2)
FP3

AFP3210
AFP3211
AFP3212

● ● ● ● ● ●

注）※1 FP10SHの各機種でFPプログラマⅡVer.2を使用する場合の制限
・ 以下の命令は読み書きできません。（異なる命令表示をする場合があります。）
ST↑, ST↓, AN↑, AN↓, OR↑, OR↓, OT↑, OT↓, ALT, DFI, SCLR, TML, F7, F8, F18, F34, F39, F69, F97, F102,
F103, F108, F109, F125～F128, F190～F374

・ パルスリレー(P)は正しく読み書きできません。P0～P63F→Y15360～Y1599Fのようになります。
・ インデックスレジスタについて
I0はIX、I1はIYとして修飾用レジスタとして使用する場合のみ読み書き可能です。
I2～IDは読み書きできません。

・ ビットインデックス修飾は「KP R＊＊＊＊」と表示されます。
・ シフトレジスタ命令について
SR WR98～SR WR252は読み書きできません。

・ 次のデバイス番号は、読み書きできません。
X2560～, Y2560～, R8560～, T/C2048～, SV2048～, EV2048～, DT90256～

※2 実行できない機能や入力できない命令が一部あります。
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■FP3の場合
●下表のようにFP3はCPUのバージョンにより、使用できる機能や命令語が異なります。ご使用の前にバージョ
ンをご確認ください。また、新規のご注文に際しては、新品番でのご指定をお願いいたします。なお、CPUユ
ニットは、品番末尾－Fを付けてご注文ください。
UL/CSA/CEマーキング付きが標準品となっています。

●機能－対応機種一覧 ●：使用可能／×使用不可

対応機種・品番 機種名 新タイプ品番 従来品品番対応機種・品番

機能
FP3

AFP3210C(－F)
AFP3211C(－F)
AFP3212C(－F)
AFP3220C(－F)

AFP3210B
AFP3211B
AFP3212B

AFP3210
AFP3211
AFP3212

備

考

1 MEWNET－FリモートI／O機能 ● ● ● (V2.0以降)

2 NPST－GR画素I／O入力時のRUN中ブロック
書換 ● ● ×

3 命令語追加
(SET,RST,STMR,F70～F78,F98,F99) ● ● (V3.1以降) ×

4 カレンダタイマ機能 ● × ×

5 EEP－ROM運転機能 ● × ×

6 マルチCPUシステム対応 ● (V4.4以降) × ×

7 命令語追加
(NSTL,F64,F138,F139,F157,F158) ● × × ※1

8 MEWNET－Hリンク機能 ● (V4.3以降) × ×

9 命令追加(基本比較命令36種) ● (V4.4以降) × × ※2

10 タイマ・カウンタのオペランドにSV指定可能 ● (V4.4以降) × × ※2

11モデム接続に対応(ツールポート) ● (V4.4以降) × × ※3

12 C－NETに対応(ツールポート) ● (V4.4以降) × × ※3

13 電池異常エラーのマスク機能 ● (V4.4以降) × ×

14 プログラミングツールによるエラークリア ● (V4.4以降) × × ※2

15 エラーセット命令F148(ERR)による
エラークリア

● (V4.4以降) × ×

16 コンスタントスキャン機能 ● (V4.4以降) × ×

17 ET－LANリンク機能 ● (V4.5以降) × ×

18 MEWTOCOL－COMおり返しテストコマンド ● (V4.6以降) × ×

19 大容量タイプリモートI/Oマスタユニット
対応(1ユニットあたり2048点の制御可能)

● (V4.6以降) × ×

注）※1：⑦の機能を使用するためには、NPST－GR Ver.2.3以降、またはFPWIN GRが必要です。
※2：⑨⑩⑭の機能を使用するためには、NPST－GR Ver.3.1以降、FPWIN GRまたはFPプログラマIIが必

要です。
※3：⑪⑫の機能を使用するためには、NPST－GR Ver.3.1以降、またはFPWIN GRが必要です。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■FP10SHの場合
●FP10SHは、下表のようにCPUのバージョンにより使用できる機能が異なります。ご使用の前にバージョンを
ご確認ください。また、新規のご注文に際しては新品番でのご指定をお願いいたします。

●:使用可能／▲:条件により使用可能／×:使用不可

新タイプ品番 従来品品番

機能 AFP6221V3
AFP6211V3

AFP6221V2
AFP6211V2

AFP6221
AFP6211

1 FPプログラマⅡ接続 (※1) ▲ × ×

2 ROM(EEP−ROM/F−ROM)運転機能 (※2) ● ● ×

3 ICメモリカード(S−RAM/F−ROM)運転機能 (※2) ● ● ●

4 コメント格納機能 (※2)
(ICメモリカードボードやROM運転カード上の
F−ROMにコメントを書き込む場合)

● ● ×

5 コメント格納機能 (※2)
(ICメモリカード自身にコメントを書き込む場合) ● ● ●

6 MEWTOCOL−COMおり返しテストコマンド (※3) ● ● ▲ (Ver.1.9以降)

7 大容量タイプリモート I/Oマスタユニット
対応(1ユニットあたり2048点の制御可能) ● ● ▲ (Ver.1.9以降)

注）※1：一部制限があります。詳細はP.viiをご参照ください。
従来のFPプログラマ(AFP1111/AFP1111A/AFP1112/AFP1112A)は接続できません。

※2：この機能を使用するには別売りのICメモリカードボード(AFP6209A)、またはROM運転カード
(AFP6208)が必要です。

※3：表示器を使った1:nの通信制御に使うコマンドです。

■ICカードボード(FP10SH専用)の場合
● FP10SHのCPUのバージョンにより使用できるICカードボードの品番が異なります。ご使用の前に
バージョンをご確認の上、新規のご注文に際しては新タイプ品番でのご指定をお願いいたします。

●：使用可能、×：使用不可

新タイプ品番 従来タイプ品番

FP10SHの品番 AFP6209A AFP6209の品番

コメントメモリ付き コメントメモリなし

AFP6221V3
AFP6211V3

● ×

AFP6221V2
AFP6211V2

● ×

AFP6221
AFP6211

× ●
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ICメモリカード (FP10S/FP10SH専用)の場合
●部品メーカのICメモリカード生産中止により、従来のご注文品番が生産中止対象品番となりまし
た。つきましては、新規のご注文に際しては新タイプ品番でのご指定をお願いいたします。

タイプ 種類 生産中止対象品番 新タイプ品番

S－RAMタイプ 256kB AIC40200 AIC31000 (1MB)

512kB AIC40500

1MB AIC41000

FLASH－ROM
タイプ

256kB AIC40002 相当品なし
タイプ 512kB AIC40005

1MB AIC40010

S－RAM
FLASH－ROM

256kB+256kB AIC40202 相当品なし
FLASH－ROM
混合タイプ 512kB+256kB AIC40502混合タイプ

1MB+256kB AIC41002

〈変更内容〉
・ S－RAMタイプのICメモリカードは、容量1MBタイプのみとなります。

・ S－RAMタイプの場合、補修用電池の品番がBR2325からCR2025に変更されます。「8−1 補修部品の交換に
ついて」をご参照ください。

・ FLASH－ROMタイプ、S－RAM /FLASH－ROM混合タイプは、廃止となりました。
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1章特長とシステム構成

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1.特長 1−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

2.基本システム構成 1−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

3.ユニットの組み合わせ 1−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

4.拡張システム構成 1−12. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

5.プログラミングツール 1−21. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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1−1
特長

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

高速スキャン1ms(10kステップ時)を実現したFP10SHシリーズ
(1)
1.専用RISCプロセッサにより高速演算を実現。
基本・シーケンス命令 40ns
タイマ・カウンタ命令 280ns
応用・転送命令 80ns
加減算命令 240ns

2.スキャンタイム1ms。(10kステップ時)
演算処理と通信処理の並行処理方式の採用により、
1スキャンにかかる時間を大幅に短縮しました。

3.プログラムメモリ最大120kステップ。
CPU本体には、30kステップRAMを内蔵。オプショ
ンの増設メモリ(30kまたは90k)を装着すれば、各々
60k、120kステップまでのプログラミングが可能で
す。

4.通信ポートが115kbpsをサポート。
通信速度も大幅アップ。プログラムのアップ/ダウン
ロードの処理もスピードアップしました。

5.大型機種で要求される機能を追加。
・1ms単位のタイマを追加。

・実数演算機能。(三角関数、指数、対数、平方根)

・インデックス修飾機能。(224ワードでビット修飾も
可能。)

6.オプションメモリにROM/ICカードを用意
・プログラムメモリのROM化が可能です。
(オプションのROM運転ボード使用)

・JEIDA4.0(PCMCIA)準拠ICメモリカードが使用可能。
プログラムメモリや拡張データメモリとして利用で
きます。(オプションのICカードボード使用)

ROM運転ボード ICメモリカードボード

7.CPUユニットにRS232Cポートを標準装備。

パソコン

RS232Cポートを搭載

特
長
と
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ス
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ム
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

柔軟性に優れたFP3/FP10S/FP10SHシリーズ

■ハード・ソフトとも拡張性を配慮した設計。
ユニットの組み合わせの制限が少なく、64点ユニッ
トの利用で、1ボード8スロットで512点まで、増設
時には1,536点(FP10SHは増設3段で2,048点)までの
拡張が可能。設備の改造・増設にも柔軟に対応でき
ます。

3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

基
本

増
設
１
段

増
設
２
段

1 2

注) FP10SH CPUユニットの場合のみ増設3段まで可能。

1 2 3 4 5 6 7 8

MAX.
512点

MAX.
2048点

(注)

MAX.
1024点

MAX.
1536点

増
設
３
段

■プログラミングソフトが共通。
当社FPシリーズは、同一ソフトでのプログラミン
グが可能。小型機種で使用したプログラム資産が有
効に活かせます。

■豊富なユニットを品揃え。
・入力ユニット(16点・32点・64点)

・出力ユニット(16点・32点・64点)

・入出力混合ユニット(3種)

・リモートI/O関連ユニット(2種)

・アナログ入出力ユニット(7種)

・操作表示パネル/コンピュータI/Fユニット(1種)

・シリアルデータ制御用ユニット(2種)

・位置決め制御用ユニット(4種)

・割り込み制御用ユニット(1種)

・リンク関連高機能ユニット(5種)

■モデム初期化機能を標準装備。
CPUユニットにモデム接続でき、電話回線によるプ
ログラムのメンテナンス、遠隔地のモニタ、監視シ
ステムにも利用できます。

パソコン

電話回路

■ネットワークによる拡張も自在。
リモートI/Oシステムはもちろん、PLC間、コン
ピュータの各階層用ネットワークも充実。高速大容
量のMEWNET－Hをはじめ、Ethernet対応ユニット
も品揃え。

●演算速度／メモリ容量の比較

機 種
FP10SH FP10S FP3

機 種
項 目 AFP6221V3 AFP6211V3 AFP6231 AFP3220C－F AFP3210C－F/

AFP3211C－F

演算速度 シーケンス命令 0.04µs 0.1µs 0.15µs 0.5µs演算速度
(1命令
あたり)

タイマ命令 0.28µs 0.7µs 1.5µs 2.0µs( 命令
あたり) 応用命令 0.08µs～ 0.2µs～ 0.3µs～ 数十µs～

プログラム容量
約30kステップ
(約120kステップ) 約30kステップ 約16kステップ 約10kステップ

入力リレー X 8,192点 4,096点 2,048点

デ
出力リレー Y 8,192点 4,096点 2,048点

デー

タ
内部リレー R 14,192点 14,016点 1,568点

ー

タ
容 データレジスタ DT 10,240ワード 10,240ワード 2,048ワード容
量 ファイルレジスタ FL 32,765ワード 32,765ワード 22,525ワード～0ワード
リンクリレー L 10,240点 10,240点 1,024点×2

リンクレジスタ LD 8,448ワード 8,448ワード 128ワード×2

●
特
長
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1−2
基本システム構成

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)基本構成と制御I/O点数

■ユニットの組み合わせが自由なビルディン
グブロック方式。ユニットは共通です。

・I/Oユニット、高機能ユニット、電源ユニット、マ
ザーボードなどは、FP3、FP10SH、FP10Sとも共通
です。

・ほとんどのI/Oユニット、高機能ユニットは自由に
組み合わせてレイアウトできますが、ユニットの選
定にあたっては、下記の2点をチェックポイントと
してください。

(1)ユニットの種類による制限(P.1−8ご参照)

(2)消費電流による制限(P.1−10ご参照)

・各ボード上でのI/Oユニットの装着位置は自動割り
付けが可能です。また、I/Oの割り付けもツールソ
フト上でできますので、システム設計・仕様変更に
も柔軟に対応できます。

■マザーボードは、3スロット/5スロット/8
スロットの3タイプ。I/O点数は1ボードで
最大512点まで。

・マザーボードは、基本マザーボードと増設マザーボー
ドともに3スロット、5スロット、8スロットの3タイ
プがあります。

・16点、32点、64点の入出力ユニットを使用した場合、
1ボードあたり下記の点数まで制御できます。

タイプ 16点I/O
使用時

32点I/O
使用時

64点I/O
使用時

3スロット 48点 96点 192点

5スロット 80点 160点 320点

8スロット 128点 256点 512点
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)増設時の構成と制御I/O点数

増設ケーブル

●基本ボード/増設ボードとも3スロット、5スロット、8スロットのいずれの組み合わせもできます。

■増設は最大2枚(FP10SHは最大3枚)まで。
I/Oの拡張が可能です。

・基本マザーボード1枚に対し、増設マザーボードは
最大2枚(FP10SHは最大3枚)まで連結できます。

・8スロットのボードに64点I/Oユニットを実装したセッ
トを組み合わせた場合、下記点数までの制御が可能
になります。

＝1,536点

・増設ケーブルの使用条件については、「2−3増設
ケーブル」の項をご覧ください。

・FP10SHマルチCPUシステムの場合、最大3枚まで拡
張が可能です。

■リモートI/OシステムによりさらにI/Oの
拡張が可能。

・リモートI/Oでは、制御I/O点数が下記点数まで拡張
できます。

CPUユニットの種類 増設時 リモートI/O使用時

FP3 最大1536点 最大2048点

FP10S 最大1536点 最大4096点

FP10SH 最大2048点 最大8192点

・I/O機器が分散している場合や制御盤をコンパクト
にしたい場合はリモートI/Oを、I/O機器が近辺にま
とめられるときや高速応答が要求される場合は増設
マザーボードを使用したI/O点数の拡張がおすすめ
になります。

・リモートI/Oには、大規模用のMEWNET−Fと小規模
用のMEWNET−TRがあります。

●
基
本
シ
ス
テ
ム
構
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1−3
ユニットの組み合わせ

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)ユニット一覧

マザーボード

CPU
ユニット

(RAM内蔵)

メモリ(オプション)

MEWNET－F
リモートI/Oスレーブユニット

電源ユニット

●基本マザーボード

●増設マザーボード

3スロット用

5スロット用

8スロット用

3スロット用

5スロット用

8スロット用

FP10SH用には
増設メモリユニッ
ト(RAM)もあり
ます。

FP3
CPUユニット

FP10SH
CPUユニット

FP10S
CPUユニット

FP3用 FP10SH/FP10S用

メモリ
(EP－ROM)

ICメモリ
カード
(S－RAM)マスタメモリ

(EEP－ROM)

MEWNET－F
(リモートI/Oシステム)
の子局として使用する
時に装着します。

100/200V ACタイプ(切替式) 24V DCタイプ 電源ダミーユニット

FP10SH用

メモリ
(EP－ROM)
マスタメモリ
(F－ROM)

注）FP10SHの場合
ROM運転ボードまたは
ICカードボードが別途
必要です。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

入力ユニット

16点
DC

32点
DC

64点
DC

8点
AC

16点
AC

出力ユニット

16点
リレー出力

16点
トランジスタ
出力
トライアック
出力

32点
トランジスタ
出力

64点
トランジスタ
出力

16点
トライアック
出力

16点
DC

リモートI/O関連ユニット

MEWNET－F
リモートI/O
マスタユニット

シリアルデータ制御・
POP制御用ユニット

シリアル
データ
ユニット

高速割り込み用ユニット

割り込み
ユニット

拡張データメモリユニット

拡張データメモリユニット
(128k/256kワード)

MEWNET－TR
トランスミッタ
マスタユニット

アナログ入出力用ユニット

A/D変換
ユニット
(アナログ
入力用)

D/A変換
ユニット
(アナログ
出力用)

熱電対
入力ユニット

測温抵抗体
入力ユニット

操作表示パネル／コンピュータ
インターフェイス用ユニット

コンピュータ
コミュニケーション
ユニット(CCU)

データ
プロセス
ユニット

位置決め制御・モータ制御用ユニット

高速
カウンタ
ユニット

パルス出力
ユニット

位置決め
ユニット
Eタイプ

位置決め
ユニット
Fタイプ
(トランジスタ
出力)

位置決めユニット
Fタイプ
(トランジスタ出力
ラインドライバ
出力選択)

リンク関連ユニット

MEWNET－H
リンクユニット
(同軸タイプ)

MEWNET－P
リンクユニット
(光リンクタイプ)

MEWNET－W
リンクユニット
(ワイヤタイプ)

C－NET
リンクユニット

ET－LANユニット

入出力混合ユニット

入力8点/出力8点
DC入力
リレー出力

入力32点/出力32点
DC入力
トランジスタ出力

S－LINKユニット
(サンクス社製)

●
ユ
ニ
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ト
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)ユニットの種類による制限
ユニット組合せ一覧表 (○：使用可能、×：使用不可)

基本ユニット

使用するボードおよびユニット

セットの構成

基
本
マ
ザー

ボー

ド

増
設
マ
ザー

ボー

ド

電
源
ユ
ニ
ッ
ト

Ｃ
Ｐ
Ｕ
ユ
ニ
ッ
ト

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｆ
リ
モー

ト

Ｉ
／
Ｏ
ス
レー

ブ
ユ
ニ
ッ
ト

基
本
セ
ッ
ト

FP10SH

CPUユニットを装着する最も
基本的な構成です。
基本マザーボードに電源ユニッ
ト、CPUユニットをセットし
て使用します。

○ × ○
※9
○ ×

増
設
セ
ッ
ト

増設に使用する時の構成です。
増設マザーボードに電源ユニッ
トをセットして使用します。

× ○ ○
※1
※9

× ×

子
局
セ
ッ
ト

リ
モー

ト
Ｉ
／
Ｏ

MEWNET－F(リモートI/Oシス
テム)の子局として使用する時
の構成です。
基本マザーボードに電源ユニッ
ト、リモートI/Oスレーブユ
ニットをセットして使用しま
す。 ○ × ○

※9
× ○

注) ※1 条件によっては、電源ダミーユニットを使用して、電源ユニットを省略することができます。(使用条件はP.2−28をご参照ください)
※2 MEWNET－Wリンクユニット、MEWNET－Pリンクユニット、C－NETリンクユニット、コンピュータコミュニケーションユニット

を合わせて3台まで(CPUがFP10S/FP10SHの時は5台まで)、PLCリンク機能はMEWNET－WとMEWNET－Pを合わせて2台まで。
※3 高速カウンタユニットとパルス出力ユニットで、割り込み機能を使用できるのはトータルで8台まで。
※4 MEWNET－HリンクユニットとET－LANユニットを合わせて3台まで。MEWNET－HのPLCリンク機能は2台まで。
※5 リモートI/O子局セット上では、割り込み機能は使えません。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

I/O装着スペースに装着できるユニット

入
力
ユ
ニ
ッ
ト

出
力
ユ
ニ
ッ
ト

入
出
力
混
合
ユ
ニ
ッ
ト

割
り
込
み
ユ
ニ
ッ
ト

拡
張
デー

タ
メ
モ
リ
ユ
ニ
ッ
ト

Ａ
／
Ｄ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト

Ｄ
／
Ａ
変
換
ユ
ニ
ッ
ト

熱
電
対
入
力
ユ
ニ
ッ
ト

測
温
抵
抗
体
入
力
ユ
ニ
ッ
ト

高
速
カ
ウ
ン
タ
ユ
ニ
ッ
ト

パ
ル
ス
出
力
ユ
ニ
ッ
ト

位
置
決
め
ユ
ニ
ッ
ト
Ｅ
タ
イ
プ

位
置
決
め
ユ
ニ
ッ
ト
Ｆ
タ
イ
プ

シ
リ
ア
ル
デー

タ
ユ
ニ
ッ
ト

デー

タ
プ
ロ
セ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

コ
ン
ピ
ュー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケー

シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト(
Ｃ
Ｃ
Ｕ)

Ｓ－
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
ユ
ニ
ッ
ト

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｔ
Ｒ

ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
マ
ス
タ
ユ
ニ
ッ
ト

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｆ
リ
モー

ト

Ｉ
／
Ｏ
マ
ス
タ
ユ
ニ
ッ
ト

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｗ
リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｐ
リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｈ
リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

Ｅ
Ｔ－

Ｌ
Ａ
Ｎ
ユ
ニ
ッ
ト

Ｃ－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
リ
ン
ク
ユ
ニ
ッ
ト

○ ○ ○ ○

合
計
２

○ ○

※6

○

※10

○ ○ ○

※3

○

※3

○

※8

○ ○ ○ ○

※2
※7

○ ○ ○

合
計
４

○

※2

○

※2

○

※4

○

※4

○

※2

○ ○ ○

２
台
ま
で

○ ○ ○

※6

○

※10

○ ○ ○

※3

○

※3

○

※8

○ ○ ○ × ○ ○

４
台
ま
で

○ × × × × ×

○ ○ ○ × ○ ○

※6

○

※10

○ ○ ○

※5

○

※5

○

※8

○ ○ ○ × × × × × × × × ×

※6 FP10SHを使用する場合およびリモートI/O子局セット上では、Iタイプ、Gタイプは97年以降生産品が必要です。（ロットNo. 97＊＊
＊＊以上）

※7 FP10SHを使用する場合、Ver1.2以降のコンピュータコミュニケーションユニットが必要です。
※8 FP10SHを使用する場合、Ver1.5以降の位置決めユニット＜Eタイプ＞が必要です。
※9 増設マザーボード上の電源と基本マザーボード上の電源の機種は、統一してご使用ください。
※10D/A変換ユニットは、電源ユニットの電源容量の範囲内で、しかも、1つのマザーボード上に5台以内でご使用ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(3)消費電流による制限

Electric Works, Ltd.

電源ユニット 定格電流(24V)

AFP3631 0.8A

定格電流(5V)

6A

AFP3638
9A (周囲温度45°C以下)
7A (周囲温度55°C以下)

電源ユニット

AFP3631 2.4A

AFP3634 2.4A

AFP3636
（生産中止品）

Matsushita

■内部供給電源と外部供給電源
内部供給電源 (5V)
・各ユニットの内部回路駆動用に使われる5V電源は、
電源ユニットからマザーボードの内部バスを通じて
供給されます。

外部供給電源 (24V)
・入力ユニットの入力用電源、出力ユニットの出力回
路駆動用電源などの24V電源は、外部端子から供給
されます。

・24V電源は、電源ユニットのサービス電源あるいは
市販の電源装置を使用します。

・電源ユニットのサービス電源と市販の電源装置の
24V電源を並列接続しないでください。

■ユニットの組合せについて
・各ユニットが消費する電源容量は次頁のとおりです。
5V、24V電源とも使用電源の定格容量を越えないよ
うに組合せを行ってください。

■ユニット消費電流一覧 (5V電源)

品名 品番
5V消費
電流
(mA)

AFP3210C－F

FP3 CPUユニット AFP3211C－F 250FP3 CPUユニット
AFP3220C－F

250

FP10SH CPUユニット
AFP6211V3 700

FP10SH CPUユニット
AFP6221V3 800

FP10S CPUユニット AFP6231 450

FP10SH用増設メモリユニット AFP6204 30FP10SH用増設メモリユニット AFP6204
AFP6205 30

FP10SH用ROM運転ボード AFP6208 100

FP10SH用 ICカードボード AFP6209A 100
AFP3501－F

基本マザーボード AFP3502－F 100基本マザーボード
AFP3505－F

100

AFP3503－F

増設マザーボード AFP3504－F 100増設マザーボード
AFP3506－F

100

16点端子台､12～24V DC AFP33023－F 60

入 32点コネクタ､5V DC AFP33014－F 120入
力
ユ

32点コネクタ､12～24V DC AFP33024－F 120
ユ
ニ DC
入力

64点コネクタ､12～24V DC AFP33027－F 230ニ
ッ
ト

DC
入力 64点コネクタ､12～24VDC､

高速応答タイプ
AFP33028－F 230

ト
64点コネクタ､24V DC､
高速応答タイプ

AFP33068－F 230

64点コネクタ､5V DC AFP33017－F 230
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ユニット消費電流一覧 (5V電源)

品名 品番
5V消費
電流
(mA)

入
力

8点端子台､100～120V AC AFP33041 60
力
ユ
ニ AC
入力

8点端子台､200～240V AC AFP33051 60
ニ
ッ
ト

AC
入力 16点端子台､100～120V AC AFP33043 60

ト
16点端子台､200～240V AC AFP33053 60

リレー出力16点端子台
AFP33203－F

150リレー出力16点端子台 AFP33103－F 150

出 16点端子台、NPN AFP33483－F 100出
力
ユ トラン

16点端子台、PNP AFP33583－F 120
ユ
ニ トラン
ジスタ

32点コネクタ、NPN AFP33484－F 160ニ
ッ
ト

ジスタ
出力 32点コネクタ、PNP AFP33584－F 160

ト 出力
64点コネクタ、NPN AFP33487－F 250
64点コネクタ、PNP AFP33587－F 250

トライアック出力16点端子台 AFP33703 200

入
力
混

DC
入力 /
リレー
出力

16点端子台
(入力8点/出力8点)、
12～24V DC、リレー

AFP33223－F 150

混
合
ユ
ニ

DC
入力/
トラン

64点コネクタ
(入力32点/出力32点)、
12～24V DC、NPN

AFP33428－F 230
ニ
ッ
ト

トラン
ジスタ
出力

64点コネクタ
(入力32点/出力32点)、
12～24V DC、PNP

AFP33528－F 230

4ch ch間非絶縁 AFP3400 500
AFP3402

A/D変換
ch間非絶縁 AFP3403

A/D変換
ユニット 8ch

ch間非絶縁
AFP3405

400ユニット 8ch AFP3406 400

ch間絶縁 AFP3407ch間絶縁
AFP3408

ch間非絶縁
AFP3410

700ch間非絶縁 AFP3411 700

2ch
AFP3412

2ch
ch間絶縁

AFP3413
600

D/A変換
ch間絶縁 AFP3416 600

D/A変換
ユニット AFP3417ユニット

AFP3414

4ch ch間絶縁
AFP3415

1 0004ch ch間絶縁 AFP3418 1,000

AFP3419

熱電対ユニット AFP3420 500
測温抵抗体ユニット AFP3421 500
シリアルデータユニット AFP3460 100
データプロセスユニット AFP3461 300

高速カウンタ 1chタイプ AFP3621 150高速カウンタ
ユニット 2chタイプ AFP3622 220

パルス出力ユニット AFP3480 150

位置決めユニットEタイプ
AFP3431E

250位置決めユニットEタイプ
AFP3432E

250

AFP3431 350

AFP3432 400

位置決めユニットFタイプ AFP3434 350位置決めユニット タイプ
AFP3435 350

AFP3436 400

品名 品番
5V消費
電流
(mA)

割り込みユニット AFP3452 100

S－LINKユニット(SUNX(株)社製) SL－FP3 200

MEWNET－TRマスタユニット AFP3750 150

MEWNET－Fマスタユニット AFP3742 450

MEWNET－Fスレーブユニット AFP3743 400

MEWNET－Wリンクユニット AFP3720 350

MEWNET－Pリンクユニット AFP3710 320

MEWNET－Hリンクユニット AFP3700 400

ET－LANリンクユニット AFP3790 470

C－NETリンクユニット AFP3463 350

コンピュータコミュニケーション
ユニット(C.C.U.) AFP3462 100

拡張データメモリユニット
AFP32091

50拡張データメモリユニット
AFP32092

50

FPプログラマⅡ
AFP1113V2

130FPプログラマⅡ
AFP1114V2

130

ティーチングユニットⅡ AFP5133 350

■ユニット消費電流一覧 (24V電源)

品名 品番
24V使用時
内部消費
電流(mA)

16点端子台､12～24V DC AFP33023－F 8n

入
力

32点コネクタ､12～24V DC AFP33024－F 8n
力
ユ
ニ

DC
入力

64点コネクタ､12～24V DC
高速応答タイプ

AFP33028－F 6n
ニ
ッ
ト

入力
64点コネクタ､24V DC、
高速応答タイプ

AFP33068－F 3.5n
ト

64点コネクタ､12～24V DC AFP33027－F 6n

リレー出力16点端子台
AFP33203－F

10n
出
リレー出力16点端子台

AFP33103－F
10n

出
力
ユ

16点端子台、NPN AFP33483－F 6n
ユ
ニ
ッ
トラン

16点端子台、PNP AFP33583－F 6nニ
ッ
ト

トラン
ジスタ
出力

32点コネクタ､NPN AFP33484－F 3n
ト
ジスタ
出力 32点コネクタ､PNP AFP33584－F 3n

64点コネクタ､NPN AFP33487－F 3n

注) ※1: nはON点数を表します。

※2: 入力ユニットの場合は内部に流れ込む電流を、その
他のユニットは内部回路を駆動するのに必要な電流
値を示します。出力ユニットの負荷電流は含まれま
せん。

■電源ユニットの出力電流値

品名 品番
定格出力
電流(mA)
[5V]

定格出力
電流(mA)
[24V]

AFP3631 2,400 800
100V/200V ACタイプ

AFP3638 9,000(※1)
7,000(※2) －

100V−240V ACタイプ AFP3636
(生産中止品) 6,000 －

24V DCタイプ AFP3634 2,400 －

注) ※1: 周囲温度45°C以下
※2: 周囲温度55°C以下
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1−4
拡張システム構成

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)MEWNET－F(リモートI/Oシステム)

FP I/Oターミナル
ボード

■MEWNET－Fのポイント
・MEWNET－Fは、分散したI/O機器を2芯ケーブルで
結ぶリモートI/Oシステムです。

・操作BOXを離れた場所に設置したり、離れた場所の
I/O機器を制御するなど、I/Oを分散配置したい場合
におすすめのネットワークです。

・MEWNET－Fマスタユニットを親局とし、子局には、
次ページのI/O機器が使用できます。

・親局からの配線経路を4経路まで使用できますので、
複雑な子局のレイアウトにも対応できます。

仕様、使用方法の詳細については、「MEWNET－F
マニュアル」をご覧ください。

■仕様一覧

項 目 仕 様

通信方式 2線式半2重方式

同期方式 調歩同期方式

伝送路
2芯ケーブル
(VCTF 0.75mm2×2C
またはツイストペアケーブル)

伝送距離
最大400m(VCTF線使用時) (※1)
最大700m(ツイストペア線使用時)
(総延長､1ポートあたり)

伝送速度 0.5Mbps

子局数
最大32局 (※2)
(マスタユニット1台あたり)

制御I/O点数

最大2,048点
(FP3 CPUユニット1台あたり)
最大4,096点
(FP10S CPUユニット1台あたり)
最大8,192点
(FP10SH CPUユニット1台あたり)

インターフェイス RS485準拠

伝送エラーチェック CRC方式

注)※1: 従来品の子局(AFP87442,AFP3741,AFP5741)を同一
ネットワーク上で使用する場合、伝送距離はVCTF
線で200m、ツイストペア線で300mとなります。

※2: 制御可能な子局数は、子局の種類により異なります。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1.

■構成機器(親局)
①MEWNET－Fマスタユニット
ご注文品番 AFP3742

標準価格 70,000円

■構成機器(子局)
①FP I/Oターミナルボード
・小さなスペースに入力16点、出力16点を凝縮したボードタ
イプの子局です。(リレー出力タイプは出力8点です)
・端子台タイプは、リレー出力とトランジスタ出力の両タイ
プがあります。
・コネクタタイプは、トランジスタ出力タイプのみ。

接続方法 入力 出力 ご注文品番 標準価格
端子台 24V DC リレー2A AFP87432端子台

トランジスタ0.2A AFP87444 49,800円
コネクタ 24V DC トランジスタ0.2A AFP87446

注) 電源電圧は、いずれも24V DCです。

②FP I/Oターミナルユニット
・省スペース端子台タイプの子局です。
・入力専用、出力専用とも、それぞれれ8点と16点タイプを
用意しています。(出力はトランジスタタイプのみ)
・増設ユニットも用意し入出力の混在使用や点数の拡張がフ
レキシブルに行えます。

基本ユニット
タイプ 点数 ご注文品番 標準価格

入力専用 24V DC 8点 AFP87421 33,000円入力専用
16点 AFP87422 42,000円

出力専用
トランジスタ出力 0 5A

8点 AFP87423 33,000円出力専用
トランジスタ出力 0.5A 16点 AFP87424 42,000円

増設ユニット
タイプ 点数 ご注文品番 標準価格

入力専用 24V DC 8点 AFP87425 18,000円入力専用
16点 AFP87426 26,000円

出力専用
トランジスタ出力 0 5A

8点 AFP87427 19,600円出力専用
トランジスタ出力 0.5A 16点 AFP87428 28,000円

注) 電源電圧は、いずれも24V DCです。

③FP1＋I/Oリンクユニット/
FP−M＋I/Oリンクボード

・I/Oリンクユニットがバッファのような働きをし、親局の
PLCとFP1/FP−Mの間で入力32点、出力32点のI/O情報の
交換ができます。
・親局のPCと子局のFP1/FP−Mは、それぞれ独立したプログ
ラムで動作しますので、効率的な分散制御が実現します。

品名 電源電圧 ご注文品番 標準価格
FP0
I/Oリンクユニット

24V DC AFP0732 50,000円

FP1
リンクユニット

100−240V AC AFP1736 55,000円
I/Oリンクユニット 24V DC AFP1732 50,000円
FP−M
I/Oリンクボード

24V DC AFC1732 40,000円

④FP3/FP5スレーブユニット
・FP3のマザーボード上のユニットを利用できます。(リン
クユニット、コンピュータコミュニケーションユニット、
割り込みユニット、リモートI/Oマスタユニットは使用で
きません。また、FP3の高速カウンタ/パルス出力ユニット
の割り込み機能も使用できません)

品名 ご注文品番 標準価格
FP3リモートI/Oスレーブユニット AFP3743 70,000円

⑤マニホールド電磁弁
・各社マニホールド電磁弁が、子局としてダイレクトに接続
でき、省配線の多点バルブ制御が実現します。

会社名 品名 ご注文品番

SMC株式会社 シリアル伝送システ
ムSIマニホールド電

IN313－PA2
ムSIマニホールド電
磁弁

シーケーディー
株式会社

省配線バルブシリーズ
シリアル伝送タイプ

M4L B2□－T66

株式会社
コガネイ

シリアル伝送システ
ム用マニホールド電
磁弁

F1T－MS

注)伝送距離は、機種により異なります。
上記商品についてのお問い合せは巻末の「お問合わせ窓
口一覧」をご覧ください。

●
拡
張
シ
ス
テ
ム
構
成

特
長
と
シ
ス
テ
ム
構
成

1



1−14

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)MEWNET－TR(リモートI/Oシステム)
●リモートI/O制御機能

I/Oトランスミッタユニット・4点タイプ
・入力(AFP87525)
・出力(AFP87527)

2芯ケーブル
(マルチドロップ配線)

I/Oトランスミッタユニット・16点タイプ
・入力(AFP87522)
・出力(AFP87524)

I/Oトランスミッタユニット・8点タイプ
・入力(AFP87521)
・出力(AFP87523)

●I/Oリンク機能

FP1コントロールユニット

FP1トランスミッタマスタユニット
・DCタイプ(AFP1752)
・ACタイプ(AFP1756)

FP3トランスミッタマスタユニット(AFP3750)
FP3 CPUユニットまたはFP10S/FP10SH CPUユニット

・FP－Mトランスミッタマスタボード(AFC1752)ともI/Oリンクできます。

FP3トランスミッタマスタユニット(AFP3750)

FP3 CPUユニットまたはFP10S/FP10SH CPUユニット

2芯ケーブル

FP3トランスミッタマスタユニット(AFP3750) FP3トランスミッタマスタユニット(AFP3750)

Ａ局

Ａ局 Ｂ局

Ｂ局

親局

子局

■MEWNET−TRのポイント
・CPUユニットと入出力ユニットの間を省配線で制御
できるネットワークです。

・専用I/O端子台と結ぶ事によって、I/O端子台の入出
力を制御できます。(リモートI/O制御機能)

・2台のCPUユニットを結び、I/O情報を交換すること
が可能です。(I/Oリンク機能)

・安全性を考慮し異常時動作モードを搭載しています。

・仕様、使用方法の詳細については、「MEWNET－
TRマニュアル」をご覧ください。

■仕様一覧

項 目 仕 様

通信方式 2線式半2重方式

同期方式 調歩同期方式

伝送路 2芯ケーブル

伝送距離

最大400m
(VCTF0.75mm2×2C使用時)
最大700m
(ツイストペアケーブル使用時)

伝送速度 0.5Mbps

制御I/O点数

最大2,048点
(FP3 CPUユニット1台あたり)
最大4,096点
(FP10S CPUユニット1台あたり)
最大8,192点
(FP10SH CPUユニット1台あたり)

子局数 最大32局 注)

制御I/O点数 入力128点、出力128点
(マスタユニット1台あたり)

インターフェイス RS485準拠

伝送エラーチェック 反転2連送照合方式

注) 制御可能な子局数は、子局の種類によって異なります｡
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1.

■構成機器(親局)
①MEWNET－TR
トランスミッタマスタユニット
ご注文品番 AFP3750

標準価格 35,000円

■構成機器(子局)
①FP I/Oトランスミッタユニット
・省スペース端子台タイプの支局です。
・入力ユニット、出力ユニット共に4点、8点、16点タイプが
あります。

仕様 点数 ご注文品番 価格
入力専用 4点 AFP87525 14,000円入力専用
24V DC 8点 AFP87521 18,000円

16点 AFP87522 26,000円
出力専用(NPN)
トランジスタ出力

4点 AFP87527 14,800円出力専用( )
トランジスタ出力
オープンコレクタ

8点 AFP87523 19,600円
オープンコレクタ 16点 AFP87524 28,000円

■MEWNET－Fとの違いについて
MEWNET－TRとMEWNET－Fとでは、互換性はあ
りません。使用する機器やI/Oの割り付け方法など
が異なりますのでご注意ください。

Φ次のユニットは、MEWNET−TRの子局には使用でき
ません。

・I/Oターミナルユニット
AFP87421、AFP87422、AFP87423、AFP87424
・I/Oターミナルボード
AFP87441、AFP87442、AFP87444、AFP87432、
AFP87445、AFP87446
・その他
FP3のスレーブユニット

ΦMEWNET－TRには子局接続確認モードはありません。

ΦMEWNET－TRの入出力処理タイミングは、CPUユ
ニットの入出力処理と同期していません。 ●
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(3)MEWNET－W

· PCリンク PLC間で、リンクリレー、リンクレジスタを介して接点情報やレジスタ情報を. . . . . . . . . . . .
サイクリックに逐次伝送します。

· データ転送 PLC間で、専用命令(SEND/RECV)を使ってデータの転送や要求を行います。. . . . . . . . . .
転送先/
転送元で使用する演算用メモリは、送信側PLCのプログラムで指示しますので、
受信側PLCには通信に関するプログラムは不要です。

■MEWNET－Wのポイント
・MEWNET－Wは、PLC間をツイストペアケーブルで
結ぶ経済的なリンクシステムです。

・PLC間でビット単位、ワード単位での情報の受け渡
しができます。

・接点情報、レジスタ情報をPLC間でサイクリックに
伝送できるPCリンク機能と、PLCのプログラム指令
で転送先/転送元のメモリを選べるデータ転送機能が
あります。

・機械間でのI/O情報の受け渡しなど、PLC間のリンク
を経済的に行いたい場合におすすめのネットワーク
です。

・仕様、使用方法の詳細については、「MEWNET－W
マニュアル」をご覧ください。

■仕様一覧

項 目 仕 様

通信方式 トークンバス方式

伝送方式 ベースバンド方式

伝送路 ツイストペアケーブル

伝送距離 最大800m(総延長)

伝送速度 0.5Mbit/s

機能/局数 PCリンク 最大16局
データ転送 最大32局

PCリンク容量
(1ユニットあたり)

リンクリレー 1,024点
リンクレジスタ 128ワード

その他機能 リモートプログラミング

インターフェイス RS485準拠

RAS機能 ハードウェア自己診断
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(4)MEWNET－P

局間最大800m
総延長最大10km

上位コンピュータからコンピュータ側のプログラムによりPLCの接点情報やレジスタ
の内容が読み書きできます。PLC側の通信プログラムは不要です。

PLC間で、リンクリレー、リンクレジスタを介して接点情報やレジスタ情報をサイク
リックに逐次伝送します。

PLC間で、専用命令(SEND/RECV)を使ってデータの転送や要求を行います。転送先/
転送元で使用する演算用メモリは、送信側PLCのプログラムで指示しますので、受信側
PLCには通信に関するプログラムは不要です。

■MEWNET－Pのポイント
・MEWNET－Pは、PLC間、コンピュータ～PLC間を
光ファイバケーブルで結ぶリンクシステムです。

・PCリンク機能はもちろん、コンピュータリンク、デー
タ転送、リモートプログラミング、コンピュータ間
通信の5つの機能を持っています。

・ループバック機能など、異常時対策用のRAS機能を
搭載していますので、リンク系監視装置は不要です。
光ファイバによる耐ノイズ性に優れた信頼性の高い
システムが構築できます。

・中規模コンピュータリンクシステムにおすすめのネッ
トワークです。

・仕様、使用方法の詳細については、「MEWNET－P
マニュアル」をご覧ください。

■仕様一覧

項 目 仕 様

通信方式 トークンリング方式

伝送方式 ベースバンド方式

伝送路 2芯光ファイバケーブル

伝送距離 局間800m 総延長10km

伝送速度 375kbit/s

機能/局数
PCリンク 最大16局
コンピュータリンク最大63局
データ転送 最大63局

PCリンク容量
(1ユニットあたり)

リンクリレー 1,024点
リンクレジスタ 128ワード

その他機能
リモートプログラミング
コンピュータ間通信

RAS機能

ループ自動復旧機能
ノードバイパス機能
自己診断機能
(ハードウェア､伝送系テスト)
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(5)MEWNET－H

· PCリンク PLC間であるいはPLC−コンピュータ(リンクボード)間で、接点情報やレジスタ情報をサイクリック. . . . . . . . . . . .
に逐次伝送します。リンクに使用するエリアは、システム設定ソフトで行います。

·コンピュータリンク 上位コンピュータからコンピュータ側のプログラムによりPLCの接点情報やレジスタの内容が読み. . .
書きできます。PLC側の通信プログラムは不要です。

· データ転送 PLC間で、専用命令(SEND/RECV)を使ってデータの転送や要求を行います。転送先/. . . . . . . . . .
転送元で使用する演算用メモリは、送信側PLCのプログラムで指示しますので、受信側PLCには通
信に関するプログラムは不要です。

■MEWNET－Hのポイント
・MEWNET－Hは、PLC間、コンピュータ～PLC間を
同軸ケーブルで結ぶリンクシステムです。

・PCリンク機能、コンピュータリンク、データ転送、
リモートプログラミング、コンピュータ間通信に加
え、多階層リンク機能を追加しています。

・リンクユニットにRS232Cポートを標準搭載してい
ますので、コンピュータとの接続も可能です。

・PLCを中継局として最大4階層のネットワーク間接
続、多階層リンクが可能です。

・大規模なネットワークでリンクデータの容量を多く
取りたい場合におすすめのネットワークです。

・仕様、使用方法の詳細については、「MEWNET－H
マニュアル」をご覧ください。

■仕様一覧

項 目 仕 様

通信方式 トークンバス方式

伝送方式 ベースバンド方式

伝送路 同軸ケーブル(5C－2V)

伝送距離 総延長1km

伝送速度 2Mbit/s

機能/局数
PCリンク 最大64局
コンピュータリンク 最大64局
データ転送 最大64局

PCリンク容量
(1ユニットあたり)

リンクリレー 4,096点
リンクレジスタ 4,096ワード

その他機能
リモートプログラミング
コンピュータ間通信
多階層リンク(最大4階層)

RAS機能 自己診断機能
(ハードウェア、伝送系テスト)

注) PCリンクの割り付けなどには、MEWNET－Hシステム設
定ソフトが必要です。
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(6)コンピュータリンク機能

(FP10SH/FP10S)

FP3の場合は、コンピュータ・コミュニケーション・
ユニットの追加で1:1通信ができます。

ケーブルはFP10SH/FP10Sと同様です。
専用RS232Cケーブル
(AIP81862N)

2芯ケーブル

※1

※1

PC98シリーズ用

■コンピュータリンクのポイント
・FP3はコンピュータコミュニケーションユニットの
追加でコンピュータと接続できます。
FP10SH/FP10Sは、CPUユニットにRS232Cポートを
標準装備していますので、高機能ユニットを追加し
なくても、直接コンピュータと通信できます。

・上位コンピュータのプログラムにより、CPUユニッ
トのリレーの状態やレジスタの内容を読み出したり、
書き込んだりできます。

・上位コンピュータのプログラムは、専用プロトコル
(MEWTOCOL－COM)にしたがって作成します。

・上位コンピュータからの通信では、CPUユニット側
には通信に関するプログラムは不要です。

・仕様、使用方法の詳細については、「C－NETリン
クユニットマニュアル」をご覧ください。

■仕様一覧

項 目
仕 様

項 目
1:1通信時 1:N通信時

通信方式 半2重方式 2線式半2重方式

同期方式 調歩同期方式

伝送路 RS232Cケーブル 2芯ケーブル
VCTF 0.75mm2×2C

伝送距離 最大15m 最大1200m(総延長)

伝送速度
300/600/1200/2400/ ※ 1

4800/9600/19200bit/s ※ 3

伝送コード ASCII、JIS7、JIS8

伝送
フォーマット

ストップビット：1bit/2bit ※ 2
パリティ：なし/偶数/奇数
データ長：7bit/8bit

注) 伝送速度､伝送フォーマットおよびユニットNo.は､CPUユ
ニット内部のスイッチで設定します。

※1: FP3およびFP10Sの場合ツールポート使用時および1:N通
信時の通信速度は、9600/19200bit/sとなります。

※2: FP3およびFP10Sの場合ツールポート使用時および1:N通
信時の伝送フォーマットは、1ストップビット、奇数パ
リティデータ長8ビットとなります。

※3: FP10SHの場合、伝送速度は下記より選択できます。
1200/2400/4800/9600/19200/38400/57600/115200bit/s(ただ
し、38400bit/s以上で通信できるのは、伝送距離3m以内
の場合です。)
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(7)モデム制御機能

2芯ケーブル(RS485)
VCTF0.75×2C

専用RS232Cケーブル
(AIP81862N)
(RS232Cポート使用時)

■モデム制御機能のポイント
・FPシリーズはモデムを接続ができ、公衆回線を利用
した遠隔地からのプログラミングやコンピュータリ
ンクが可能です。

・PLCは、電源を投入するだけでモデムの接続を確認
し、モデムが接続されている場合は、モデムを自動
受信に設定するためのATコマンドをモデムに対して
自動的に発行します。

・上位コンピュータからPLCのリレーの状態やレジス
タの内容の読み出し、書き込みが実行できますので、
遠隔地の監視システムなどに応用できます。

・ツールポート使用時は、NPST−GRを使って、PLCの
プログラムのリード/ライトやメンテナンスなどが実
行できます。

・COMポート(RS232C)使用時は、プログラムにより
PLC側からの通報も可能です。

■仕様一覧

項 目 仕 様

通信方式 半2重方式

同期方式 調歩同期方式

伝送速度 設定により可変 注）

伝送コード ASCII、JIS7、JIS8

伝送フォーマット
(合計10ビット)

スタートビット：1bit
ストップビット：1bit/2bit
パリティ：なし/偶数/奇数
データ長：7bit/8bit

注) 伝送速度、伝送フォーマットは、CPUユニット上のスイッ
チで設定します。
FP3/FP10Sの場合は、2400bit/s(固定)となります。
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<2> RS422ポート使用時(FP3/FP10S)

注）FP3/FP10SのツールポートはRS422です。
FP10SHのツールポートはRS232Cです。

<1> RS232Cポート使用時(FP10SH/FP10S)

専用RS232Cケーブル
(AFB85843)
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(1)プログラミングに必要なツール
1.ツールソフトを使用する場合
■必要なツール(FP3/FP10S)
①ツールソフト
・FPシリーズ共通で使用できます。
②RS422/232C変換アダプタ 品番AFP8550
・FP3/FP10Sとパソコンとの中継に使用します。

③FP周辺機器接続ケーブル(プログラマケーブル)
・FP3/FP10SとRS422/232C変換アダプタとの接続に使用します。

品番 AFP5520(50cm)
品番 AFP5523( 3m)

以下については、市販品をご使用ください。
④市販パソコン
⑤市販RS232Cストレートケーブル 25ピン
・クロスタイプのケーブルを使用する場合は、RS422/232C変
換アダプタの設定変更が必要です。(P.7−7ご参照)

④

FP3/FP10Sの場合

注）FPWIN GR
はCD−ROM
です。

■必要なツール(FP10SH)
①ツールソフト
・FPシリーズ共通で使用できます。
②プログラミング用ケーブル
・FP10SHとパソコンの接続に使用します。

品番 AFB85813(98シリーズ用)
品番 AFB85853(DOS/V機用)

③市販パソコン

③①

②

FP10SHの場合

注）FPWIN GRはCD−ROMです。

2.ハンディプログラマを使用する場合
■必要なツール
①FPプログラマⅡ
・ハンディタイプのプログラマです。

品番 AFP1113V2(日本語キー)
AFP1114V2(英語キー)

②FP周辺機器接続ケーブル(プログラマケーブル)
・FP3/FP10SとFPプログラマⅡとの接続に使用します。

品番 AFP5520(50cm)
品番 AFP5523( 3m)

・FP10SHとFPプログラマⅡとの接続に使用します。

品番 AFP6523( 3m)

注) 1. FP10Sの場合、従来タイプのFPプログラマ品番
AFP1111、AFP1111A、AFP1112、AFP1112Aは
使用できません。

2.FP10SHの場合、FPプログラマIIの使用には制限が
あります。
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(2)プログラミングツール一覧

構成 品名 仕様 ご注文品番 標準価格 対応機種
構成 品名 仕様 ご注文品番 標準価格

＜税別＞ FP3 FP10S FP10SH

Windows版

日本語メニュー
ケーブル付
ツールキット

Windows版
CD－ROM,
DOS/Vケーブル
(AFC8503),
日本語マニュアル

AFPS10122 39,800円 ○ ○ ○

Windows版
ツールソフト
FPWIN GR
Ver. 2

バージョンアップ
版

Windows版
CD－ROM,
日本語マニュアル

AFPS10120R 10,000円 ○ ○ ○

英語メニュー Windows版 AFPS10520 38,000円 ○ ○ ○

バージョンアップ
版

Windows版
CD−ROM,
英語マニュアル AFPS10520R 10,000円 ○ ○ ○

パソコン用

IEC61131−3準拠
プログラミング
ツールソフト

フルタイプ
日本語メニュー

Windows版
CD－ROM,
日本語マニュアル

AFPS50140 80,000円 ○ ○ ○

パソコン用
ソフト使用時

ツールソフト
FPWIN Pro
Ver. 4

フルタイプ
英語メニュー

Windows版
CD－ROM,
英語マニュアル

AFPS50540 80,000円 ○ ○ ○

FP3/FP10S用

ケーブル長
50cmタイプ AFP5520 10,000円

○ ○ ×

プログラミング用

FP3/FP10S用
ケーブル長
3mタイプ AFP5523 15,000円

○ ○ ×

プログラミング用
ケーブル

FP10SH用

ケーブル長3m
25P−9P AFB85813 10,000円

× × ○FP10SH用
ケーブル長3m
9P−9P AFB85853 10,000円

× × ○

RS422/232C
変換アダプタ

NPST−GR使用時パソコンとPLCの
中継に使用。
パソコンとの接続には別途
RS232Cケーブルをご用意下さい。

AFP8550 35,000円 ○ ○ ×

FPプログラマII
日本語キータイプ AFP1113V2

44 000円 ○ ○ △FPプログラマII
英語キータイプ AFP1114V2

44,000円 ○ ○ △

ハンディプロ
グラマ FP3/FP10S用

ケーブル長
50cmタイプ AFP5520 10,000円

○ ○ ×グラマ
使用時 プログラミング用

ケーブル

FP3/FP10S用
ケーブル長
3mタイプ AFP5523 15,000円

○ ○ ×

FP10SH用 ケーブル長
3mタイプ AFP6523 10,000円 × × ○

注）1.パソコン用ソフトには、各機種用OSを別途ご用意ください。
2.パソコンの機種により、別途市販のアダプタおよびケーブルが必要になります。
例 1) DOS/Vパソコンの場合

① 25ピンオス−25ピンオス仕様ストレートケーブル
② 9ピンメス−25ピンメス変換アダプタ

例 2) 98ノートシリーズパソコンの場合
① 25ピンオス−25ピンオス仕様ストレートケーブル
②ハーフピッチ−25ピンメス変換ケーブル＜NEC製 PC9821N−K04相当品＞

3.バージョンアップ版は、Ver. 1.1がインストールされていないとインストールできません。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(3)ROM作成ツール(FP3用)

1.マスタメモリ(EEP－ROM)を介して市販ROMライタでROMを作成する場合。

■必要なツール
①プログラミングツールセット

(P.1−22のいずれかの組み合わせ)

②マスタメモリ 品番AFP5206
ザイコー製X28C256PI – 20相当品)

③メモリ 品番AFP5202
(STマイクロエレクトロニクス社製M27C256B−12F1
相当品)

以下は、市販品をご用意ください。
④市販ROMライタ
27C256、28C256が使用可能なもの。

例)(株)ロジパック製 Palette – 44
(株)アバールデータ製 PECKER11

2.ツールソフトと市販ROMライタでROMを作成する場合。

■必要なツール
①ツールソフトセット
(NPST－GRまたはFPWIN GR)
(P.1−21の組み合せ)

②メモリ 品番AFP5202
(STマイクロエレクトロニクス社製M27C256B−12F1
相当品)

以下は、市販品をご用意ください。
③市販ROMライタ
27C256が使用可能なもの。

例)(株)ロジパック製 Palette – 44
(株)アバールデータ製 PECKER11

④市販セントロニクスケーブル、または市販
RS232Cケーブル25ピン
ROMライタの仕様に合わせてご用意ください

ご参考
・メモリ(AFP5202)はEP－ROMで、プログラム保存・
ROM運転用メモリです。書き込みには市販ROM
ライタが必要です。

・マスタメモリ(AFP5206)はEEP－ROMで、プログ
ラム複写用メモリです。CPUユニットに装着した
状態で、CPUユニット内蔵RAMの内容が複写で
きます。(FP3 CPUユニットVer.4.4以降で対応。)
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FP3/FP10S/FP10SH
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(4)ROM作成ツール(FP10SH用)

1.マスタメモリ(F－ROM)を介して市販ROMライタでROMを作成する場合。

■必要なツール
①ツールソフトセット
(NPST－GRまたはFPWIN GR)
(P.1−21の組み合せ)

②ROM運転ボード 品番AFP6208

③マスタメモリ 品番AFP5208
(SST社製SST−29EE020 – 150 – 4C – PH相当品)

④メモリ 品番AFP5209
(STマイクロエレクトロニクス社製
M27C2001–150F1相当品)

以下は、市販品をご用意ください。
⑤市販ROMライタ
27C2001が使用可能なもの。

例)(株)ロジパック製 Palette – 44
(株)アバールデータ製 PECKER11

③

①

④

⑤

2.ツールソフトと市販ROMライタでROMを作成する場合。

■必要なツール
①ツールソフトセット
(NPST－GRまたはFPWIN GR)
(P.1−21の組み合せ)

②メモリ 品番AFP5209
(STマイクロエレクトロニクス社製
M27C2001–150F1相当品)

以下は、市販品をご用意ください。
③市販ROMライタ
27C2001が使用可能なもの。

例)(株)ロジパック製 Palette – 44
(株)アバールデータ製 PECKER11

④市販セントロニクスケーブル、または市販
RS232Cケーブル25ピン
ROMライタの仕様に合わせてご用意ください

①

④

③
②

ご参考
・メモリ(AFP5209)はEP－ROMで、プログラム保存・
ROM運転用メモリです。書き込みには市販ROM
ライタが必要です。

・マスタメモリ(AFP5208)はF－ROMで、プログラム
複写用メモリです。CPUユニットに装着した状態
で、CPUユニット内蔵RAMの内容が複写できます。
(FP10SH CPUユニットVer.2以降で対応。)
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2章各部の名称と
機能/仕様一覧

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1.全体仕様 2−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

2.マザーボード 2−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

3.増設ケーブル 2−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

4. FP3 CPUユニット・オプションメモリ 2−7. . . . . . . . . . . . .

5. FP10SH CPUユニット・オプションメモリ 2−11. . . . . . . .

6. FP10S CPUユニット・オプションメモリ 2−23. . . . . . . .

7.電源ユニット 2−26. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

8.電源ダミーユニット 2−28. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

9.入出力ユニット共通仕様 2−30. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

10.入力ユニット仕様 2−32. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

11.出力ユニット仕様 2−40. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

12.入出力混合ユニット仕様 2−48. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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2−1
全体仕様

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)一般仕様
項 目 仕 様

使用周囲温度 0℃～55℃

保存周囲温度 －20℃～70℃

使用周囲湿度
30～85%RH(結露なきこと)

保存周囲湿度
30～85%RH(結露なきこと)

耐電圧 AC外部端子－アース間 1,500VAC1分間、DC外部端子－アース間 500VAC 1分間

絶縁抵抗 外部端子－アース間 100MΩ以上(DC500Vメガーにて)

耐振動 JISC0040に準拠 10～55Hz1掃引/1分間 複振幅 0.75mm X,Y,Z各方向10分間

耐衝撃 JISC0041に準拠 98m/s2以上 X,Y,Z各方向4回

耐ノイズ性 1,500Vp－pパルス幅,50ns,1μs(ノイズシミュレータによる)

使用雰囲気 腐食性ガスのないこと、塵埃がひどくないこと

(2)外形寸法図

注)基本マザーボード・増設マザーボードとも外形寸法は同じです。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(3)性能仕様(FP3)
機種 FP3機種

項目 AFP3220C-F AFP3210C-F AFP3211C-F AFP3212C-F AFP3210 AFP3211 AFP3212

プログラム方式／制御方式 リレーシンボル方式／サイクリック演算方式

１ボード使用時 最大 512点

制御I/O点数 増設時 最大1,536点制御I/O点数

リモートI/O使用時 最大2,048点

プログラム 内蔵メモリ RAMプログラム
メモリ オプションメモリ 別売EPROM／別売EEPROM 使用不可 別売EPROM 使用不可

プログラム容量 (※1)
最大15,871
ステップ

最大9,727ステップ 最大9,727ステップ

命令語数
基本命令 83種 43種

命令語数
応用命令 241種 237種 241種 237種 205種 209種 205種

演算速度
基本命令 0.5μs～

演算速度
応用命令 数十μs～数百μs

外部入力(X) 2,048点

外部出力(Y) (※3) 2,048点

リ
レ

内部リレー(R) (※2) 1,568点リ
レー

タイマ(T)、カウンタ(C)
(※2)

合計256点(点数の変更ができます)
減算式タイマ(オンディレータイプ:0.01～327.67秒、0.1～3,276.7秒、1～32,767秒)
減算式カウンタ(プリセットタイプ:1～32,767カウント)

演
算

リンクリレー(L) (※2,※3) 1,024点×2ルート演
算
用
メ

データレジスタ(DT) (※2) 2,048ワード用
メ
モ
リ
点
数 メ

ファイルレジスタ(FL)
(※1,※2)

8,192ワード
～

22,525ワード
0～8,192ワード 0～8,192ワード

点
数 メ

モ
リ
エ

リンクレジスタ(LD)
(※2,※4)

128ワード×2ルート
リ
エ
リ
ア

タイマ／カウンタ
設定値エリア(SV) 256ワード

ア
タイマ／カウンタ
経過値エリア(EV) 256ワード

インデックスレジスタ
(IX，IY) 2ワード

微分点数 点数無制限

補助タイマ 点数無制限、減算式タイマ(0.01～327.67秒) 使用不可

マスタコントロールリレー(MCR)点数 64点

ラベル数(JP＋LOOP数) 256点(JP、LOOP、F19共通)

ステップラダー数 (※2) 1,000工程

サブルーチン数 100サブルーチン

割り込みプログラム数 25プログラム

コメント入力 (※5) 不可 不可 可 不可 不可 可 不可

サンプリングトレース (※6) 可 不可 可 不可 不可 可 不可

カレンダタイマ機能 年(西暦下2桁)・月・日・時(24h表示)・分・秒・曜日 使用不可

リンク機能 PCリンク、コンピュータリンク、データ転送、リモートプログラミング、モデム(※7)

自己診断機能 ウォッチドグタイマ、メモリ異常検出、入出力異常検出、電池異常検出、プログラムの文法チェックなど

その他の機能 RUN中プログラム書換機能(※7)、強制入出力、割り込み処理、テストラン、コンスタントスキャン(※7)、
マシン語プログラム

メモリバックアップ時間
(リチウム電池保持時間)

AFP3220C-F、AFP3211C-F :10,000時間以上 (実使用値 :約22,000時間)
AFP3210C-F、AFP3212C-F :17,000時間以上 (実使用値 :約34,000時間)
AFP3211 : 5,800時間以上 (実使用値 :約22,000時間)
AFP3210、AFP3212 :11,200時間以上 (実使用値 :約40,000時間)

注）※1：システムレジスタの設定により、容量が変ります。
※2：保持／非保持の設定ができます。
※3：内部リレーとしても使用できます。
※4：データレジスタとしても使用できます。
※5：最大2,730点。１コメントにつき、半角カナ数字12文字まで。
※6：16接点と3ワードのデータについて最大1000サンプル(4000ワード分）をサンプリングできます。
※7：AFP3210/AFP3211/AFP3212では、モデム、コンスタントスキャン機能は使用できません。また、NPST－GRの画素I/O入力時はRUN

中プログラム書き換えができません。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(4)性能仕様(FP10SH/FP10S)
機種 FP10S FP10SH機種

項目 AFP6231 AFP6221V3 AFP6211V3

プログラム方式／制御方式 リレーシンボル方式／サイクリック演算方式

１ボード使用時 最大 512点 最大 512点

制御I/O点数 増設時 最大1,536点 最大2,048点制御I/O点数

リモートI/O使用時 最大4,096点 最大8,192点

プログラム 内蔵メモリ RAMプログラム
メモリ オプションメモリ 別売ICメモリカード 別売ICメモリカード(※4)/別売EP−ROM、F−ROM(※5)

プログラム容量 約30Kステップ
約30Kステップ

(増設メモリ装着により約60Kステップ
または約120Kステップまで拡張可能)

命令語数
基本命令 83種 95種

命令語数
応用命令 247種 431種

演算速度
基本命令 0.15μｓ 40ns～ 100n～

演算速度
応用命令 0.45μｓ～ 80ns～ 200ns～

外部入力(X) 4,096点 8,192点

外部出力(Y) (※2) 4,096点 8,192点

内部リレー(R) (※1) 14,016点 14,192点

演
算
用

リ
レー

タイマ(T)、カウンタ(C)
(※1)

合計2,048点
(点数の変更ができます）
減算式タイマ(オンディレータイプ)
・0.01～327.67秒・0.1～3,276.7秒
・1～32,767秒
減算式カウンタ(プリセットタイプ)
・1～32,767カウント

合計3,072点(点数の変更ができます）
減算式タイマ(オンディレータイプ)
・0.001～32.767秒 ・0.01～327.67秒
・0.1～3,276.7秒 ・1～32,767秒
減算式カウンタ(プリセットタイプ)
・1～32,767カウント

算
用
メ
モ

リンクリレー(L) (※1,※2) 10,240点メ
モ
リ

パルスリレー(P) (※1,※2) 2,048点
リ
点
数

異常報知リレー(E) (※1,※2) 2,048点
数

データレジスタ(DT) (※1) 10,240ワード

メ
ファイルレジスタ(FL) (※1) 32,765ワード

メ
モ リンクレジスタ(LD)(※1,※3) 8,448ワードモ
リ
エ
リ

タイマ／カウンタ
設定値エリア(SV) 2,048ワード 3,072ワード

リ
ア タイマ／カウンタ

経過値エリア(EV) 2,048ワード 3,072ワード

インデックスレジスタ 2ワード(IX, IY) 14ワード(I0～ID)(バンク切替により224ワード分使用可能)(※1)

微分点数 点数無制限

補助タイマ 点数無制限、減算式タイマ(0.01～327.67秒）

マスタコントロールリレー(MCR)点数 256点 256点(90Kステップの増設メモリを使用する時は、
第1・第2プログラムで合計512点使用可能)

ラベル数(JP＋LOOP数) 256点(JP、LOOP、F19共通) 256点(JP、LOOP、F19共通、90Kステップの増設メモリを
使用する時は、第1・第2プログラムで合計512点使用可能）

ステップラダー数 (※1) 1,000工程 1,000工程(第1プログラムでのみ使用可能)

サブルーチン数 100サブルーチン 100サブルーチン(第1プログラムでのみ使用可能)

割り込みプログラム数 25プログラム 25プログラム(第1プログラムでのみ使用可能)

コメント入力
使用不可

(ただし、NPST−GR上のコメントを
ICメモリカードに保存できます）

使用可能(※4,※5)
(ICメモリカードボード、又はROM運転ボードが必要)

サンプリングトレース 16接点と3ワードのデータについて、最大1,000サンプル(4,000ワード分）

カレンダタイマ機能 年(西暦下2桁）・月・日・時(24ｈ表示）・分・秒・曜日

リンク機能 PCリンク、コンピュータリンク、データ転送、リモートプログラミング、モデム

自己診断機能 ウォッチドグタイマ、メモリ異常検出、入出力異常検出、電池異常検出、プログラムの文法チェックなど

その他の機能 RUN中プログラム書換機能、強制入出力、割り込み処理、テストラン、コンスタントスキャン

メモリバックアップ時間
(リチウム電池保持時間)

7,000時間以上
(実使用値：
約33,000時間）

4,800時間以上
(実使用値：
約29,000時間）

9,500時間以上
(実使用値：
約57,000時間）

増設メモリ使用時
4,300時間以上(※6)

(実使用値：
約25,000時間）

7,600時間以上(※6)

(実使用値：
約44,000時間）

注）※1：保持／非保持の設定ができます。
※2：内部リレーとしても使用できます。
※3：データレジスタとしても使用できます。
※4：使用するには、ICメモリカードの他に、別売のICメモリカードボード(AFP6209A)が必要です。
※5：使用するにはROMの他に、別売のROM運転ボード(AFP6208)が必要です。
※6：90Kステップ増設メモリ(AFP6205)を使用した時の値です。
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2−2
マザーボード

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

③② ④

⑥⑦

① ⑤ ①

●基本マザーボード(イラスト：8スロットタイプ)

●増設マザーボード(イラスト：8スロットタイプ)

②

⑨ ⑥⑦

① ⑤⑧ ③ ①

■各部の名称と機能
①マザーボード取付穴
マザーボードを制御盤などに取り付けるための穴で
す。取り付けにはM5ネジを使用してください。

②増設ケーブル接続用コネクタ(OUT)
ケーブルの接続の詳細についてはP.4−5をご覧くださ
い。

③電源ユニット用コネクタ
④CPUユニット用コネクタ
⑤ユニット取付穴
ユニットをマザーボードに取り付けるための穴です。
取り付けは各ユニットに付属のネジで行います

⑥I/Oユニット用コネクタ
ユニットを装着しない部分には、付属のカバーを付
けておいてください。

⑦ユニットガイド穴
ユニットをマザーボードに取り付けるとき、この穴
とユニットの突起をあわせてください。

⑧ボード番号設定スイッチ
増設マザーボードのボード番号を設定します。I/O
番号は、この番号に従って順に割り付けられます。
ボード番号の詳細についてはP.4−3をご覧ください。

⑨増設ケーブル接続用コネクタ(IN)
増設マザーボード使用時に増設ケーブルを接続しま
す。使用しないときは、コネクタのカバーを外さな
いでください。

■マザーボードの種類

タイプ スロット
数 ご注文品番 標準価格

<税別>

基本マザー
3 AFP3505－F 12,500円

基本マザー
ボード

5 AFP3501－F 13,000円
ボード

8 AFP3502－F 20,000円

増設マザー
3 AFP3506－F 12,500円

増設マザー
ボード

5 AFP3503－F 13,000円
ボード

8 AFP3504－F 20,000円

■質量
3スロットタイプ：約 700g
5スロットタイプ：約 900g
8スロットタイプ：約1,200g
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2−3
増設ケーブル

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■増設ケーブルの種類

ケーブ ご注文品番 標準価格 対応機種ケーブ
ル長さ ご注文品番 標準価格

<税別> FP3 FP10S FP10SH

50cm AFP3510 7,500円 ○ ○ ○

1m AFP3511 10,000円 ○ ○ ○

3m AFP3513 14,000円 ○ ○ ○

10m AFP35110 30,000円 ○ ○
△

15m AFP35115 45,000円 ○ ○
△

25m AFP35125 75,000円 ○ × ×

注1) FP10SおよびFP10SHでは、25mタイプのケーブル
(AFP35125)は使用できません。

注2) △： FP10SHで10ｍまたは、15m使用のときシステムレ
ジスタの変更が必要になります。

■寸法図

■質量
50cmタイプ(AFP3510) ：約 110g
1m タイプ(AFP3511) ：約 170g
3m タイプ(AFP3513) ：約 370g
10m タイプ(AFP35110) ：約1100g
15m タイプ(AFP35115) ：約1700g
25m タイプ(AFP35125)：約2700g

■機種による増設の制限について
・使用するCPUユニットの機種により、増設できる段
数と使用できるケーブルが異なります。ご注意くだ
さい。

FP3の場合
・増設マザーボードを2枚まで増設できます。

・増設ケーブルの使用制限は、下図のようになります。

基本
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

各ボード間最大25m、総延長最大40m

FP10Sの場合
・増設マザーボードを2枚まで増設できます。

・25mの増設ケーブルは、使用できません。

・増設ケーブルの使用制限は、下図のようになります。

基本
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

各ボード間最大15m、総延長最大30m

FP10SHの場合
・増設マザーボードを3枚まで増設できます。

・増設ケーブルの使用制限は、標準設定(出荷時)は
下図のようになります。

基本
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

各ボード間最大3m、総延長最大9m

・さらに各ボード間を延長したい場合、システムレジ
スタNo.444の設定を「長距離」に変更してください。

基本
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

各ボード間最大15m、総延長最大30m

リモートI/Oスレーブユニットの場合
・増設マザーボードを2枚まで増設できます。

・増設ケーブルの使用制限は、下図のようになります。

基本
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

増設
マザー
ボード

各ボード間最大1m、総延長最大2m
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増
設
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2−4
FP3 CPUユニット ·オプションメモリ

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)CPUユニット

① ②

③

⑤ ⑥

⑦
④

⑧

⑨

■各部の名称と機能
①状態表示LED
PLCの運転/停止、エラー/アラームの状況など動作
状態を表示します。

②イニシャライズ/テストスイッチ
エラーのクリアや演算メモリの初期化、テスト運転
の設定を行なうスイッチです。

③モード切り替えスイッチ
PLCの運転モードを切り替えるスイッチです。

④メモリバックアップ用電池
内蔵メモリ(RAM)のバックアップ用電池です。
出荷時には接続していません。

⑤動作モード設定スイッチ
プログラミングツールのボーレート設定、プログラ
ムメモリのプロテクトの設定に使用します。

SW
設定内容

スイッチの状態SW
No. 設定内容

ON OFF

1 プログラムメモ
リプロテクト 書き込み不可 書き込み可

2
プログラミング
ツール
ボーレート

9600bit/s 19200bit/s

⑥メモリ切替スイッチ
プログラムメモリをRAMまたはROMに切り替えま
す。

⑦デバイス選択スイッチ
使用するROMの種類により切り替えます。
注)デバイス選択スイッチは、Ver.4.4以降のCPUユ
ニットに付いています。

⑧ROMソケット
オプションメモリのEP－ROMまたはEEP－ROMを
使用する時のソケットです。上側がEVEN(偶数アド
レス用)、下側がODD(奇数アドレス用)です。

⑨ツールポート(RS422)
プログラミングツールを接続するコネクタです。

■質量:約350g
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■イニシャライズ/テストスイッチ
エラーのクリアや演算メモリの初期化、テスト運転
モードに設定するためのスイッチです。

スイッチ
位置

動作モード

INITIALIZE
(上)

ハネ返りSW

・PROG.モードの時
演算メモリの内容を初期化します。
ただし、システムレジスタ(I/Oマッ
プを含む)、シーケンスプログラム
は初期化されません。
また、自己診断エラーコード42以
下のエラーが発生している場合は、
特殊リレーR9000～R9008および
特殊データレジスタDT9000はクリ
アされません。

・RUNモードの時
演算エラー、リモートI/O系エラー、
電池エラーをクリアします。

(中) 通常は、スイッチはこの位置にして
ください。

TEST (下) ・PROG.モードの時にこのスイッチ
を下側に倒すとテストモードにな
ります。この状態でRUNモードに
切り替えるとテスト運転を実行し
ます

・テストモードから通常運転に戻す
場合は、PROG.モードでスイッチ
を中央に戻してください。

■モード切り替えスイッチ
FP3の運転/停止の切り替えは、モード切り替えスイッ
チで行います。
テスト運転する場合は、イニシャライズ/テストス
イッチをTEST側に倒してください。

スイッチ
位置

動作モード

RUN (上) RUNモードになります。
プログラムを実行し、運転を開始し
ます。

REMOTE
(中)

プログラミングツールから運転/停止
の切り替えが行えます。
スイッチを切り替えた段階では、
PROG.→REMOTE時はPROG.モード、
RUN→REMOTE時はRUNモードの
ままになっています。

PROG. (下) PROG.モードになります。
ツールによるプログラミング、テス
ト運転モードへの切り替え、イニシャ
ライズスイッチで演算メモリの初期
化が行えます。

■動作表示用LED
動作モードの表示やエラーの発生状態を表示します。

LED名称 表示内容

RUN (緑) RUNモードで点灯し、プログラムの
実行中であることを表示します。
・強制入出力の実行時は点滅します。

PROG. (緑) PROG.モードで点灯し、運転が停止
していることを示します。
・リモート子局の接続待ち状態では
点滅します。

・イニシャライズ操作を行うと、輝
度が下がって初期化操作の実行を
表示します。

TEST (緑) テスト運転モードで点灯します。

BREAK (緑) テストラン時にブレークまたはステッ
プ実行で停止しているときに点灯し
ます。

ERROR(赤) 自己診断でエラーを検出すると点灯
します。

BATT. (赤) バックアップ電池の電圧が下がると
点灯して、交換時期を知らせます。

ALARM (赤) ハードウェアの異常、またはプログ
ラムによる演算停滞が発生し、ウォッ
チドグタイマが動作した時に点灯し
ます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)メモリ(EP－ROM)/マスタメモリ(EEP－ROM)

■メモリの役割
・FP3は、標準装備のRAMだけでも運転できますが、
必要に応じて別売のROMを利用することができます。

・メモリ(EP－ROM)は、プログラムの保存・ROMの
運転用に、マスタメモリ(EEP－ROM)は、プログラ
ムの複写・転送用として最適です。
(EEP－ROMは、Ver.4.4以降のCPUユニットで対応)

・FP3では、偶数アドレス用ROM(EVEN)と奇数アドレ
ス用ROM(ODD)の2個1組で使用します。

■メモリとマスタメモリの使い分け

タイプ メモリ
(EP－ROM)

マスタメモリ
(EEP－ROM)

使用IC

STマイクロエレ
クトロニクス社製
M27C256B－12F1

相当品

ザイコー製
X28C256PI－20
相当品

ご注文品番
AFP5202

(2個1セット)
AFP5206

(2個1セット)

標準価格 6,000円 30,000円

書き込み
市販ROMライタ
が必要。

CPUユニット本体
に装着した状態で
の転送が可能。

用 途

プログラムの保存
やROM運転に向
いています。
安価なので量産機
器など、多量に使
用する場合に有利
です。

マスタプログラム
の複写や転送用に
向いています。
（I/Oコメントは
ROMには書き込
まれません）

注) EP－ROMへの書き込みには、市販のROMライタが必要で
す。

■ROMに書き込まれる内容
・メモリまたはマスタメモリには、プログラムとシス
テムレジスタの内容が書き込まれます。したがって、
ROM運転すると、プログラムの内容と同時にシステ
ムレジスタの内容も書き替わります。

・内部リレー、データレジスタなど演算用メモリの内
容は書き込まれませんのでご注意ください。

■メモリ/マスタメモリの取り扱いについて
・メモリ、マスタメモリを本体にセットする場合、電
源を切った状態で行ってください。メモリのICリー
ドピッチをICソケットのリード幅に矯正して、方向
(溝)をあわせて確実に挿入してください。

デバイス選択スイッチ

注) ROM装着ロックは、クリック感があるまで確実に
固定してください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ROM装着時の注意
1.ROMを着脱する際には、CPUユニットの電源を必ず
切ってください。

2.使用するROMの種類に合わせて、デバイス選択スイッ
チを｢EP－ROM｣あるいは｢EEP－ROM｣に合わせて
ください。

デバイス選択スイッチ

メモリ
(EP－ROM)
AFP5202
マスタメモリ
(EEP－ROM)
AFP5206

EP－ROMEEP－ROM

3.FP3の場合、偶数アドレス用ROM<EVEN>と奇数ア
ドレス用ROM<ODD>の2個で1セットです。ROMの
装着の際には、装着方向が合っているかよくご確認
ください。

4.ROMをICソケットから引き抜く時は、IC引き抜き工
具をご使用ください。ドライバなどを使用されます
とプリント基板のパターンを傷つける場合がありま
す。

5.メモリ(EP−ROM)の消去窓部には、遮光シートを必
ず貼りつけてください。しゃ光シートがない場合、
フラッシュなどで誤動作する場合があります。

特にご注意していただきたいこと
1.メモリの種類とデバイス選択スイッチは、必ず一
致させてください。設定を誤ると、暴走や誤動作
の原因となることがあります。

2.デバイス選択スイッチは、電源OFFの状態で切り
替えてください。電源ON時に設定が切り替わり
ます。
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2−5
FP10SH CPUユニット ·オプションメモリ

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)CPUユニット

①

②

③

⑦

⑨

⑥

④

⑤

⑧

■各部の名称と機能
①状態表示LED
PLCの運転/停止、エラー/アラームの状況など動作
状態を表示します。

②イニシャライズ/テストスイッチ
エラーのクリアや演算メモリの初期化、テスト運転
の設定を行なうスイッチです。

③モード切り替えスイッチ
PLCの運転モードを切り替えるスイッチです。

④動作モード設定スイッチ
プログラミングツールのボーレート設定、プログラ
ム用メモリの選択、プログラムメモリのプロテクト、
伝送フォーマット設定に使用します。

⑤局番設定スイッチ
CPUユニット装備のツールポートやCOMポートでコ
ンピュータリンク機能を使用する時のユニットNo.
を設定します。

⑥メモリバックアップ用電池
内蔵メモリ(RAM)のバックアップ用電池です。
出荷時には接続していません。

⑦ツールポート(RS232C)
プログラミングツールを接続するコネクタです。

⑧オプションスロット
ICメモリカード/オプションメモリ使用時にICカー
ドボード/ROM運転ボードを装着するスロットです。

⑨COMポート(RS232C)
コンピュータや操作表示パネル、バーコードリーダー
などRS232C機器が接続できるポートです。

■質量: CPUユニット本体 ：約350g
増設メモリユニット：約30g
ICカードボード ：約60g
ROM運転ボード ：約35g
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■イニシャライズ/テストスイッチ
エラーのクリアや演算メモリの初期化、テスト運転
モードに設定するためのスイッチです。

スイッチ
位置

動作モード

INITIALIZE
(上)

ハネ返りSW

・PROG.モードの時
演算メモリの内容を初期化します。
ただし、システムレジスタ(I/Oマッ
プを含む)、シーケンスプログラム
は初期化されません。
また、自己診断エラーコード42以
下のエラーが発生している場合は、
特殊リレーR9000～R9008および
特殊データレジスタDT90000はク
リアされません。

・RUNモードの時
演算エラー、リモートI/O系エラー、
電池エラーをクリアします。

(中) 通常は、スイッチはこの位置にして
ください。

TEST (下) ・PROG.モードの時にこのスイッチ
を下側に倒すとテストモードにな
ります。この状態でRUNモードに
切り替えるとテスト運転を実行し
ます。

・テストモードから通常運転に戻す
場合は、PROG.モードでスイッチ
を中央に戻してください。

注) PROG.モード時イニシャライズスイッチONにより
クリアされる演算用メモリのデバイスの種類をシ
ステムレジスタNo.4で指定することができます。
設定のし方については、「命令語マニュアル」のシ
ステムレジスタ一覧の項をご覧ください。

■モード切り替えスイッチ
運転/停止の切り替えを行うスイッチです。
テスト運転する場合は、イニシャライズ/テストス
イッチをTEST側に倒してください。

スイッチ
位置

動作モード

RUN (上) RUNモードになります。
プログラムを実行し、運転を開始し
ます。

REMOTE
(中)

プログラミングツールから運転/停止
の切り替えが行えます。
スイッチを切り替えた段階では、
PROG.→REMOTE時はPROG.モード、
RUN→REMOTE時はRUNモードの
ままになっています。

PROG. (下) PROG.モードになります。
ツールによるプログラミング、テス
ト運転モードへの切り替え、イニシャ
ライズスイッチで演算メモリの初期
化が行えます。

■動作表示用LED
動作モードの表示やエラーの発生状態を表示します。

LED名称 表示内容

RUN (緑) RUNモードで点灯し、プログラムの
実行中であることを表示します。
・強制入出力の実行時は点滅します。

PROG. (緑) PROG.モードで点灯し、運転が停止
していることを示します。
・リモート子局の接続待ち状態では
点滅します。

・イニシャライズ操作を行うと、輝
度が下がって初期化操作の実行を
表示します。

TEST (緑) テスト運転モードで点灯します。

BREAK (緑) テストラン時にブレークまたはステッ
プ実行で停止しているときに点灯し
ます。

ERROR(赤) 自己診断でエラーを検出すると点灯
します。

BATT. (赤) バックアップ電池の電圧が下がると
点灯して、交換時期を知らせます。

ALARM (赤) ハードウェアの異常、またはプログ
ラムによる演算停滞が発生し、ウォッ
チドグタイマが動作した時に点灯し
ます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ユニット内部のスイッチの設定

プログラミングツールのポーレート、メモリの選択、
伝送フォーマットなどを設定します。スイッチNo.
は左端がNo.1となっています。

左 右

①動作モード設定スイッチ
動作モード設定スイッチには、それぞれ下記の内容
が割り当てられています。詳しくは次頁をご参照く
ださい。

＜上側スイッチ列＞
スイッチNo.1～8
CPUユニットのCOMポートの伝送フォーマットを設定しま
す。

＜下側スイッチ列＞
スイッチNo.1～3
プログラミングツール用の伝送速度、伝送フォーマットを
設定します。

スイッチNo.4
プログラムメモリへの書き込みを禁止したい場合にONに
設定します。

スイッチNo.5
プログラム用メモリとして、内蔵RAMとオプションメモ
リのどちらを選択するかを設定します。
・ICメモリカードを装着して「オプションメモリ」を選択
した場合は、電源投入時にICメモリカード内のファイル
名AUTOEXECのプログラムが内蔵RAMに自動的に転送
されます。

スイッチNo.6～8
CPUユニットのCOMポート(RS232C)の伝送速度を設定し
ます。

②局番設定スイッチ
CPUユニット装備のツールポートとCOMポートでコ
ンピュータリンク機能を使用する場合のユニット
No.(局番)を設定します。

＋の位 －の位

③オプションスロット×1
オプションのICメモリカードボードまたはROM運転
ボードのいずれかを装着するスロットです。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■
●動作モード設定スイッチの設定＜ は初期値：ONを“1”で表し､OFFを“0”で表します＞
上側スイッチ列

機 能
設 定

機 能
SW1 SW2 SW3 SW4 SW5 SW6 SW7 SW8

モデム制御 ※1
しない 0

モデム制御 ※1
する 1

始端コード ※2 STX(02h)無効 0始端コード ※2
※3 STX(02h)有効 1

(none) 0 0

Ｃ
Ｏ
Ｍ

終端コード ※2
CR(0Dh)＋LF(0Ah)
コード

1 0Ｏ
Ｍ
ポ

終端コード ※2
CR(0Dh)コード 0 1

ポー

ト
ETX(03h)コード 1 1

ー

ト
設 ストップ 2 bit 0
設
定

ストップ
ビット長 1 bit 1定

パリティ
無効 0 0

パリティ
チェック

偶数パリティ 1 0
チェック

奇数パリティ 1 1

データ長
7 bit 0

データ長 8 bit 1

下側スイッチ列

機 能
設 定

機 能
SW1 SW2 SW3 SW4 SW5 SW6 SW7 SW8

伝送速度 19,200bit/s（※4） 0
ツー

伝送速度
(ボーレート) 9,600bit/s 1ー

ル データ長
7 bit 0ル

ポー
データ長 8 bit 1ー

ト モデム制御 ※1
しない 0ト モデム制御 ※1
する 1

プログラムメモ 書き込み可能 0
メ
モ

プログラムメモ
リプロテクト 書き込み不可 1

モ
リ プログラム CPUユニット内蔵RAM 0リ プログラム

メモリ選択 オプションメモリ 1

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ポ

伝送速度

115,200bit/s
57,600bit/s
38,400bit/s
19,200bit/s

0
1
0
1

0
0
1
1

0
0
0
0ポー

ト
伝送速度 9,600bit/s 0 0 1

ト
設
定

4,800bit/s
2,400bit/s
1,200bit/s

1
0
1

0
1
1

1
1
1

注) ※1:対象モデムは、公衆回線用、ヘイズATコマンド方式に対応している機種です。
※2: COMポートでシリアル送受信機能<応用命令F144>を使用する場合にのみ有効です。
※3:始端コードは通信データの1フレームの始端を示すコードです。始端コードを有効にすると、受信時に

STXを受信してから次の終端コードまでを1フレームとみなします。
※4:システムレジスタ(No.414)の設定により変更できます。
※5:伝送速度：38,400bit/s以上を選択する場合、伝送距離は3m以内に納めてください。
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■COM(RS232C)ポートの仕様
●コネクタのピン配列

9
8
7
6

5
4
3
2
1

M2.6ネジ

●Dサブ9ピンコネクタ

●M2.6ネジにて固定

ピン 信号名
信号方向ピン

No. 信号名
PC 通信先

1 FG FG

2 送信データ SD →

3 受信データ RD ←

4 送信要求(常時ON) RS →

5 送信可(注) CS ←

6 (NC) －

7 信号用接地 SG

8 (NC) －

9 データ端末レディ
(常時ON) ER →

注) 汎用通信機能(シリアルデータ送受信命令F144)を使用す
るためには、5番端子がONになってる必要があります。

■参考：TOOLポート仕様

ピン 信号名
信号方向ピン

No. 信号名
PC 通信先

1 FG FG

2 送信データ SD →

3 受信データ RD ←

4 送信要求(常時ON) RS →

5 (NC) －

6 (NC) －

7 信号用接地 SG

8 (NC) －

9 ER (+5V) ER →
注) コネクタのピン配列はCOMポートと同じです。

●接続例(3)
コンピュータとの接続例

PLC側 コンピュータ側

1 FG

2 SD

3 RD

4 RS

5 CS

6 －

7 SG

8 －

9 ER

ピン
No.

信号名
(略称)

1 FG

2 SD

3 RD

4 RS

5 CS

6 DR

7 SG

8 CD

20 ER

ピン
No.

信号名
(略称)

●通信仕様
・電気的特性は、EIA RS232Cに準拠します。

・伝送速度、伝送フォーマットは、CPUユニットの動
作モード設定スイッチにより決まります。下表は、
初期状態での設定です。

項 目 仕 様

ボーレート 9,600bit/s

データビット長 8ビット

パリティチェック 奇数パリティ

スタートビット長 1ビット

ストップビット長 1ビット

汎用通信時の始端コード STXなし

汎用通信時の終端コード CR

・コンピュータリンク時の始端・終端コードは、
MEWTOCOL－COMで定められています。

・FP10SHの場合は、汎用通信機能(シリアルデータ送
受信命令F144)が使えます。この機能を使う場合は、
システムレジスタNo.412を設定変更してください。

・シリアルデータ送受信命令により、コンピュータリ
ンク機能と汎用通信機能を切り替えることもできま
す。

・FP10SHの場合、伝送速度が38,400bit/s以上のとき通
信できる伝送距離は3m以内です。
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(2)増設メモリユニット

●増設メモリユニットの役割
増設メモリユニットは、プログラム容量を増やした
い時にCPUユニットに取り付けて使用します。
増設メモリユニットの追加で、プログラム容量は最
大120kステップまで拡張できます。

●品種一覧

タイプ ご注文品番 標準価格<税別>

30Kステップタイプ AFP6204 25,000円

90Kステップタイプ AFP6205 70,000円

特にご注意していただきたいこと
増設メモリユニットを着脱すると、CPUユニット
本体の内蔵RAMのメモリ内容は破壊されます。
着脱前には、必ずプログラムの保存を行ってくだ
さい。また、着脱後にツールソフトにてプログラ
ムの書き込みを行なってください。

●増設メモリユニットの装着方法
(1) CPUユニットの側面カバーをドライバを用いて取
り外してください。

(2) CPUユニット内部の固定ネジを外してください。

(3) コネクタを合わせて、増設メモリユニットを装着
し、ネジで固定してください。

増設メモリユニット装着/取り外しについて
・本体の電源をOFFにしてから行ってください。

・増設メモリユニットのメモリ素子やコネクタに手
で触れないようにしてください。
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(3)ROM運転ボード
■メモリの役割
・FP10SHは標準装備のRAMだけでも運転できますが、
必要に応じて別売りのROMを利用することが出来
ます。

・ROM運転を行うにはROM運転ボードが必要です。

■メモリ(EP－ROM)/マスタメモリ
(F－ROM)

・ROM運転ボードに装着し、使用します。
・メモリ（EP－ROM）はプログラムの保存・ROMの
運転用に、マスタメモリ（F－ROM）はプログラム
の複写・転送用として最適です。

・プログラム容量として最大120kステップ分が格納で
きます。

・このオプションを使用するにはCPUユニット
Ver.2以降が必要です。

■メモリとマスタメモリの使い分け

タイプ メモリ
(EP－ROM)

マスタメモリ
(F－ROM)

使用IC

STマイクロエレク
トロニクス社製
M27C2001－150F1
32ピンJEDEC対応
読み出し150ns以下

相当品

SST社製
SST－29EE020－
90－4C－PH

相当品

ご注文品番 AFP5209 AFP5208

標準価格 5,000円 5,000円

書き込み
市販ROMライタ
が必要。

CPU本体に装着し
た状態での転送が
可能。

用 途

プログラムの保存
やROM運転に向
いています。
安価なので量産機
器など多量に使用
する場合に有利で
す。

マスタプログラム
の複製や転送用に
向いています。

注) EP－ROMへの書き込みには、市販のROMライタ
が必要です。
I/OコメントはROM運転ボード内蔵のコメント用メ
モリに書き込まれます。

■ROMに書き込まれる内容
1.プログラム
2.システムレジスタ
3.各メモリエリア(WR, WL, DT, FL, SV, EV, LD)の内
容(プログラミングツールNPST−GRにて、ユーザ
側で選択。)

・コメント（行間コメント、注釈文、I/Oコメント）
は、ROM運転ボードに実装されているコメント用
メモリに格納されます。ROMソケットに装着EP－
ROMあるいはF－ROMには格納されませんのでご注
意ください。

■ROM運転ボード(AFP6208)

・ROMを装着するためのボードです。
メモリ、またはマスタメモリを装着し、CPUユニッ
トに挿入します。
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■メモリ/マスタメモリの取り扱いについて

1.ROMをROM運転ボードに装着する際には、メモリ
のICリレーピッチをICソケットのリード幅に矯正し
て方向(溝)を併せて確実に装着し、装着後確実にロッ
クしてください。

2.ROMをICソケットから引き抜く時は、ロックを解除
してから引き抜いてください。

3.メモリ(EP－ROM)の消去窓部には、添付の遮光シー
トを必ず張り付けてください。遮光シートがない
場合、フラッシュなどで誤動作する場合があります。

■ROM運転ボードの装着方法
ROM運転ボードの装着は、CPUユニットをマザー
ボードから外した状態で行ってください。

(1) CPUユニットを水平に置き、ROM運転ボードをユ
ニットのガイドに合わせ差し込んでください。

入れる

この時、CPU底面のマザーボードへの取り付け用フッ
クは必ず机から外した状態にしてください。

(2) CPUユニット底面のコネクタとROM運転ボードの
コネクタの位置を合わせます。この時、側面穴か
ら位置が合っている事を必ず黙視確認してくださ
い。コネクタ位置がずれたまま挿入しますとピン
曲がりの原因となります。

かん合確認

(3) ROM運転ボードを上から強く押し込んでください。
ボード上部がボードフックに引っかかるまで押し
込んでください。(フックはカチっと音がしてひっ
かかります)

フック

フック確認

(4) ボードを抜き出す場合にはボードにひっかかって
いるフックを手で外し、取っ手部穴にドライバを
挿入し上ケースを支点としてボードを引き上げて
ください。

はずす

引き上げる
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(4)ICカードボード

●ICカードボードの役割
ICメモリカードを装着するためのボードです。
このボードには512kBのコメント格納用メモリが内
蔵されています。(P.5−36ご参照)

ICメモリカードイジェクトボタン
ICメモリカードの取り出し時に使用します。

ICメモリカードアクセス許可スイッチ
ICメモリカードへの読み書きを許可します。

ICメモリカードアクセス中LED
ICメモリカードに読み書きが行われている時に点灯
します。
点灯時…アクセス中
消灯時…非アクセス中

●ICカードボードの装着方法
ICカードボードの装着は、CPUユニットをマザーボー
ドから外した状態で行ってください。

(1) CPUユニットを水平に置き、ICカードボードをユ
ニットのガイドに合わせ差し込んでください。

この時、CPU底面のマザーボードへの取り付け用フッ
クは必ず机から外した状態にしてください。

(2) CPUユニット底面のコネクタとICカードボードの
コネクタの位置を合わせます。この時、側面穴か
ら位置が合っている事を必ず黙視確認してくださ
い。コネクタ位置がずれたまま挿入しますとピン
曲がりの原因となります。

かん合確認

(3) ICカードボードを上から強く押し込んでください。
ボード上部がボードフックに引っかかるまで押し
込んでください。(フックはカチっと音がしてひっ
かかります)

フック

フック確認

(4) ボードを抜き出す場合にはICカードが挿入されて
いないか確認してください。ボードにひっかかっ
ているフックを手で外し、取っ手部穴にドライバ
を挿入し上ケースを支点としてボードを引き上げ
てください。

はずす

引き上げる
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(5)ICメモリカード(オプション)

AIC30010

Matsushita
Electric Works, Ltd.
Made in Japan

AIC31000

Matsushita
Electric Works, Ltd.
Made in Japan

S－RAMタイプ FLASH－EEPROM
タイプ

(生産中止品)

●ICメモリカードの役割
・ICメモリカードは、プログラムの保存・複写用のメ
モリ、あるいはプログラム上でデータの読み書きが
できる拡張メモリとして使用できます。
・ICメモリカードは、各々プログラムを格納する
“DOSフォーマット領域”とデータメモリとして使用
する“拡張メモリ領域”に分割して使用できます。

<例>
・1MBのカードを512kBでフォーマットすると512kB
を“DOSフォーマット領域”に残りの512kBが“拡張メ
モリ領域”として使用できます。

・全領域を“DOSフォーマット領域”、あるいは“拡張
メモリ領域”として、プログラム保存専用やデータ
メモリ専用カードとして使用できます。

ご注意
FLASH－EEPROMタイプは生産を中止いたしま
したが、お手持ちのカードは従来通りご使用にな
れます。

●品種一覧

種類 メモリ容量 ご注文品番 標準価格
税別

使用方法 おすすめの用途
ポイント種類 メモリ容量 ご注文品番 標準価格

<税別> プログラム保存に使う場合 拡張メモリ領域に使う場合
おすすめの用途
ポイント

S－RAM
タイプ 1MB AIC31000 43,000円

・ICメモリカードへのプロ
グラムの書き込みは、ツー
ルソフトの【ICカード管
理】で行います。

・FPプログラマⅡの“OP99”
の操作でCPUの内蔵RAM
のプログラムをICカード
に書き込むことも可能で
す。

・ICメモリカードへのデー
タの書き込みは、応用命
令F13で行います。
・ICメモリカードからのデー
タの読み出しは、応用命
令F12で行います。

・プログラムでデー
タが読み書きで
きるので、拡張
用データメモリ
に向いています。

FLASH－
EEPROM
タイプ

1MB AIC30010 生産
中止品

・ICカードへの書き込みは
ツールソフトの【ICカー
ド管理】で行います。

・読み出し専用メモリとな
ります。
・データの書き込みには、
データエリア編集ソフト
が必要です。
・ICメモリカードからのデー
タの読み出しは、応用命
令F12で行います。

・電池によるバッ
クアップが不要
ですので、プロ
グラム保存用に
向いています。

注) 1: S－RAMタイプ、FLASH－EEPROMタイプともに“DOSフォーマット領域”と“拡張メモリ領域”に分割して使用できます。

2:プログラムメモリとして使用する場合、プログラムの読み出しには次の4つの方法があります。

(1)電源ON時に自動で読み出す。(ICカード運転)

(2)ツールソフトの【ICカード管理】で読み出し。

(3)FPプログラマのOP90の操作で読み出し。

(4)シーケンスプログラムのF14で読み出し。

●市販品ICメモリカードの使用について
・S－RAMタイプは下記条件のものを選定してください。

(1)PCMCIA2.0/JEIDA4.0準拠

(2)アトリビュートメモリ付きでカード属性情報(CIS)が格納されている。

(3)アクセスタイム250ns以下。

・FLASH－EEPROMタイプの場合、市販品は使用できません。

●
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
Ｕ
ユ
ニ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
モ
リ

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
一
覧

２

10



2−21

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■
●ICメモリカードの着脱方法
ICメモリカードは、PLCの電源が通電中でも着脱できます。ただし、通電中の着脱は、必ず以下の手順を守って

実行してください。

装着方法
(1) ICメモリカードアクセス許可スイッチをOFFにし
てください。

(2) ICメモリカードを装着スペースに挿入します。

(3) ICメモリカードが突き当たったら、イジェクトボ
タンが飛び出るように奥まで差し込んでください。

(4) ICメモリカードアクセス許可スイッチをONにして
ください。

取り外し方法
(1) ICメモリカードアクセス許可スイッチをOFFにし
て、アクセス中LEDが消灯していることを確認し
てください。

(2) イジェクトボタンをICメモリカードがフリーの状
態になるまで押し込んでください。

(3) ICメモリカードを手で引き抜いてください。

装着/取り外しにあたっての注意
・ICメモリカードアクセス許可スイッチがONのと
き、装着/取り外しは絶対に行わないでください。
メモリ内容の破壊やCPUユニット本体が異常とな
る場合があります。

・カードや装着部に無理な力がかからないようにし
てください。

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
一
覧

２

●
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
Ｕ
ユ
ニ
ッ
ト
・
オ
プ
シ
ョ
ン
メ
モ
リ

10



2−22

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■
●S－RAMタイプのICメモリカードの電池につ
いて
S－RAMタイプは、電池でバックアップしています
ので、CPUユニットに装着する前に電池をセットし
てください。

電池の装着方法
(1) ICメモリカードに付属のドライバーでカード側面
のネジを外してください。

(2) 付属のバックアップ電池を＋と－の方向に注意し
てセットしてください。

(3) カバーをはめてネジで固定してください。

バックアップ電池の寿命と電池交換の方法について
はP.8−3をご参照ください。

●ICメモリカードのライトプロテクトについて
ICメモリカードにはライトプロテクトスイッチがつ
いています。

ICメモリカードへの書き込みを禁止したい場合は、
このスイッチをWP側に設定してください。

※ICメモリカードへプログラム、あるいはデータの書
き込みを行うためには、ライトプロテクトスイッチ
をプロテクトOFF側に設定してください。

ICメモリカードの取り扱いについて
・高温、多湿、直射日光は避けてください。

・曲げたり、強いショックを与えたりしないように
してください。

・コネクタ部に手を触れたり、異物が入らないよう
にしてください。

・火中への投入は絶対にしないでください。
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2−6
FP10S CPUユニット ·オプションメモリ

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)CPUユニット

①

②

③

⑩

⑦

⑨

⑫

⑪

⑧

①

④

⑤

⑥

TOOL
(RS422)

■各部の名称と機能
①状態表示LED
PLCの運転/停止、エラー/アラームの状況など動作
状態を表示します。

②イニシャライズ/テストスイッチ
エラーのクリアや演算メモリの初期化、テスト運転
の設定を行なうスイッチです。

③モード切り替えスイッチ
PLCの運転モードを切り替えるスイッチです。

④動作モード設定スイッチ
プログラミングツールのボーレート設定、プログラ
ム用メモリの選択、プログラムメモリのプロテクト、
コンピュータリンク使用時のフォーマット設定に使
用します。

⑤ツールポート(RS422)
プログラミングツールを接続するコネクタです。

⑥COMポート(RS232C)
コンピュータリンク機能使用時にコンピュータコン
ピュータと接続するコネクタです。

⑦メモリバックアップ用電池
内部メモリ(RAM)のバックアップ用電池です。
出荷時には接続していません。
(ICメモリカードの内容は、カード内の電池でバッ
クアップします)

⑧ICメモリカードイジェクトボタン
ICメモリカードの取り出し時に使用します。

⑨局番設定スイッチ
CPUユニット装備のツールポート(RS422)/COMポー
ト(RS232C)でコンピュータリンク機能を使用する時
のユニットNo.を設定します。

⑩ICメモリカードアクセス中LED
ICメモリカードに読み書きが行われている時に点灯
します。

⑪ICメモリカードアクセス許可スイッチ
ICメモリカードへの読み書きを許可します。

⑫ICメモリカード(オプション)
プログラムの保存用あるいは演算用メモリの拡張用
として使用します。

■質量:約470g
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■イニシャライズ/テストスイッチ
エラーのクリアや演算メモリの初期化、テスト運転
モードに設定するためのスイッチです。

スイッチ
位置

動作モード

INITIALIZE
(上)

ハネ返りSW

・PROG.モードの時
演算メモリの内容を初期化します。
ただし、システムレジスタ(I/Oマッ
プを含む)、シーケンスプログラム
は初期化されません。
また、自己診断エラーコード42以
下のエラーが発生している場合は、
特殊リレーR9000～R9008および
特殊データレジスタDT9000はクリ
アされません。

・RUNモードの時
演算エラー、リモートI/O系エラー、
電池エラーをクリアします。

(中) 通常は、スイッチはこの位置にして
ください。

TEST (下) ・PROG.モードの時にこのスイッチ
を上側に倒すとテストモードにな
ります。この状態でRUNモードに
切り替えるとテスト運転を実行し
ます

・テストモードから通常運転に戻す
場合は、PROG.モードでスイッチ
を中央に戻してください。

■モード切り替えスイッチ
運転/停止の切り替えを行うスイッチです。
テスト運転する場合は、イニシャライズ/テストス
イッチをTEST側に倒してください。

スイッチ
位置

動作モード

RUN (上) RUNモードになります。
プログラムを実行し、運転を開始し
ます。

REMOTE
(中)

プログラミングツールから運転/停止
の切り替えが行えます。
スイッチを切り替えた段階では、
PROG.→REMOTE時はPROG.モード、
RUN→REMOTE時はRUNモードの
ままになっています。

PROG. (下) PROG.モードになります。
ツールによるプログラミング、テス
ト運転モードへの切り替え、イニシャ
ライズスイッチで演算メモリの初期
化が行えます。

■動作表示用LED
動作モードの表示やエラーの発生状態を表示します。

LED名称 表示内容

RUN (緑) RUNモードで点灯し、プログラムの
実行中であることを表示します。
・強制入出力の実行時は点滅します。

PROG. (緑) PROG.モードで点灯し、運転が停止
していることを示します。
・リモート子局の接続待ち状態では
点滅します。

・イニシャライズ操作を行うと、輝
度が下がって初期化操作の実行を
表示します。

TEST (緑) テスト運転モードで点灯します。

BREAK (緑) テストラン時にブレークまたはステッ
プ実行で停止しているときに点灯し
ます。

ERROR(赤) 自己診断でエラーを検出すると点灯
します。

BATT. (赤) バックアップ電池の電圧が下がると
点灯して、交換時期を知らせます。

ALARM (赤) ハードウェアの異常、またはプログ
ラムによる演算停滞が発生し、ウォッ
チドグタイマが動作した時に点灯し
ます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ユニット内部のスイッチの設定
①動作モード設定スイッチ
動作モード設定スイッチには、それぞれ下記の内容
が割り当てられています。
スイッチNo.1
プログラミングツールのボーレートに合わせて設定します。

スイッチNo.2
プログラムメモリへの書き込みを禁止したい場合にONに
設定します。

スイッチNo.3
プログラム用メモリとして、内蔵RAMとICメモリカード
のどちらを選択するかを設定します。
ICメモリカードを選択した場合、電源投入時にICメモリカー
ド内のファイル名AUTOEXEC.SPGのプログラムが内蔵
RAMに自動的に転送されます。

スイッチNo.4～8
CPUユニット装備のRS232Cポートでコンピュータリンク
機能を使用する場合の伝送速度、伝送フォーマットを設定
します。

SW
設定内容

スイッチの状態SW
No. 設定内容 ON OFF

1
プログラミング
ツール
ボーレート

9600bit/s 19200bit/s

2 プログラムメモ
リプロテクト 書き込み不可 書き込み可

3 プログラム
メモリ選択

ICメモリ
カード

CPUユニット
内蔵RAM

4 ボーレート 9600bit/s 19200bit/s

5 データ長 8ビット 7ビット

6 パリティ パリティあり パリティなし
7

パリティ
チェック 偶数パリティ 奇数パリティ

8 ストップビット 2ビット 1ビット

②局番設定スイッチ
CPUユニット装備のツールポートおよびCOMポート
でコンピュータリンク機能を使用する場合のユニッ
トNo.(局番)を設定します。

③ICメモリカードアクセス許可スイッチ

④ICメモリカードアクセス中LED
点灯時…アクセス中
消灯時…非アクセス中
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2−7
電源ユニット(AFP3631 ·3634 ·3636 ·3638)

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

ACタイプ(AFP3631)

DCタイプ(AFP3634)

ACタイプ(AFP3638)

ACタイプ(AFP3636)
(生産中止品)

①
②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

③

③

④

⑤

⑤

⑥

⑥

⑩

⑧

⑧

⑨

⑨

①

①

②

②

⑩

⑩

⑩

⑩

⑩

③

⑤
⑥

⑧

⑨

①
②

⑩

⑩

●
電
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■各部の名称と機能
①POWER表示LED
電源が供給されているときに点灯します。

②電源ヒューズホルダ
③電源入力端子
ACタイプ:100～240V ACの電源を供給してくださ
い。
DCタイプ:24V DCの電源を供給してください。

④電圧切り替え端子(AFP3631/AFP3638のみ)
供給電圧が100V系のときは付属の短絡金属で短絡し
てください。200V系では開放されていることをご確
認ください。(出荷時は開放状態になっています)

⑤ライングランド(LG)端子
内蔵のラインフィルタの中点端子です。ノイズの影
響が大きい時や電撃防止のためにフレームグランド
端子と併せてD種(第三種)接地をしてください。

⑥フレームグランド(FG)端子
大地接地端子でマザーボードの金属部と接続されて
います。感電防止のためにD種(第3種)接地工事をし
てください。

⑦サービス電源端子(24V DC)(AFP3631のみ)
入出力ユニットなどのDC電源の供給用に使えます。
電源ユニットの種類によって容量が異なります。
このサービス電源端子は、市販電源などの他の電源
と並列接続しないでください。

⑧アラーム接点出力端子
CPUユニットのALARM表示が点灯したときに出力
し、NOとNCの2つのリレー接点を持っています。
この出力は、基本マザーボード上に装着している場
合のみ動作します。

⑨端子台
電源配線用端子台です。M3.5用の圧着端子が使用で
きます。

圧着端子についてはP.4−6をご参照ください。
⑩ユニット取付ネジ
上下2ヶ所でユニットを固定します。

■仕様一覧

ACタイプ DCタイプ

項 目
AFP3631 AFP3638 AFP3636

(生産中止品) AFP3634

入力定格電圧
100−120VAC/
200−240VAC

(電圧切り替え式)

100−120VAC/
200−240VAC

(電圧切り替え式)

100−240VAC
(フリー電源式)

24V DC

許容電圧変動範囲
85～132V AC
または

170～264V AC

85～132V AC
または

170～264V AC
85～264V AC 16.8～28.8V DC

入力電源周波数 47～63Hz －

突入電流 20A以下

消費電流

0.9A以下
(100V AC時)
0.5A以下

(200V AC時)

1.3A以下
(100V AC時)
0.7A以下

(200V AC時)

0.9A以下
(100V AC時)
0.5A以下

(200V AC時)

1.0A以下
(24V DC時)

定格出力電流
注)

5V 2.4A

9A (使用周囲温度
45°C以下)

7A (使用周囲温度
55°C以下)

6A 2.4A

24V 0.8A －

アラーム接点
定格制御容量

2A 250V AC
2A 30V DC

2A 30V DC 2A 250V AC
2A 30V DC

2A 250V AC
2A 30V DC

質量 約600g 約600g 約500g 約500g

注)定格出力電流の5Vは、電源ユニットからマザーボードに通じて各ユニットに供給できる電流容量を、
24Vは、入出力ユニットなどにサービス用電源端子から供給できる電流容量を示します。

ご使用上の注意 (AFP3638のみ)
・増設される際は、基本マザーボードと増設マザーボードの電源の機種を統一して、ご使用下さい。

・D/Aユニットをご使用の場合は、一つのマザーボード上に6台まででご使用下さい。（電源投入時に過渡的消費電流
が一時的に高くなり、電源ユニットの過電流保護が働き、起動しない恐れがあります。）
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2−8
電源ダミーユニット

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

品番：AFP3639

■電源ダミーユニットのはたらき
・増設マザーボードで使用される内部消費電流が小さ
い場合、この電源ダミーユニットを増設マザーボー
ドの電源ユニットの装着スペースに装着することで
電源ユニットを省略できます。

・電源ダミーユニットを装着した増設マザーボード上
で使用する電源は、その前段のマザーボード上の電
源ユニットから供給されます。

<通常の場合>

<電源ダミーユニットを使用した場合>

■電源ダミーユニットを使用できる条件
電源ダミーユニットを使用するには、次の3つの条
件を満たしている必要があります。
(1) 電源ダミーユニットを装着しているマザーボー
ドとその前段のマザーボードとを結ぶ増設ケー
ブルの長さが3m以下であること。

(2) 電源ダミーユニットを装着しているマザーボー
ドの内部消費電流(5V)の合計[i1]が1A以下であ
ること。

(3) 電源ダミーユニットを装着しているマザーボー
ドの内部消費電流(5V)の合計[i1]とその前段のマ
ザーボードの内部消費電流(5V)の合計[i0]の和が
電源ユニットの定格電流以下であること。

注)電源ダミーユニットを2つ連続で使用することはで
きません。

<1枚目の増設ボードにダミーユニット使用の場合>

i1≦ 1A

<2枚目の増設ボードにダミーユニット使用の場合>

i1≦ 1A

内部消費電流(5V)の計算方法は、P.1−10の
「消費電流による制限」をご参照ください。

●
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■電源ダミーユニットの装着方法
(1) 電源ダミーユニットの裏面についているコネクタ
を増設マザーボードの電源コネクタに合わせてセッ
トしてください。

(2) 電源ダミーユニットに付属しているネジで固定し
てください。
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2−9
入出力ユニット共通仕様

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

①

②

③

④ ⑤

(A) 8点タイプ
16点タイプ

(B) 32点タイプ (C) 64点タイプ

⑥

①
①

④

⑥ ⑥

■各部の名称と機能
①入出力表示LED
入出力のON/OFF状態を表示します。

②端子台固定ネジ(2ケ所)
このネジを外すと、配線はそのままで端子台ごとを
ユニット本体から外せます。

③端子台
入出力および電源配線端子台です。M3.5用の圧着端
子が使用できます。
圧着端子についてはP.4−19をご参照ください。

④コネクタ 32点(20P×2)、64点(40P×2)
入出力および電源配線用コネクタです。
バラ線用コネクタやフラットケーブル用コネクタが
使用できます。

適合コネクタについてはP.4−12をご参照ください。
ターミナルの接続には、専用のケーブルをご用意
しています。詳しくはP.4−14をご参照ください。

⑤表示切り替えスイッチ
32点ユニットのLED表示を前半の16点と後半の16点
に切り替えるスイッチです。

⑥ユニット取付ネジ
ユニットを固定します。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■入力ユニット(FP3・FP10SH・FP10S共用) 品種一覧

品名 種類 点数 接続方式 仕様 ご注文品番 標準価格
<税別>

掲載
頁

16点 端子台 12－24VDCコモン極性＋、－共通 AFP33023－F 17,000円 2−32

32点 コネクタ
12－24VDCコモン極性＋、－共通 AFP33024－F 36,000円 2−33

32点 コネクタ
5V DCコモン極性＋、－共通 AFP33014－F 36,000円 2−33

DC入力
12－24VDCコモン極性＋、－共通 AFP33027－F 53,000円 2−34

DC入力 5V DCコモン極性＋、－共通 AFP33017－F 53,000円 2−34

FP3
入力
ユニット

64点 コネクタ 12－24VDCコモン極性＋、－共通
高速応答タイプ

AFP33028－F 53,000円 2−36
入力
ユニット 24V DCコモン極性＋、－共通

高速応答タイプ
AFP33068－F 53,000円 2−36

8点 端子台
100−120VAC AFP33041 14,000円 2−38

AC入力

8点 端子台
200−240VAC AFP33051 20,000円 2−38

AC入力

16点 端子台
100−120VAC AFP33043 20,000円 2−39

16点 端子台
200−240VAC AFP33053 25,000円 2−39

■出力ユニット(FP3・FP10SH・FP10S共用) 品種一覧

品名 種類 点数 接続方式 仕様 ご注文品番 標準価格
<税別>

掲載
頁

リレー出力 16点 端子台
2A リレーソケットなし AFP33103－F 25,000円 2−40

リレー出力 16点 端子台
2A リレーソケット付き AFP33203－F 28,000円 2−40

トランジスタ
16点 端子台 NPN 5－24V DC 0.5A AFP33483－F 18,000円 2−41

トランジスタ
出力 NPN

32点 コネクタ NPN 5－24V DC 0.1A AFP33484－F 39,000円 2−42
FP3
出力

出力 NPN
64点 コネクタ NPN 5－24V DC 0.1A AFP33487－F 53,000円 2−43

出力
ユニット

トランジスタ
16点 端子台 PNP 5－24V DC 0.5A AFP33583－F 18,000円 2−44

トランジスタ
出力 PNP

32点 コネクタ PNP 5－24V DC 0.1A AFP33584－F 39,000円 2−45
出力 PNP

64点 コネクタ PNP 5－24V DC 0.1A AFP33587－F 53,000円 2−46

トライアック
出力

16点 端子台 100−240VAC 0.5A AFP33703 32,000円 2−47

注)トランジスタ出力ユニットの最大負荷電流の値は、使用電圧により異なります。
各ユニットの仕様の項をご参照ください。

■入出力混合ユニット(FP3・FP10SH・FP10S共用) 品種一覧

品名 種類 点数 接続方式 仕様 ご注文品番 標準価格
<税別>

掲載
頁

DC入力/リレー
出力

16点
入力8点
出力8点

端子台

入力: 12－24V DC
コモン極性+/－共通

出力: 2Aリレーソケット
あり

AFP33223－F 25,000円 2−52

FP3
入力/出力
混合
ユニット

DC入力/
トランジスタ
(NPN)出力
タイプ

64点
入力32点
出力32点

コネクタ

入力: 12－24V DC
コモン極性+/－共通

出力: NPN 5－24V DC
0.1A

AFP33428－F 53,000円 2−48

DC入力/
トランジスタ
(PNP)出力
タイプ

64点
入力32点
出力32点

コネクタ

入力: 12－24V DC
コモン極性+/－共通

出力: PNP 5－24V DC
0.1A

AFP33528－F 53,000円 2−50

各
部
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2−10
入力ユニット仕様

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)DC入力ユニット 16点タイプ
■仕様

項 目 AFP33023－F

定格入力電圧 12－24V DC

定格入力電流 約8mA (24V DC使用時)

入力インピーダンス 約3kΩ

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC (最大入力電流10mA以下)

最小ON電圧/最小ON電流 9.6V/4mA

最大OFF電圧/最大OFF電流 2.5V/1mA

応答時間
OFF→ON 1.5ms以下

応答時間
ON→OFF 2.0ms以下

内部消費電流 (5V) 60mA以下

コモン方式 8点/1コモン (入力電源の極性は、＋/－いずれでも使用可能)

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約300g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

AFP33023－F

12−24V DC

12−24V DC

12−24V DC

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。
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(2)DC入力ユニット 32点タイプ
■仕様

項 目 AFP33024－F AFP33014－F

定格入力電圧 12－24V DC 5V DC

定格入力電流 約8mA (24V DC使用時) 約4.2mA (5V DC使用時)

入力インピーダンス 約3kΩ 約1.2kΩ

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC 4.25～5.5V DC

最小ON電圧/最小ON電流 9.6V/4mA 3.5V/3mA

最大OFF電圧/最大OFF電流 2.5V/1mA 1.5V/1mA

応答時間
OFF→ON 1.5ms以下

応答時間
ON→OFF 2.0ms以下

内部消費電流 (5V) 120mA以下

コモン方式 16点/1コモン (入力電源の極性は、＋/－いずれでも使用可能)

外部接続方式 コネクタ接続 (20P 2個使用)

質量 約400g

形状 (B)タイプ (P.2−30をご参照ください)

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

各
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能
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仕
様

注）AFP33024－Fの場合、１コモンあたりの入力ON点
数は周囲温度により下図に従って軽減してください。

12－24V DC
(AFP33024－F)
5V DC
(AFP33014－F)

AFP33024－F

AFP33014－F

Ｏ
Ｎ
点
数
の
割
り
合
い（

％）

１
コ
モ
ン
あ
た
り
の
同
時

12－24V DC
(AFP33024－F)
5V DC
(AFP33014－F)

12－24V DC

5V DC

26.4V DC

24V DC
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
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(3)DC入力ユニット 64点タイプ
■仕様

項 目 AFP33027－F AFP33017－F

定格入力電圧 12－24V DC 5V DC

定格入力電流 約6.2mA (24V DC使用時) 約4.2mA
(5V DC使用時)

入力インピーダンス 約3.9kΩ 約1.2kΩ

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC 4.25～5.5V DC

最小ON電圧/最小ON電流 9.6V/3mA 3.5V/3mA

最大OFF電圧/最大OFF電流 2.5V/1mA 1.5V/1mA

応答時間
OFF→ON 1.5ms以下 1.5ms以下

応答時間
ON→OFF 2.0ms以下 2.0ms以下

内部消費電流 (5V) 230mA以下

コモン方式 32点/1コモン (入力電源の極性は、＋/－いずれでも使用可能)

外部接続方式 コネクタ接続 (40P 2個使用)

質量 約400g

形状 (C)タイプ (P.2−30をご参照ください)

スイッチング素子

クロック（スイッチングOFF）

ディップスイッチ（ユニット裏面）

常時ON（スイッチングOFF）

内

部

回

路

入力表示
LED

COM OFF

ON
SW1

X0

X1F

12－24V DC
(AFP33027－F)
5V DC
(AFP33017－F)

3.9kΩ(AFP33027−F)
1.2kΩ(AFP33017−F)

1kΩ(AFP33027−F)
1.5kΩ(AFP33017−F)

12－24V DC
(AFP33027－F)
5V DC
(AFP33017－F)

12－24V DC
(AFP33027－F)
5V DC
(AFP33017－F)

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。
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力
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ユニット裏面のディップスイッチの働き
と設定方法について

・64点タイプの入力ユニットは、内部回路での消費電
流を抑えるため、前頁の回路図のように無接点リレー
によるスイッチング回路を内蔵しています。

・内部回路の動作は、ユニット裏面のディップスイッ
チで切り替えることができ、SW1がユニット左側の
コネクタ(ⅠとⅡ)の内部回路、SW2が右側のコネク
タ(ⅢとⅣ)の内部回路にそれぞれ対応しています。

・ディップスイッチのON/OFFで、内部回路の動作が
次のようにかわります。

ディップスイッチがONのとき

スイッチング回路が働き、PLCの内部回路には以下
のようなパルス波形の電圧がかかります。

ディップスイッチがOFFのとき

PLCの内部回路には、外部から供給された電圧がそ
のままかかります。ただし、ディップスイッチが
ONのときに比べ内部消費電流が大きくなり、右上
図のグラフのように相対的に条件が厳しくなります。

■ON点数の制限について
入力の同時ON点数は、下図の軽減曲線に従って制
限してください。

・SW1/SW2ともOFFの場合(出荷時の設定)

100%

80%
70%

29 48 55周囲温度(℃)

24 V DC
26.4 V DC

・SW1/SW2のいずれか一方ONの場合

100%
90%
80%

555246周囲温度(℃)

24 V DC
26.4 V DC

・SW1/SW2ともONの場合、制限はありません。

注) 12V DC使用時、制限はありません。

■ディップスイッチ設定の注意点
・2線式光電センサ/近接センサを使用する場合は、そ
のセンサを接続する回路に対応するディップスイッ
チをOFFに設定してください。

・入力の接点と並列に動作確認用のLEDを入れる場合
(右図)や使用するセンサの種類により、他の入力回
路に電流が流れ込んで誤動作を起す恐れがあります。
そのような場合は、回路に対応するディップスイッ
チをOFFするか、入力回路にダイオードを入れてく
ださい。詳しくはP.4−9をご参照ください。
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ハードマニュアル
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(4)DC入力ユニット 64点高速応答タイプ
■仕様

項 目 AFP33028－F AFP33068－F

定格入力電圧 12－24V DC 24V DC

定格入力電流 約6.2mA (24V DC使用時) 約3.5mA
(24V DC使用時)

入力インピーダンス 約3.9kΩ 約6.8kΩ

使用電圧範囲 10.2～26.4V DC 20.4～26.4V DC

最小ON電圧/最小ON電流 9.6V/3mA 17.6V/3mA

最大OFF電圧/最大OFF電流 2.5V/1mA 5.0V/1mA

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 230mA以下

コモン方式 32点/1コモン (入力電源の極性は、＋/－いずれでも使用可能)

外部接続方式 コネクタ接続 (40P 2個使用)

質量 約400g

形状 (C)タイプ (P.2−30をご参照ください)

12－24V DC
(AFP33028－F)
24V DC
(AFP33068－F)

3.9kΩ(AFP33028－F)
6.8kΩ(AFP33068－F)

入力表示
LED

COM端子

1kΩ

入力端子

内
部
回
路

24V DC
(AFP33068－F)
12－24V DC
(AFP33028－F)

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

24V DC
(AFP33068－F)
12－24V DC
(AFP33028－F)
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■ON点数の制限について
入力の同時ON点数は、下図の軽減曲線に従って制
限してください。

AFP33028－F

AFP33068－F

100%

80%
70%

100%
90%

70%

29 48 55

555350

周囲温度(℃)

周囲温度(℃)

24 V DC
26.4 V DC

24 V DC
26.4 V DC
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(5)AC入力ユニット 8点タイプ
■仕様

項 目 AFP33041 AFP33051

定格入力電圧 100−120VAC 200−240VAC

定格入力電流 約10mA (100V AC使用時) 約10mA (200V AC使用時)

入力インピーダンス 約10kΩ 約20kΩ

使用電圧範囲 85～132V AC(最大入力電流20mA以下) 170～264VAC(最大入力電流20mA以下)

最小ON電圧/最小ON電流 80V/6mA 160V/6mA

最大OFF電圧/最大OFF電流 30V/3mA 50V/3mA

応答時間
OFF→ON 15ms以下

応答時間
ON→OFF 30ms以下

内部消費電流 (5V) 60mA以下

コモン方式 8点/1コモン

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約350g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

1.2kΩ

100－120V AC

200－240V AC

100－120V AC
(AFP33041)

200－240V AC
(AFP33051)

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。
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(6)AC入力ユニット 16点タイプ
■仕様

項 目 AFP33043 AFP33053

定格入力電圧 100−120VAC 200−240VAC

定格入力電流 約10mA (100V AC使用時) 約10mA (200V AC使用時)

入力インピーダンス 約10kΩ 約20kΩ

使用電圧範囲 85～132V AC(最大入力電流20mA以下) 170～264VAC(最大入力電流20mA以下)

最小ON電圧/最小ON電流 80V/6mA 160V/6mA

最大OFF電圧/最大OFF電流 30V/3mA 50V/3mA

応答時間
OFF→ON 15ms以下

応答時間
ON→OFF 30ms以下

内部消費電流 (5V) 60mA以下

コモン方式 8点/1コモン

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約350g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

100−120V AC
(AFP33043)
200−240V AC
(AFP33053)

0.12μF

2. AFP330531. AFP33043

100−120V AC

200−240V AC

注）1コモンあたりの入力ON点数は周囲温度により下図の軽減曲線にしたがって軽減してください。

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。
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出力ユニット仕様

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)リレー出力ユニット 16点タイプ
■仕様

項 目 AFP33103－F/AFP33203－F

定格制御容量 注） 2A 250V AC (5A/コモン)／2A 30V DC (5A/コモン)

応答時間
OFF→ON 10ms以下

応答時間
ON→OFF 8ms以下

寿 命
機械的寿命 2,000万回以上

寿 命
電気的寿命 10万回以上

内部消費電流 (5V) 150mA以下

外部供給電源 電圧 24V DC ±10%
外部供給電源
(内部回路用) 電流 160mA以下

サージキラー なし

リレーソケット AFP33103－F:なし、AFP33203－F:あり

コモン方式 8点/1コモン

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約400g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

注)抵抗負荷

AFP33103－F/AFP33203－F

24V DC

最大
250V AC 2A
30V DC 2A

250V AC 2A
30V DC 2A

24V DC

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。
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(2)トランジスタ出力ユニット(NPN:オープンコレクタ)16点タイプ
■仕様

項 目 AFP33483－F

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75～26.4V DC

最大負荷電流 0.5A(12～24V DC使用時)、0.1A(5V DC使用時) 注)をご参照ください。

最大突入電流 3A 10ms以下

OFF時漏れ電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 0.5V以下

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 100mA以下

外部供給電源 電圧 4.75～26.4V DC 注)をご参照ください。
外部供給電源
(内部回路用) 電流 100mA (24V DC時)

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 5A (AFP88042)

コモン方式 8点/1コモン

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約350g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により

下図に従って軽減してください。

26.4

AFP33483－F

5−24V DC

5−24V DC

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。
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(3)トランジスタ出力ユニット(NPN:オープンコレクタ)32点タイプ
■仕様

項 目 AFP33484－F

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75～26.4V DC

最大負荷電流 0.1A(12～24V DC使用時)、50mA(5V DC使用時) 注)をご参照ください。

最大突入電流 0.3A

OFF時漏れ電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 0.5V以下

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 160mA以下

外部供給電源 電圧 4.75～26.4V DC 注)をご参照ください。外部供給電源
(内部回路用) 電流 100mA (24V DC時)

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 なし

コモン方式 16点/1コモン

外部接続方式 コネクタ接続 (20P 2個使用)

質量 約400g

形状 (B)タイプ (P.2−30をご参照ください)

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により
下図に従って軽減してください。

AFP33484－F

5−24V DC
5−24V DC

5−24V DC

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。
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(4)トランジスタ出力ユニット(NPN:オープンコレクタ)64点タイプ
■仕様

項 目 AFP33487－F

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75～26.4V DC

最大負荷電流 0.1A(12～24V DC使用時)、50mA(5V DC使用時) 注)をご参照ください。

最大突入電流 0.3A

OFF時漏れ電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 0.5V以下

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 250mA以下

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 なし

コモン方式 32点/1コモン

外部接続方式 コネクタ接続 (40P 2個使用)

質量 約400g

形状 (C)タイプ (P.2−30をご参照ください)

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により
下図に従って軽減してください。AFP33487－F

5−24V DC

5−24V DC
5−24V DC

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
一
覧

２
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(5)トランジスタ出力ユニット(PNP:オープンコレクタ)16点タイプ
■仕様

項 目 AFP33583－F

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75～26.4V DC

最大負荷電流 0.5A(24V DC使用時)､0.3A(12V DC使用時)､0.1A(5V DC使用時) 注)をご参照ください｡

最大突入電流 5A 100ms以下

OFF時漏れ電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 0.5V以下

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 120mA以下

外部供給電源 電圧 4.75～26.4V DC 注)をご参照ください。
外部供給電源
(内部回路用) 電流 200mA (24V DC時)

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 5A (1コモンに1個使用)

コモン方式 8点/1コモン

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約350g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により下図に従って軽減してください。

AFP33583－F

5−24V DC

5−24V DC

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。

●
出
力
ユ
ニ
ッ
ト

仕
様

各
部
の
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と

機
能
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様
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(6)トランジスタ出力ユニット(PNP:オープンコレクタ)32点タイプ
■仕様

項 目 AFP33584－F

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75～26.4V DC

最大負荷電流 0.1A(12～24V DC使用時) 注)をご参照ください。

最大突入電流 0.3A

OFF時漏れ電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 0.5V以下

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 160mA以下

外部供給電源 電圧 4.75～26.4V DC 注)をご参照ください。外部供給電源
(内部回路用) 電流 100mA (24V DC時)

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 なし

コモン方式 16点/1コモン

外部接続方式 コネクタ接続 (20P 2個使用)

質量 約400g

形状 (B)タイプ (P.2−30をご参照ください)

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により下図に従って軽減してください。

AFP33584－F

5−24V DC

5−24V DC

5−24V DC

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
一
覧

２

●
出
力
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様



2−46

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(7)トランジスタ出力ユニット(PNP:オープンコレクタ)64点タイプ
■仕様

項 目 AFP33587－F

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75～26.4V DC

最大負荷電流 0.1A(12～24V DC使用時)、50mA(5V DC使用時) 注)をご参照ください。

最大突入電流 0.3A

OFF時漏れ電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 0.5V以下

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

内部消費電流 (5V) 250mA以下

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 なし

コモン方式 32点/1コモン

外部接続方式 コネクタ接続 (40P 2個使用)

質量 約400g

形状 (C)タイプ (P.2−30をご参照ください)

AFP33587－F

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により下図に従って軽減してください。

5−24V DC

5−24V DC

5−24V DC

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

●
出
力
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
一
覧

２



2−47

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(8)トライアック出力ユニット 16点タイプ
■仕様

項 目 AFP33703

定格負荷電圧 100−240VAC 50/60Hz

使用負荷電圧範囲 85～264V AC

最大負荷電流 0.5A/回路 2.0A/コモン

最大突入電流 15A 100ms以下

最小負荷電流 25mA

OFF時漏れ電流 3mA以下(240V AC)

ON時最大電圧降下 2.5V以下(0.1A以下)、1.5V以下(0.1A～0.5A)

応答時間
OFF→ON 1ms以下

応答時間
ON→OFF 負荷周波数の1/2サイクル＋1ms以下

内部消費電流 (5V) 200mA以下

サージキラー バリスタ

ヒューズ定格 5A (1コモンに1個使用)

コモン方式 8点/1コモン

外部接続方式 端子台接続 (端子ネジM3.5)

質量 約400g

形状 (A)タイプ (P.2−30をご参照ください)

0.022µF
100−240V AC

100V AC−240V AC

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。

各
部
の
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称
と
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能
／
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入出力混合ユニット仕様
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ハードマニュアル
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(1)64点入出力混合ユニット（DC入力/トランジスタ（NPN）出力タイプ）
■仕様

項目 AFP33428－F

点数 32点

定格入力電圧 12－24V DC

定格入力電流 約6.2mA（24V DC使用時）

入
入力インピーダンス 約3.9kΩ

入
力 使用電圧範囲 10.2～26.4V DC力
仕
様
最小OFF電圧/最小OFF電流 9.6V/3mA

様
最大ON電圧/最大ON電流 2.5V/1mA

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

コモン方式 32点/コモン（入力電源の極性は+/－いずれでも使用可能）

点数 32点

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75V～26.4V DC

最大負荷電流 0.1A (12－24V DC使用時) 50mA (5V DC使用時)

最大突入電流 0.3A以下

出 OFF時漏れ電流 100μA以下出
力
部

ON時最大電圧降下 0.5V以下
部
仕
様 応答時間

OFF→ON 0.1ms以下仕
様 応答時間

ON→OFF 0.3ms以下

外部供給電源 電圧 4.75～26.4V DC外部供給電源
（内部回路用） 電流 100mA（24V DC使用時）

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 なし

コモン方式 32点/コモン

共
内部消費電流(5V) 230mA以下

共
通 外部接続方式 コネクタ接続（40P２個使用）通
仕
様
質量 約400g

様
形状 (C)タイプ（P.2−30をご参照ください）

●
入
出
力
混
合
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様

各
部
の
名
称
と

機
能
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仕
様
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■端子配列図
入力部（ユニット左側） 出力部（ユニット右側）

12ー24V DC

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

■内部回路図
AFP33428－F
入力部（ユニット左側） 出力部（ユニット右側）

100%

85%
70%

37 49 55
周囲温度(℃)

24 V DC
26.4 V DC

入
力
O
N
点
数

3.9kΩ

3.9kΩ

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により
下図に従って軽減してください。

注）入力電圧および周囲温度により
入力同時ON点数制限をしてください。

12－24V DC
5－24V DC

入力表示
LED

内
部
回
路

入力端子

COM端子

(mA)

100

50

4.75 10.0 26.4

最
大
負
荷
電
流

外部供給電源電圧(V)

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
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(2)64点入出力混合ユニット（DC入力/トランジスタ（PNP）出力タイプ）
■仕様

項目 AFP33528－F

点数 32点

定格入力電圧 12－24V DC

定格入力電流 約6.2mA（24V DC使用時）

入
入力インピーダンス 約3.9kΩ

入
力 使用電圧範囲 10.2～26.4V DC力
仕
様
最小ON電圧/最小ON電流 9.6V/3mA

様
最大OFF電圧/最大OFF電流 2.5V/1mA

応答時間
OFF→ON 0.1ms以下

応答時間
ON→OFF 0.3ms以下

コモン方式 32点/コモン（入力電源の極性は+/－いずれでも使用可能）

点数 32点

定格負荷電圧 5－24V DC

使用負荷電圧範囲 4.75V～26.4V DC

最大負荷電流 0.1A (12－24V DC使用時) 50mA (5V DC使用時)

最大突入電流 0.3A以下

出 OFF時漏れ電流 100μA以下出
力
部

ON時最大電圧降下 0.5V以下
部
仕
様 応答時間

OFF→ON 0.1ms以下仕
様 応答時間

ON→OFF 0.3ms以下

外部供給電源 電圧 4.75～26.4V DC外部供給電源
（内部回路用） 電流 100mA（24V DC使用時）

サージキラー ツェナーダイオード

ヒューズ定格 なし

コモン方式 32点/コモン

共
内部消費電流(5V) 230mA以下

共
通 外部接続方式 コネクタ接続（40P 2個使用）通
仕
様
質量 約400g

様
形状 (C)タイプ（P.2−30をご参照ください）

●
入
出
力
混
合
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様

各
部
の
名
称
と

機
能
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■端子配列図
入力部（ユニット左側） 出力部（ユニット右側）

12－24V DC

5－24V DC

適合コネクタおよび適合ターミナルについては、P.4−12をご参照ください。

■内部回路図
AFP33528－F
入力部（ユニット左側） 出力部（ユニット右側）

100%

85%
70%

37 49 55
周囲温度(℃)

24 V DC
26.4 V DC

入
力
O
N
点
数

注）負荷電流は外部供給電源の電圧により
下図に従って軽減してください。

注）入力電圧および周囲温度により
入力同時ON点数制限をしてください。

3.9kΩ

3.9kΩ

12－24V DC

入力表示
LED

入力端子

COM端子

内
部
回
路

5－24V DC

各
部
の
名
称
と

機
能
／
仕
様
一
覧

２
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(3)16点入出力混合ユニット（DC入力/リレー出力タイプ）
■仕様

項目 AFP33223－F
点数 8点

定格入力電圧 12－24V DC

定格入力電流 約8mA（24V DC使用時）

入
入力インピーダンス 約3kΩ

入
力 使用電圧範囲 10.2～26.4V DC（最大入力電流10mA以下）力
仕
様
最小ON電圧/最小ON電流 9.6V/4mA

様
最大OFF電圧/最大OFF電流 2.5V/1mA

応答時間
OFF→ON 1.5ms以下

応答時間
ON→OFF 2.0ms以下

コモン方式 8点/コモン（入力電源の極性は+/－いずれでも使用可能）

点数 8点

定格制御容量 2A 250V AC（5A/コモン） 2A 30V DC（5A/コモン）

応答時間
OFF→ON 10ms以下

出

応答時間
ON→OFF 8ms以下

出
力 寿命

機械的寿命 2,000万回以上力
部
仕

寿命
電気的寿命 10万回以上部

仕
様 外部供給電源 電圧 24V DC±10%様 外部供給電源

（内部回路用） 電流 80mA以下

サージキラー なし
リレーソケット あり
コモン方式 8点/コモン

共
内部消費電流(5V) 150mA以下

共
通 外部接続方式 端子台接続（端子ネジM3.5）通
仕
様
質量 約400g

様
形状 (A)タイプ（P.2−30をご参照ください）

入力端子

＋端子

出力端子

COM端子
内
部
回
路

表示LED

■内部回路図

AFP33223－F

－端子

1.5kΩ

1kΩ

1.5kΩ

0.15μF

負荷

出力端子

12－24V DC

24V DC

最大
250V AC 2A
30V DC 2A

内部回路図

外部結線例

■端子配列図

12－24V DC

24V DC

適合圧着端子・適合電線については、P.4−19をご参照ください。

●
入
出
力
混
合
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様

各
部
の
名
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と
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能
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3章 I/O番号の割り付け

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1. I/O割り付けの基本(自動割り付け) 3−2. . . . . . . . . . . . . . . . .

2.ツールソフトによる任意割り付け 3−4. . . . . . . . . . . . . . . . .

3. I/O実装割り付けの登録 3−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

4. I/O占有点数一覧表 3−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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3−1
I/O割り付けの基本(自動割り付け)

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)I/O割り付けの例(自動割り付けの場合)

FP10SH

●
Ｉ
／
Ｏ
割
り
付
け
の
基
本（

自
動
割
り
付
け）
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Ｏ
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(2)自動割り付けのポイント
I/O番号は、I/Oを装着する位置で決まり、基本マザー
ボードの左側から順に割り付けられます。

1.各ユニットに割り付けられるI/O点数はP.3−7の一
覧表のとおりです。表中の記号は下記の意味を示
します。

16 S X
<占有I/O点数>
0 , 16 ,32 , 64, 128

<ユニットの種類>
無表示:入出力ユニット
Ｓ :高機能ユニット

<入出力の分類>
X:入力、Y:出力、E:入出力なし

2.空きスロットには、16点分割り付けられます。

3.増設マザーボードがあとにつづく場合、5スロット
タイプのマザーボードは8スロット分あるものとし
て扱われ、実際にはない3スロット分に16点ずつ割
り付けられます。同様に、3スロットタイプのマザー
ボードの場合は、実際にはない5スロット分に16点
ずつ割り付けられます。

4.増設マザーボードは、ボード番号設定スイッチで
設定したNo.にしたがって、順に割り付けられます。

1 2 7 F

I/O番号(リレー番号)の数え方
I/O番号は、16点単位で数え、16進数の下1桁と
10進数の上位桁の組合せで表現します。

<10進数>
0,1,2,3,……9

<16進数>
0,1,2,3,……9,A,B,……F

(3)自動割り付けの方法
1.自動割り付けは、電源投入時に自動的に行われま
す。

2.任意割り付け(P.3−4ご参照)または、実装割り付け
(P.3−6ご参照)をすでに設定している場合は、その
内容に従って、I/Oが割り付けられます。I/O割り付
けを自動割り付けに戻す場合は、P.3−6の方法でシ
ステムレジスタを初期化してください。

Ｉ
／
Ｏ
番
号
の

割
り
付
け

３

●
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3−2
ツールソフトによる任意割り付け

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)任意割り付けの例(ツールソフトによる任意割り付けの場合)

FP10SH

●
ツー

ル
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ト
に
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る
任
意
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(2)任意割り付けのポイント
ツールソフト（NPST－GRまたはFPWIN GR）によ
る任意割り付けを行うと下記のようなメリットが
あります。

①リンクユニット、コンピュータコミュニケーショ
ンユニットなど、実際にはI/Oを持たないユニット
は占有点数を0としてI/O番号を詰めることができま
す。
ツールソフト上の設定は0SEとしてください。

②5スロットタイプのマザーボードの場合も、実際に
は存在しない3スロット分の占有点数をつめること
ができます。3スロットタイプのマザーボードも同
様に、実際には存在しない5スロット分の占有点数
をつめることができます。
ツールソフト上の設定は0Eとしてください。

③空きスロットの部分には、装着予定のユニットの
I/O点数分を確保できます。例えば、32点、64点の
ユニットを将来追加する場合も、そのユニットよ
り後ろのI/O番号に影響を与えることなくユニット
を追加できます。

④入出力点数が増える可能性がある場合、あるいは
装着するユニットが確定していない場合は、任意
点数分の割り付けを確保することができます。

例)空きスロットに64Yで任意割り付けした場合、16
点、32点、64点のいずれの出力ユニットを選択し
ても、そのユニットより後ろのI/O番号がずれるこ
とはありません。

任意割り付けを行わない場合は、自動割り付けの
内容にしたがって、自動的に割り付けられます。

(3)任意割り付けの方法
(1) ツールソフトをオフライン編集にセットします。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[PC環境設定]→[I/Oユニット割り付け]を選択して、

キーを押します。

<左ページ例の設定例（NPST－GRの例）>
(1) 設定スロット数を「24」に設定します。

設定スロット数は1ボードあたり8スロットで設
定します。

(2) 設定したい内容に合わせて、各ユニットの割り付
けを行います。

(3) 割り付けが終わったら、 キー＋ キーで

割り付け内容の登録を行ってください。

・ここで登録した内容をプログラムと一緒にPCに
書き込むと、そのI/O割り付けにしたがって運転
が行われます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト[FPWIN]
にも、同様のメニューがあります。
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認ください。

任意割り付け内容の書き込みについて
・ツールソフトの画面上の割り付け内容は、

キーで表示する【NPSTメニュー】の中から[プロ
グラム管理]→[プログラム転送→PC]を選択して、

キーを押します。この操作を実行すると、

システムレジスタの設定内容の一部としてプロ
グラムと一緒にPLCに書き込まれます。
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I/O実装割り付けの登録

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)実装状態での登録の方法
■ツールソフトの場合（NPST－GRの例）
(1) CPUユニットの運転モードをPROG.モードに設定
し、ツールソフトをオンラインモニタにセットし
ます。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[PC環境設定]→[I/Oユニット割付]を選択して、

キーを押します。

(3) (実装)キーを押します。

(4) 上記の画面で「Y」を選択すると、その時点で装
着されているユニットがNPST−GRの画面上に読み
出すと同時に、CPUユニットにその内容を登録し
ます。
この時、登録される内容はP.3−2の自動割り付け
の内容と同じです。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト[FPWIN]
にも、同様のメニューがあります。
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認ください。

■FPプログラマIIの場合
下記のキー操作を行ってください。
この時、登録される内容はP.3−2の自動割り付け
の内容と同じです。

I/O割り付けを登録するメリット
・I/O割り付けの登録とは、各ユニットに割り付け
られているI/O番号をCPUユニットのシステムレ
ジスタに登録することをいいます。

・自動割り付け(P.3−2)の場合は、割り付けは電源
を投入するたびに装着されているユニットの状態
にしたがって割り付けられますが、I/O割り付け
を登録しておけば、ユニットの装着ミスが合って
もI/O番号がずれることはありません。

・任意割り付け(P.3−4)の場合は、プログラムの書
き込みと同時にCPUユニットに登録されますので、
登録のための操作は必要ありません。

参照 登録内容のクリア

・登録内容は「システムレジスタの初期化」を
行うとクリアされます。

・「システムレジスタの初期化」を行うと、す
べてのシステムレジスタの内容がクリアされ
ますのでご注意ください。

ツールソフトの場合（NPST－GRの例）

(1)ツールソフトをオンラインモニタにセットし
ます。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中

から[PC環境設定]→[システムレジスタ]を選

択して、 キーを押します。

(3) (初期化)キーを押します。

(4)上記の画面で「Y」を選択すると、システムレ
ジスタの内容がクリアされます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]
のメニューです。Windows版ツールソフ
ト[FPWIN]にも、同様のメニューがありま
す。
操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認ください。

FPプログラマIIの場合

下記のキー操作を行ってください。

I/O割り付けの登録についての注意
・I/O割り付けの登録は、必ず行う必要はありませ
ん。登録をしなかった場合は「自動割り付け」の
内容にしたがって運転されます。

・I/O割り付けを登録した場合、登録後にユニット
を交換したり、装着位置を変更すると正常な動作
が得られません。装着状態と登録内容が異なって
いる場合は、登録をやり直してください。
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3−4
I/O占有点数一覧表

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
最新版]

■一般入出力ユニット
品名 品番 I/O

占有点数

16点端子台､12～24V DC AFP33023－F 16X
32点コネクタ､12～24V DC AFP33024－F 32X

入 DC
32点コネクタ､5V DC AFP33014－F 32X

入
力
ユ

DC
入力 64点コネクタ､12～24V DC AFP33027－F

AFP33028－F
64Xユ

ニ 64点コネクタ､24V DC AFP33068－F 64X
ニ
ッ
ト

64点コネクタ､5V DC AFP33017－Fッ
ト 8点端子台､100～120V AC AFP33041

16X
AC
入力

8点端子台､200～240V AC AFP33051 16X
AC
入力 16点端子台､100～120V AC AFP33043

16X
入力

16点端子台､200～240V AC AFP33053 16X

リレー出力16点端子台
AFP33203－F

16Yリレー出力16点端子台 AFP33103－F 16Y

出 16点端子台、NPN AFP33483－F
16Y出

力
ユ トラン

16点端子台、PNP AFP33583－F
16Y

ユ
ニ トラン
ジスタ

32点コネクタ、NPN AFP33484－F
32Yニ

ッ
ト

ジスタ
出力 32点コネクタ、PNP AFP33584－F

32Y

ト 出力
64点コネクタ、NPN AFP33487－F

64Y
64点コネクタ、PNP AFP33587－F

64Y

トライアック出力16点端子台 AFP33703 16Y

入
出

DC入力/
リレー出力

16点
端子台

AFP33223－F 16X
16Y出

力
混
合
ユ

DC入力/
トランジスタ
(NPN)出力

64点
コネクタ

AFP33428－F 32X
32Y

ユ
ニ
ッ
ト

DC入力/
トランジスタ
(PNP)出力

64点
コネクタ

AFP33528－F 32X
32Y

表中の記号は下記の意味を示します。

16 S X
<占有I/O点数>
0 , 16 ,32 , 64, 128

<ユニットの種類>
無表示:入出力ユニット
Ｓ :高機能ユニット

<入出力の分類>
X:入力、Y:出力、E:入出力なし

■高機能ユニット
品名 品番 I/O

占有点数

4ch Cタイプ AFP3400 16SX
AFP3402

A/D変換
Gタイプ AFP3403

16SEA/D変換
ユニット 8ch

Gタイプ
AFP3405 16SE

(0SE)ユニット 8ch AFP3406 (0SE)
※ 2

Iタイプ AFP3407
※ 2

Iタイプ
AFP3408

Cタイプ
AFP3410

16SXCタイプ AFP3411 16SX

D/A変換
ユニット

2ch
Iタイプ

AFP3412
AFP3413
AFP3416
AFP3417 16SE

(0SE)
ユニット

4ch Iタイプ

AFP3414
AFP3415
AFP3418
AFP3419

(0SE)
※ 2

熱電対入力ユニット AFP3420 16SX

測温抵抗体入力ユニット AFP3421 16SX
シリアルデータユニット AFP3460

データプロセスユニット AFP3461
16SX

高速カウンタ 1chタイプ AFP3621 16SX
16SY高速カウンタ

ユニット 2chタイプ AFP3622
16SY

パルス出力ユニット AFP3480

位置決めユニットEタイプ
AFP3431E 16SX/16SY

位置決めユニットEタイプ AFP3432E 32SX/32SY

位置決めユニット タイプ

AFP3431
AFP3434

16SX
16SY

位置決めユニットFタイプ AFP3432
AFP3435
AFP3436

32SX
32SY

割り込みユニット AFP3452 16SX

S－LINKユニット(SUNX(株)社製) SL－FP3
0X～128X
0Y～128Y
※ 3

MEWNET－TR
トランスミッタマスタユニット AFP3750

0X～128X
0Y～128Y
※ 1

MEWNET－Fマスタユニット AFP3742

MEWNET－Wリンクユニット AFP3720

MEWNET－Pリンクユニット AFP3710
16SEMEWNET－Hリンクユニット AFP3700 16SE
(0SE)

C－NETリンクユニット AFP3463
(0SE)
※ 2

ET－LANリンクユニット AFP3790
※ 2

コンピュータコミュニケーション
ユニット(C.C.U.) AFP3462

拡張データメモリユニット
AFP32091

16SX拡張データメモリユニット AFP32092 16SX

注) ※1. トランスミッタマスタユニットの場合、ユニットの設
定により、I/Oの割り付けが変わります。
「FP3 MEWNET－TRマニュアル」をご覧ください。

※2. ツールソフト（NPST－GRまたはFPWIN GR）の任
意割り付けで占有点数を0点にすることができます。

※3. S－LINKユニットの場合、ユニットの設定により、
I/Oの割り付けが変わります。

Ｉ
／
Ｏ
番
号
の

割
り
付
け

３

●
Ｉ
／
Ｏ
占
有
点
数
一
覧
表



3−8

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

●
Ｉ
／
Ｏ
占
有
点
数
一
覧
表

Ｉ
／
Ｏ
番
号
の

割
り
付
け

３



4−1

4章設置と配線

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1.設置 4−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

2.電源の配線 4−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

3.入出力の配線 4−8. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

4.入出力ユニットの配線(コネクタタイプ) 4−12. . . . . . . . . .

5.入出力ユニットの配線(端子台タイプ) 4−19. . . . . . . . . . . .

6.安全対策について 4−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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4−1
設置

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)取り付けスペースと設置環境
■外形寸法図と取り付けスペース

※MEWNET－Pリンクユニット使用時は80mm以上
MEWNET－Hリンクユニット使用時は100mm以上

※

●取り付けスペース

A

B

150

120

100

A

B

150

120

100

FP10SH

■ダクトや他の機器と50mm以上離して
・放熱やユニットの交換のため、ユニット周辺のダ
クト、他の機器とは50mm以上離して設置してくだ
さい。

・リンクユニットを使用する場合は、さらにユニッ
ト下部に余裕をとり、下記の寸法以上にスペース
を確保してください。

MEWNET－Pリンクユニット使用時… 80mm以上
MEWNET－Hリンクユニット使用時…100mm以上

■ユニットの表面から100mm以上離して
・盤のとびらなどPC本体の前面に機器を設置する場
合は、放射ノイズや発熱の影響を避けるため、そ
れらの機器とは100mm以上の距離を取ってくださ
い。

■ツール接続のため200mm以上の余裕を
・ユニットの奥行きサイズは120mmですが、ツール
の接続や配線のため、ユニットの取付面から
200mm以上の余裕を取ってください。

設
置
と
配
線
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■次のような場所での設置は避けてください。
・周囲温度が0～55℃の範囲を超える場所。

・周囲温度が30～85%RHの範囲を超える場合。

・急激な温度変化で結露するおそれのある場所。

・腐食性ガス、可燃性ガスの雰囲気中。

・塵埃、鉄粉、塩分の多い場所。

・ベンジン、シンナー、アルコールなどの有機溶剤
や、アンモニアおよびカセイソーダなどの強アル
カリ物質が付着するおそれのある場所やその雰囲
気中。

・振動や衝撃の激しい場所。

・直接日光のあたる場所。

・水、油、薬品などのかかるおそれのある場所。

■ノイズに対する配慮について
・高圧線、高圧機器、動力線、動力機器のほか、大
きな開閉サージを発生する機器からは、できるだ
け分離して設置してください。

・アマチュア無線など送信部のある機器からは、で
きるだけ離してください。

■ボード番号の設定について
基本ボードに近い方から順に設定します。
１から順に設定してください。
＜例＞FP10SHの場合

電
源
Ｃ
Ｐ
Ｕ

①

②

③

ロータリーSW

■放熱に対する配慮について
・取付方向は放熱のため下図の向きとしてください。

下図のような取り付けは避けてください。

・ヒータ、トランス、大容量の抵抗など発熱量の大
きな機器の上に取り付けないでください。

●
設
置
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)取り付け方法
■マザーボード取り付け寸法図

タイプ スロット
数 品 番 A B

基本
3 AFP3505－F 260 245

基本
マザーボード

5 AFP3501－F 330 315
マザーボード

8 AFP3502－F 435 420

増設
3 AFP3506－F 260 245

増設
マザーボード

5 AFP3503－F 330 315
マザーボード

8 AFP3504－F 435 420

(1)

■マザーボードの取り付けはM5ネジで
・マザーボードは下記の順序にしたがい、M5ネジで
取り付けてください。

1.マザーボード上部の取付穴で仮固定します。
2.下部の取付穴を合わせ固定します。
3.再度上部のネジを締め付けます。

(2)

■ユニットの取り付けは裏面の突起を合わせ
て

・ユニットの取り付けは、各ユニットに付属のネジ
を使って下記の手順で行ってください。

1.ユニットの固定用突起をマザーボードの下側に引っ
掛けてください。

2.ユニットを矢印方向に押して、マザーボードに装着
してください。

3.マザーボードに正確に取り付けた後、上側の取り付
けネジで固定してください。

電源ユニットとCPUユニットは上下ともネジで固
定してください。

設
置
と
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線
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(3)増設ケーブルの接続
■増設ケーブルは接続する向きを合せて
・増設ケーブルには誤挿入防止キーがついており方
向性があります。

・マザーボードの“IN”、“OUT”の表示とケーブルの
“IN”、“OUT”の表示が合うように接続してください。

■コネクタは最後まで確実に
・増設ケーブルは、パチンと音がするまで確実に押
し込んでください。

・取り外しの際は、コネクタのバネの部分を押し込
んでロックを外してから引き抜いてください。

防塵ラベルはつけたままで
・配線工事が終るまでユニット上面の防塵ラベル
はつけたままにしておいてください。

使用しない部分はカバーをつけたままで
・空きスロットができる場合など、使わないスロッ
トには防塵のために付属のコネクタカバーをか
ぶせたままにしておいてください。

・増設ケーブルのコネクタも同様です。

(4)バックアップ電池の接続
■バックアップ電池の接続を忘れずに
・CPUの内蔵RAMはユニット内蔵の電池でバックアッ
プしています。プログラミングの前に確実に接続
してください。

(3)

<手順>
(1) CPUユニットのカバーを開けてください。

(2) コネクタを確実に接続してください。
(3) カバーを閉める時は、リード線がかみ込まないよ
うにご注意ください。

(FP3)

(FP10SH)

(FP10S)

●
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4−2
電源の配線

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)電源の配線
■電源ユニット端子配列図(AFP3631の場合を代表に掲載しています)

接地線は2mm2以上の電線で。

L

N

ALARM状態になったとき、
警報出力を取り出すこと
ができます。
(P.4−20ご参照)

●サービス電源端子(AFP3631のみ)
各入出力ユニットへの接続
24V電源が取り出せます。
サービス電源どうし、また
は他の電源とは並列接続し
ないでください。

●電圧切り替え端子
(AFP3631/AFP3638のみ)
100－120V ACは短絡
200－240V ACは開放

100－120V ACもしくは
200－240V ACを供給

100−120/200−240V AC

■電源電圧は許容電圧範囲で

タイプ 品番 定格入力電圧 許容電圧変動範囲

AFP3631 100－120V AC 85～132V AC

AC

AFP3631
AFP3638 200－240V AC 170～264V AC

AC
タイプ AFP3636

(生産
中止品)

100－240V AC 85～264V AC

DC
タイプ AFP3634 24V DC 16.8～28.8V DC

注) AFP3631/AFP3638の場合、電圧切替端子により100V
AC, 200V ACを切り替えます。

■電源供給は2mm2でツイストを
・電線は電圧降下を少なくするために2mm2以上の電
線をご使用ください。

・ノイズの影響を小さくするために、電線はツイス
トしてください。

■電源切り替え端子は100Vは短絡、
200Vは開放(AFP3631/AFP3638)

・100−120VAC使用時は、付属の短絡バーで短絡し
てください。

・200−240VAC使用時は、端子間が開放の状態になっ
ているかご確認ください。

■圧着端子はM3.5用のものを
・端子にはM3.5のネジを使用しています。

・配線には、下記のM3.5用の圧着端子の使用をおす
すめします。

適合圧着端子例

メーカ 形状 型名 適合電線

日本 丸型 V2－M3
1 04～2 63mm2日本

圧着端子 先開き型 V2－M3A
1.04～2.63mm2

設
置
と
配
線
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■電源系統は分離して
・PLC、入力機器、動力機器への配線は、下図の電源
系統図のように、それぞれ系統を分離してくださ
い。

PLC

■ノイズが多い時は絶縁トランスを
・電源にはノイズの少ないものを使用してください。

・ノイズが多い場合は、上図のように絶縁トランス
でノイズを減衰させてから給電してください。

■基本ボードと増設ボードの電源は
同一系統で

・基本マザーボードと増設マザーボードの電源は、
必ず同一系統から取り、ON/OFFを同時に行うよう
にしてください。

(2)接地について
■ノイズの影響が大きい時は接地を
・フレームグランド端子(FG)は、大地接地端子でマザー
ボードの金属部と接続されています。

・ライングランド端子(LG)は、内蔵ノイズフィルタ
の中点端子です。

・ノイズの影響が多いときは、下図のように第3種接
地をしてください。

・LG端子は電位を持っていますので、FGと接続する
場合は、感電防止のために必ず接地してください。

・電線は2mm2以上のものを使用し、接地抵抗100Ω
以下の第3種接地としてください。

・接地点はできるだけPLCの近くとし、接地線の距離
を短くしてください。

・接地を他の機器と共用すると逆効果となる場合が
ありますので、必ず専用接地としてください。

PLC

PLC

●
電
源
の
配
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4−3
入出力の配線

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)入力側の配線について
■入力信号配線のチェックポイント
1.ユニットの種類によって同時ON点数に制限のある
ものが存在します。各ユニットの仕様のページで
ご確認ください。特に温度の高いところで使用さ
れる場合はご注意ください。ユニットの仕様につ
いてはP.2−32～P.2−39ページをご参照ください。

2.センサの種類によっては、以下のような対策を施し
てください。

■光電センサ・近接センサとの接続
(1) リレー出力タイプ

(2) NPNオープンコレクタ出力タイプ

(3) 電圧出力タイプ

(4) ２線式出力タイプ

(5) PNPオープンコレクタ出力タイプ

■AC入力機器との接続例
(1) 有接点出力タイプ

(2) 無接点出力タイプ

■LED付リードスイッチ使用時の注意点
LED付リードスイッチなど、入力接点に直列LED
が入っている場合でも、PLCの入力端子にはON電
圧以上の電圧がかかるようにしてください。特に、
直列に複数のスイッチを接続する場合はご注意く
ださい。

ON電圧以上

入力用電源

設
置
と
配
線
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■2線式センサ使用時の注意点
2線式の光電センサや近接センサを使用した場合は、
もれ電流の影響でPLCへの入力がOFFにならない場
合、下図のようにブリーダ抵抗を接続してくださ
い。

12～24V DCタイプの入力ユニットの場合
(OFF電圧2.5V、入力インピーダンス3kΩ)

■LED付きリミットスイッチ
使用時の注意点
LED付リミットスイッチを使用した場合、もれ電
流の影響でPLCへの入力がOFFしなかったり、
LEDが誤って点灯する場合、下図のようにブリー
ダ抵抗を接続してください。

12～24V DCタイプの入力ユニットの場合
(OFF電圧2.5V、入力インピーダンス3kΩ)

■64点タイプ入力ユニット使用時の注意点
(対象品番AFP33027－F/AFP33017－F)
下記のような場合、ユニット裏面のディップスイッ
チをONに設定すると、スイッチング回路の影響で
電流が回り込み、誤動作をおこすおそれがありま
す。
このような場合は、ユニット裏面のディップスイッ
チをOFFにするか(P.2−35ご参照)、下(図3)の 記

号のようにダイオードを挿入してください。

1.
(1) 入力接点に並列に動作確認用のLEDを入れる場合

(図1)

(2) 光電/近接センサのトランジスタ出力方式が下図のよ
うにオープンコレクタでないものを使用する場合

(図2)

<例> 光電センサ使用時の回り込みの例
下図で、センサ1がOFF、センサ2がONになってい
るときにスイッチング回路がOFFになると、太線の
ように電流が流れ、センサ1がOFFにもかかわらず、
X0、X1ともONになってしまいます。

光電センサ

(図3)

●
入
出
力
の
配
線

設
置
と
配
線

４



4−10
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(2)出力側の配線について
■出力側配線のチェックポイント
1.ユニットの種類によって同時ON点数や負荷電流に
制限があるものが存在します。各ユニットの仕様
の頁(P.2−40～P.2−47)でご確認ください。
特に、周囲温度の高いところで使用される場合は
ご注意ください。

2.誘導性負荷、容量性負荷などに対しては、右のよう
に保護回路を設けてください。

3.出力ユニットには、コモンあたりの電流制限のある
ものが存在しますので、その範囲内でご使用くだ
さい。

■誘導負荷の保護回路について
・誘導負荷の場合は、負荷と並列に保護回路を設け
てください。

・特にリレー出力タイプでDC誘導負荷を開閉する場
合は、保護回路の有無が寿命に大きく影響します
ので、必ず負荷の両端にダイオードを設けてくだ
さい。

1.
(1) AC負荷の場合(リレー出力タイプ)

(2) DC負荷の場合

設
置
と
配
線
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■容量性負荷使用時の注意点
ラッシュ電流の大きな負荷を接続する場合は、そ
の影響を小さくするため、下図のように保護回路
を設けてください。

■過負荷保護はヒューズで
ヒューズ付きユニットは、出力の短絡時などに焼
損を防止することを目的としています。
ヒューズ付きのユニットでも、過負荷に対して各
素子の保護はできませんので、1点ごとに外部ヒュー
ズを取り付けることをおすすめします。ただし、
短絡時などの場合には、出力ユニットの素子を保
護できない場合があります。

■もれ電流についての注意点
トライアック出力ユニットでは、低電流負荷の場
合にもれ電流が原因となって負荷がOFFしなくな
る場合があります。
そのような場合は、下図のように負荷と並列に抵
抗を接続してください。

トライアック
出力ユニット

(3)入力ユニット・出力ユニット
共通の注意事項

■入力/出力/動力線はそれぞれ離して
・入力配線と出力配線、またそれらと動力線は、で
きるだけ離して配線してください。同一ダクトに
通したり、バインドしないでください。

・入出力配線と動力線・高圧線は100mm以上離して
ください。

■ユニットカバーの取り扱い
・入出力ユニットのユニットカバーは、下図のよう
に着脱してください。

・ユニットカバーは、コネクタタイプのユニットで
バラ線コネクタフードカバー付きを使用する場合
は装着できません。

■防塵ラベルについて
・ユニット上部に貼り付けてある防塵ラベルは、配
線工事が終わるまで外さないでください。

・工事終了後の運転前には、放熱のために必ず取り
外してください。
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4−4
入出力ユニットの配線(コネクタタイプ)

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)コネクタタイプユニットの配線

圧着端子付ケーブル
(20P)

圧着端子付ケーブル
(40P)

■コネクタタイプユニットの配線方法
①ターミナルを使用する方法(P.4−14ご参照)
・ターミナル間の接続は、専用ケーブルで接続でき、
配線の手間が省けます。

・リレーターミナルを用いれば、2Aまでの制御がで
き、リレー交換などメンテナンスも容易です。

・入力の配線、トランジスタ出力の配線にはコネク
タターミナルが経済的です。

②圧着端子付きケーブルを使用する方法
・コネクタターミナル用のケーブルを用いてコネク
タを圧着端子に変換する方法です。

・入出力番号と圧着端子のピン番号の対応はコネク
タターミナルの場合(P.4−14ご参照)と同じです。

③バラ線コネクタを使用する方法(P.4−17ご参照)
・0.2～0.3mm2より線を直接つなぐことができます。

・被覆ムキをしなくても処理できますので、結線の
手間が省けます。

・配線ミス時にも手直しがスムーズに行えます。

・専用の工具が必要です。

④フラットケーブルを使用する方法(P.4−18ご参
照)
・片側コネクタ付きのケーブルを用意しています。

・市販のフラットケーブルを使用する場合は適合コ
ネクタを使用してください。

<参考>選択のめやす

①ターミナル ②圧着端子
付きケーブル

③バラ線
コネクタ

④フラット
ケーブル

配線の
手間 ◎ ◎ ◎ △

配線の
チェック ◎ ○ ○ △

メンテ
ナンス ◎ ○ ○ △

経済性 △ △ ○ ◎

設
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■コネクタ/ターミナル対応表
入力ユニット
32点タイプ

出力ユニット
32点タイプ

入力ユニット
64点タイプ

出力ユニット
64点タイプ

入出力混合ユニット
64点タイプ

ユニットタイプ AFP33024－F
AFP33014－F

AFP33484－F
AFP33584－F
※

AFP33027－F
AFP33017－F

AFP33487－F
AFP33587－F
※

AFP33428－F / AFP33528－F
※ 1

AFP33014－F AFP33584－F
※ 1

AFP33017－F AFP33587－F
※ 1 入力側 出力側

使用コネクタピン数 20P 40P 40P

Ｃ
Ｔ－

コ
ネ
ク

本
体

DINレー
ル取付型

AYC1120 3,600円 AYC1140 5,900円 AYC1140 5,900円

①

Ｔ－

２

ネ
ク
タ
タ

体
直付型 AYC2120 3,600円 AYC2140 5,900円 AYC2140 5,900円

①
ター

ミ

２
ター

ミ
ナ

専
用

ケー

ブ

1m AYT51203 3,450円 AYT51403 4,600円 AYT51403 4,600円ー

ミ
ナ
ル

ミ
ナ
ル

用

ー

ブ
ル 2m AYT51205 4,400円 AYT51405 5,900円 AYT51405 5,900円

ル
使
用
時

Ｒ
Ｔ－

リ
レー

本
体

DINレー
ル取付型

AY231502
19,500円

AY232502
18,500円

AY231502
19,500円

AY232502
18,500円

AY231502
19,500円

AY232502
18,500円

時

－

２

ー

ター

ミ
専
用

ケー 1m AY15133
4,300円

AY15633
4,600円

AY15633
4,600円

ミ
ナ
ル

用

ー

ブ
ル 2m AY15135

5,100円
AY15635
5,500円

AY15635
5,500円

②
圧
着
端

付
き
ケ

使
用
時

1m AYT58203 4,400円 AYT58403 6,400円 AYT58403 6,400円

端
子

ケー

ブ
ル

時

2m AYT58205 5,300円 AYT58405 7,900円 AYT58405 7,900円

③ ハウジング AXW1204A 60円 (×2個) AXW1404A 60円 (×2個) AXW1404A 60円 (×2個)③
バ
ラ
線

コ
ネ
ク
タ

使
用
時

コンタクト
AXW7221

40円 (1連5ピンあたり)※ 3
(×2個)

AXW7221
40円 (1連5ピンあたり)※ 3

(×4個)タ
セミカバー AXW62001A 40円 (×2個) AXW64001A 50円 (×2個) AXW64001A 50円 (×2個)
専用工具 AXY52000 3,900円

④
フ
ラ

ケー使
用

片
側
コ
ネ

付
き
ケ

1m ー ー AFB8541 2,000円 AFB8541 2,000円

ラ
ッ
ト

ー

ブ
ル

用
時

コ
ネ
ク
タ

ケー

ブ
ル

2m ー ー AFB8542 3,200円 AFB8542 3,200円

コネクタのみ AXM120415 192円 AXM140415 307円 AXM140415 307円

注) ※1: PNP出力タイプのユニット AFP33584､AFP33587､AFP33528にはリレーターミナルは使用できません。
※2: 入力用のリレーターミナルもあります。

※3: バラ線用圧接ソケットのコンタクトは、40連(200ピン)単位でご注文ください。

※4: ( )内の個数は1ユニットあたりに必要な数量です。

※5: バラ線用圧接ソケットは、下図のような構成になっています。ハウジング＋コンタクト＋カバーの組合せでご注文く
ださい。

コンタクト(5個1連) 電線 ソケット 結線 カバー 完了

コンタクト バラ線 ハウジング セミカバー

圧接

圧接工具

ホッチキスタイプ
AKY52000
3,900円
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(2)ターミナルの接続
■コネクタターミナルCT−2の接続
・32点タイプの入出力ユニットの場合は極数20P、64
点タイプの入出力ユニットの場合は極数40Pタイプ
のコネクタターミナルを使用します。

・ターミナルの端子台の結線には、M3用の圧着端子
をご使用ください。

・入力用としてコネクタターミナルを使用する場合
は、COM端子間を接続してください。

・出力用としてコネクタターミナルを使用する場合
は、(＋)(－)端子に24V DCを供給してください。
出力ユニットの内部回路駆動用の電源が供給され
ます。それぞれの(＋)端子間、および(－)端子間は
接続してください。

・ターミナル上の端子番号と入出力ユニットのI/O番
号は、右表のように対応します。

●32点タイプ入出力ユニット－ CT−2

32点タイプ入出力ユニット
(AFP33024－FまたはAFP33484－F)

●64点タイプ入出力ユニット－ CT−2

64点タイプ入出力ユニット
(AFP33027－F/AFP33487－F/
AFP33428－F)

●32点タイプ入出力ユニット－ CT−2

ターミ
ナル側
端子No.

ユニット
側記号

入
力
番
号

出
力
番
号

ターミ
ナル側
端子No.

ユニット
側記号

入
力
番
号

出
力
番
号

A1 Ⅰ1 X0 Y0 B1 Ⅱ1 X8 Y8
A2 Ⅰ2 X1 Y1 B2 Ⅱ2 X9 Y9
A3 Ⅰ3 X2 Y2 B3 Ⅱ3 XA YA
A4 Ⅰ4 X3 Y3 B4 Ⅱ4 XB YB
A5 Ⅰ5 X4 Y4 B5 Ⅱ5 XC YC
A6 Ⅰ6 X5 Y5 B6 Ⅱ6 XD YD
A7 Ⅰ7 X6 Y6 B7 Ⅱ7 XE YE
A8 Ⅰ8 X7 Y7 B8 Ⅱ8 XF YF
A9 Ⅰ9 COM － B9 Ⅱ9 COM －
A10 Ⅰ10 NC + B10 Ⅱ10 NC +

注)上表は、上側のコネクタに接続した場合を代表に
掲載しています。下側のコネクタに接続する場合
は、上表の割り付けI/O番号を下記の例のように
読み替えてください。
<例> A1…入力X10、出力Y10

B1…入力X18、出力Y18

●64点タイプ入出力ユニット－ CT−2
ターミナル
側端子No.

入力
番号

出力
番号

ターミナル
側端子No.

入力
番号

出力
番号

A1 X0 Y0 B1 X8 Y8
A2 X1 Y1 B2 X9 Y9
A3 X2 Y2 B3 XA YA
A4 X3 Y3 B4 XB YB
A5 X4 Y4 B5 XC YC
A6 X5 Y5 B6 XD YD
A7 X6 Y6 B7 XE YE
A8 X7 Y7 B8 XF YF
A9 COM － B9 COM －
A10 NC + B10 NC +
A11 X10 Y10 B11 X18 Y18
A12 X11 Y11 B12 X19 Y19
A13 X12 Y12 B13 X1A Y1A
A14 X13 Y13 B14 X1B Y1B
A15 X14 Y14 B15 X1C Y1C
A16 X15 Y15 B16 X1D Y1D
A17 X16 Y16 B17 X1E Y1E
A18 X17 Y17 B18 X1F Y1F
A19 COM － B19 COM －
A20 NC + B20 NC +

注)上表は、CN1のコネクタを代表に掲載しています。
CN2のコネクタの場合は、上表の割り付けI/O番号
を下記の例のように読み替えてください。
<例> A1…入力X20、出力Y20

A11…入力X30、出力Y30
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■リレーターミナルRT−2の接続
・出力32点タイプのユニットは、出力16点のリレー
ターミナルRT－2が2セット接続できます。

・出力64点タイプのユニットは、二股ケーブルを使
用して出力16点のリレーターミナルRT－2が4セッ
ト接続できます。

・ターミナルの端子台の結線には、M3用の圧着端子
をご使用ください。

・リレーターミナルの(＋)(－)端子に24V DCを供給
してください。ターミナル自身のリレー駆動用電
源と出力ユニットの内部回路駆動用の電源が供給
されます。

・ターミナル上の端子番号と入出力ユニットのI/O番
号は、右表のように対応し、出力端子は4点1コモ
ンとなります。

●32点タイプ出力ユニット－ RT−2

32点タイプ出力ユニット
(AFP33484－F)

●64点タイプ出力ユニット－ RT−2

64点タイプ出力ユニット
(AFP33487－F/AFP33428－F)

配線にあたってのご注意
リレーターミナルを使用する場合、ユニット側
に供給する入出力電源とリレーターミナルに供
給する電源は、同一電源としてください。

リレーターミナルRT−2 I/O対応表

ターミナル
側端子No. 出力番号

ターミナル
側端子No. 出力番号

0+ Y0 8+ Y8
1+ Y1 9+ Y9
2+ Y2 A+ YA
3+ Y3 B+ YB

COM－ Y0～Y3の
COM端子

COM－ Y8～YBの
COM端子

4+ Y4 C+ YC
5+ Y5 D+ YD
6+ Y6 E+ YE
7+ Y7 F+ YF

COM－ Y4～Y7の
COM端子

COM－ YC～YFの
COM端子
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(3)圧着端子付ケーブルによる接続
■圧着端子付ケーブルを使用する方法

・32点タイプの入出力ユニットの場合は極数20P、64
点タイプの場合は40Pを使用します。

・圧着端子付ケーブルには、M3.5用圧着端子を使用
しています。

・ケーブルの圧着端子番号と入出力ユニットのI/O番
号は右表の様に対応します。

●32点タイプ入出力ユニット

圧着端子台付きケーブル
(20P)

…

32点タイプ入出力ユニット
(AFP33024−F/AFP33484−F)

●圧着端子No.・I/O番号対応表(32点タイプ)

圧着端子
No.

ユニット
側記号

入
力
番
号

出
力
番
号

圧着端子
No.

ユニット
側記号

入
力
番
号

出
力
番
号

A1 Ⅰ1 X0 Y0 B1 Ⅱ1 X8 Y8
A2 Ⅰ2 X1 Y1 B2 Ⅱ2 X9 Y9
A3 Ⅰ3 X2 Y2 B3 Ⅱ3 XA YA
A4 Ⅰ4 X3 Y3 B4 Ⅱ4 XB YB
A5 Ⅰ5 X4 Y4 B5 Ⅱ5 XC YC
A6 Ⅰ6 X5 Y5 B6 Ⅱ6 XD YD
A7 Ⅰ7 X6 Y6 B7 Ⅱ7 XE YE
A8 Ⅰ8 X7 Y7 B8 Ⅱ8 XF YF
A9 Ⅰ9 COM － B9 Ⅱ9 COM －
A10 Ⅰ10 NC + B10 Ⅱ10 NC +

注)上表は、上側のコネクタに接続した場合を代表に
掲載しています。下側のコネクタに接続する場合
は、上表の割り付けI/O番号を下記の例のように
読み替えてください。
<例> A1…入力X10、出力Y10

B1…入力X18、出力Y18

●64点タイプ入出力ユニット

圧着端子付きケーブル
(40P)

…

64点タイプ入出力ユニット
(AFP33027/AFP33487/AFP33428)

●圧着端子No.・I/O番号対応表(64点タイプ)
圧着端子

No.
入力
番号

出力
番号

圧着端子
No.

入力
番号

出力
番号

A1 X0 Y0 B1 X8 Y8
A2 X1 Y1 B2 X9 Y9
A3 X2 Y2 B3 XA YA
A4 X3 Y3 B4 XB YB
A5 X4 Y4 B5 XC YC
A6 X5 Y5 B6 XD YD
A7 X6 Y6 B7 XE YE
A8 X7 Y7 B8 XF YF
A9 COM － B9 COM －
A10 NC + B10 NC +
A11 X10 Y10 B11 X18 Y18
A12 X11 Y11 B12 X19 Y19
A13 X12 Y12 B13 X1A Y1A
A14 X13 Y13 B14 X1B Y1B
A15 X14 Y14 B15 X1C Y1C
A16 X15 Y15 B16 X1D Y1D
A17 X16 Y16 B17 X1E Y1E
A18 X17 Y17 B18 X1F Y1F
A19 COM － B19 COM －
A20 NC + B20 NC +

注)上表は、CN1のグループを代表に掲載しています。
CN2のグループの場合は、上表の割り付けI/O番号
を下記の例のように読み替えてください。
<例> A1…入力X20、出力Y20

A11…入力X30、出力Y30

設
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(4)バラ線コネクタによる接続

■バラ線コネクタを使用する方法
被覆ムキをしなくてもバラ線が接続できるコネク
タです。結線には専用の工具を用います。

■適合電線(より線)
サイズ 公称断面積 被覆外径 定格電流

AWG#22 0.3mm2

φ1 5～φ1 1 3A
AWG#24 0.2mm2

φ1.5～φ1.1 3A

注) AWG#22の場合、12本/0.18をご使用ください。

配線ミス時にやり直しができる
コンタクト引き抜きピン
配線ミス、ケーブル圧接ミスの場合、工具に付属
しているコンタクト引き抜きピンを用いてコンタ
クトを抜くことができます。

1.
(3)
■バラ線コネクタの使用方法
被覆はそのままダイレクトに圧接、配線の手間が
省けます。

(配線方法)
1.コンタクトをキャリアから折り、圧接工具にセット
してください。

2.被覆のついたままの電線を突きあたるまで挿入し、
工具を軽く握ってください。

3.圧接後、電線をハウジングに挿入してください。

4.電線を挿入し終わったら、カバーをハメ込んでくだ
さい。
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入
出
力
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(5)フラットケーブルコネクタによる接続

■フラットケーブルコネクタを使用する場合
の注意

・フラットケーブルコネクタを使って結線する場合
は、ケーブルNo.とI/O番号の関係は下記のようにな
りますのでよくご確認ください。

■適合電線(より線)

サイズ ピッチ 定格電流

AWG#28
(7本/φ0.127)

1.27mm 1A

●32点タイプ入出力ユニット
フラットケーブル接続図

コネクタ①

10

1 Α

II I

ケーブルNo.1側

コネクタ②

ユニット表面の記号

フラットケーブル

●フラットケーブルNo.－ I/O番号対応表(32点)

ケーブル
No.

ユニット
側記号

入
力
番
号

出
力
番
号

ケーブル
No.

ユニット
側記号

入
力
番
号

出
力
番
号

1 Ⅰ1 X0 Y0 11 Ⅰ6 X5 Y5
2 Ⅱ1 X8 Y8 12 Ⅱ6 XD YD
3 Ⅰ2 X1 Y1 13 Ⅰ7 X6 Y6
4 Ⅱ2 X9 Y9 14 Ⅱ7 XE YE
5 Ⅰ3 X2 Y2 15 Ⅰ8 X7 Y7
6 Ⅱ3 XA YA 16 Ⅱ8 XF YF
7 Ⅰ4 X3 Y3 17 Ⅰ9 COM －
8 Ⅱ4 XB YB 18 Ⅱ9 COM －
9 Ⅰ5 X4 Y4 19 Ⅰ10 NC +
10 Ⅱ5 XC YC 20 Ⅱ10 NC +

注)上表は、上側のコネクタに接続した場合を代表に
掲載しています。下側のコネクタに接続する場合
は、上表の割り付けI/O番号を下記の例のように
読み替えてください。
<例> ケーブルNo.1…入力X10、出力Y10

ケーブルNo.2…入力X18、出力Y18

●64点タイプ入出力ユニット
フラットケーブル接続図

ケーブルNo.1側ケーブルNo.1側

CN1 CN2

●フラットケーブルNo.－ I/O番号対応表(64点)
ケーブル

No.
入力
番号

出力
番号

ケーブル
No.

入力
番号

出力
番号

1 X0 Y0 21 X10 Y10
2 X8 Y8 22 X18 Y18
3 X1 Y1 23 X11 Y11
4 X9 Y9 24 X19 Y19
5 X2 Y2 25 X12 Y12
6 XA YA 26 X1A Y1A
7 X3 Y3 27 X13 Y13
8 XB YB 28 X1B Y1B
9 X4 Y4 29 X14 Y14
10 XC YC 30 X1C Y1C
11 X5 Y5 31 X15 Y15
12 XD YD 32 X1D Y1D
13 X6 Y6 33 X16 Y16
14 XE YE 34 X1E Y1E
15 X7 Y7 35 X17 Y17
16 XF YF 36 X1F Y1F
17 COM － 37 COM －
18 COM － 38 COM －
19 NC + 39 NC +
20 NC + 40 NC +

注)上表は、CN1のグループを代表に掲載しています。
CN2のグループの場合は、上表の割り付けI/O番号
を下記の例のように読み替えてください。
<例> ケーブルNo.1…入力X20、出力Y20
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4−5
入出力ユニットの配線(端子台タイプ)

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)端子台タイプの配線
■圧着端子はM3.5用のものを
・FP3入出力ユニットの端子には、M3.5の端子ネジを
使用しています。端子への配線は、下記の圧着端
子のご使用をおすすめします。

適合圧着端子例

メーカ 形状 型名 適合電線

丸型 V1.25－M3
0 25～1 65mm2

日本 先開き型 V1.25－S3A
0.25～1.65mm2

日本
圧着端子 丸型 V2－M3

1 04～2 63mm2
先開き型 V2－M3A

1.04～2.63mm2

■着脱式端子台について
・端子台タイプの入出力ユニットの端子台部分は、
両端のネジをゆるめると、結線したままの状態で
端子台ごと取り外せます。

・配線が終わったときには、このネジを忘れずに締
めつけてください。
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4−6
安全対策について

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)安全回路について
■システム設計上の注意

PLCを使用したシステムでは、次のような要因に
より誤作動を起こすことがあります。
(1) PLCの電源と入出力機器・動力機器の立ち上
がり、立ち下がりのずれ。

(2) 瞬時停電による応答時間のずれ。
(3) PLC本体、外部電源、他の機器の異常。

このような誤作動がシステム全体の異常や事故に
つながらないよう、次のような安全対策を施して
ください。

■インターロック回路はPLCの外部にも
モータの正転・逆転など相反する動作を制御する
場合は、PLC外部にインターロック回路を設けて
ください。

■非常停止回路もPLC外部に
出力機器の電源を切る回路はPCの外部に設けてく
ださい。

■PCの起動は他の機器より遅らせて
(電源シーケンス)
PLCの起動は、入出力機器、動力機器が立ち上がっ
てから行ってください。

＜方法＞
・PLCの電源を立ち上げてから、PROG.モードから
RUNモードに切り替える。

・タイマ回路を設けてPLCの起動を遅らせる。

■ALARM時の安全対策も外部で
ALARM発生時、PLCは出力をOFFにして運転を停
止します。このような状態でもシステム全体の異
常や事故につながらないよう、安全対策をPC外部
でお取りください。

(2)瞬時停電について
■瞬時停電の動作
瞬時停電が発生した場合、その時間の長さにより
動作が次のように変わります。
・10ms未満の場合 …

動作を継続します。

・10ms以上20ms以下の場合 …
状況により動作を継続する場合と停止する場
合があります。

・20ms以上の場合 …
一旦、リセット状態になり、出力はOFFします。
電源が再度供給されると、初期からの動作を
開始します。

(3)ALARM出力の使い方
■ALARM出力について
・ALARM出力は、プログラムの異常(無限ループなど)
やハード自体の異常により、ウォッチドグタイマ
が働いたときにONになります。

・ALARM出力端子は、電源ユニットにNO,NCの2つ
のリレー接点を持ち、外部への警報信号などに使
用できます。

電源ユニット

ランプなど
警報信号 L

電源

注)増設マザーボードに装着した電源ユニットの
ALARM出力は動作しませんのでご注意ください。

■ウォッチドグタイマについて
・ウォッチドグタイマは、プログラム異常やハード
異常を検出するタイマです。スキャンタイムが
640ms以上になったときにONになります。

・ウォッチドグタイマが働くと、ALARM LEDが点
灯すると同時に、電源ユニットのALARM接点が動
作し、出力ユニットの全出力をOFFにして停止状態
になります。(プログラミングツールなどとの通信
も含めて無処理状態となります)
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5章運転までの手順

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1.電源を入れる前に 5−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

2.ツールソフトによるプログラミング 5−4. . . . . . . . . . . . . . .

3. FPプログラマⅡによるプログラミング 5−18. . . . . . . . . . .

4. FP3の運転 5−22. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

5. FP10SHの運転 5−28. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

6. ROM運転ボードの使用方法(FP10SHのみ) 5−30. . . . . . . .

7. ICカードボードの使用方法(FP10SHのみ) 5−36. . . . . . . .

8. FP10Sの運転 5−40. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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5−1
電源を入れる前に

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)チェック項目

配線終了後、電源を入れる前に以下の項目について確認を行なってください。

■チェック項目

項 目 内 容

1.ユニットの装着状態 ・ユニットの種類は、設計時のリストと合っていますか?

・ユニットの取付ネジは、しっかりと締め付られていますか?

・ユニットの防塵シートは、取り外しましたか?

2.電源ユニットの確認 ・電源電圧は、間違っていませんか?
(AFP3631, AFP3638は電源電圧切替式、
AFP3636はフリー電源になっています。)

・AFP3631, AFP3638の場合、電圧切り替え端子は100－120V ACなら短
絡、200－240V ACなら開放になっていますか?

・端子ネジは、確実に締め付けられていますか?

・電線のサイズは適当ですか?

3.入出力ユニットの確認 ・各端子の配線と信号名は合っていますか?

・入出力用の電源電圧は合っていますか?

・端子ネジは、確実に締め付けられていますか?

・電線のサイズは適当ですか?

4.増設ケーブルの接続 ・増設ケーブルは、確実に接続されていますか?

5.増設マザーボードの
ボード番号の設定

・増設マザーボードの“ボード番号設定スイッチ”は正しく設定されてい
ますか?

・重複して設定していませんか?

6.CPUユニットの設定 ・動作モード設定スイッチは“PROG.モード”になっていますか?

・メモリバックアップ電池はセットしていますか?

・CPUユニットのディップスイッチの設定は正しいですか?

7.ROMの装着状態
(ROM運転時)

・ROMの装着方向は合っていますか?

・ROMは確実に挿入されていますか? リードの足曲がり、浮きはあり
ませんか?

・FP3の場合ROMの種類とEP−ROM/EEP−ROM切り替えスイッチの設定は
合っていますか?

運
転
ま
で
の
手
順

５

●
電
源
を
入
れ
る
前
に



5−3

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)運転までの手順
設置・配線終了後、運転までの手順は以下の手順で行なってください。

1.電源投入

(1) 電源を入れる前に前ページの各項目をチェックしてください。

(2) 電源投入後、電源ユニットの“POWER LED”、CPUユニットの“PROG.
LED”が点灯していることを確認してください。

2.プログラムの入力

(1) 初めてプログラムを入れる場合は、プログラミングツールを使って「プ
ログラムのクリア」の操作を行なってください。

(2) プログラミングツールを使ってプログラムを作成してください。
(3) プログラミングツールの”トータルチェック機能”を利用して、文法エラー
がないかチェックしてください。

3.出力配線の確認

強制出力機能により、出力配線をチェックしてください。

4.入力配線の確認

入力ユニットのLED、もしくはプログラミングツールのモニタ機能で
入力配線をチェックしてください。

5.試運転

(1) 動作モード設定スイッチを“RUNモード”に切り替え、“RUN LED”の点
灯を確認してください。

(2) シーケンス動作を確認してください。

6.デバッグ

(1) 動作に不具合がある場合は、プログラミングツールのモニタ機能を使っ
てプログラムの不具合箇所を確認してください。

(2) プログラムを修正してください。

7.プログラムの保存

(1) ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)の場合は、フロッピーや
ハードディスクに作成したプログラムを保存してください。プリントア
ウトすることもできます。

(2) FP3はROMに、FP10SHはROM/ICメモリカードに、FP10SはICメモリカー
ドへの保存が可能です。
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5−2
ツールソフトによるプログラミング

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)準備

例：FP3でのツールソフトのシステム構成

RS422/232C
変換アダプタ
(FP10SHの場合
は不要です)

■機器の接続方法
パソコンとPLCの接続には、以下のアダプタとケー
ブルを使用してください。
FP3/FP10Sの場合

①RS422/232C変換アダプタ AFP8550
(FP10SHには不要です)

②FP周辺機器接続ケーブル(プログラマケーブル)

③市販RS232Cストレートケーブル 25ピン

FP10SHの場合

専用RS232Cクロスケーブル AFB85813

ツールソフトには、DOS版のNPST－GRと
FPWIN GRがあります。
どちらでもご使用になれますが、NPST－GR
については、下記の点にご注意ください。
・FP10SHの場合は、Ver.4以降をご使用くだ
さい。

・FP10Sの場合は、Ver.3以降をご使用くださ
い。

■CPUユニットのボーレート設定
CPUユニット内の動作モード設定スイッチ(ディッ
プスイッチ)でプログラミングツールとの通信ボー
レートを設定します。パソコン側(ツールソフト)の
通信ボーレートの設定については、P.5−8をご覧
ください。

■パソコンの設定
調歩同調(非同期)に設定します。設定方法は、お手
持ちのパソコンのマニュアルをご参照ください。

1.
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■３つの入力方法
[画素I/O入力方式][ニモニックラダー方式][ニモニッ
クNONラダー方式]の3つの入力方法が選べます。

(1) 画素I/O入力方式
ラダー図のシンボル(画素)の入力により、プログラ
ミングできます。命令語(ニモニック)を使わなくて
も、入力できるのが特長です。

(2) ニモニックラダー入力方式
命令語(ニモニック)を入力すると、ラダー図に自動
変換します。すばやく入力でき、ラダー図でひと
目で確認できます。

(3) ニモニックNONラダー入力方式
命令語(ニモニック)を直接的に入力する方式です。
すばやくプログラミングできます。プログラミン
グになれた方向けの入力方式です。

■日本語対応
見やすい日本語表示のメニューで、豊富な機能を
容易に操作できます。さらにFEP(フロント・エン
ド・プロセッサ)を組み込めば、プログラム中のコ
メントを日本語で入力できます。

▼日本語メニュー

▼日本語エラーメッセージ

▼日本語コメント

2.

■充実したデバッグ調整機能
(1) 検索(サーチ)機能
目的のアドレスや命令をすぐに見つけだせます。

(2) ラダーモニター機能
ラダー図上で接点のON/OFFが一目で確認できます。

(3) データモニター機能
任意のデータを一括してモニタできます。

(4) タイムチャートモニタ機能
接点のON／OFFを時系列的に表示できます。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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(2)ツールソフトのメニュー
■基本画面

オンライン時にデータモニタや強制
入出力などの機能を選ぶメニュー。
運転時のモニタ・デバッグ・調整時
に有効です。

1 2 3

6

4

5

1.モード表示領域
現在の｢編集モード｣を表示します。
編集モードには｢オフライン編集｣と｢オンラインモ
ニタ｣の2種類があります。

・オフライン編集では、ツールソフトとコントロー
ルユニットは、通信をしていません。コントロー
ルユニットと接続されていない状態でプログラム
を作成するときは、このモードで行います。

・オンラインモニタは、ツールソフトとコントロー
ルユニットが通信をしています。コントロールユ
ニットへのプログラムの読み書きやモニタ機能を
使う時にこのオンラインモニタで行います。

切替方法: キー+ キーを押すたびに編集モー

ドは切り替わります。

NPST−GR Ver.4とFP10SHの組み合わせではオ
ンラインモードに切り替えた時に、PCの内容
とNPST−GRの内容を高速に照合し、不一致
の時は「不一致」のメッセージを表示します。

2.入力モード表示領域
画素I/O入力方式を選択している時のみ、｢書込｣モー
ドと｢検索｣モードの入力モードを表示します。
｢書込｣モードは、画素I/O入力方式でプログラムを
作成するときのモードです。
「検索」モードは、画素I/O入力方式でモニタなど、
プログラム作成以外のほとんどの機能をこの「検
索」モードで行います。

切替方法: + キーを押すたびに入力モード

が切り替わります。
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FP3/FP−C 16K

NPST−GR Ver.4のメニュー NPST−GR Ver.3のメニュー

NPST−GR機能一覧メニュー

オンラインファンクション一覧メニュー

オフラインファンクション一覧メニュー

NPST−GR機能一覧メニュー

オンラインファンクション一覧メニュー

オフラインファンクション一覧メニュー

3.プログラム入力方式表示領域
｢画素I/O入力方式｣の場合は、｢画素I/O｣と表示しま
す。｢ニモニックラダー入力方式｣と｢ニモニック
NONラダー入力方式｣の場合は、｢ニモニック｣と表
示します。

切替方法: + キーでファンクション一覧メ

ニューが表示されますので、A.入力方式切替を選
択し、入力方式切替ウインドウで選択する入力方

式にカーソルを合わせて キーを押します。

4.入力フィールド
キーボードから入力された画素または命令語を表

示します。確認後 キーを押すと入力内容が確定

されます。

5.ファンクション
キーボードの ～ キーに対応する機能を

表示します。

キーまたは キーを押すと他の機能内容

に切り替わります。

6.カーソル
キーボードから入力された画素または命令語は、
この位置で表示されます。また実行したい機能を
選択したり、実行の対象となる画素を選択する場
合にこのカーソルを移動させて指定します。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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(3)ツールソフトの環境設定
■環境設定について
シーケンサのタイプや通信速度など、ツールソフ
ト(NPST－GRまたはFPWIN GR)を使用する際の基
本的な環境を設定する機能です。プログラミング
作業に入る前に設定します。
ここでは、NPST－GRの例を説明します。

画像モード
[白黒・カラー]

パソコンに接続されているディスプレイの種類(カ
ラー・モノクロ)により、NPST−GRが表示する画面
のモードを切り替えます。

シーケンサ・タイプ
使用するシーケンサの機種を選択します。

通信仕様
伝送速度[19200·9600·4800·2400·1200·600·300]
CPUユニット側の伝送速度と同じ速度に設定します。
通常は、9,600bpsに設定してください。
CPUユニット側の通信ボーレートの設定については、
P.5−4をご覧ください。

注) FP10SHの場合、115.2kbpsの設定も可能ですが、
パソコンが115.2kbpsに対応している必要がありま
す。

ファイル表示形式
ドライブ[A・B・C・D・E]
ディレクトリ[￥ ]
プログラムやファイルを読み込む対象となるドラ
イブとディレクトリを選択します。

タイトル表示
[する・しない]

ファイル名表示時にタイトルを付加し、表示する
かしないかを設定します。

編集モード
[画素・ニモニックラダー・ニモニック]

プログラム編集時の編集形式を選びます。

1.

操作手順

(1) 機能を呼び出す。
キーを押して【NPSTメニュー】を開きます。

[NPST環境設定]にカーソルを合わせ、 キーを

押します。

(2) 環境設定をする。

カーソルを移動させ、該当する項目に キーで設

定します。シーケンサタイプの設定は、PC機種選
定ウインドウから選択します。ウインドウはシー

ケンサタイプ選択にカーソルを合わせ キーを押

すと現われます。

FP3の場合
AFP3210C、AFP3211Cの場合は【NPST環境設定】
の「シーケンサタイプ選択」を “FP3 10k” に設定。
AFP3220Cの場合は “FP3/FP−C 16k” に設定してく
ださい。

NPST−GR Ver.4のメニュー画面

NPST−GR Ver.3のメニュー画面

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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FP10SHの場合(NPST−GR Ver.4のみ)
【NPST環境設定】の「シーケンサタイプ選択」は、
“FP10SH 30k～120k” に設定してください。

FP10Sの場合
【NPST環境設定】の「シーケンサタイプ選択」は、
“FP10/10S 30k” に設定してください。

NPST−GR Ver.4をご使用の場合

NPST−GR Ver.3をご使用の場合

(3) 設定内容を登録する。
設定が終了したら、設定内容を登録するためVer.3

以降では キーを、Ver.2.4では + キー

をそれぞれ押してください。登録するか聞いてき

ますので、設定内容に間違いがなければ、 キー

を押してください。

設定内容を実行ディスクに登録すると、次回から
の立ち上げ時にその設定内容で立ち上げることが
できます。この機能を使って設定内容を実行ディ
スクに登録したい場合は、FD書込[する]の方にカー

ソルを移動してから キーを押してください。

書き込みが終了すると下記のメッセージが画面右
下に表示されます。

(4) 環境設定を終了する。
環境設定を終了するには、 キーを押します。

環境の変更後に上記の登録操作が済んでいない場
合は、画面右下に終了の確認を聞いてきます、

キーを押すと基本画面に戻ります。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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(4)プログラムの入力・編集
■入力プログラム例
実際にニモニックラダー入力方式で、下図のプロ
グラムを入力してみましょう。

X0 X1 R0

R0

R0 Y10

T0 Y11

TMX 0, K 30

ED

1.

操作手順

(1) 機能を呼び出す。
NPST−GRを起動したときは、画素I/O入力方式が設
定されています。
オンラインファクションメニューの[入力方式切り
替え機能]で、ニモニックラダー入力方式に切り替
えてください。

(2) プログラム入力をする。
ファンクションキーなどを使ってプログラム入力
します。下表の順にキー操作してください。入力
された命令語は、まず画面下の入力フィールドに
表示されます。

次に キーを押すと、ラダー図が入力内容にした

がって自動的に表示されます。

[入力を間違えた場合]
入力フィールド中の場合…… キー、または

キーを押します。

ラダー図表示領域の場合……カーソルを合わせて

キーを押します。

■プログラムとNPST－GRのキー操作(ニモニック入力方式の場合)

アドレス ニモニック
キー操作

アドレス ニモニック
Ver.3 Ver.4

0 ST X 0

1 OR R 0

2 AN X 1

3 OT R 0

4 ST R 0

5 OT Y 10

6 TM X 0 注1) 注1)

K 30 注2)

9 ST T 0 ＋

10 OT Y 11

11 ED ＋

注）1. NPST−GRの場合、タイマ・カウンタ命令や応用命令など、複数行の命令を入力する時は キーを使

います。

2. キーの割り付けに、Kが表示されない場合は、 キーにてメニューを切り替えてください。
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■命令の削除・挿入について
｢プログラムを入力する｣で作成したプログラムの命令を削除・挿入し、修正してみましょう。

X0 X1 R0

R0

R0 Y10

T0 Y11

TMX 0, K 30

ED

X0 X1 R0

R0

R0 Y10

T0 Y11

TMX 0, K 30

ED

2.
削除の手順

を削除する場合を示します。

カーソルを (X1)の前に合わせ、 キー

を押します。

3.
挿入の手順

を挿入する場合を示します。

(1) カーソルを (R0)の前に合わせます。

(2) 次のようにキー入力します。

(AN) (NOT(/)) (X)

注) NPST−GRVer.3の場合、キー配列が異なります。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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■プログラム内の検索
●接点の検索
(1) キーを押します。入力フィールドに「＊＊｣

(アスタリスク2つ)が表示されます。

(2) 検索する接点を入力します。

＜例＞ とキー入力してください、入力フィー

ルドに｢X1｣と表示されます。

(3) (検索)キーを押します。検索された位置にカー

ソルが移動します。

(4) もう一度、 (検索)キーを押します。

｢検索出来ませんでした｣とメッセージが表示され、
X1が1つしかなかったことを表しています。

●アドレスの検索
(1) キーを押します。入力フィールドに「＊＊｣

(アスタリスク2つ)が表示されます。

(2) アドレスNo.を入力します。

＜例＞ キー

(3) キーを押すと、指定したアドレスまでカーソ

ルが移動します。

注) NPST−GRVer.3の場合、キー配列が異なります。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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(5)CPUユニットへのプログラムの転送
パソコン上で作成したプログラムは、まだCPUユニッ
トには書き込まれていません。以下の操作で、
CPUユニットにプログラムを書き込みます。

操作手順

(1) プログラム転送はPROG.モードで行います。
CPUユニットのモード切り替えスイッチをPROG.
に合わせます。

(2) + キーを押し【オンラインモニタ】に

します。

(3) を押して【NPSTメニュー】を開きます。

(4) カーソルを[プログラム転送→PC]に合わせ、

キーを押します。

(5) 書き込む項目を選択します。
[プログラム]:プログラムだけが書き込まれます。
[I/Oコメント]:I/Oコメントだけが書き込まれます。
[プログラム&I/Oコメント]:プログラムとI/Oコメン
トが書き込まれます。

(6) プログラム照合を選択する。
プログラム照合を[する]または[しない]にカーソル
を合わせます。
[する]: CPUユニットへのプログラム転送の後、

CPUユニットのプログラムとNPST−GRの
プログラムを照合します。

[しない]:照合をしません。

(7) キーを押します。

書き込みが終了すると、書き込んだプログラムが
編集画面に表示されます。

■PLC本体に書き込まれる内容
1.シーケンスプログラム
2.PC環境設定の内容(システムレジスタの設定内容・
I/Oユニット割り付け・リモートI/O割り付け)

3.NPST環境設定のシーケンサタイプ

4.コメント
FP3 : CPUユニット(AFP3211C)

I/Oコメントのみ(注釈文、行間コメン
トは書き込まれません。)

FP10SH: ROM運転ボード(AFP6208)又は
ICカードボード(AFP6209A)装着時、
I/Oコメント、注釈文、行間コメント

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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(6)モニタとデバッグ
■ラダーモニタ
モニタ機能とは、デバック時にPLCの稼動状態を
画面に表示しながらチェックする機能です。接点
のON／OFF、タイマの経過値などがモニタできま
す。

操作手順

(1) と キーを同時に押して画面をオンライ

ンモニタに切り替える。

(2) オンラインモニタの画面に切り替わったら、
と キーを同時に押してください。

｢モニタ中｣の表示が出て、接点のON／OFF状態や
タイマの経過値などのモニタを開始します。

(3) 再度 と キーを同時に押すと、｢停止中｣

と表示され、モニタを停止します。

■強制入出力
入出力の接点ON／OFFの状態を強制的に操作でき
る機能です。出力側の接続状態の確認やプログラ
ムのチェックが行えます。

操作手順

(1) オンラインモニタ画面で と キーを押し、

｢オンラインファンクション一覧｣を呼び出します。

(2) ｢強制入出力｣を選択し、 キーを押します。

(3) 入力するリレーを登録します。「Y1」の場合、

キー、 キー、 キーの順に押します。

(4) 強制的にONする時は キー、OFFする時は

キーを押します。

(5) 強制入出力状態を削除する時は、 キーと

キーを押してください。

(6) キーで基本画面に戻ります。
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■プログラムのトータルチェック
プログラムのトータルチェックは、プログラムの
文法エラーなどの間違いがないかをチェックする
機能です。

操作手順

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラムチェック]→[トータルチェック]を選択

し、 キーを押します。

(2) 下図のように【トータルチェック】の画面が出た
ら、 (実行)キーを押します。

エラー数 :存在するエラーの数を表示します。

アドレス :エラーが検索されたアドレスを表示し
ます。

コマンド :エラーの対象となる命令を表示します。

エラー内容 :エラーメッセージの内容を表示します。

(3) エラーがなかった場合は、｢エラー数(0)｣、｢チェッ
クOK｣と表示されます。

(4) エラーのある場合は、下図のようにエラー内容を
画面に表示します。

(5) キーでトータルチェックを終了し、基本画

面に戻ります。

特に注意いただきたいこと
ツールソフトのトータルチェック機能は、オフラ
イン編集時にはツールソフトで編集中のプログラ
ムを、オンラインモニタ時にはCPUユニット本体
のRAMに書き込まれているプログラムを各々
チェックします。
運転する前には、オンラインモニタ状態でのトー
タルチェックを実行して、プログラムの文法間違
いがないかをチェックしてください。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。
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(7)プログラムの保存・プリントアウト
■フロッピーディスクへの
プログラムの保存

操作手順

(1) データ保存用のフォーマット済のディスクを入れ
ます。

(2) NPSTメニューの[プログラム転送→ディスク]を選
択し、実行します。

(3) 書き込みファイル名、注釈文、作者名など、書き
込み内容を設定し、実行するとディスクに書き込
みできます。

プログラム識別のため、必ずインプットしてください。
プリントアウト時に出力することもできます。

■PLCプログラムの修正手順(参考)

●フロッピーディスクに書き込まれているプロ
グラムを修正し、PLCに書き込む場合。

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[プログラム転送←ディスク]を

選択し、 キーを押します。

(2) プログラムをパソコン上で修正します。(オフライ
ン編集)

(3) NPSTメニューの[プログラム転送→PC]を選択し、
実行します。(オンラインモニタ画面)

(4) つづいて、[プログラム転送→ディスク]を実行し
ます。

●PLC本体のプログラムを修正し、フロッピー
ディスクに保存する場合。

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[プログラム転送←PC]を選択

し、 キーを押します。

(2) プログラムをパソコン上で修正します。(オフライ
ン編集)

(3) NPSTメニューの[プログラム転送→PC]を選択し、
実行します。(オンラインモニタ画面)

(4) つづいて、[プログラム転送→ディスク]を実行し
ます。

プログラムをディスクに保存すると
PC環境設定(システムレジスタの設定内容)および
NPST環境設定のシーケンサタイプもファイル毎
に同時に保存されます。
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■プログラムのプリントアウト

操作手順

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[プリントアウト]を選択し、

キーを押します。

(2) 下図の【プリントアウト機能一覧】が出たら、“ス

タイル設定”を選択し、 キーを押します。

(3) 下図の【スタイル設定】が出たら、プリントアウ
トする内容を設定し、 (登録)を押します。

(4) 次に、【プリントアウト機能一覧】から[印刷]を選

択し、 キーを押します。

(5) 用紙の種類などを設定し、 キーを押すと印刷

を始めます。

プリントアウトできる項目

1.ラダー図 コメント、注釈文付きで出力
できます。

2.ニモニック 作成したプログラムをニモ
ニックで出力します。

3.I/Oリスト 接点、コイルの使用状況を出
力します。

4.PC環境
システムレジスタの設定内
容、I/Oの割り付けの状態など
を出力します。

5.NPST環境 NPSTの設定状態を出力しま
す。

上記は、DOS版ソフト「NPST－GR」のメニューです。Windows版ソフト「FPWIN」にも同様のメニューがあり
ます。操作方法については、ヘルプメニューでご確認下さい。

●
ツー

ル
ソ
フ
ト
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

運
転
ま
で
の
手
順

５



5−18

5−3
FPプログラマIIによるプログラミング

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)準備

FPプログラマⅡ
AFP1113V2(日本語キー)
AFP1114V2(英語キー)

FP周辺機器接続ケーブル
AFP5520(50cm)
AFP5520(3m)

ボーレート切り替えスイッチ

■機器の接続方法
FPプログラマⅡとFP3/FP10Sの接続には、以下のケー
ブルを使用してください。
FP周辺機器接続ケーブル AFP5520(50cm)

AFP5520( 3m)

■CPUユニットのボーレート設定
プログラミングツールとの通信ボーレートを設定
します。FPプログラマⅡを使用する場合は、
9600bps,19200bpsいずれの設定でもかまいません。

■プログラムの格納場所
・FPプログラマⅡで入力したプログラムは、順次
FP3/FP10SのRAM(内蔵メモリ)に格納されます。

■FPプログラマⅡ使用時の注意
RUNモードにしたままで、プログラムを書き込も
うとしたり、まちがったキー操作をしたりすると、
“ピピピピ…”とアラーム音が鳴ります。このよ

うな時には、 キーを押し、最初から操作をや

り直してください。

特にご注意いただきたいこと
・初めてFP3/FP10Sを使用する際には、メモリバッ
クアップ電池がセットされていることをご確認く
ださい。

・初めてプログラム入力する際には、プログラムの
クリア(上記手順の3の操作)を忘れずに行ってく
ださい。

・FP10SHの場合、FPプログラマを使用することは
できません。
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(2)プログラムの入力

X0 X1 R0

R0

R0 Y10

T0 Y11

TMX 0, K 30

ED

タイマ設定時間
0.1×30＝3秒

ラダー図(プログラム用回路)

■入力をまちがえた時のキー操作
＜例1＞アドレス3の内容を間違えた時。

(1) アドレス3の内容を読み出す。

(2) アドレス3の表示をクリア。

(3) 正しい内容を上書きする。

＜例2＞アドレス3の命令が抜けていて、追加挿
入したい時
(1) アドレス3の内容を読み出す。

(2) 正しい内容を書き込み挿入。

＜例3＞アドレス3の不要な命令を削除したいと
き。
(1) アドレス3の内容を読み出す。

(2) 内容を削除。

■キーに表示のない命令の入力方法
エンド命令(ED)や微分命令(DF)などキーに表示の
ない命令は、次の2つの方法で入力できます。

＜方法1＞ヘルプ機能を利用

(1) と操作。

(2) つづいて、 キーを使って書き込みたい命令を

探します。

(3) 命令を見つけたら、その数字を入力します。

エンド命令の場合

＜方法2＞命令コードで直接入力

エンド命令の場合

命令によりこの番号が異なります。
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(3)モニタとデバッグ
■FPプログラマⅡのデバッグ機能1.
(1) プログラムのトータルチェック
プログラムの入力後に、プログラムの文法エラー
などをチェックできます。

(2) モニタ機能
RUNモードでCPUユニットを運転させながら、任
意の接点のON／OFF状態、タイマ／カウンタの経
過値などの読み出しができます。

(3) 強制入出力
入力あるいは出力を強制的にON／OFFし、出力機
器の動作具合をチェックしたり、入力機器を動か
さずに動作チェックしたりできます。

(4) タイマ・カウンタの設定値の変更
RUNモードのままで、CPUユニットを運転させな
がらタイマ・カウンタの設定値／経過値を書き換
えることができます。詳しくは、“FPシリーズ命令
語マニュアル”をご覧ください。

■プログラムのトータルチェック
・プログラム書き込み後に、FPプログラマⅡで次の
ように操作します。

・プログラムにエラーのない場合は、数秒後にピッ
と音が鳴り、次のような指示に変わります。

**

・プログラム中にエラーがあった時は、そのアドレ
ス番号とエラー内容を表示します。

＜例＞出力コイルの二重使用の時

0 ﾀﾞﾌﾞﾘｴﾗｰ

アドレスNo.

エラーが複数箇所ある時は、 キーをつづけて押

せば確認できます。

■強制入出力機能
●強制的に出力して、出力機器の動作チェック
をしたい場合

・例えば、出力Y10を出したい時は

つづいて を押すと出力ON、 を押すと出力

OFFとなります。

●リミットスイッチやセンサなど入力機器を働
かさずに動作チェックしたい場合(RUN中)

・例えば、入力リレーX0を働かせる場合は

つづいて を押すと入力リレーON、 を押す

と入力リレーOFFとなります。
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■モニタ機能2.
(1) 接点ON／OFFのモニタ(アドレスで読み出し)
RUNモードでプログラムを読み出すと、接点の
ON/OFF状態を自動的に表示します。

・例えば、アドレス3の内容を読み出す時は、

と操作します。
接点がONの時は、次のような表示になります。

3 OT R 0

ONの時だけ表示が出ます。

(2) 接点ON／OFFのモニタ
(ワード単位16点分の読み出し)

・複数の接点をまとめて見たい時は、

と操作してください。
例えばY10～Y1Fの状態を見たい時は、

と押します。数字がモニタされたら

とつづけて押してください。Y10～Y1FのON／
OFF状態が1、0で表示されます。

0001100000010010

Y1F . . . . . . . . .. . . Y10

それぞれの状態を1:ON、0:OFFで表示します。

(3) 接点ON/OFFのモニタ(接点番号で読み出し)
(最大4点までモニタが可能)

・接点番号を指定したいときや種類の違う接点を同
時に見たいときは、次の操作をしてください。

例えば、X0とY10のON／OFF状態を見たい時は、

と操作してください。このときの表示は次のよう
になります。

X 0 Y 10

ONの時だけ表示が出ます。

この方法では、最大4点までのモニタが同時にでき
ます。

(4) タイマ／カウンタの設定値／経過値のモニタ
・プログラマで操作

例えば、タイマT0の経過値を見たい時は、

と操作すると、次のような表示がでます。

EV 0
K 3

EVは、タイマ／カウンタの経過値が格納されてい
るエリアです。設定値エリアSVも同様に見ること
ができます。
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FP3の運転

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)RAM運転とROM運転
■RAM運転とROM運転の比較

項 目 RAM運転 ROM運転

運転方法

CPUユニットに標準装備されている
RAMで運転。メモリ切替スイッチ
(P.2−7ご参照)をRAM側にします。

オプションメモリ (EP−ROMまたは
EEP−ROM)を装着して運転。メモリ切
替スイッチ(P.2−7ご参照)をROM側にし
ます。

メモリ切換スイッチ

プログラムの実行

RAMに書き込まれているプログラム
をそのまま実行します。

PROG.モードからRUNモードになった
時、あるいはRUNモードで電源を入れ
た時点で、ROMに書き込まれているプ
ログラムをRAMへ転送し、プログラム
を実行します。

停電時の
メモリバックアップ

プログラム、システムレジスタ、演算
用メモリなどRAMに書き込まれた内
容は、すべて電池によりバックアップ
されます。

プログラムおよびシステムレジスタの
内容は、ROMに書き込まれているため、
バックアップは不要です。
演算用メモリの保持型データは、
RAMに書き込まれているため、電池に
よるバックアップが必要です。

メンテナンス

メモリバックアップ用電池の交換が必
要です。

演算用メモリで保持型メモリを使わな
いプログラムの場合は、バッテリレス
で運転させることができます。

その他

オプションは不要です。 オプションのEP－ROMまたはEEP－
ROMが必要です。
EP－ROMの場合、書き込み用の市販
ROMライタが必要です。
市販ROMライタ推奨品
(株)ロジパック製Palette－44
(株)アバールデータ製PECKER11
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(2)停電時のデータ保持について
■演算用メモリのバックアップ
・内部リレー、データレジスタなどの保持型データ
は電池でバックアップされています。

・内部リレー、データレジスタなどを非保持型デー
タとして設定してROM運転する場合は、電池をセッ
トせずバッテリレスで運転することができます。

■電池異常報告の設定
・システムROMがVer.4.4以上のFP3では、電池異常報
告を｢しない｣に設定すると、電池をセットせずに
運転しても｢ERR｣LEDは点灯しなくなります。
電池異常報告の設定は、以下の手順にて行います。

操作手順

ツールソフトの場合（NPST－GRの例）
(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[PC環境設定 ]→ [システムレジスタ ]を選択し、

を押します。

(2) 【PC環境設定】の画面で、 キーを押して｢異

常時運転｣を選択し、電池異常報告を｢しない｣に
設定してください。

(3) キーを押し、設定内容を登録してください。

(4) キー→ キーを押して、元に戻ります。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。

操作手順

FPプログラマⅡの場合
(1) システムレジスタの設定の操作

(2) システムレジスタNo.4を読み出します。

(3) ｢電池異常報告しない｣(K1)に設定してください。
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(3)ROM運転時の注意
■電源投入前の注意点

ROMを装着した状態では、メモリ切替スイッチの
位置により、動作が下記のように異なりますので
注意ください。

1.メモリ切替スイッチがROM側の時に電源
を入れた場合
電源を入れるとメモリ(ROM)内容が内蔵RAMへ自
動的に転送され書き換わります。この時、以前の
RAM内容は消えてしまいますのでご注意ください。

自動的に内蔵RAMへ書き込まれます。

2.メモリ切替スイッチがRAM側の時に電源を
入れた場合

・メモリ(ROM)を装着していても、プログラミングツー
ルでは内蔵RAMの内容を読み出しています。

・従ってメモリ(ROM)の内容を確認する場合は右記の
方法で内蔵RAMへ転送してください。

・継続して、ROM運転を行う場合は、一旦電源を切
り、メモリ切替スイッチをROM側に設定してから、
再度、電源を立ち上げてください。

電源を入れた場合、RAMの内容とROMの内容は
異なる可能性があります。

■ROMから内蔵RAMへの転送方法

操作手順

ツールソフトの場合（NPST－GRの例）
(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) メニューが【ROM→RAM】になっていることを

確認し キーを押してください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。

操作手順

FPプログラマⅡの場合
次のようにキー操作してください。
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(4)ROMの書き込み方法
■方法1 マスタメモリ(EEP−ROM)を介して市販ROMライタで
(1) 電源を切った状態で、マスタメモり ( EEP－

ROM:AFP5206)を装着し、メモリ選択スイッチを
EEP－ROM側にセットします。

(2) PROG.モードになっていることを確認してから、
電源を入れてください。

(3) ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)やFP
プログラマⅡを使って、右記の方法で内蔵RAMか
らマスタメモリへ転送します。

(4) 電源を切り、CPUユニットからマスタメモリを取
り外し、ROMライタへ装着します。

(5) マスタメモリからROMライタへ転送します。
ROMライタの設定は、NEC社28C256用としてく
ださい。

(6) マスタメモリをメモリ(EP－ROM:AFP5202)に取り
替えて、書き込みます。ROMライタの設定を、三
菱27C256A用に切り替えてください。

注) IC型式設定や書き込み方法については、市販のROMラ
イタのマニュアルをご覧ください。

●内蔵RAMからEEP−ROMへの転送方法

操作手順

ツールソフトの場合（NPST－GRの例）
(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) キーを押し、【RAM→ROM転送】に切り替え

てください。

(4) キーを押すと転送されます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。

操作手順

FPプログラマⅡの場合
次のようにキー操作してください。

特にご注意いただきたいこと
FP3の内蔵RAMの内容をマスタメモリ(EEP−
ROM)に書き込む場合は、メモリ切替スイッチが
RAM側になっている事を確認してから電源を入
れてください。
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■方法2 ツールソフトと市販ROMライタを
使って

(1) ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)で、
｢ROMライタ転送｣を実行し、ツールソフト上のプ
ログラムを市販ROMライタへ転送します。

(2) 市販ROMライタに、メモリを装着し書き込みます。
ROMライタの設定は、三菱27C256A用としてくだ
さい。

注) ICの型式設定や書き込み方法については、市販のライタ
のマニュアルをご覧ください。

●ツールソフトからROMライタへの転送方法

操作手順

(1) NPST環境設定のメニューで キー+ キー

を押し｢ROM]を選択します。

(2) 使用するROMライタに合わせて伝送速度とフォー

マットを選択し、 キーを押して登録します。

(3) 続いて、 キーで表示する【NPSTメニュー】

の中から[プログラム管理]→[ROMライタ転送]を

選択し、 キーを押します。

(4) ROMライターに合わせて、転送するフォーマット
と接続方式を指定し、｢書き込み｣を選択します。

キーを押すと転送されます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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FP10SHの運転

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)RAM/ROM/ICメモリカードによる運転
■RAM運転/ROM運転/ICメモリカード運転の比較

項 目 RAM運転 ROM運転
(CPU本体バージョン Ver.2以降が必要です。)

運転方法

CPUユニットに内蔵されているRAM
で運転。プログラムメモリ選択スイッ
チ(P.2−14ご参照)をOFFにします。

オプションのROM運転ボードを装着
して運転。プログラムメモリ選択スイッ
チ(P.2−14ご参照)をONにします。

ROM運転
ボード

プログラムの実行

RAMに書き込まれているプログラム
をそのまま実行します。

電源を入れた時点で、ROMに書き込ま
れているプログラムをRAMへ転送し、
プログラムを実行します。

停電時の
メモリバックアップ

プログラム、システムレジスタ、演算
用メモリなどRAMに書き込まれた内
容は、すべて電池によりバックアップ
されます。

プログラムおよびシステムレジスタの
内容は、ROMに書き込まれているため、
バックアップは不要です。
演算用メモリの保持型データは、
RAMに書き込まれているため、電池に
よるバックアップが必要です。

メンテナンス

メモリバックアップ用電池の交換が必
要です。

演算用メモリで保持型メモリを使わな
いプログラムの場合は、バッテリレス
で運転させることができます。

その他

オプションは不要です。 オプションのROM運転ボードと
EP－ROMまたはF－ROMが必要です。
EP－ROMの場合、書き込み用の市販
ROMライタが必要です。
市販ROMライタ推奨品
(株)ロジパック製Palette－44
(株)アバールデータ製PECKER11

NPST－GR Ver.4.2以降が必要です。
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1.

ICメモリカード運転

オプションのICメモリカード、ICカードボード
を装着して運転。プログラムメモリ選択スイッ
チ(P.2−14ご参照)をONにします。

ICカードボード

電源を入れた時点で、ICメモリカードに書き込ま
れているプログラム(ファイル名 AUTOEXEC.SPG)
をRAMへ転送し、プログラムを実行します。
応用命令F14により、ICメモリカードに格納され
ているプログラム(任意のファイル名)を読み出す
ことも可能です。

プログラムおよびシステムレジスタの内容は、
ICメモリカードに書き込まれているため、バック
アップは不要です。
演算用メモリの保持型データは、RAMに書き込
まれているため、電池によるバックアップが必要
です。

演算用メモリで保持型メモリを使わないプログラ
ムの場合は、バッテリレスで運転させることがで
きます。（ただし、S−RAMタイプのICカードの場合
は、ICメモリカードの電池交換が必要です。)

オプションのICメモリカード、ICカードボードが
必要です。

(2)停電時のデータ保持について
■演算用メモリのバックアップ
・内部リレー、データレジスタなどの保持型データ
は電池でバックアップされています。

・内部リレー、データレジスタなどを非保持型デー
タとして設定しROMあるいはICメモリカードで運
転する場合は、電池をセットせずバッテリレスで
運転することができます。

■電池異常報告の設定
・システムレジスタNo.4の電池異常報告を｢しない｣
に設定することで、電池をセットせずに運転して
も｢ERROR｣LEDは点灯しなくなります。
電池異常報告の設定は、以下の手順にて行います。

操作手順

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[PC環境設定 ]→ [システムレジスタ ]を選択し、

を押します。

(2) 【PC環境設定】の画面で、 キーを押して｢異

常時運転｣を選択し、電池異常報告を｢しない｣に
設定してください。

(3) キーを押し、設定内容を登録してください。

(4) キー→ キーを押して、元に戻ります。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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ROM運転ボードの使用方法(FP10SHのみ)

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)FP10SH ROM運転ボードの使用方法

NPST－GR
または

FPWIN GR

FP10SH CPU (Ver.2以降)

内蔵RAM

データプログラム

ROM運転ボード

コメント
メモリ

ユーザー
ROM

ツールソフト 2.RAM→ROM転送

3.ROM→RAM転送

4.ROM運転選択SW－ON1.プログラム転送

1. ツールソフトの「プログラム転送機能」で、プログラムとコメントをFP10SHに書き込むことが出来ます。 こ
の時プログラムはFP10SH内蔵RAMに、コメントはROM運転ボードコメントメモリに格納されます。
(P.5−31参照)

2. ツールソフトの「RAM→ROM転送機能」でFP10SH内蔵RAM内のプログラムとデータを、ユーザーROMに書
き込めます。(P.5−33参照)

3. ツールソフトの「ROM→RAM転送機能」でユーザーROM内のプログラムとデータを、FP10SH内蔵RAMに書き
込めます。(P.5−32参照)

4. プログラムメモリ選択SWがONされた状態で電源を入れると、ユーザーROMに格納されているプログラムとデー
タを、FP10SH内蔵RAMに自動的に転送します。(P.5−32参照)
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(2)ROM運転ボードの機能
■コメント格納機能

FP10SHにはコメント格納機能が追加されました。
ツールソフト(NPST－GR Ver.4またはFPWIN GR)
を使ってROM運転ボードにコメントが格納できま
す。

コメント

コメントには行間コメント、注釈文、I/Oコメント
の3種類があります。

●ユーザROMへの格納

コメント

ツールソフト(NPST－GR Ver.4.2以降またはFPWIN
GR)の「プログラム転送→PC」機能の「プログラム
&I/Oコメント」を選択する事によりツールソフト
上のプログラムがFP10SH本体の内蔵RAMに、コメ
ントがROM運転ボード上のユーザROM内のコメン
ト用メモリに自動的に圧縮され格納されます。

●ユーザROMからの読み出し

コメント

「PC→プログラム転送」機能の「プログラム&I/O
コメント」を選択する事により内蔵RAMとコメン
ト用メモリ内のデータをツールソフト上に読み出
すことが出来ます。

■コメント格納時の注意点
1. ROM運転ボード上のコメントメモリ内データを消
去する場合、ツールソフトのプログラム消去機能
の「プログラム&I/Oコメント」を選択してくださ
い。

2. コメントを圧縮して格納した場合は約1MB程度、
圧縮できなかった場合は256kB程度のコメント格
納が可能です。

3. コメントを圧縮するためにはカレントディレクト
リに圧縮ソフトLHAがあること、メインメモリに
530kB程度の空きが必要です。
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(3)ROM運転時の注意
■電源投入前の注意点

ROMを装着した状態では、メモリ切替スイッチの
位置により、動作が下記のように異なりますので
ご注意ください。

1.プログラムメモリ選択スイッチがON側の
時に電源を入れた場合
電源を入れるとメモリ(ROM)内容が内蔵RAMへ自
動的に転送され書き換わります。この時、以前の
RAM内容は消えてしまいますのでご注意ください。

自動的に内蔵RAMへ書き込まれます。

2.プログラムメモリ選択スイッチがOFF側の
時に電源を入れた場合

・メモリ(ROM)を装着していても、プログラミングツー
ルでは内蔵RAMの内容を読み出しています。

・従ってメモリ(ROM)の内容を確認する場合は右記の
方法で内蔵RAMへ転送してください。

・継続して、ROM運転を行う場合は、一旦電源を切
り、メモリ切替スイッチをON側に設定してから、
再度、電源を立ち上げてください。

電源を入れた場合、RAMの内容とROMの内容は
異なる可能性があります。

■ROMから内蔵RAMへの転送方法

操作手順

(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) メニューが【ROM→RAM】になっていることを

確認し キーを押してください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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(4)RAMからF－ROMへの転送
■RAMからF－ROMへの転送方法
ツールソフト（NPST－GRまたはFPWIN GR）の
プログラム管理機能中のRAM→ROM転送機能を使
用してCPU内のプログラムやデータをROMへ転送
します。データは、WL、WR、DT、FL、SV、EV、
LDの各領域ごとに開始・終了アドレスを指定でき
ます。

操作手順
(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) キーを押し、【RAM→ROM転送】に切り替え

てください。

(4) キーを押しメニューを呼び出し、データファ

イルの開始・終了アドレスを指定します。

(5) キーを押すと転送されます。

■ユーザーROMに格納できる容量

プログラム容量(プログラムステップ数)
データ容量(総データファイル容量)

+ システムレジスタ容量(固定、2kワード)

ワード数の合計値

上記、合計値が最大127kワードまでです。

プログラム容量は1ステップ＝1ワードで計算、デー
タ容量は「データファイルの開始・終了アドレス」
で選択した範囲で、データファイル1点＝1ワード
で算出します。

例）5000ステップのプログラムに12700データファ
イルを使用した場合。

プログラム容量(5000ワード)
データ容量(12700ワード)

+ システムレジスタ容量(2000ワード)

ワード数の合計値(19750ワード)

127k＞19.7kワードでROMに格納可能。

■コメント格納時の注意点
ROM運転時にはプログラムの編集はできません。
プログラムメモリ選択スイッチをOFFにして、デー
タ転送を行ってください。(P.5−34参照)

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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(5)ROMの書き込み方法
マスタメモリはフラッシュROMでCPUユニットに
装着した状態で書き込むことが出来ますが、メモ
リはEP－ROMで市販のROMライタでないと書き込
めません。

■マスタメモリ(AFP5208)およびメモリ
(AFP5209)に書き込む手順

(1) 電源を切った状態でマスタメモり(AFP5208)を装
着したROM運転ボード(AFP6209A)を本体に装着
し、CPUユニットの動作モード設定SW(プログラ
ムメモリ選択SW2－5)をOFFにします。

(2) PROG.モードになっている事を確認し、電源を入
てください。

(3) ツールソフト(NPST−GRまたはFPWIN GR)を使っ
て、次ページの方法で内蔵RAMからマスタメモリ
へ転送します。
(ROM RAM転送機能)

(4) ROM運転する場合はCPUユニットの動作モード設
定SW(プログラムメモリ選択SW2－5)をONにし、
電源を立ち上げてください。

(5) 電源を切り、CPUユニットからマスタメモリを取
り外し、市販ROMライタへ装着します。

市販ROMライタ推奨品
(株)ロジパック製Palette－44
(株)アバールデータ製PECKER11

(6) マスタメモリからROMライタへ転送します。
ROMライタの設定は、27C2001(SGS－TOMSON)
用としてください。

(7) マスタメモリ(F－ROM: AFP5208)を外し、メモリ
(EP－ROM:AFP5209)を装着して、書き込みます。
ROMライタの設定を、27C2001(SGS－TOMSON)
用に切り替えてください。

注) IC型式設定や書き込み方法については、市販のROMラ
イタのマニュアルをご覧ください。
CPUユニットにパスワードが登録されていれば、パスワー
ド付きのマスターメモリが作成できます。

特にご注意いただきたいこと
FP10SHの内蔵RAMの内容をマスタメモリ(EEP－
ROM)に書き込む場合は、プログラム選択スイッ
チがOFFになっている事を確認してから電源を入
れてください。
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■ツールソフトを使った転送方法
ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)、
「ROMライタ転送」機能を使い、直接ROMライタ
へ転送します。(NPST－GRの場合は、Ver.4.2以降
が必要です)

(1) NPST環境設定のメニューで キー+ キー

を押し｢ROM]を選択します。

(2) 使用するROMライタに合わせて伝送速度とフォー

マットを選択し、 キーを押して登録します。

(3) 続いて、 キーで表示する【NPSTメニュー】

の中から[プログラム管理]→[ROMライタ転送]を

選択し、 キーを押します。

(4) ROMライターに合わせて、転送するフォーマット
と接続方式を指定し、｢書き込み｣を選択します。

キーを押すと転送されます。

(5) 市販ROMライタに、メモリを装着し書き込みます。
ROMライタの設定は、27C2001(SGS－TOMSON)
用としてください。

注) 1. ICの型式設定や書き込み方法については、市販のライ
タのマニュアルをご覧ください。

2. パスワードを登録し、パスワード付きのマスタメモリ
が作成できます。

3. 一度、HDD等にファイルを書き込み、その後DOSコマ
ンドで市販ROMライタへ転送する方法もあります。
詳細は弊社にご相談ください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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5−7
ICカードボードの使用方法(FP10SHのみ)

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)FP10SH ICカードボード

パソコン

1.プログラム転送

FP10SH CPU

内蔵RAM

データプログラム

ICカードボード

コメント
メモリ

＜ICメモリカード＞

AUTOEXEC.SDT

コメントファイル

AUTOEXEC.SPG

DOSフォーマット領域

4.ICカードメニュー

2.RAM→ROM転送

3.ROM→RAM転送

5.ROM運転選択SW－ON

NPST－GR
または

FPWIN GR

ツールソフト

1. ツールソフトの「プログラム転送機能」で、プログラムとコメントをFP10SHに書き込むことが出来ます。 こ
の時プログラムはFP10SH内蔵RAMに、コメントはICカードボード上のコメントメモリに格納されます。
(P.5−37ご参照)

2. ツールソフトの「RAM→ROM転送機能」でFP10SH内蔵RAM内のプログラムとデータを、ICメモリカードの
DOSフォーマット領域に書き込めます。(P.5−38ご参照)

3. ツールソフトの「ROM→RAM転送機能」でICメモリカードDOSフォーマット領域内のプログラムとデータを、
FP10SH内蔵RAMに書き込めます。(P.5−39ご参照)

4. ツールソフトの「ICカードメニュー」でフロッピーディスクやハードディスク上のプログラムとコメントをIC
メモリカードのDOSフォーマット領域に書き込めます。(P.6−10ご参照)

5. プログラムメモリ選択SWがONされた状態で電源を入れると、ICメモリカードのDOSフォーマット領域内のプ
ログラムとデータを、FP10SH内蔵RAMに自動的に転送します。(P.5−39ご参照)
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(2)ICカードボードの運転機能

■コメント格納機能
FP10SH(AFP6211V2、AFP6221V2)にはコメント格
納機能が追加されました。ツールソフト(NPST－
GR Ver.4またはFPWIN GR)を使ってICメモリカー
ドに格納できます。

コメント

コメントには行間コメント、注釈文、I/Oコメント
の3種類があります。

●ICメモリカードへの格納

注) ICメモリカード(AFP6029A)には512kBのコメント格
納用メモリが内蔵されています。

コメント

・ツールソフト(NPST－GR Ver.4.2以降またはFPWIN
GR)の「プログラム転送→PC」機能の「プログラム
&I/Oコメント」を選択する事によりツールソフト
上のプログラムが内蔵RAMに、コメントがICメモ
リカード内のコメント用メモリに自動的に圧縮さ
れ格納されます。

●ICメモリカードからの読み出し

コメント

・「PC→プログラム転送」機能の「プログラム&I/O
コメント」を選択する事により内蔵RAMとコメン
ト用メモリ内のデータをツールソフト上に読み出
すことが出来ます。

■コメント格納時の注意点
1. ICメモリカード上のコメントメモリ内のデータを
消去する場合、ツールソフトのプログラム消去機
能の「プログラム&I/Oコメント」を選択してくだ
さい。

2. コメントを圧縮して格納した場合約2MB程度の、
圧縮出来なかった場合512kB程度のコメント格納
が可能です。

3. コメントを圧縮するためにはカレントディレクト
リに圧縮ソフトLHAがあること、メインメモリに
530k程度の開きが必要です。

4. 旧ICメモリカード(AFP6209)には、コメント用メモ
リが内蔵されていませんのでコメントを格納する
ことはできません。

●
Ｉ
Ｃ
カー

ド
ボー

ド
の
使
用
方
法(

Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｈ
の
み)

運
転
ま
で
の
手
順

５

10



5−38

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■RAMからICメモリカードへの転送方法
ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)のプロ
グラム管理機能中のRAM→ROM転送機能を使用し
てCPU内のプログラムやデータをICカードへ転送
します。データは、WL、WR、DT、FL、SV、EV、
LDの各領域ごとに開始・終了アドレスを指定でき
ます。

●ICメモリカードに作成されるファイルの種類

種類 ファイル名 内容

プログラム AUTOEXEC.SPG 自動立ち上げ用
プログラムファイ
ル

データ AUTOEXEC.SDT NPST－GRのデー
タレジスタの編集
機能で読み書き可
能。

AUTOEXEC.LDT データ編集ソフト
「US3－D」で読み
書き可能。

注) 格納されるデータ量が25472ワードを越えると
LDTファイルになります

■データファイル作成時の注意点
1. データファイルは、ツールソフト(NPST－GRまた
はFPWIN GR)のICカードメニュー、データレジス
タ編集機能、F14命令(PGRD)では作成できません
のでご注意ください。

2. ICメモリカードに格納可能なデータ容量はP.6−8を
ご参照してください。

操作手順

(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) キーを押し、【RAM→ROM転送】に切り替え

てください。

(4) キーを押しメニューを呼び出し、データファ

イルの開始・終了アドレスを指定します。

(5) キーを押すと転送されます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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(3)ICメモリカード運転時の注意

■電源投入前の注意点1.
ICメモリカードを装着した状態では、電源を入れ
た時の動作モード設定スイッチのプログラムメモ
リ選択により、動作が下記のように異なりますに
で注意ください。

(1) 動作モード設定スイッチのプログラムメモリ
選択をON側にして電源を入れた場合
電源を入れるとICメモリカード内のプログラム
<ファイル名.AUTOEXEC>が内蔵RAMへ自動的に
転送され書き換わります。この時、以前のRAM内
容は消えてしまいますのでご注意ください。

自動的に内蔵RAMへ書き込まれます。

(2) 動作モード設定スイッチのプログラムメモリ
選択を内蔵OFF側にして電源を入れた場合

・ICメモリカードを装着していても、プログラミン
グツールでは内蔵RAMの内容を読み出しています。

・ICメモリカードに書き込まれているプログラムで
運転したい場合は、動作モード設定スイッチのプ
ログラムメモリ選択をON側に設定して、電源を入
れ直してください。

メモリ選択がOFF側の時電源を入れた場合、RAMの内容
とICメモリカードの内容は異なる可能性があります。

参 照 1. ICメモリカードへのプログラムの書き込
み方法については、6章をご覧ください。

2.動作モード設定スイッチの設定方法に
ついては、P.2−14をご覧ください。

■ICメモリカードから内蔵RAMへの転送方
法

操作手順

(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) メニューが【ROM→RAM】になっていることを

確認し キーを押してください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。
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(1)RAM/ICメモリカードによる運転
■RAM運転/ICメモリカード運転の比較

項 目 RAM運転 ICメモリカード運転

運転方法

CPUユニットに内蔵されているRAM
で運転。プログラムメモリ選択SW
(P.2−25ご参照)をOFFにします。

FP10S

オプションのICメモリカードを装着
して運転。プログラムメモリ選択
SW (P.2−25ご参照)をONにします。

ICメモリカード

プログラムの実行

RAMに書き込まれているプログラム
をそのまま実行します。

PROG.モードからRUNモードになった
時、あるいはRUNモードで電源を入れ
た時点で、ICメモリカードに書き込ま
れているプログラム(ファイル名
AUTOEXEC.SPG)をRAMへ転送し、プ
ログラムを実行します。
応用命令F14により、ICメモリカード
に格納されているプログラム(任意のファ
イル名)を読み出すことも可能です。

停電時の
メモリバックアップ

プログラム、システムレジスタ、演算
用メモリなどRAMに書き込まれた内
容は、すべて電池によりバックアップ
されます。

プログラムおよびシステムレジスタの
内容は、ICメモリカードに書き込まれ
ているため、バックアップは不要です。
演算用メモリの保持型データは、
RAMに書き込まれているため、電池に
よるバックアップが必要です。

メンテナンス

メモリバックアップ用電池の交換が必
要です。

演算用メモリで保持型メモリを使わな
いプログラムの場合は、バッテリレス
で運転させることができます。(ただし､
S－RAMタイプのICカードの場合は､IC
メモリカードの電池交換が必要です｡)

その他
オプションは不要です。 オプションのICメモリカードが必要で

す。
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(2)停電時のデータ保持について
■演算用メモリのバックアップ
・内部リレー、データレジスタなどの保持型データ
は電池でバックアップされています。

・内部リレー、データレジスタなどを非保持型デー
タとして設定しICメモリカードで運転する場合は、
電池をセットせずバッテリレスで運転することが
できます。

■電池異常報告の設定
・システムレジスタNo.4の電池異常報告を｢しない｣
に設定すると、電池をセットせずに運転しても
｢ERROR｣LEDは点灯しなくなります。
電池異常報告の設定は、以下の手順にて行います。

操作手順

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[PC環境設定 ]→ [システムレジスタ ]を選択し、

を押します。

(2) 【PC環境設定】の画面で、 キーを押して｢異

常時運転｣を選択し、電池異常報告を｢しない｣に
設定してください。

(3) キーを押し、設定内容を登録してください。

(4) キー→ キーを押して、元に戻ります。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST−GR]のメ
ニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります｡
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。

(3)ICメモリカード運転時の注意
■電源投入前の注意点1.

ICメモリカードを装着した状態では、電源を入れ
た時の動作モード設定スイッチのプログラムメモ
リ選択により、動作が下記のように異なりますに
で注意ください。

(1) 動作モード設定スイッチのプログラムメモリ
選択をON側にして電源を入れた場合
電源を入れるとICメモリカード内のプログラム
<ファイル名.AUTOEXEC>が内蔵RAMへ自動的に
転送され書き換わります。この時、以前のRAM内
容は消えてしまいますのでご注意ください。

自動的に内蔵RAMへ書き込まれます。

(2) 動作モード設定スイッチのプログラムメモリ
選択を内蔵OFF側にして電源を入れた場合

・ICメモリカードを装着していても、プログラミン
グツールでは内蔵RAMの内容を読み出しています。

・ICメモリカードに書き込まれているプログラムで
運転したい場合は、動作モード設定スイッチのプ
ログラムメモリ選択をON側に設定して、電源を入
れ直してください。

メモリ選択がOFF側の時電源を入れた場合、RAMの内容
とICメモリカードの内容は異なる可能性があります。

参 照 1. ICメモリカードへのプログラムの書き込
み方法については、6章をご覧ください。

2.動作モード設定スイッチの設定方法に
ついては、P.2−25をご覧ください。
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6章 ICメモリカード
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1. ICメモリカード概要 6−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

2. ICメモリカードの構成 6−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

3. ICメモリカードの運用 6−10. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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ICメモリカード概要
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(1)ICメモリカードの使い方
ICメモリカードは、FP10SH/FP10S用に用意された
オプションメモリです。(FP3には使用できません)
使用方法としては「プログラムの保存」と「デー
タメモリエリアの拡張」の2種類の用途があります。
また、１枚のICメモリカードには、下記の3通りの
使い方ができます。

●「プログラムの保存」専用に使う。

●「データメモリエリアの拡張」専用に使う。

●「プログラムの保存」と「データメモリエリア
の拡張」の両方の用途に使う。

AIC30010

Matsushita
Electric Works, Ltd.
Made in Japan

AIC31000

Matsushita
Electric Works, Ltd.
Made in Japan

S－RAMタイプ FLASH－EEPROMタイプ
＜生産中止品＞

■プログラムの保存に使う
ICメモリカードにシーケンスプログラムを書き込
み保存できます。プログラムを書き込んだICメモ
リカードは「プログラムメモリ」として使用しま
す。
ツールソフトでファイル名を「AUTOEXEC」に
してファイル複写しておくと、CPUユニットの
動作モード設定スイッチのプログラム用メモリ
選択が「ICメモリカード」側に設定されている
場合、電源ONと同時にRAMに自動転送して運
転を開始することができます。
RUN中にプログラム読み出し命令(F14 PRGRD)を
実行すると、指定した任意のファイル名のプロ
グラムに入れ替えが可能です。
FP10SでS－RAMタイプのICメモリカードを使用
する場合は、FPプログラマⅡの「OP99」の操作
で、CPUユニットの内蔵RAMの内容をICメモリ
カードへ複写することもできます。

■データメモリエリアの拡張に使う
ICメモリカードに、FP10SH/FP10Sのデータレジス
タなどに書き込まれているデータを書き込めます。
この使い方では、ICメモリカードをシーケンスプ
ログラムでデータの書き込みや読み出しができる
「拡張メモリエリア」として使用できます。

データの書き込みはシーケンスプログラムの
F13(ICWT)命令、ICメモリカードからのデータ
の読み出しはF12(ICRD)を使用します。
FLASH－EEPROMタイプは読み出し専用になり
ます。

・S－RAMタイプ、FLASH－EEPROMタイプとも
に「プログラムを保存する領域」と「データメ
モリの拡張で使用する領域」部分に分割して使
用できます。

F13(ICWT)命令(S－RAMタイプのみ)

F12(ICRD)命令

F14(PGRD)命令

OP−99操作
(S－RAMタイプのみ)

OP−90操作

プログラム
メモリ

(内蔵RAM)

ICカードの利用形態

ICカード

・プログラムメモリとして使用する場合、プログラムの読み出しには次の4つの方法があります。

(1)電源ON時に自動で読み出す。

(2)ツールソフトの【ICカード管理】で読み出し。

(3) FPプログラマⅡのOP90の操作で読み出し。

(4)シーケンスプログラムのF14で読み出し。

Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
カ
ー
ド

６

●
Ｉ
Ｃ
メ
モ
リ
カ
ー
ド
概
要



6−3

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■ICメモリカードの種類
ICメモリカードには、S－RAMタイプ、FLASH－
EEPROMタイプの計2種類があり、用途に応じて選
択できます。

種類 メモリ容量 ご注文品番 標準価格
税別種類 メモリ容量 ご注文品番 標準価格
<税別>

S－RAM
タイプ 1MB AIC31000 43,000円

FLASH－
EEPROM
タイプ

1MB AIC30010 生産中止品

●S－RAMタイプ
・データメモリエリアの拡張用として最適です。

・拡張メモリとして使用するときは、シーケンスプ
ログラムのF13(ICWT)命令とF12(ICRD)を使用し、
データの書き込み/読み出しが自由に行えます。

・バックアップ用の電池を内蔵しています。

●FLASH－EEPROMタイプ
・電池によるバックアップが不要のため、プログラ
ムの保存に適しています。

・プログラムの書き込みはツールソフトの【ICカー
ド管理】で行います。

・拡張メモリとして使用するときは、読み出し専用
となります。データの書き込みには「データエリ
ア編集ソフト」が必要です。

■ICメモリカードの取り扱いについて
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(1)プログラムメモリ領域と
拡張メモリ領域
シーケンスプログラムを保存するエリアを「プロ
グラム領域」と呼び、データメモリの拡張用とし
て使用する領域を「拡張メモリ領域」と呼びます。
使い方に応じ、ICメモリカードを各領域に分ける
必要があります。
注)空き容量は使用できません。

■プログラムメモリ専用で使う
プログラムの保存専用に使う場合は、ICメモリカー
ド全ての領域を「プログラムメモリ領域」にする
必要があります。

S－RAMタイプ
ICカードニューの【ICカードフォーマット】で
全領域をフォーマットしてください。(フォーマッ
トの手順は次項以降をご参照ください。)

FLASH－EEPROMタイプ
1. ICカードメニューの【ICカードイレース】で
全領域を削除してください。(イレースの手
順は次項以降をご参照ください。)

2. 【ファイル複写→ICカード(フラッシュメモ
リー)】でプログラムをフロッピー、または
ハードディスクからICカードへコピーします。

注)もう一度コピーを行う場合、手順1から再度実
行してください。

■データメモリエリア専用で使う。
データメモリエリアの拡張専用に使う場合は全て
の領域を「拡張メモリ領域」にする必要がありま
す。

S－RAMタイプ
ICカードニューのICカードイレースで全領域を
削除してください。(イレースの手順は次項以降
をご参照ください。)

FLASH－EEPROMタイプ
1. ICカードメニューのICカードイレースで全領
域を削除してください。(イレースの手順は
次項以降をご参照ください。)

2. データエリア編集ソフト「PC書込」を選択、
転送領域を指定して転送を実行します。

注)同じ領域には二度以上書き込みはできません。
書き込みを実行した場合、データエリア編集
ソフト上でエラーが発生します。

フォーマットはしないでください。フォーマッ
トを行うとデータの書き込みができないように
なります。

注) FLASH－EEPROMタイプは読み出し専用になり
ます。

一度フォーマットしたICメモリカードの領域全
てを「拡張メモリ領域」にする場合は、NPST−
GRの【ICカード管理】メニューの「ICカードイ
レース(初期化)(フラッシュ&SRAM)」を実行し
てください。
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■プログラムメモリ領域と
拡張メモリ領域に分割して使う
フォーマットする領域は任意に設定できます。全
領域の内、フォーマットした領域(プログラムメモ
リ領域)以外が「拡張メモリ領域」となります。

S－RAMタイプ
プログラムメモリとして必要な領域分を指定し、
ICカードフォーマットでフォーマットしてくだ
さい。

注)この時、アドレスをメモなどで保管しておく
事をお勧めします。

FLASH－EEPROMタイプ
1. ツールソフトでICカードイレースを行います。

2. ファイル複写 ICカード(フラッシュメモ

リー)を選択。

3. 下記画面でフォーマットサイズを選択、実行。

この時、指定したフォーマットサイズがプロ
グラム保存領域に、残りが拡張用メモリーに
なります。

4. ファイル複写を実行します。

5. データエリア編集ソフト「PC書込」を選択、
転送領域を指定して転送を実行します。

注) 1. イレース実行後、ファイル複写は1度しか
できません。もう一度複写を行いたい場
合は、再度イレースを実行してください。

2. 手順5「PC書込」は2回以上できません。
転送を実行した場合、データエリア編集
ソフト上でエラーが発生します。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。
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(2)ICメモリカードのフォーマット手順

●S－RAMタイプのフォーマット
・このタイプの場合は、プログラムを保存する前に
あらかじめICメモリカードをDOSフォーマットし、
プログラムを保存する“プログラムメモリ領域”を確
保しておく必要があります。

操作手順

(1)ツールソフトの【ICカード管理】メニューの[ICカー
ドフォーマット (SRAM)]を選択する。

(2)下の画面が表示されたら キーでフォーマッ

トするサイズを決定します。

(3) キーを押すと実行されます。

●FLASH－EEPROMタイプのフォーマット
・このタイプの場合は、ツールソフトでディスク上
のプログラムをICメモリカードに複写すると同時
にフォーマットします。

操作手順

(1)ツールソフトの【 ICカード管理】メニューの
FLASH－EEPROM用の[ファイル複写→ICカード(
フラッシュメモリー)]を選択する。

(2)下の画面が表示されたら キーでフォーマッ

トするサイズを決定し キーを押します。

(3) ICメモリカードの状態表示が表示されるので、

キーを押してフォーマットとファイル複写を

実行してください。
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(3)ICメモリカードのイレース手順
S－RAMタイプ/FLASHタイプともに、拡張メモリ
として使用する前にあらかじめICメモリカードを
イレースし、“拡張用メモリ領域”を確保する必要が
あります。

操作手順

(1)ツールソフトの【ICカード管理】メニューの【IC
カードイレース(フラッシュ&SRAM)】を選択しま
す。

(2)下の画面が表示されたら を選択し、イレー

スを実行してください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。
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(4)ICメモリカードに格納される
データ容量

ICカードにプログラムやデータを格納する場合、
格納するデータ量は、下記のようになります。

●プログラムのみ選択時

プログラムファイル (＊.SPG)
注釈文コメント (＊.NCB)
行間コメント (＊.GYO)
タイトルコメントファイル (＊.NPC)

+ FAT領域 (注)

合計バイト数

上記、各ファイルの合計バイト数が、DOSフォー
マット容量より小さくなるようにしてください。

注：FAT領域
256kBフォーマット時=6kB
512kBフォーマット時=6.5kB
1Mフォーマット時=10kB

●プログラム&I/Oコメント選択時

プログラムファイル (＊.SPG)
注釈文コメント (＊.NCB)
行間コメント (＊.GYO)
タイトルコメントファイル (＊.NPC)
ラベルコメントファイル (＊.NLB)
I/Oコメント (＊.SCM)

+ FAT領域

合計バイト数

上記、各ファイルの合計バイト数が、DOSフォー
マット領域の容量より小さくなるようにしてくだ
さい。
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(5)ICメモリカードの管理
ツールソフト(NPST－GR Ver.3以降、FPWIN GR)に
は、ICメモリカードを管理するためのメニューが
あります。

■ICメモリカードに格納されている
プログラムやデータを読み出す。
(S－RAM、FLASH－EEPROMタイプ共通)

[プログラム転送←ICカード (ﾌﾗｯｼｭ&SRAM)]

ICメモリカードに保存されている複数のプログラ
ムから一つを選択してツールソフト上に読み出し
ます。

[ファイル複写←ICカード (ﾌﾗｯｼｭ&SRAM)]

ICメモリカードに保存されているプログラムおよ
びデータのファイルを読み出して、フロッピィディ
スク(またはハードディスク)に複写します。

ICメモリカードのコピー(複製)を作成する場合は、
このメニューで複写元のICメモリカードのファ
イルを一旦ディスクに複写し、新たなICメモリ
カードに交換後[ファイル複写→ICカード]でディ
スクからICメモリカードに複写してください。

■ICメモリカードの初期化
(S－RAM、FLASH－EEPROMタイプ共通)

[ICカードイレース(初期化) (ﾌﾗｯｼｭ&SRAM)]

ICメモリカード内の内容がすべてクリアされます。
[ICカードフォーマット]で確保したプログラム領域
をクリアされ、すべて「拡張メモリ領域」になり
ます。

■S－RAMタイプICメモリカードの管理
・使用する前に
[ICカードフォーマット (SRAM)]

ICメモリカードをDOSフォーマットし、プログラ
ムを保存する“プログラムメモリ領域”を確保します。
“プログラムメモリ領域”として確保した残りが“拡
張メモリ領域”となります。

・ICメモリカードへの書き込み

[プログラム転送→ICカード (SRAM)]

ツールソフト上のプログラムをICメモリカードに
書き込みます。

[ファイル複写→ICカード (SRAM)]

フロッピィディスク(またはハードディスク)の内容
をICメモリカードに複写します。また、この機能
では、複数のプログラムを選択し、一括してICメ
モリカードに書き込めます。

・その他のファイル管理
[ファイル削除 (SRAM)]

ICメモリカード内のプログラムを削除します。ま
た、この機能では、複数のプログラムを選択し、
一括して削除できます。

[ファイル名変更 (SRAM)]

ICメモリカード内のプログラムのファイル名やタ
イトルなどを変更します。

[ファイル属性変更 (SRAM)]

ICメモリカード内のプログラムを読み出し専用に
したり、隠しファイルに属性変更できます。

■FLASH−EEPROMタイプへの書き込み
[ファイル複写→ICカード (ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ)]

FLASH－EEPROMタイプのICメモリカードへの書
き込みは、フロッピィディスク(またはハードディ
スク)の内容を一括して複写することで行います。

FLASH－EEPROMタイプのICメモリカードでは、
部分的な内容の更新、ファイル名変更、削除な
どはできません。ICメモリカードに複写する前
のディスク上で行ってからICメモリカードへ一
括複写してください。
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(1)プログラムメモリとしての使用方法
プログラムをICメモリカードに保存することによっ
て、プログラムのバックアップ作成や他のCPUユニッ
トへの転送が簡単に行えます。

また、複数のプログラムを保存し、必要に応じて
切り替えることもできます。

■プログラムの書き込み
ICメモリカードにプログラムを書き込む方法は3通
りあります。

●ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)の
【ICカード管理】機能を使って、ディスクに
保存しているプログラムを直接ICメモリカー
ドに書き込む。

すべてのタイプに対して可能です。

●ツールソフト上で作成しているプログラムを
直接ICメモリカードに書き込む。

S－RAMタイプに対してのみ可能※です。

●CPUユニットのRAM上のプログラムをICメモ
リカードに書き込む。

S－RAMタイプに対してのみ可能※です。

※FLASH－EEPROMタイプへプログラムを書き込む
には、一旦ディスクに保存してから、上記のツー
ルソフトの【ICカード管理】機能を使ってICメモ
リカードに書き込んでください。

1.
上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。
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■
●方法 1 ツールソフト(NPST－GRまたはFP-

WIN GR)の【ICカード管理】機能で
ディスクに保存しているプログラムを
直接ICメモリカードに書き込む。
(対象：全タイプ)

操作手順

(1)ツールソフトの【プログラム管理】メニューから
[プログラム転送→ディスク]、または【ICカード
管理】メニューの[ファイル複写←ICカード]を選
択して、フロッピィディスク(またはハードディス
ク)にプログラムを保存する。

(2)ツールソフトの【ICカード管理】メニューの中か
ら、使用するICメモリカードのタイプにあった[ファ
イル複写→ICカード]を選択する。

(3) キーを押すと実行されます。

複数のファイルを選択し、一括して複写できます。
運転時に電源投入と同時に内蔵RAMに転送させる
必要がある場合は、そのプログラムのファイル名
を“AUTOEXEC”としてください。(次頁ご参照)

●方法 2 ツールソフト(NPST－GRまたはFP-
WIN GR)上のプログラムを直接ICメ
モリカードに書き込む。
(対象：S－RAMタイプ)

操作手順

(1)ツールソフトの【ICカード管理】メニューの[プロ
グラム転送→ICカード (SRAM)]を選択する。

(2) キーを押すと実行されます。

●方法 3 CPUユニットのRAM上のプログラム
をICメモリカードに書き込む。
(対象：S－RAMタイプ)

以下の操作によって、CPUユニットのRAM上のデー
タがICメモリカードにファイル名“AUTOEX-
EC.SPG”として書き込まれます。

操作手順

ツールソフトの場合（NPST－GRの例）
(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) キーを押し、【RAM→ROM転送】に切り替え

てください。

(4) キーを押すと転送されます。

操作手順

FPプログラマⅡの場合(FP10Sのみ)
次のようにキー操作してください。
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■プログラムの読み出し
ICメモリカードに保存しているプログラムを読み
出す方法は4通りあります。

●電源投入と同時にICメモリカードからプログ
ラムを読み出して、直接CPUユニットの内蔵
RAMに転送する。

●プログラミングツールの操作でICメモリカー
ドからプログラムを読み出して、直接CPUユ
ニットの内蔵RAMに転送する。

●ツールソフト(NPST－GRまたはFPWIN GR)の
【ICカード管理】メニューの[プログラム転送
←ＩＣカード]を使用し、ICメモリカードに保
存されている複数のプログラムから一つを選
択してツールソフト上(パソコンのメモリ)に読
み出します。

●シーケンスプログラムからF14(PGRD)命令を
実行し、ICメモリカードからプログラムを読
み出して、直接CPUユニットの内蔵RAMに転
送する。

●方法 1 電源投入と同時にICメモリカードか
らプログラムを読み出して、直接
CPUユニットの内蔵RAMに転送する。

CPUユニットの電源を投入するだけで、自動的に
ICメモリカードからプログラムを読み出して、
CPUユニットの内蔵RAMに転送します。

自動読み出しの対象は，“AUTOEXEC.SPG”という
ファイル名のプログラムです。

操作手順

(1)電源OFFの状態で、CPUユニットの動作モード設
定スイッチのプログラムメモリ選択をICメモリカー
ド側にし、ICメモリカードアクセス許可スイッチ
をONにします。

(2) CPUユニットに電源を投入する。

●方法 2 プログラミングツールの操作でICメ
モリカードからプログラムを読み出
して、直接CPUユニットの内蔵
RAMに転送する。

プログラミングツールの簡単な操作で、ICメモリ
カードに保存されているプログラムを読み出して、
CPUユニットの内蔵RAMに転送できます。

読み出しの対象は，“AUTOEXEC.SPG”という
ファイル名のプログラムです。

操作手順

ツールソフトの場合（NPST－GRの例）
(1) キー+ キーを押し、オンラインモニタ

状態に切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム管理]→[ROM<=>RAM転送]を選択し、

キーを押します。

(3) キーを押し、【ROM→RAM転送】に切り替え

てください。

(4) キーを押すと転送されます。

操作手順

FPプログラマⅡの場合(FP10Sのみ)
次のようにキー操作してください。
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●方法 3 ツールソフト【ICカード管理】メニュー
の[プログラム転送←ICカード]機能で、
ICメモリカードに保存されている複
数のプログラムから一つを選択し、
ツールソフト上(パソコンのメモリ)に
読み出す。

操作手順

(1)ツールソフトの【ICカード管理】メニューの[プロ
グラム転送←ＩＣカード]を選択する。

(2)ファイル名が表示されるので、読み出したいファ
イルを選択する。

(3) F1キーを押すとプログラムの転送が実行されます。

ツールソフト上のプログラムをCPUユニットの
内蔵RAMに転送するときは、【プログラム管理】
メニューから[プログラム転送→ＰＣ]を実行して
ください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。
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●方法 4 シーケンスプログラムでF14(PGRD)
命令を実行し、ICメモリカードから
プログラムを読み出して、直接CPU
ユニットの内蔵RAMに転送する。

STEP1

STEP2

STEP3

STEP4
F14(PGRD)

ICメモリカードに複数のプログラムを保存してお
き、シーケンスプログラムから応用命令
F14(PGRD)を実行することで、RUNモード中(運転
中)に実行プログラムを切り替えできます。

F14命令が実行された後のプログラム処理は、次の
ようになります。
(1)実行中のプログラムをEND命令まで実行します。

(2) PROG.モードになり、ICメモリカードから読み
出されたプログラムが、CPUユニットの内蔵
RAMに書き込まれます。

(3)自動的にRUNモードに切り替わり、新しいプロ
グラムが実行されます。

<プログラム例>

F14(PGRD)ではNPST－GRで保存したファイル名を
指定して、ICメモリカードからプログラムを呼び
出します。

［Ｆ１４ ＰＧＲＤ, ＤＴ １００］

“STEP1”

上記のプログラムでは、DT100に格納されている内
容(“STEP1”)をファイル名としてプログラムを呼び
出します。

DT100などのレジスタへのプログラム名の格
納は、F0(MV)やF1(DMV)命令を使って文字コー
ドを書き込む方法と、F95(ASC)命令でアスキー
変換して書き込む方法があります。詳しくは、
“命令語マニュアル”のF14の頁をご参照くださ
い。

注) RUNモード中のプログラムの切り替えは危険を伴
う場合があります。プログラムの際には、“命令
語マニュアル”のF14命令の説明をよくお読みくだ
さい。Ｉ
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(2)拡張メモリとしての使用方法
■拡張メモリの概要
拡張メモリエリアは、CPUユニットの内部メモリ以
外にワード単位のデータを格納できるエリアです。
シーケンスプログラムから応用命令F12(ICRD)、
F13(ICWT)を実行して、このエリアとのデータのや
りとりができます。
拡張メモリの利用で以下のようなことが実現します。

(1)シーケンスプログラムの応用命令を使って容易に
データの書き込みや読み出しができるので、CPU
の外部記憶メモリとして利用できます。

書き込み
応用命令F13(ICWT)を実行すると、CPUユニッ
トのデータレジスタに格納されているワードデー
タをICメモリカードに転送できます。

［Ｆ０ ＭＶ， Ｋ１００， ＤＴ９］

［Ｆ１３ ＩＣＷＴ, ＤＴ９, Ｋ１, Ｈ3ＦＦＦＦ］

上記のプログラムでは、定数K100をDT9に格納後、
F13(ICWT)を使ってDT9を先頭データとした1ワード分
のデータ(K100)をICメモリカードのH3FFFFアドレスに
書き込みます。詳細は「命令語マニュアル」の
「F13(ICWT) ICカード拡張メモり書き込み」をご参
照ください。

H 3FFFF

ICメモリカード

“1ワード分”

DT9から読み出し

読み出し
応用命令F12(ICRD)を実行すると、ICメモリカー
ドに格納されているワードデータをCPUユニッ
トのデータレジスタに転送できます。

［Ｆ１３ ＩＣＲＤ,Ｈ3ＦＦＦＦ, Ｋ１, ＤＴ７］

上記のプログラムでは、ICメモリカードのアドレス
H3FFFFから1ワード分のデータをDT7に読み出します。
詳細は「命令語マニュアル」の「F12(ICRD) ICカード
拡張メモり読み出し」をご参照ください。

H 3FFFF

ICメモリカード

“1ワード分”

DT7に格納

(2)多品種を扱う場合など、多くの制御データを格納
したテーブルを作成しておき、品種によって切り
替えることが容易に行えます。

データ1

データ2

データ3

データ4

上記のように、ICメモリカードにデータテーブルを作
成し、品種切替毎にCPUユニットに読み出せます。
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■拡張メモリ領域の構成
ICメモリカードの中でフォーマットされていない
領域が「拡張メモリ領域」として使用できます。
拡張メモリ領域の大きさで決まります。

・1アドレスに1ワード(2バイト)のデータを格納でき
ます。例えば下記の計算式のように512kBあれば、
262,143ワードのデータが格納できます。

(512×1024)バイト
2 ＝262,143ワード

・拡張メモリ領域ではアドレスはワード単位でナン
バリングされ、フォーマットされた大きさにかか
わらず、先頭アドレスは0(0H)になります。
例えば、512kB(256kワード)の領域のアドレスは、
H0～H3FFFEになります。

<例1>S－RAMタイプの512kBをすべて拡張メモリに
した(フォーマットしない)場合。

H3FFFE

拡張メモリ領域
（262,143ワード）

Ｉ
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7章自己診断機能と
異常時の対処方法

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

1.自己診断機能 7−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

2.異常発生時の対処方法 7−3. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
(1) ERROR LEDが点灯したら 7−3. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
(2) ALARM LEDが点灯したら 7−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

(3) 電源ユニットのLEDが点灯しなかったら 7−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
(4) 思い通りに出力がでなかったら 7−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
(5) ツールソフトで通信エラーが出たら 7−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

(6) プロテクトエラーのメッセージが出たら 7−8. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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自己診断機能

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■CPUユニットの状態表示LEDの見方

LED表示
内 容 運転

RUN PROG. TEST BREAK ERROR BATT. ALARM
内 容 運転

状態

○ × × × × × × 正常運転中 運転

正 × ○ － × × × × プログラムモード 停止正
常
時

△ × － × × × × RUNモードでの強制出力中 運転常
時 ○ × ○ － － × × テスト運転モード(停止中) 停止

○ × ○ × － × × テスト運転モード(運転中) 運転
× － － － ○ － × 自己診断エラー(停止中) 停止

異 ○ × × × ○ － × 自己診断エラー(運転中) 運転異
常
時

－ － － － － ○ × CPUユニットの電池の電圧低下 運転
時 － － － － － － ○ ウォッチドグタイマによる停止 停止

× △ － × － － × リモート子局の接続待ち状態 停止

注)表中の記号は、それぞれ次の内容を示します。
○:点灯 △:点滅 ×:消灯 －:点灯または消灯

■CPUユニットの状態表示について
・CPUユニットには異常発生時にその状況を判断し、
必要に応じて運転を停止する自己診断機能内蔵し
ています。
・異常が発生した時は、CPUユニット本体の状態表示
LEDが上表のようになります。

■異常時の運転モードについて
・異常発生時には通常の場合、運転を停止します。
・電池異常時などのように運転を継続する場合もあ
ります。
・二重出力エラー、演算エラー発生時については、
システムレジスタを設定することで、運転を継続
させるか、停止させるかを選択できるものもあり
ます。運転の継続、停止が設定できるエラーは、
下記のメニューのとおりです。

●ツールソフトのPC環境(システムレジスタ)
設定メニュー

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[PC環境設定]→[システムレジスタ]を選択し、

を押します。

(2)【PC環境設定】の画面で、 キーを押し、｢異

常時運転｣を選択すると下記画面が表示されます。

<例1>二重出力を許可する場合
システムレジスタNo.20の内容を｢許可｣に設定して
ください。この場合、再び運転してもエラー扱い
となりません。

<例2>演算エラー発生時にも運転を継続する場合
システムレジスタNo.26の内容を｢運転｣に設定して
ください。この場合、再び運転すると、運転は継
続しますが、エラー扱いとなります。
注)システムレジスタNo.21～28も同様です。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。
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7−2
異常発生時の対処方法

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)ERROR LEDが点灯したら

自己診断エラーが発生しました。

BATT.LEDが点灯している場合は、
CPUユニット内蔵の電池を交換して
ください。(P.8−2ご参照)

プログラミングツールを使って、エ
ラー内容(エラーコード)を確認してく
ださい。

■ツールソフトを使って
オンラインメニューで“ステータス表示”を
選択してください。エラーが発生した場合は、
下のようにエラーコードが表示されます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–
GR]のメニューです。Windows版ツール
ソフト[FPWIN GR]にも同様のメニュー
があります。
操作方法については、ヘルプメニュー
でご確認下さい。

■FPプログラマⅡを使って
次のようにキーを操作してください。

自己診断エラーがあった場合には、次のよう
な表示が出ます。

OP110
ﾌ ｧ ﾝ ｸ ｼ ｮ ﾝ ｴﾗｰ E45

■エラーコードが1～9の場合

プログラムに文法エラーがあります。

PROG.モードに切り替えて
エラー状態を解除してください。

トータルチェックをかけて文法
エラーの箇所を確認してください。

トータルチェックの方法については、P.5−15
およびP.5−20をご参照ください。
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< 状 況 >

<処理手順① >

<処理手順② >

< 状 況 >

<処理手順① >

<処理手順② >
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■エラーコードが20以上の場合

文法エラー以外の自己診断エラーが発生
しています。

PROG.モードで、プログラミングツール
を使って、エラー状態を解除してくださ
い。

■ツールソフトを使って
前頁の“ステータス表示”のメニューでエラー

クリア キーを実行してください。エラー

コード43以上のエラーがクリアできます。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]
のメニューです。Windows版ツールソフ
ト[FPWIN GR]にも同様のメニューがあ
ります。
操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。

■FPプログラマⅡを使って
次のようにキーを操作してください。エラー
コード43以上のエラーがクリアできます。

PROG.モードで電源を入れ直してもエラー
をクリアできますが、保持型データ以外の
演算メモリの内容はクリアされます。

自己診断エラーセット命令(F148)によって、
エラーをクリアすることもできます。

注) Ver.4.3以前のFP3 CPUユニットの場合は、
PROG.モードにして電源を入れ直し、エラー
状態を解除してください。

命令語マニュアルのエラーコード
一覧表の内容に従ってそれぞれの
対処を行ってください。

<参 考 >
演算エラー(エラーコード45)発生時にはエラー発生
アドレスが特殊データレジスタに格納されます。
(FP3の場合はDT9017およびDT9018, FP10SH/FP10S
の場合はDT90017およびDT90018)
この場合はエラー状態を解除する前にエラー発生
アドレスをモニタしてください。
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(2)ALARM LEDが点灯したら

システムウォッチドグタイマが働いて、
コントローラの運転が停止しました。

PROG.モードにして電源を入れ直してく
ださい。

ここで再び ALARM LEDが点灯したら、
コントローラ本体の異常が考えられます。
弊社へご連絡ください。

ERROR LEDが点灯したら、前項の手順を
ご覧ください。

RUNモードに切り替えてください。

ここでALARM LEDが点灯したら、プログ
ラムの処理に時間がかかりすぎています。
プログラムを再検討してください。

プログラム見直しのポイント
(1)プログラムが無限ループになっていません
か？JMP命令やLOOP命令など、プログラム
の流れを制御する命令をチェックしてくだ
さい。

(2)割り込み処理が連続して実行されていませ
んか？

(3)電源ユニットのLEDが
点灯しなかったら

端子のゆるみなど電源の結線を
再度チェックしてください。

AFP3631/AFP3638の場合は、
電源切り替え端子の設定が正しいか
チェックしてください。(P.2−27ご参照)

100V−120VACで使用する時は、短絡バー
で電源切替端子間を短絡してください。

電源ユニットの出力が定格を
超えていないかチェックしてください。
(P.2−27ご参照)

内部供給電源(5V)の容量が足りない場合は、
ユニットの組合せの変更をご検討ください。

外部供給電源(24V)の容量が足りない場合
は、24V DCの別電源を設けてください。

ヒューズが切れていないか
チェックしてください。

ヒューズが切れている場合は、P.8−4の方法
に従って交換してください。

他の機器と電源を共有している場合
は、他の機器を電源から外してみて
ください。

ここで、電源ユニットのLEDが点灯するよ
うであれば、電源容量を大きくするか、別
電源を設けてください。

不明な点は、弊社にご連絡ください。
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< 状 況 >

<処理手順① >

<処理手順② >

<処理手順① >

<処理手順② >

<処理手順③ >

<処理手順④ >

<処理手順⑤ >



7−6

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(4)思い通りに出力がでなかったら
出力側のチェック→入力側のチェック順にすすめてください。

出力表示LEDが点灯している場合

端子のゆるみなど負荷の結線を
再度、確認してください。

負荷の両端に正常な電圧がかかっている
か確認してください。

電圧が正常であれば、負荷の異常が考えら
れます。負荷をチェックしてください。

電圧がかかっていなければ、出力部の異常
が考えられます。弊社へご連絡ください。

入力表示LEDが消えている場合

端子のゆるみなど入力機器の結線を
再度、確認してください。

入力端子に正常な電圧がかかっているか
確認してください。

電圧が正常であれば、入力ユニットの異常
が考えらえます。弊社へご連絡ください。

電圧がかかっていなければ、入力電源、入
力機器の異常が考えられます。チェックし
てください。

出力表示LEDが消えている場合

プログラミングツールを使って出力モニ
タをしてください。

モニタがONであれば、出力の2重使用が考
えられます。

強制入出力機能を使って、強制的にONし
てください。

ここで、出力LEDが点灯するようであれば、
入力側のチェックに進んでください。

出力LEDが点灯しなければ、出力ユニット
の異常が考えられます。弊社へご連絡くだ
さい。

入力表示LEDが点灯している場合

プログラミングツールを使っての入力の
モニタをしてください。

モニタがOFFであれば、入力ユニットの異
常が考えられます。弊社へご連絡ください。

モニタがONであれば、プログラムを見直
してください。または、入力機器(2線式セ
ンサなど)のもれ電流を確認してください。

プログラム見直しのポイント
(1)ダブって出力(2重出力)を使っていませんか？
応用命令で出力リレーを書き替えていない
かもチェックしてください。

(2) MC命令、JP命令などの制御命令でプログラ
ムの流れが変わっていませんか？。

(3) I/Oの割り付けがユニットの実装状態と一致
していますか？。(3章 I/O番号の割り付け
ご参照)

●
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７ ●出力側のチェック①●

<処理手順① >

<処理手順② >

●入力側のチェック①●

<処理手順① >

<処理手順② >

●出力側のチェック②●

<処理手順① >

<処理手順② >

●入力側のチェック②●

<処理手順① >
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(5)ツールソフトで通信エラーが出たら

パソコンとPLCのボーレート(伝送速度)と
データ長(伝送フォーマット)が同じになっ
ているか確認してください。

■パソコン側の設定
(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の

中から[NPST環境設定]を選択してください。

(2)伝送速度を9,600bpsまたは19,200bpsに設定
してください。

(3) キーで登録を選択し、FD書込を行っ

てください。

■PLC側の設定
PLC本体のボーレート切り替えスイッチで設
定します。設定方法については、P.5−4をご覧
ください。

パソコンの機種により19,200bps以上で通
信できない場合があります。うまくいかな
い場合は、パソコン、PLCとも9,600bpsに
設定してください。

接続ケーブルを確認してください。
FP3/FP10Sの場合はRS422/232C変換
アダプタも確認してください。

■接続ケーブルの確認
(FP10SHの場合)
ケーブルのピン配置、結線にまちがいがな
いかご確認ください。特にケーブルを自作
される場合はご注意ください。

1 FG FD 1

2 SD SD 2

3 RD RD 3

4 RS RS 4

5 CS CS 5

6 RI DR 6

7 SG SG 7

8 CD CD 8

9 ER ER 20

ピン番号

(FP3/FP10Sの場合)
ケーブルのピン配置、結線にまちがいがな
いかご確認ください。特にケーブルを自作
される場合はご注意ください。

7 SG SG 7 7 SG SG 7

■RS422/232C変換アダプタの確認
(FP3/FP10Sのみ)
クロスタイプのケーブルを使用する場合は、
RS422/232C変換アダプタのカバーを外し、
RS232Cコネクタ側の4つのジャンパピンを
下図のように差し替えてください。

パソコンのディップスイッチを確認
してください。

■パソコンの設定
ボーレート(伝送速度)を決めるためのタイ
マは、｢調歩同期(非同期)｣としてください。

ディップスイッチSWIの第5および第6ビッ
トをOFFにしてください。(詳しくは各パ
ソコンのマニュアルをご覧ください。)

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]
のメニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニュー
でご確認下さい。
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<処理手順② >
<処理手順③ >
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[最新版]

(6)プロテクトエラーのメッセージが出たら

■オプションのユーザーROMを
装着している場合

・プログラミングツールで、本体内蔵RAMのプログ
ラムを書き替えようとすると“プロテクトエラー”
となります。

PCの電源を切り､CPUユニットのメモリ
切替スイッチをRAM側へ設定してくださ
い。

プログラミングツールで、内蔵のRAMの
プログラムを変更してください。

再度メモリあるいはマスタメモリを書き
込み直してください。(P.5−26ご参照)

■プログラムメモリプロテクトがかかってい
る場合

CPUユニットの動作モード設定スイッチ
のプログラムメモリプロテクトスイッチ
をOFF(書き込み可)に設定してください。

■パスワード機能を使用している場合

ツールソフトの“パスワード設定”のメ
ニューでパスワードを入力し“許可”を
選択してください。

(1) キーで表示する【NPSTメニュー】の

中から[PC環境設定]→[PCパスワード設定]
を選択してください。

(2)パスワードを入力し、「許可」を選択して
ください。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがありま
す。操作方法については、ヘルプメニューで
ご確認下さい。

●
異
常
発
生
時
の
対
処
方
法

自
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７

<処理手順① >

<処理手順② >

<処理手順③ >

< 処理手順 >

< 処理手順 >
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8−1
補修部品の交換について

(1)CPUユニットのバックアップ電池交換
■電池の交換時期
・電池寿命は、CPUユニットのタイプにより、次のよ
うに変わります。

FP3

CPUユニットの種類 電池寿命(周囲温度25℃)

AFP3210,AFP3212 11,200時間以上
(実使用値約40,000時間)

AFP3211 5,800時間以上
(実使用値約22,000時間)

AFP3210C－F,
AFP3212C－F

17,000時間以上
(実使用値約34,000時間)

AFP3211C－F,
AFP3220C－F

10,000時間以上
(実使用値約22,000時間)

FP10SH

CPUユニットの種類 電池寿命(周囲温度25℃)

AFP6211, AFP6211V2,
AFP6211V3

9,500時間以上
(実使用値約57,000時間)

増設メモリ
使用時

7,600時間以上
(実使用値約44,000時間)

AFP6221, AFP6221V2,
AFP6221V3

4,800時間以上
(実使用値約29,000時間)

増設メモリ
使用時

4,300時間以上
(実使用値約25,000時間)

FP10S

CPUユニットの種類 電池寿命(周囲温度25℃)

AFP6231 7,000時間以上
(実使用値約33,000時間)

・発見が遅れることも考慮し、定期的な交換をおす
すめします。

・電池の電圧が低下した場合は、特殊内部リレー
R9005とR9006がONとなって、ERROR LEDと
BATT LEDが点灯します。この状態になってから、
1週間以内に新しい電池と交換してください。

■補修用電池(CPUユニット用)
・電池はコネクタ付きでFP10/FP10SH/FP10S/FP5/FP3
共通の専用電池です。下記の品番でご指定くださ
い。

商品名 ご注文品番 標準価格<税別>

補修用電池 AFP8801 1,250円

特にご注意いただきたいこと
破裂発火・発熱などの事故を防ぐため、電池の短
絡、分解、火気への投入などは、絶対にしないで
ください。

■電池交換の方法
・電池交換は、CPUユニットに通電したままの状態で
行ってください。

・電源OFFの状態で交換する場合は、本体に30分以上
通電し、電源をOFFした後、10分以内に交換作業を
終えるようにしてください。

(交換手順)
(1) CPUユニットのカバーをあけてください。

(2) リード線を下図のように引っ張り、コネクタを外
してください。

FP10SH

FP10S

FP3

(3) 新しい電池を組入れ､コネクタを接続してください。
(4) カバーを閉める時は、リード線がカバーにかみこ
まないように注意してください。

(5) エラーを解除するために、次のいずれかの操作を
行ってください。
・イニシャライズスイッチをONにする。
・一旦、電源をOFFにする。

注) イニシャライズスイッチをONすると、データレジスタ
の保持データなどの演算用メモリの内容も初期化されま
すのでご注意ください。(FP10SHの場合、システムレジ
スタにより、演算用メモリの内容をクリアしない設定が
できます。詳細は、「命令語マニュアル」のシステムレ
ジスタ一覧の項をご覧ください。)

保
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(2)ICメモリカードの電池について
■電池交換の時期

ICメモリカードの種類 電池寿命

S－RAM
タイプ

1MB AIC31000 2年以上

S－RAM 256kB AIC40200 5年以上S－RAM
タイプ
生産中止品

512kB AIC40500 4年以上
(生産中止品) 1MB AIC41000 2年以上

S－RAM
F L A S H－

25kB+256kB AIC40202 5年以上
F L A S H－
ROM
混在タイプ

256kB+512kB AIC40502 4年以上
混在タイプ
(生産中止品) 256kB+1MB AIC41002 2年以上

・発見が遅れることも考慮し、定期的な交換をおす
すめします。

・電池の電圧が低下した場合、ERROR LEDが点灯
し、特殊データレジスタDT90000にエラーコード
K55またはK54が格納されます。エラーコードは、
プログラミングツールを使って確認します。

K54 ICメモリカード内のデータが保持できませ
ん。すぐに電池を交換してください。

K55 ICメモリカード内のデータは保証されてい
ますが、電池の寿命が近づいています。
電池を交換してください。

・上記の状態になってから1週間以内に新しい電池と
交換してください。

<参 考 >
FP10SHの場合、特殊内部リレーR9101, R9102にIC
メモリカードの電池情報が反映されます。

内部リレーの状態
ICメモリカードの電池情報

R9101 R9102
ICメモリカードの電池情報

0 0 電池交換不要です。

電池交換が必要です。ただし
0 1

電池交換が必要です。ただし
ICメモリカード内のデータは
保持されています。

0 1 メモリカード内のデータは
保持されています。

1 0 電池交換が必要です。ICメモ
リカード内のデータは保持さ

1 1
リカード内のデータは保持さ
れていません。1 1 れていません。

■補修用電池(ICメモリカード用)
・電池は、松下電池工業(株)製の下記形式のリチウム
電池をご使用ください。

ICメモリカード品番 補修用電池
(松下電池工業形式)

AIC40200/AIC40202
AIC40500/AIC40502
AIC41000/AIC41002
(生産中止品)

BR2325

AIC31000 CR2025

■電池交換の方法
・電池は、FP10SH・FP10S本体の電源を入れたままの
状態でも交換できます。交換は次の要領で行って
ください。

(交換手順)
(1) CPUユニットのカバーを開けてください。

(2) ICメモリカードアクセス許可スイッチをOFFにし
て、アクセス中LEDが消えていることを確認して
ください。

(3) ICメモリカードを取り出してください。

(4) ICメモリカードに付属しているドライバーでネジ
を外してください。

(5) 電池を引っ張り出し、＋と－の方向に注意して新
しい電池を入れてください。

(6) カバーをドライバでカバーのネジを確実に締め付
けてください。

(7) ICメモリカードをCPUユニットの装着スペースに
挿入し、イジェクトボタンが飛び出るまで押し込
んでください。

(8) ICメモリカードアクセス許可スイッチをONにし
てください。

注) FP10SH·FP10S本体の電源をOFFしてから作業する
場合は、上記の(2)と(8)の作業は不要です。なお、
電池の交換は10分以内に行ってください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(3)電源ユニットのヒューズ交換

■ヒューズの交換方法
・ヒューズの交換は、電源をOFFした後、下記の要領
で行ってください。

(交換手順)

(1) ヒューズホルダをマイナスドライバで外してくだ
さい。

(2) 新しいヒューズに交換してください。
(3) ヒューズホルダを押し込むようにして、取り付け
てください。

■補修用ヒューズ(電源ユニット用)
・ヒューズはFP3電源ユニット専用です。下記の品番
でご指定ください。

仕様 ご注文品番 標準価格
<税別>

2A AFP3631, AFP3634,
AFP3636用

AFP88021 300円

4A (AFP3638用) AFP88022 300円

特にご注意いただきたいこと
ヒューズ交換は、必ず電源を切ってから行って
ください。

(4)入出力ユニットの着脱式
端子台について

■着脱式端子台とは
・脱着式端子台は、端子台タイプの入出力ユニット
に装備されています。

・結線したままの状態で端子台ごと取り外すことが
でき、入出力ユニットの異常時の交換などに早急
に対応できます。

・端子台を取り外すときは、下図のように両端のネ
ジをゆるめて引き抜いてください。

・取り付けた後は、このネジを確実に締め付けてく
ださい。

保
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(5)出力ユニットのリレー交換
■リレーの交換方法
・ソケットタイプの出力リレーは、不良となったリ
レーを交換することができます。

・リレーの交換は、電源を切ってユニットをマザー
ボードから取り外した後、下記の要領で行ってく
ださい。

(交換手順)
(1) ユニット上面と下面のナイロンリベットを取り外
してください。

(2) マイナスドライバを溝にあて、ねじるように上ケー
スを取り外してください。

(3) 下ケースから基板を抜きだしてください。

(4) ソケットから不良となったリレーを取り外し、新
しいリレーと交換してください。

(5) 上記の逆の手順でユニットを組み立ててください。

■補修用リレー
・下記の品番でご指定ください。

商品名 ご注文品番 標準価格<税別>

PCリレー
(FP3出力ユニット用)

APC33125 455円

(6)出力ユニットのヒューズ交換
■補修用ヒューズ(出力ユニット用)
・ユニットの種類により、使用するヒューズが違い
ますので、下記の品番でご指定ください。

ユニットの種類 ユニット
適合ヒューズ

ユニットの種類 ユニット
品番 ご注文品番 標準価格

<税別>

トランジ
16点NPN AFP33483－F AFP88042 300円トランジ

スタ出力 16点PNP AFP33583－F AFP88042 300円

トライ
アック
出力

16点 AFP33703 AFP88032 500円

■ヒューズの交換方法
・ヒューズの交換は、電源を切ってユニットをマザー
ボードから外してから行ってください。
交換方法は、左記のリレーの交換方法と同様です。
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8−2
点検について

PLCを最良の状態で使用していただくために、日常的または定期的に点検を行ってください。

(1)
■点検項目

点検項目 点検内容 判定基準 関連ページ

1.電源ユニット ・電源ユニットLEDの確認 ・点灯で正常

P2 26

・電源ユニット本体 ・定期交換（約2万時間）

P.2−26

2.ＣＰＵユニットの表示 ・RUN LEDの確認

・ERROR LEDの確認

・ALARM LEDの確認

・BATT. LEDの確認

・RUN状態で点灯

・消灯で正常

・消灯で正常

・消灯で正常

P.2−7
P.2−11
P.7−2

3.入出力ユニットの表示 ・入出力表示LEDの確認 ・ON時点灯、OFF時消灯で正常 P.2−30

4.取り付け状態 ・マザーボードの取付のゆるみ

・ユニットのゆるみ、ガタ

・確実に取り付けられていること

・確実に取り付けられていること
P.4−2

5.接続状態 ・端子ネジのゆるみ

・圧着端子の近接

・コネクタのゆるみ

・増設ケーブルの接続状態

・ゆるみがないこと

・平行に締め付けられていること

・ロックがかかっていること

・コネクタ部がゆるんでないこと

P.4−2

6.電源ユニットの電源電圧 ・端子間の電圧 ・AFP3631, AFP3638:
85～132V AC
または170～264V AC

AFP3636: 85～264V AC
AFP3634: 16.8～28.8V DC

P.4−6

7.入出力用電源電圧 ・端子間の電圧 ・各ユニットの仕様範囲内 P.2−32
～P.2−52

8.周囲環境 ・周囲温度・盤内湿度

・周囲温度・盤内温度

・雰囲気

・0～55℃

・30～85%RH

・ほこり、腐食性ガスのないこと

P.4−3

9.バックアップ電池 ・CPUユニットの電池

・ICメモリカードの電池

・定期交換

・定期交換
P.8−2
P.8−3

10.ヒューズ ・電源ユニットのヒューズ

・出力ユニットのヒューズ

・定期交換

・定期交換
P.8−4
P.8−5
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9−1
性能仕様

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

(1)FP10S、FP10SH

機種
FP10S FP10SH

機種
項目 AFP6231 AFP6221V2

AFP6221V3
AFP6211V2
AFP6211V3

プログラム方式／制御方式 リレーシンボル方式／サイクリック演算方式

１ボード使用時 最大 512点 最大 512点

制御I/O点数 増設時 最大1,536点 最大2,048点制御I/O点数
リモートI/O使用時 最大4,096点 最大8,192点

プログラム
内蔵メモリ RAM

プログラム
メモリ オプションメモリ 別売ICメモリカード 別売ICメモリカード(※4)

別売EP−ROM, F−ROM(※5)

プログラム容量 約30Kステップ
約30Kステップ

(増設メモリ装着により約60Kステップ
または約120Kステップまで拡張可能)

命令語数
基本命令 83種 95種

命令語数
応用命令 247種 431種

演算速度
基本命令 0.15μs～ 40ns～ 100ns～

演算速度
応用命令 0.45μs～ 80ns～ 200ns～

内部リレー(R) (※1) 14,016点 14,192点

リ
レー

タイマ(T)、カウンタ(C)
(※1)

合計2,048点
(点数の変更ができます)
減算式タイマ(オンディレータイプ)
・0.01～327.67秒 ・0.1～3,276.7秒
・1～32,767秒
減算式カウンタ(プリセットタイプ)
・1～32,767カウント

合計3,072点(点数の変更ができます）
減算式タイマ(オンディレータイプ)
・0.001～32.767秒 ・0.01～327.67秒
・0.1～3,276.7秒 ・1～32,767秒
減算式カウンタ(プリセットタイプ)
・1～32,767カウント

演
算

リンクリレー(L) (※1,※2) 10,240点演
算
用
メ

パルスリレー(P) 2,048点用
メ
モ

異常報知リレー(E) 2,048点
モ
リ
点

データレジスタ(DT) (※1) 10,240ワードリ
点
数 ファイルレジスタ(FL) (※1) 32,765ワード数

メ
リンクレジスタ(LD)(※1,※3) 8,448ワード

メ
モ
リ
エ

タイマ／カウンタ
設定値エリア(SV) 2,048ワード 3,072ワードリ

エ
リ
ア

タイマ／カウンタ
経過値エリア(EV) 2,048ワード 3,072ワード

ア

インデックスレジスタ 2ワード(IX, IY)
14ワード(I0～ID)(※1)
(バンク切替により

224ワード分使用可能)

微分点数 点数無制限

補助タイマ 点数無制限、減算式タイマ(0.01～327.67秒）

マスタコントロールリレー(MCR)点数 256点 256点(90Kステップの増設メモリを使用する時は、第1・第2プログラム
で合計512点使用可能)

ラベル数(JP＋LOOP数) 256点(JP、LOOP、F19共通)
256点(JP、LOOP、F19共通)
(90Kステップの増設メモリを使用する時は、第1・第2プログラムで
合計512点使用可能)

ステップラダー数 (※1) 1,000工程 1,000工程(第1プログラムでのみ使用可能)

サブルーチン数 100サブルーチン 100サブルーチン
(第1プログラムでのみ使用可能)

割り込みプログラム数 25プログラム 25プログラム
(第1プログラムでのみ使用可能)

コメント入力
使用不可(ただし、NPST−GR
上のコメントをICメモリカード

に保存できます）

使用可能(※4)(※5)
(ICメモリカードボード、または

ROM運転ボードが必要)

サンプリングトレース 16接点と3ワードのデータについて、最大1,000サンプル(4,000ワード分）

カレンダタイマ機能 年(西暦下2桁）・月・日・時(24ｈ表示）・分・秒・曜日

リンク機能 PCリンク、コンピュータリンク、データ転送、リモートプログラミング、モデム

自己診断機能 ウォッチドグタイマ、メモリ異常検出、入出力異常検出、電池異常検出、プログラムの文法チェックなど

その他の機能 RUN中ブロックプログラム書き換え機能、強制入出力、割り込み処理、テストラン、コンスタントスキャン

メモリバックアップ時間
(リチウム電池保持時間)

約7,000時間
(実使用値：
約33,000時間）

約4,800時間
(実使用値：
約29,000時間）

約9,500時間
(実使用値：
約57,000時間）

増設メモリ使用時
約4,300時間(※6)

(実使用値：
約25,000時間）

約7,600時間(※6)

(実使用値：
約44,000時間）

注）※1：保持／非保持の設定ができます。
※2：内部リレーとしても使用できます。
※3：データレジスタとしても使用できます。
※4：使用するには、ICメモリカードの他に別売のICメモリカードボード(AFP6209A)が必要です。
※5：使用するには、ROMの他に、別売りのROM運転ボード(AFP6209)が必要です
※6：90Kステップ増設メモリ(AFP6205)を使用した時の値です。
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(2)FP3
機種 FP3機種

項目 AFP3220C－F AFP3210C－F AFP3211C－F AFP3212C－F AFP3210 AFP3211 AFP3212

プログラム方式／制御方式 リレーシンボル方式／サイクリック演算方式

１ボード使用時 最大 512点

制御I/O点数 増設時 最大1,536点制御I/O点数

リモートI/O使用時 最大2,048点

プログラム 内蔵メモリ RAMプログラム
メモリ オプションメモリ 別売EPROM／別売EEPROM 使用不可 別売EPROM 使用不可

プログラム容量 (※1)
最大15,871
ステップ

最大9,727ステップ 最大9,727ステップ

命令語数
基本命令 83種 43種

命令語数
応用命令 237種 237種 241種 237種 205種 209種 205種

演算速度
基本命令 0.5μs～

演算速度
応用命令 数十μs～数百μs

内部リレー(R) (※2) 1,568点

リ
レー

タイマ(T)、カウンタ(C)
(※2)

合計256点(点数の変更ができます)
減算式タイマ(オンディレータイプ:0.01～327.67秒、0.1～3,276.7秒、1～32,767秒)
減算式カウンタ(プリセットタイプ:1～32,767カウント)

ー

リンクリレー(L) (※2,※3) 1,024点×2ルート

演
算

データレジスタ(DT) (※2) 2,048ワード演
算
用
メ
モ
リ メ

ファイルレジスタ(FL)
(※1,※2)

8,192ワード
～

22,525ワード
0～8,192ワード 0～8,192ワード

モ
リ
点
数

メ
モ
リ
エ

リンクレジスタ(LD)
(※2,※4)

128ワード×2ルート
数 リ

エ
リ
ア

タイマ／カウンタ
設定値エリア(SV) 256ワード

ア
タイマ／カウンタ
経過値エリア(EV) 256ワード

インデックスレジスタ
(IX，IY) 2ワード

微分点数 点数無制限

補助タイマ 点数無制限、減算式タイマ(0.01～327.67秒) 使用不可

マスタコントロールリレー(MCR)点数 64点

ラベル数(JP＋LOOP数) 256点(JP、LOOP、F19共通)

ステップラダー数 (※2) 1,000工程

サブルーチン数 100サブルーチン

割り込みプログラム数 25プログラム

コメント入力 (※5) 不可 不可 可 不可 不可 可 不可

サンプリングトレース (※6) 不可 不可 可 不可 不可 可 不可

カレンダタイマ機能 年(西暦下2桁)・月・日・時(24h表示)・分・秒・曜日 使用不可

リンク機能 PCリンク、コンピュータリンク、データ転送、リモートプログラミング、モデム(※7)

自己診断機能 ウォッチドグタイマ、メモリ異常検出、入出力異常検出、電池異常検出、プログラムの文法チェックなど

その他の機能 RUN中ブロックプログラム書き換え機能(※7)、強制入出力、割り込み処理、テストラン、
コンスタントスキャン(※7)、マシン語プログラム

メモリバックアップ時間
(リチウム電池保持時間)

AFP3220C－F、AFP3211C－F:約10,000時間 (実使用値 :約22,000時間)
AFP3210C－F、AFP3212C－F:約17,000時間 (実使用値 :約34,000時間)
AFP3211 :約 5,800時間 (実使用値 :約22,000時間)
AFP3210、AFP3212 :約11,200時間 (実使用値 :約40,000時間)

注）※1：システムレジスタの設定により、容量が変ります。
※2：保持／非保持の設定ができます。
※3：内部リレーとしても使用できます。
※4：データレジスタとしても使用できます。
※5：最大2,730点。１コメントにつき、半角カナ数字12文字まで。
※6：16接点と3ワードのデータについて最大1000サンプル(4000ワード分）をサンプリングできます。
※7：AFP3210/AFP3211/AFP3212では、モデム、コンスタントスキャン機能は使用できません。また、ツールソフトの画素I/O入力時はオン
ライン編集中はプログラム書き換えができません。
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ハードマニュアル
[最新版]

(1)システムレジスタについて
■システムレジスタエリアとは
●システムレジスタは、動作範囲や使用する機能を
決める値(パラメータ）を設定するレジスタです。
用途やプログラムの仕様に応じて、値を設定して
ください。

●これらに該当する機能を使わない場合は、特にシ
ステムレジスタを設定する必要はありません。

■システムレジスタの種類
1ユーザメモリの割付 (No.0, No.1)
プログラムエリアやファイルレジスタエリアの容
量を設定し、ユーザメモリエリアを使用環境に応
じて構成します。メモリエリアの容量は各機種
(CPUユニット）により異なります。
対象PLC : FP3

2タイマ／カウンタの区分け (No.5)
カウンタの先頭番号を指定することによって、タ
イマとカウンタの数を設定します。
3保持型／非保持型の設定 (No.6～No.18)
保持型に設定すると、PROG．モードにしたり電
源をOFFしたときに、リレーやデータメモリは値
を保持します。非保持型では、その時、0クリアさ
れます。
4異常時の運転モードの設定 (No.20～No.28, No.4)

二重出力時、演算エラー時等の運転モードを設定
します。
5時間設定 (No.30～No.34)
タイムアウトエラー検出のための処理待ち時間や
コンスタントスキャンの時間を設定します。

6リモートI/O動作モードの選択 (No.35, No.36)

リモートI／O起動時の子局接続待ちの有無、リモー
トI／Oリフレッシュのタイミングを設定します。

7 MEWNET－P/MEWNET－W PCリンクの設定
(No.40～No.45／No.50～No.55, No.46)

リンクリレーおよびリンクレジスタをMEWNET－
P／WのPCリンク通信で使用するための設定を行
います。

注）初期値ではPCリンク通信しない設定になって
いますのでご注意ください。

8 MEWNET－H PCリンクの設定 (No.49)
MEWNET－HのPCリンク通信で、1スキャンに処
理するデータ量を設定します。
9通信ポートの設定 (No.410～No.419)
ツールポートやCOM(RS232C)ポートで通信を行う
時に設定します。NPST－GRでのみ設定可能です。

■システムレジスタ設定値の確認と変更

既に設定されている値(読み出したときに表示され
る値）で使用するときは、改めて書き込む必要はあ
りません。

ツールソフトを使う場合
1. CPUユニットを「PROG．」モードにしてください。

2. NPSTメニューより【PC環境設定(システムレジス
タ）】を選択してください。

3.【PC環境設定(システムレジスタ）】画面で、設定
する機能を選択すると、選択したシステムレジス
タの値が表示されます。

4.設定値を変更する場合は、「システムレジスタ一覧」
に従って新しい値を書き込んでください。

5. [登録] (f・1)を実行し、PLCへ書込を行ってくださ
い。

上記は、DOS版ツールソフト[NPST–GR]の
メニューです。Windows版ツールソフト
[FPWIN GR]にも同様のメニューがあります。
操作方法については、ヘルプメニューでご確
認下さい。

FPプログラマIIを使う場合
1. CPUユニットを「PROG．」モードにしてください。

2. FPプログラマIIで次のようにキーを操作してくだ
さい。
オール
クリア

(ー)
操作 5 0 登録

3.設定する項目のレジスタ番号を指定して、読み出
してください。
システムレジスタNo.26の設定値が表示されます。

2 6 読出
▼

4.設定値を変更する場合は、クリアキーを押し、「シ
ステムレジスタ一覧」に従って新しい値を書き込ん
でください。K定数またはH定数で設定できます。

ご注意 FPプログラマⅡではFP10SHのシステムレ
ジスタで設定できませんので、ご注意くだ
さい。

■システムレジスタ設定時の注意点
●システムレジスタの設定内容は、設定した時点か
ら有効になります。
ただし、モデム接続の設定については、一旦電源
を切り再投入した時点から有効になります。

●初期化操作を行うと、すべての値が初期値になり
ます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
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(2)システムレジスタ設定内容
1ユーザメモリの割付(No.0、No.1）
対象PLC : FP3

FP5、FP3、FP－Cのユーザメモリの構成は次の通り
です。

システムレジスタ
エリア

シーケンス
プログラムエリア

マシン語
プログラムエリア

ファイルレジスタ
エリア

512ワード
固定 A

(No.0で設定）

B
(No.1で設定）

C

ユー

ザ
メ
モ
リ
容
量

・A(システムレジスタNｏ．0で設定）、B(システム
レジスタNｏ．1で設定）には、偶数の値を設定し
てください。

・Aから512ワードを引いた残りが、実際に使用でき
るシーケンスプログラムエリアです。

・Cのファイルレジスタエリアは、ユーザメモリ容量
からAとBを引いた残りです。

ご注意 FP10S、FP10SHのプログラム容量をシス
テムレジスタ設定で変更することはできま
せん。

●FP3(10K）
ユーザメモリ容量 ：10Kワード
Aの設定範囲 ：2K～10Kワード(初期値8K）
Bの設定範囲 ：0～8Kワード(初期値0）
ただし、A＋B≦10となるように設定してください。

＜設定例＞(CはB＝0の時の値です）

A
シーケンスプログラム
エリア(1024×A－512)

ファイルレジスタ
エリア(C）

2
4
6

1,535ステップ
3,583ステップ
5,631ステップ

8,189ワード
6,141ワード
4,093ワード

8 7,679ステップ 2,045ワード
10 9,727ステップ 0ワード

●各エリアの設定例

(1)マシン語プログラムエリアを使用しない場合

上記の各タイプ別の表をご覧ください。

(2)マシン語プログラムエリアを使用する場合

B マシン語プログラ
ムエリア

B マシン語プログラ
ムエリア

2
4
6
8
10
12

2,048ワード
4,096ワード
6,144ワード
7,679ワード
10,240ワード
12,288ワード

14
16
18
20
22

14,336ワード
16,384ワード
18,432ワード
20,480ワード
22,528ワード

例えば、FP3(16Kステップタイプ）では、シーケン
スプログラムエリア(A）を10Kワードに設定している
とき、マシン語プログラムエリア(B）は6Kまで設定
できます。このとき、ファイルレジスタは、8,189ワー
ドまで使用できます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
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2タイマ／カウンタの数の設定(No.5）
●タイマとカウンタは、同じエリアを切り分けて使
用しています。切り分け方を変更すると、それぞ
れの点数が変わります。

機種 合計
点数

No.5
の
初期値

タイマ カウンタ

FP3 256点 200 200点
(No.0～199)

56点
(No.200～255)

FP10S 2,048
点

2000 2000点
(No.0～1999)

48点
(No.2000～2047)

FP10SH 3,072
点

3000 3000点
(No.0～2999)

72点
(No.3000～3071)

設定値＜n
カウンタが増える

設定値＞n
タイマが増える

0

最終番号

設定値:n

タイマ

カウンタ

●通常、システムレジスタNo.5とNo.6は、同じ値に
なるようにしてください。タイマは非保持型、カ
ウンタは保持型になります。

●No.5設定値を0にすると、すべてカウンタになります。
また、設定値を最終番号に1を加えた値 (例: FP3で
は256)にすると、すべてタイマになります。

3保持型エリアの開始番号(No.6～No.13）
●各リレー、レジスタは保持型にするか非保持型に
するかを選択することができます。

設定値＜n
保持型が増える

設定値＞n
非保持型が増える

設定値:n

非保持型

保持型

●通常、システムレジスタNo.5とNo.6は、同じ値に
なるようにしてください。タイマは非保持型、カ
ウンタは保持型になります。

●設定値を最初の番号にすると、すべて保持型にな
ります。また、設定値を最終番号に1を加えた値 (
例: FP3のデータレジスタでは、2048)にすると、
すべて非保持型になります。

●No.40～No.55で送信エリアに指定していないリン
ク用のリレーおよびレジスタは、ここでの指定に
関係なく、非保持型となります。

●FP10SHでは、インデックスレジスタについて保持
型、非保持型の設定が可能です。レジスタ番号と
設定値は次のように対応しています。

バンク I0～IDに対応 バンク I0～IDに対応バンク I0～IDに対応
する設定値

バンク I0～IDに対応
する設定値

バンク
する設定値

バンク
する設定値

バンク０ 0～ 13 バンク８ 112～125

バンク１ 14～ 27 バンク９ 126～139

バンク２ 28～ 41 バンクＡ 140～153

バンク３ 42～ 55 バンクＢ 154～167

バンク４ 56～ 69 バンクＣ 168～181

バンク５ 70～ 83 バンクＤ 182～195

バンク６ 84～ 97 バンクＥ 196～209

バンク７ 98～111 バンクＦ 210～223
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<保持型エリア設定の初期値>
FP3の場合

機種
エリア FP3

タイマ すべて非保持型

カウンタ すべて保持型

内部リレー

非保持型 60ワード
(WR0～WR59)

内部リレー
保持型 38ワード
(WR60～WR97)

データレジスタ すべて保持型

ファイルレジスタ すべて保持型

リンクリレー
(MEWNET－W/P用) すべて保持型

リンクレジスタ
(MEWNET－W/P用) すべて保持型

リンクリレー
(MEWNET－H用) すべて保持型

リンクレジスタ
(MEWNET－H用) すべて保持型

FP10S、FP10SHの場合

機種
エリア FP10S FP10SH

タイマ すべて非保持型

カウンタ すべて保持型

非保持型 500ワード
(WR0～WR499)

内部リレー 保持型
378ワード
(WR500～
WR875)

保持型
386ワード
(WR500～
WR886)

データレジスタ すべて保持型

ファイルレジスタ すべて保持型

リンクリレー
(MEWNET－W/P用) すべて保持型

リンクレジスタ
(MEWNET－W/P用) すべて保持型

リンクリレー
(MEWNET－H用) すべて保持型

リンクレジスタ
(MEWNET－H用) すべて保持型

インデックスレジ
スタ(FP10SH用) すべて保持型

4 MEWNET－W／P PCリンクの設定
PCリンク(W／P）0用：No.40～No.45
PCリンク(W／P）1用：No.50～No.55

●リンクリレー・リンクレジスタについて、通信に
使用する範囲を指定し、送信用、受信用に分けま
す。

受信エリア

送信エリア

受信エリア

通信に使用する
範囲

送信用の範囲

送信用先頭No.

●初期値では、通信に使用する範囲の設定(No.40，
41，50，51）が0になっており、PCリンク通信が
できません。

●送信用範囲の設定(No.43，45，53，55）が0の場合
は、受信エリアのみになります。

●通信に使用しない範囲のリンクリレー、リンクレ
ジスタは、それぞれ内部リレー、データレジスタ
として使用することができます。
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(3)システムレジスタ一覧(FP10/FP10S/FP5/FP3/FP－C用)

番号 名称 初期値 設定値範囲・説明
( )内はFPプログラマIIを使用して設定する時の設定値です。

ユー

ザ

0
シーケンスプログラムエリア容量
の設定
対象PLC:FP5、FP3、FP－C

8Kワード
(K8)

FP5(16K) ：2～16Kワード(K2～K16)
FP5(24K) ：2～24Kワード(K2～K24)
FP3(10K) ：2～10Kワード(K2～K10)
FP3(16K) ：2～16Kワード(K2～K16)
FP－C ：2～16Kワード(K2～K16)(※1)

設定方法に
ついては、
P9−5をごザ

メ
モ
リ
割
付
け

1
マシン語プログラムエリア容量の
設定
対象PLC:FP5、FP3、FP－C

0ワード
(K0)

FP5(16K) ：0～14Kワード(K0～K14)
FP5(24K) ：0～22Kワード(K0～K22)
FP3(10K) ：0～8Kワード(K0～K8)
FP3(16K) ：0～14Kワード(K0～K14)
FP－C ：0～14Kワード(K0～K14)(※1）

P.9−5をご
覧くださ
い。

け

2 コメント容量の設定
対象PLC:FP5、FP3

3
(K3) 初期値3(K3)にて使用してください。

異
常
時
運
転

4 電池異常報知(※2) する
(K0)

する： 電池異常時に自己診断エラーを報知し、ERROR
(K0) LEDを点灯します。(BATT.LEDは点灯)
しない：電池異常時に自己診断エラーを報知せず、
(K1) ERROR LEDは点灯しません。

(BATT.LEDは点灯)

5 カウンタの開始番号
FP5/FP3/FP－C:
200(K200)

FP5/FP3/FP－C:
0～256(K0～K256)

N 5とN 6の値5 カウンタの開始番号
(タイマ／カウンタの数の設定) FP10/FP10S:

2000(K2000)
FP10/FP10S:

0～2048(K0～K2048)

No.5とNo.6の値
は、通常同じにし
て使用されること

6 タイマ／カウンタ
FP5/FP3/FP－C:
200(K200)

FP5/FP3/FP－C:
0～256(K0～K256)

て使用されること
をおすすめしま
す。6 タイマ／カウンタ

保持型エリアの開始番号 FP10/FP10S:
2000(K2000)

FP10/FP10S:
0～2048(K0～K2048)

す。

7 内部リレー保持型エリアの
FP5/FP3/FP－C:

60(K60)
FP5/FP3/FP–C:0～98(K0～K98)

7 内部リレー保持型エリアの
開始番号(ワードNo.指定） FP10/FP10S:

500(K500) FP10/FP10S:0～876(K0～K876)

8 データレジスタ
保持型エリアの開始番号

0
(K0)

FP5/FP3/FP－C:0～2048(K0～K2048)
FP10/FP10S :0～10240(K0～K10240)

保
持
／

9 ファイルレジスタ
保持型エリアの開始番号

0
(K0)

FP5 ：0～22525(K0～K22525)
FP3(10K) ：0～8189(K0～K8189)
FP3(16K) ：0～22525(K0～K22525)
FP－C ：0～22525(K0～K22525)
FP10/FP10S：0～32765(K0～K32765)

設定方法に
ついては、

／
非
保
持

10
MEWNET－W／Pリンクリレー
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク0用］(※3)

0
(K0)

0～64
(K0～K64)

ついては、
P.9−6をご
覧くださ
い。持

11
MEWNET－W／Pリンクリレー
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク1用］(※3)

64
(K64)

64～128
(K64～K128)

い。

12
MEWNET－W／Pリンクレジスタ
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク0用］(※3)

0
(K0)

0～128
(K0～K128)

13
MEWNET－W／Pリンクレジスタ
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク1用］(※3)

128
(K128)

128～256
(K128～K256)

14 ステップラダーの保持／非保持
の選択

非保持
(K1) 保持(K0)/非保持(K1)

16
MEWNET－Hリンクリレー
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP10、FP10S

128
(K128) 128～640(K128～K640)

17
MEWNET－Hリンクレジスタ
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP10、FP10S

256
(K256) 256～8448(K256～K8448)

注）※1 FP5(24K)はAFP5231C、FP5(16K)はAFP5231C以外のFP5、FP3(16K)はAFP3220C、FP3(10K)はAFP3220C以外のFP3を示します。
※2 FP5、FP3、FP－Cについてはコントローラ本体バージョンVer.4.4以降で設定できます。
※3 対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP5、FP3、FP－C

MEWNET－P：FP10、FP10S、FP5、FP3

資
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システムレジスタ一覧(FP10/FP10S/FP5/FP3/FP－C用)
番号 名称 初期値 設定値(パラメータ）

20 二重出力の禁止／許可 禁止
(K0) 禁止(K0)/許可(K1)

21 MEWNET－TR交信異常が発生したとき 停止
停止(K0)/運転(K1)21 MEWNET－TR交信異常が発生したとき

の運転
停止
(K0) 停止(K0)/運転(K1)

22 高機能ユニットに異常が発生したときの
運転

停止
(K0) 停止(K0)/運転(K1)

異
常

23 I/O照合異常が発生したときの運転 停止
(K0) 停止(K0)/運転(K1)

常
時
運
転

24 演算渋滞が発生したときの運転 停止
(K0)

停止(K0)/運転(K1)

注）演算渋滞ウォッチドグタイマのタイムアウト時間はNo.30で
設定してください。

26 演算エラーが発生したときの運転 停止
(K0) 停止(K0)/運転(K1)

27 MEWNET－F交信異常が発生したときの
運転

停止
(K0) 停止(K0)/運転(K1)

28 MEWNET－F子局に異常が発生したとき
の運転

停止
(K0) 停止(K0)/運転(K1)

29 周辺タスク許可時間設定
対象PLC:FP10、FP10S

2500μs
(K2500)

ツールソフト使用時：1～65535μs
FPプログラマII使用時：
設定時間1～32767μsの時、K1～K32767(10進数)を設定
してください。
設定時間32768～65535μsの時、H8000～HFFFF(16進
数)を設定してください。

注）RUNモード時のみ設定は有効になります。
PROG.モード時および0(K0)指定時は常に65536μsです。

30
演算渋滞ウォッチドグタイマの
タイムアウト時間設定
対象PLC:FP5、FP10、FP10S

300ms
(K120)

10.0ms～637.5ms(K4～K255)

注）FPプログラマIIでは、
設定時間＝設定値[n=K4～K255]×2.5msとなります。
設定値[n]を設定してください。

時

31 コンピュータリンクでの複数フレーム
処理時の待ち時間設定

6500ms
(K2600)

10.0ms～81900.0ms(K4～K32760)

注）1.初期値(6.5秒)にて使用してください。
2. FPプログラマIIでは、
設定時間＝設定値[n=K4～K32760]×2.5msとなります。
設定値[n]を設定してください。時

間
設
定

32
SEND／RECV命令および
RMRD／RMWT命令によるデータ
送受信時のタイムアウト時間設定

2000ms
(K800)

10.0ms～81900.0ms(K4～K32760)

注）1.初期値(2秒)にて使用してください。
2. FPプログラマIIでは、
設定時間＝設定値[n=K4～K32760]×2.5msとなります。
設定値[n]を設定してください。

33

RUN中ブロック単位書き換えの
割当時間設定
対象PLC:FP5、FP3、FP－C

注）FP5、FP3およびFP－CのVer.3.0より前の
バージョンのCPUでは無効です。

10000μs
(K5000)

ツールソフト使用時：2000.0～131070.0μs
FPプログラマII使用時：
設定時間2000～65534μsの時、K1000～K32767(10進数)
を設定してください。
設定時間65536～131070μsの時、H8000～HFFFF(16進
数)を設定してください。

注）1. 初期値(0.01秒)にて使用してください。
2. 設定できるのは、偶数値です。FPプログラマIIでは、
設定時間を2で割った値を設定してください。

34
コンスタントスキャン時間
注）FP5、FP3およびFP－CのVer.4.4より前の

バージョンのCPUでは無効です。

0
(K0)

2.5ms～160.0ms(K1～K255)：指定時間ごとにスキャン
0(K0)：通常のスキャン

注）FPプログラマIIでは、
設定時間＝設定値[n=K1～K255]×2.5msとなります。
設定値[n]を設定してください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
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システムレジスタ一覧(FP10/FP10S/FP5/FP3/FP－C用)
番号 名称 初期値 設定値(パラメータ）

リ
モー

ト
Ｉ
／

35 MEWNET－F子局接続確認待ちモード

する
[接続を
待つ]
(K1)

全子局の接続を待たずに運転開始(K0)/
全子局の接続を待って運転開始(K1)

注）リモートI/O割り付けを登録している時のみ有効です。
Ｉ
／
Ｏ
制
御

36 MEWNET－FのI/Oリフレッシュの
タイミング

スキャン
同期
(K0)

スキャン非同期(K1)/スキャン同期(K0)

40 Ｐ
Ｌ

通信に使用する
リンクリレーの範囲指定

0
(K0) 0～64ワード(K0～K64)

Ｐ
Ｌ

41

Ｌ
Ｃ
間
リ

Ｍ
Ｅ
Ｗ

通信に使用する
リンクレジスタの範囲指定

0
(K0) 0～128ワード(K0～K128)

Ｐ
Ｌ
Ｃ
間
リ

42
リ
ン
ク
０

Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ

リンクリレー送信開始番号
(先頭ワードNo.）

0
(K0) 0～63(K0～K63) 設定方法については、

P9 7をご覧くださ
間
リ
ン
ク

43
０
用
設
定

Ｅ
Ｔー

Ｗ

リンクリレー
送信サイズ

0
(K0) 0～64ワード(K0～K64)

P.9−7をご覧くださ
い。

ク
０
の
設

44

設
定（

※
１

Ｗ
／
Ｐ

リンクレジスタ送信開始番号
(先頭No.）

0
(K0) 0～127(K0～K127)

設
定 45

※
１） リンクレジスタ
送信サイズ

0
(K0) 0～127ワード(K0～K127)

46 MEWNET－W／MEWNET－P
PLC間リンク切り替えフラグ(※1)(※2)

標準
(K0)

標準[1本目＝PLC間リンク0、2本目＝PLC間リンク1](K0)/
逆転[1本目＝PLC間リンク1、2本目＝PLC間リンク0](K1)

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ MEWNET－H

0
(K0)

対象PLC:FP5、FP3、FP－C
0(K0)：全点一括
1～65535(K1～K65535)[×256(バイト／スキャン)]

Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｈ
設
定

49 MEWNET－H
PLC間リンク処理容量の設定 4

1024バイト/
スキャン
(K4)

対象PLC:FP10、FP10S
0(K0)：全点一括
1～65535(K1～K65535)[×256(バイト／スキャン)]

50 Ｐ
Ｌ

通信に使用する
リンクリレーの範囲指定

0
(K0) 0～64ワード(K0～K64)

Ｐ
Ｌ
Ｃ

51

Ｌ
Ｃ
間
リ

Ｍ
Ｅ
Ｗ

通信に使用する
リンクレジスタの範囲指定

0
(K0) 0～128ワード(K64～K128)

Ｃ
間
リ
ン

52
リ
ン
ク
１

Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ

リンクリレー送信開始番号
(先頭ワードNo.）

64
(K64) 64～127(K64～K128) 設定方法については、

P9 7をご覧くださン
ク
１
の

53
１
用
設
定

Ｅ
Ｔー

Ｗ

リンクリレー
送信サイズ

0
(K0) 0～64ワード(K0～K64)

P.9−7をご覧くださ
い。

１
の
設
定

54

設
定（

※
１

Ｗ
／
Ｐ

リンクレジスタ送信開始番号
(先頭No.）

128
(K128) 128～255(K128～K255)

定

55

※
１） リンクレジスタ

送信サイズ
0
(K0) 0～127ワード(K0～K127)

ツー

ル
ポ

410
ツールポ－トのユニットNo.
(C－NET接続時）(※2)(※3)
対象PLC:FP5、FP3、FP－C

1 1～32(ユニットNo.1～32）

ポー

ト
の
設
定

411 ツールポート
通信フォーマット(※2)(※3)

[デ－タ長]
8ビット

[モデム接続]
接続しない

[デ－タ長] 8ビット／7ビット
[モデム接続] 接続する／接続しない

注）モデムを接続する時は、システムレジスタNo.410でユニット
No.を1にしてください。

Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ

ポー

ト
の
設
定

416 FP10/FP10SのRS232Cポートの
モデム接続(※3) 接続しない 接続する／接続しない

注）※1 対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP5、FP3、FP－C
MEWNET－P：FP10、FP10S、FP5、FP3

※2 FP5、FP3、FP－Cについては、コントローラ本体のバージョンVer.4.4以降で対応。
※3 NPST－GRで設定する場合は、Ver.3以降が必要です。FPプログラマⅡでは設定できませんので、ご注意ください。
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(4)システムレジスタ一覧(FP10SH/FP2/FP2SH用)
番号 名称 初期設定 設定値範囲・説明

ユー

ザ

0 シーケンスプログラムエリア容量の設定
対象PLC:FP2

12K
ワード

FP2(16K)：2～16Kワード
FP2(32K)：2～32Kワード

設定方法についザ
メ
モ
リ
割

1 マシン語プログラムエリア容量の設定
対象PLC:FP2

0
ワード

FP2(16K)：0～14Kワード
FP2(32K)：0～30Kワード

設定方法につい
ては、P.9−5
をご覧くださ
い。リ

割
付
け 2 コンフィグレーション容量の設定

対象PLC:FP2
0

ワード
FP2(16K)：0～14Kワード
FP2(32K)：0～30Kワード

い。

電池異常報知 する

する: 電池異常時に自己診断エラーを報知し、
ERROR LEDを点灯します。(BAT.LEDは点灯)

しない: 電池異常時に自己診断エラーを報知せず、
ERROR LEDは点灯しません。(BAT.LEDは点灯)

内部リレー(R) する

リンクリレー(L) する

する ユニットのイニシャライズスイッチを

イニシャル

タイマ・カウンタ
(T, C, SV, EV) する

する: CPUユニットのイニシャライズスイッチを
PROG.モード時にONした時、各メモリエリア
をクリアします。

イニシャル
スイッチによ

データレジスタ(DT) する
をクリアします。

しない: CPUユニットのイニシャライズスイッチを
PROGモード時にONしたとき、各メモリエリ

スイッチによ
るクリア(注) リンクレジスタ(LD) する

PROG.モード時にONしたとき、各メモリエリ
アをクリアしません。

異
ファイルレジスタ(FL) する

アをクリアしません。
注）FP2SHの場合は、ファイルレジスタFLは、バンク0～バンク

2の各々について設定可能です。異
常
時 4 インデックスレジスタ(I) する

2の各々について設定可能です。

時
運
転

4
異常報知リレー(E) する転

DF、FPunc、立上/立下検出のMC動作 保持する
[従来]

従来/新
マスタコントロールリレー(MC)の間の微分命令動作が変
わります。(次項の例をご覧ください。)

タイマ命令の動作指定
対象PLC:FP10SH、FP2SH 従来

従来: タイマ命令を実行する度にタイマ時間を加算。
新 : タイマ時間を1スキャンに1回だけ加算。
但し、新たに設定した場合は、スキャンタイムが、大き
くなる場合があります。

※LOOP命令などプログラムの実行の流れを変える命令
と合わせて、タイマ命令を使用した時に影響します。

インデックス修飾チェックの有無設定 有
[する]

有[する]:インデックス修飾の領域超えチェックをし、通常
の処理を行います。

無[しない]:インデックス修飾の領域超えをチェックせず、
処理を行います。

注）異常報知リレーは、FP10SHとFP2SHで使用できます。
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●MC～MCE間の微分命令の動作
MC～MCE間に微分命令を使用した場合、MCの実行条件と微分命令の入力のタイミングにより、得られる出力が
下記のように異なりますのでご注意ください。

X1
DF

Y10

MCE 0

X0
MC 0

<例1>システムレジスタを保持する[従来]に設定した
場合

X0

X1

Y10

<タイミングチャート１>

前回の微分命令
実行 前回の実行時と微分命令の入力

条件X1が変化していないため微
分出力が得られません。

X0

X1

Y10

<タイミングチャート２>

前回の微分命令
実行 前回の実行時と微分命令の入力

条件X1がOFF→ONに変化してい
るため微分出力が得られます。

<例2>システムレジスタを保持しない[新]に設定した
場合

X0

X1

Y10

<タイミングチャート１>

前回の微分命令
実行 前回の実行時の条件X1の状態

に関係なく微分出力が得られ
ます。

X0

X1

Y10

<タイミングチャート２>

前回の微分命令
実行 前回の実行時の条件X1の状態

に関係なく微分出力が得られ
ます。
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システムレジスタ一覧(FP10SH/FP2/FP2SH用)
番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 (※1)

5 カウンタの開始番号
(タイマ／カウンタの数の設定)

FP10SH/FP2SH:
3000 FP10SH/FP2SH:0～3072

No.5とNo.6の
値は､通常同じ

5 (タイマ／カウンタの数の設定)
FP2: 1000 FP2: 0～1024

No.5とNo.6の
値は､通常同じ
にして使用さ

6 タイマ／カウンタ
保持型エリアの開始番号

FP10SH/FP2SH:
3000 FP10SH/FP2SH:0～3072

にして使用さ
れることをお
すすめします。6 保持型エリアの開始番号

FP2: 1000 FP2: 0～1024
すすめします。

7 内部リレー保持型エリアの
開始番号(ワードNo指定）

FP10SH/FP2SH:
500 FP10SH/FP2SH:0～887

7 開始番号(ワードNo.指定）
FP2: 200 FP2: 0～253

8 データレジスタ
保持型エリアの開始番号 0 FP10SH/FP2SH:0～10240

FP2: 0～6000

9
ファイルレジスタ
保持型エリアの開始番号
(FP2SHの場合バンク0)

0
FP10SH/FP2SH:0～32765
FP2(16K): 0～14333
FP2(32K): 0～30717

10
MEWNET－W／Pリンクリレー
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク0用］(※2)

0 0～64

保
持

11
MEWNET－W／Pリンクリレー
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク1用］(※2)

64 64～128 設定方法に
ついては、持

／
非
保
持

12
MEWNET－W／Pリンクレジスタ
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク0用］(※2)

0 0～128

ついては、
P.9−6,
9−7をご覧
ください。保

持
13

MEWNET－W／Pリンクレジスタ
保持型エリアの開始番号
［PLC間リンク1用］(※2)

128 128～256

ください。

14 ステップラダーの保持／非保持
の選択 非保持 保持/非保持

15
ファイルレジスタ(バンク1)
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP2SH

0 0～32765

16
MEWNET－Hリンクリレー
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP10SH

128 128～640

17
MEWNET－Hリンクレジスタ
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP10SH

256 256～8448

18
インデックスレジスタ
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP10SH、FP2SH

0 0～224

19
ファイルレジスタ(バンク2)
保持型エリアの開始番号
対象PLC:FP2SH

0 0～32765

20 二重出力の禁止／許可 禁止 禁止/許可
MEWNET－TR
対象PLC：FP10SH 停止 停止/運転

21 I/Oエラー時（I/O異常が発生した
ときの運転）
対象PLC：FP2/FP2SH

停止 停止/運転

異
22 高機能ユニットに異常が発生した

ときの運転 停止 停止/運転
異
常 23 I/O照合異常が発生したときの運転 停止 停止/運転常
時
運
転

24 演算渋滞が発生したときの運転
対象PLC:FP10SH、FP2SH 停止

停止/運転
注）演算渋滞ウォッチドグタイマのタイムアウト時間はNo.30で
設定してください。

25 リモート子局接続持ちタイムアッ
プ時の運転 停止 停止/運転

26 演算エラーが発生したときの運転 停止 停止/運転

27 MEWNET－F交信異常が発生した
ときの運転 停止 停止/運転

28 MEWNET－F子局セット上のユニッ
トに異常が発生したときの運転 停止 停止/運転

注）※1 NPST－GRで設定する場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 対象PLC MEWNET－W：FP10SH、FP2、FP2SH

MEWNET－P：FP10SH
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

システムレジスタ一覧(FP10SH/FP2/FP2SH用)
番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 (注)

FP10SH/FP2SHの場合

29 通信処理の最大許可時間設定
240μs
(300)

0.0μs～52428.0μs(0～65535)

注）1. RUNモード時のみ設定は有効になります。
PROG.モード時および0指定時は常に52428μsです。

2.NPSTの設定時間は設定値×0.8μsになります。

30 演算渋滞ウォッチドグタイマの
タイムアウト時間設定

100ms
(1000)

0.4ms～640.0ms(4～6400)
注）NPSTの設定時間は設定値×0.1msになります。

時
間

31

コンピュータリンクでの複数フレー
ム処理時の待ち時間および
送信バッファ空き待ちタイムアウト
時間の設定

6500ms
(2600)

10.0ms～81917.5ms(4～32767)

注）1.初期値(6500ms)にて使用してください。
2.NPSTの設定時間は設定値×2.5msになります。

間
設
定

32
SEND／RECV命令および
RMRD／RMWT命令によるデータ
送受信時のタイムアウト時間設定

10000ms
(4000)

10.0ms～81917.5ms(4～32767)

注）1.初期値(10000ms)にて使用してください。
2.NPSTの設定時間は設定値×2.5msになります。

33 モニタ登録の有効時間設定
163837.5ms
(65535)

2500.0ms～163837.5ms(1000～65535)

注）1.初期値(163837.5ms)にて使用してください。
2.NPSTの設定時間は設定値×2.5msになります。

34 コンスタントスキャン時間
0

通常の
スキャン

0.1ms～640.0ms(1～6400)：指定時間(0.1ms単位)ごとに
スキャン

0：通常のスキャン
注）NPSTの設定時間は設定値×0.1msになります。

FP2の場合

31 コンピュータリンクでの複数
フレーム処理時の待ち時間設定

6500ms
10.0ms～81900.0ms

注）初期値(6500ms)にて使用してください。

時
間

32
SEND／RECV命令および
RMRD／RMWT命令によるデータ
送受信時のタイムアウト時間設定

2000ms
10.0ms～81900.0ms

注）初期値(2000ms)にて使用してください。
間
設
定 33 RUN中ブロック単位書き換えの

割当時間設定
10000μs

800.0μs～52428.0μs

注）初期値(10000μs)にて使用してください。

34 コンスタントスキャン時間
0

通常の
スキャン

0.1ms～640.0ms(1～6400)：指定時間ごとにスキャン
0：通常のスキャン

FP10SH/FP2/FP2SHの場合

25 リモート子局接続持ち
タイムアップ時の運転 停止 停止/運転

リ
モー

ト
Ｉ 35

MEWNET－F子局接続確認待ち
モード

する
[接続を
待つ]

しない：全子局の接続を待たずに運転開始
する ：全子局の接続を待って運転開始
注）リモートI/O割り付けを登録している時のみ有効です。

Ｉ
／
Ｏ
制
御

35

MEWNET－F子局接続確認待ち
タイムアップ時間

0 0～255秒

御

36 MEWNET－FのI/Oリフレッシュの
タイミング

スキャン
同期

スキャン非同期/スキャン同期

注）NPST－GRで設定する場合は、Ver.4以降が必要です。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

システムレジスタ一覧(FP10SH/FP2/FP2SH用)

番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 (※1)

40
Ｐ

通信に使用する
リンクリレーの範囲指定

0 0～64ワード

Ｐ
41

Ｐ
Ｌ
Ｃ
間

Ｍ
Ｅ

通信に使用する
リンクレジスタの範囲指定

0 0～128ワード
Ｐ
Ｌ
Ｃ
間

42

間
リ
ン
ク

Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ

リンクリレー送信開始番号
(先頭ワードNo.） 0 0～63 設定方法については、

P9 7をご覧くださ間
リ
ン
ク

43
ク
０
用
設

Ｅ
Ｔー

Ｗ

リンクリレー
送信サイズ

0 0～64ワード
P.9−7をご覧くださ
い。

ク
０
の
設

44
設
定(

※
２

Ｗ
／
Ｐ

リンクレジスタ送信開始番号
(先頭No.） 0 0～127

設
定 45

※
２) リンクレジスタ

送信サイズ
0 0～127ワード

46 MEWNET－W／MEWNET－P
PLC間リンク切り替えフラグ(※2) 標準

標準[1本目＝PLC間リンク0、2本目＝PLC間リンク1]/
逆転[1本目＝PLC間リンク1、2本目＝PLC間リンク0]

Ｍ
Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ
Ｔ－

Ｈ
設
定

49
MEWNET－H
PLC間リンク処理容量の設定
対象PLC:FP10SH

4
1024バイト/
スキャン

0：全点一括
1～65535[×256(バイト／スキャン）]

50
Ｐ

通信に使用する
リンクリレーの範囲指定

0 0～64ワード

Ｐ
Ｌ
Ｃ

51

Ｐ
Ｌ
Ｃ
間

Ｍ
Ｅ

通信に使用する
リンクレジスタの範囲指定

0 0～128ワード
Ｃ
間
リ
ン

52

間
リ
ン
ク

Ｅ
Ｗ
Ｎ
Ｅ

リンクリレー送信開始番号
(先頭ワードNo.） 64 64～127 設定方法については、

P9 7をご覧くださン
ク
１
の

53

ク
１
用
設

Ｅ
Ｔー

Ｗ

リンクリレー
送信サイズ

0 0～64ワード
P.9−7をご覧くださ
い。

の
設
定 54

設
定(

※
２

Ｗ
／
Ｐ

リンクレジスタ送信開始番号
(先頭No.） 128 128～255

55

※
２) リンクレジスタ

送信サイズ
0 0～127ワード

410
ツールポ－トのユニットNo.
(C－NET接続時)
対象PLC:FP2、FP2SH

1 1～32(ユニットNo.1～32)

ツー

ル

411
ツールポート通信フォーマット

対象PLC:FP2、FP2SH

[デ－タ長]
8ビット

[モデム接続]
接続しない

[デ－タ長] ：8ビット／7ビット
[モデム接続] ：接続する／接続しない
注）モデムを接続する時は、システムレジスタNo.410で

ユニットNo.を1にしてください。
ル
ポー

ト
の
設
定

414 ツールポートのボーレート設定
0

(19200bps)

FP10SH:CPUユニットのディップスイッチ2のSW1を
OFFにした時に、有効になります。

FP2/FP2SH:
CPUユニット裏面にあるディップスイッチの
SW1をOFFにした時、ボーレート設定が有効に
なります。

0： 19200bps 5： 19200bps
1： 1200bps 6： 38400bps
2： 2400bps 7： 57600bps
3： 4800bps 8：115200bps
4： 9600bps

注）※1 NPST－GRで設定する場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 対象PLC MEWNET－W：FP10SH、FP2、FP2SH

MEWNET－P：FP10SH
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

システムレジスタ一覧(FP10SH/FP2/FP2SH用)
番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 (注)

FP2:
未使用 未使用 ：RS232Cを使用しない

(FP2/FP2SHで設定が可能）
412 COM(RS232C)ポートの

使用目的の選択
FP10SH/
FP2SH:

コンピュータ
リンク

(FP2/FP2SHで設定が可能）
コンピュータ：コンピュータリンクを行う

(C－NET接続時を含む)
汎用ポート ：シリアルデータ通信を行う

汎
用（

Ｃ
Ｏ
Ｍ）

ポー

ト
の
設

413

伝送フォーマットの設定
(コンピュータリンク、シリアルデー
タ通信共通)

コンピュータリンクとして使用す
る時は、MEWTOCOL－COMの
フォーマットとなるための始端
コード、終端コードの設定は無効
です。

対象PLC:FP2、FP2SH

[データ長]
8ビット
[パリティ
チェック]
奇数

[ストップ
ビット]
1ビット
[終端
コード]
C
R

[始端
コード]
STX無し

[データ長] ：7ビット／8ビット
[パリティチェック]：無し

奇数／偶数
[ストップビット] ：1ビット／2ビット
[終端コード] ：CR／CR+LF／無し／ETX
[始端コード] ：STX無し／STX有り

設
定

414
COM(RS232C)ポートの
ボーレート設定
対象PLC:FP2、FP2SH

0
(19200bps)

19200bps 19200bps
1200bps 38400bps
2400bps 57600bps
4800bps 115200bps
9600bps

415 COMポ－トのユニットNo.
対象PLC:FP2、FP2SH 1 1～32(ユニットNo.1～32)

416 COMポ－トのモデム接続
対象PLC:FP2、FP2SH しない

[モデム接続] する／しない
注）モデムを接続する時は、システムレジスタNo.415で

ユニットNo.を1にしてください。

汎
用
通
信
の

417
シリアルデータ通信時の
受信バッファの先頭番号
(データレジスタ番号)

0
FP10SH: 0～10239
FP2: 0～5999
FP2SH: 0～10240 設定方法については、

F144命令の説明をご覧信
の
設 シリアルデータ通信時の ～

F144命令の説明をご覧
ください。の

設
定

418 シリアルデータ通信時の
受信バッファの容量(ワード数)

1024 0～1024
ください。

定
418

受信バッファの容量(ワード数)
1024 0～1024

注）NPST－GRで設定する場合は、Ver.4以降が必要です。
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9−3
リレー・メモリエリア・定数一覧

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■FP3

メモリエリア名称 使用できるメモリエリアの
点数・範囲 機能

外部入力 X 2,048点(X0～X127F) 外部からの入力でON／OFFします。

外部出力 Y 2,048点(Y0～Y127F) 外部にON／OFF状態を出力します。

内部リレー(注1) R 1,568点(R0～R97F) プログラム上でのみON／OFFするリレーです。

リ
リンクリレー(注1) L 2,048点(L0～L127F) MEWNETリンク内で共有して使用するリレーです。

リ
レー タイマ(注1)(注2) T

256点
タイマが設定時間に達するとONします。
タイマの番号に対応しています。

ー

カウンタ(注1)(注2) C

256点
(T0～T199／C200～C255) カウンタがカウントアップするとONします。

カウンタの番号に対応しています。

特殊内部リレー R 176点(R9000～R910F) 特定の条件でON／OFFし、フラグ等として使用する
リレーです(P.9−20ご参照)。

外部入力 WX 128ワード(WX0～WX127) 外部入力16点分をまとめて、16ビット1ワードのデー
タとして指定する時の記号です。

外部出力 WY 128ワード(WY0～WY127) 外部出力16点分をまとめて、16ビット1ワードのデー
タとして指定する時の記号です。

内部リレー WR 98ワード(WR0～WR97) 内部リレー16点分をまとめて、16ビット1ワードの
データとして指定する時の記号です。

リンクリレー WL 128ワード(WL0～WL127) リンクリレー16点分をまとめて、16ビット1ワードの
データとして指定する時の記号です。

データレジスタ(注1) DT 2,048ワード
(DT0～DT2047)

プログラム上で使用するデータメモリです。
16ビット(1ワード)単位で扱います。

メ
リンクレジスタ(注1) LD 256ワード(LD0～LD255) MEWNETリンク内で共有して使用するデータメモリ

です。16ビット(1ワード)単位で扱います。
メ
モ
リ
エ
リ

タイマ／カウンタ
設定値エリア(注1) SV 256ワード(SV0～SV255)

タイマの目標値、カウンタの初期値を格納するデー
タメモリです。タイマ／カウンタの番号に対応して
います。エ

リ
ア タイマ／カウンタ
経過値エリア(注1) EV 256ワード(EV0～EV255)

タイマ／カウンタ動作時の経過値を格納するデータ
メモリです。タイマ／カウンタの番号に対応してい
ます。

ファイルレジスタ
(注1)(注3)

FL

FP3 (16K) :
8,189ワ－ド～22,525ワード
(FL0～FL22524)
FP3(10K) :
0ワ－ド～8,189ワード
(FL0～FL8188)

プログラム上で使用するデータメモリです。
16ビット1ワード単位で扱います。

特殊データレジスタ DT 256ワード
(DT9000～DT9255)

特定の内容を格納するデータメモリです。各種の設定
やエラーコードが格納されています(P.9−30ご参照)。

インデックスレジスタ
IX

IY
2ワード(IX、IY) メモリエリアのアドレス、定数の修飾用レジスタで

す。

制
御

マスタコントロールリレー
(MCR)点数

MC 64点制
御
命

ラベル数(JP+LOOP数) LBL 256点（JP、LOOP、F19共通）
命
令
点

ステップラダー数(注4) SSTP 1,000工程令
点
数

サブルーチン数 SUB 100サブルーチン
数

割り込みプログラム数 INT 25プログラム

10進定数 K
K－32,768～K32,767 (16ビット演算時)

定
10進定数 K

K－2,147,483,648～K2,147,483,647 (32ビット演算時)定
数
16進定数 H

H0～HFFFF (16ビット演算時)
16進定数 H

H0～HFFFFFFFF (32ビット演算時)

注）1.電源を切ったり、RUNモード→PROG.モードへ切り替えたりしても、その直前の状態を記憶する保持型と、
リセットされる非保持が他のいずれかに設定することができます。
保持型／非保持型の選択は、システムレジスタで設定します。設定方法については、「システムレジスタ一覧」
(P.9−4)をご参照ください。

2.タイマ／カウンタの点数は、システムレジスタNo.5の設定によって、変更できます。表の番号は、システムレジスタ
No.5が初期設定のときのものです。詳しくは、P.9−6をご覧ください。

3.ファイルレジスタの容量は、システムレジスタNo.0およびNo.1の設定により変わります。
詳しくは、P.9−5をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■FP10S、FP10SH

メモリエリア名称
使用できるメモリエリアの

点数・範囲 機能メモリエリア名称
FP10S FP10SH

機能

外部入力 X 4,096点
(X0～X255F)

8,192点
(X0～X511F)

外部からの入力でON／OFFします。

外部出力 Y 4,096点
(Y0～Y255F)

8,192点
(Y0～Y511F)

外部にON／OFF状態を出力します。

内部リレー(注1) R 14,016点
(R0～R875F)

14,192点
(R0～R886F)

プログラム上でのみON／OFFするリレーです。

リンクリレー(注1) L 10,240点 (L0～L639F) MEWNETリンク内で共有して使用するリレーです。

リ
レ
タイマ(注1)(注2) T 2,048点

(T0～T1999／
3,072点

(T0～T2999／

タイマが設定時間に達するとONします。
タイマの番号に対応しています。レー

カウンタ(注1)(注2) C
(T0～T1999／
C2000～C2047)

(T0～T2999／
C3000～C3071)

カウンタがカウントアップするとONします。
カウンタの番号に対応しています。

パルスリレー P 2,048点
(P0～P127F)

１スキャンのみONするリレーです。OT↑命令、OT↓命
令を実行するとONします。

異常報知リレー E 2,048点
(E0～E2047)

RUN中にONすると、その経歴が専用バッファに格納され
るリレーです。
異常検知時にONするようにプログラムしてください。

特殊内部リレー R 176点(R9000～R910F) 特定の条件でON／OFFし、フラグ等として使用するリ
レーです(P.9−20ご参照)。

外部入力 WX 256ワード
(WX0～WX255)

512ワード
(WX0～WX511)

外部入力16点分をまとめて、16ビット1ワードのデータと
して指定する時の記号です。

外部出力 WY 256ワード
(WY0～WY255)

512ワード
(WY0～WY511)

外部出力16点分をまとめて、16ビット1ワードのデータと
して指定する時の記号です。

内部リレー WR 876ワード
(WR0～WR875)

887ワード
(WR0～WR886)

内部リレー16点分をまとめて、16ビット1ワードのデータ
として指定する時の記号です。

リンクリレー WL 640ワード(WL0～WL639) リンクリレー16点分をまとめて、16ビット1ワードのデー
タとして指定する時の記号です。

メ
データレジスタ(注1) DT 10,240ワード

(DT0～DT10239)
プログラム上で使用するデータメモリです。
16ビット(1ワード)単位で扱います。メ

モ
リ
エ

リンクレジスタ(注1) LD 8,448ワード(LD0～LD8447) MEWNETリンク内で共有して使用するデータメモリで
す。16ビット(1ワード)単位で扱います。リ

エ
リ
ア

タイマ／カウンタ
設定値エリア(注1) SV 2,048ワード

(SV0～SV2047)
3,072ワード

(SV0～SV3071)
タイマの目標値、カウンタの初期値を格納するデータメモ
リです。タイマ／カウンタの番号に対応しています。

ア
タイマ／カウンタ
経過値エリア(注1) EV 2,048ワード

(EV0～EV2047)
3,072ワード

(EV0～EV3071)
タイマ／カウンタ動作時の経過値を格納するデータメモリ
です。タイマ／カウンタの番号に対応しています。

ファイルレジスタ
(注1)

FL 32,765ワード
(FL0～FL32764)

プログラム上で使用するデータメモリです。
16ビット1ワード単位で扱います。

特殊データレジスタ DT
256

(DT90000～
DT90255)

512
(DT90000～
DT90511)

特定の内容を格納するデータメモリです。各種の設定やエラー
コードが格納されています(P.9−30ご参照)。

インデックスレジスタ
IX

IY
2ワード
(IX、IY)

14ワード×16バンク
(I0～ID) メモリエリアのアドレス、定数の修飾用レジスタです。

制
マスタコントロールリ
レー(MCR)点数

MC 256点
（90Kステップの増設メモリを使用する時は、第1・第2プログラムで合計512点使用可能）制

御
命
令

ラベル数(JP+LOOP数) LBL 256点（JP、LOOP、F19共通、90Kステップの増設メモリを使用する時は、
第1・第2プログラムで合計512点使用可能）

令
点 ステップラダー数(注4) SSTP 1,000工程（第1プログラムでのみ使用可能）点
数 サブルーチン数 SUB 100サブルーチン（第1プログラムでのみ使用可能）数

割り込みプログラム数 INT 25プログラム（第1プログラムでのみ使用可能）

10進定数(整数型) K ○使用可能 ○使用可能
16ビット演算時 K－32,768～K32,767

10進定数(整数型) K ○使用可能 ○使用可能 32ビット演算時 K－2,147,483,648～K2,147,483,647

定 16進定数 H ○使用可能 ○使用可能
16ビット演算時 H0～HFFFF定

数
16進定数 H ○使用可能 ○使用可能 32ビット演算時 H0～HFFFFFFFF数
10進定数
(単精度実数定数) f ×使用不可 ○使用可能

F－1.175494×10−38～F−3.402823×1038

F1.175494×10−38～F3.402823×1038

注）1. 電源を切ったり、RUNモード→PROG.モードへ切り替えたりしても、その直前の状態を記憶する保持型と、リセット
される非保持が他のいずれかに設定することができます。保持型／非保持型の選択は、システムレジスタで設定します。
設定方法については、「システムレジスタ一覧」(P.9−4)をご参照ください。

2. タイマ／カウンタの点数は、システムレジスタNo.5の設定によって、変更できます。表の番号は、システムレジスタ
No.5が初期設定のときのものです。詳しくは、P.9−6をご覧ください。
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■リレー番号の数え方について

●外部入力(X)、外部出力(Y)、内部リレー(R)、
リンクリレー(L)、パルスリレー(P)の場合

リレーは16点単位で扱うこともあるため、番号は10
進数と16進数を組み合わせたものになっています。

1,2,3···
10進数

0,1,2···9,A,B···F
16進数

［注］指定できる最大値は、各リレーによって
異なります。

＜例＞外部入力Xの場合
X 0, X 1 X F. . . . . . . . . . . . . . . . .
X 10, X 11 X 1F. . . . . . . . . . . . . . . . .
X 20, X 21 X 2F. . . . . . . . . . . . . . . . .

X1270, X1271 X127F. . . . . . . . . . . . . . . . .

～ ～ ～

●タイマ接点(T)、カウンタ接点(C)の場合
タイマ／カウンタ接点の番号は、タイマ／カウンタ
の番号に対応しており、10進数のみで構成していま
す。

0、1、2…
10進数

T 0, T 1 T199. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
C200, C201 C255. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

＜例＞FP3の場合

注）タイマとカウンタは同じエリアを分けて使用し
ています。区分はシステムレジスタNo.5で変更
できます。(一覧表および例は、設定が初期値の
場合です)

●異常報知リレー(E)の場合(FP10SH専用)
異常報知リレーの番号は、10進数のみで構成してい
ます。

E 0, E 1 E2047. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

■外部入出力のリレー番号について

1．外部入力(X)で使用できるのは、実際に入力接点
に割り付けられているもののみです。

2．外部出力(Y)で出力できるのは、実際に出力接点に
割り付けられているもののみです。
割り付けられていないYは、内部リレーとして使
用できます。

3．番号の割り付けは、入出力ユニットの組み合わせ
に従って行われます。

電

源

Ｃ
Ｐ
Ｕ

入
力

点

出
力

点
16 16

0 1 2 3 4 (スロットNo.)
＜例＞

Y10～Y1F
X 0～X F

スロット0の16点入力ユニットにはX0～XFの16点
の外部リレーが、スロット1の16点入出力ユニッ
トにはY10～Y1Fの16点の外部出力が割り付けら
れます。
X10～X1Fの16点はこの組み合わせでは使用でき
ません。

4．使用できるのは、入出力を合わせてFP3で2,048点
FP10Sで4,096点、FP10SHで8,192点です。 ●
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9−4
特殊内部リレー一覧

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

特殊内部リレーは、特定の条件でON/OFFするリレーです。ON/OFF状態は、外部に出力されません。
プログラミングツールや命令による書き込みはできません。

WR900 (ワード単位指定）
リレー
番号 名称 内容

R9000 自己診断エラーフラグ
自己診断エラー発生時、ONします。
. 自己診断の結果はDT9000(FP10S/FP10SHではDT90000)に格納されます。

R9001 未使用

R9002 MEWNET－TR
交信異常フラグ

トランスミッタマスタユニットかMEWNET－TRネットワ－クの交
信状態に異常が検出された時、ONします。
. 異常が発生したマスタユニットのスロットNo.がDT9002またはDT9003
(FP10S/FP10SHではDT90002, DT90003)に格納されます。

R9003 高機能ユニット異常フラグ
高機能ユニット(ボード)に異常が検出された時、ONします。
. 異常が発生した高機能ユニットのスロットNo.がDT9006またはDT9007
(FP10S/FP10SHではDT90006, DT90007)に格納されます。

R9004 I／O照合異常フラグ
I／O照合異常が検出された時、ONします。
. 照合異常が発生したI／OユニットのスロットNo.がDT9010またはDT9011
(FP10S/FP10SHではDT90010, DT90011)に格納されます。

R9005 バックアップ電池異常
フラグ(現在型) 電池異常が検出された時、ONします。

R9006 バックアップ電池異常
フラグ(保持型)

電池異常が検出された時、ONします。
一度電池異常を検出すると復帰後も保持します。
. 電源を切断するか、イニシャライズ操作を行うとOFFします。

R9007 演算エラーフラグ(保持型)

運転を開始した後、演算エラーが発生するとONし、運転している間
保持されます。
. その時のエラーが発生したアドレスが、DT9017(FP10S/FP10SHでは
DT90017)に格納されます(最初に発生した演算エラーを示します)。R9007 演算エラーフラグ(保持型)

(ERフラグ) DT90017)に格納されます(最初に発生した演算エラーを示します)。
120Kステップにメモリを増設しているFP10SHでは、DT90257の上位バイ
トがH2の時は第2プログラムでのエラーです。第1プログラムの場合は、
H1です。

R9008 演算エラーフラグ(最新型)
(ERフラグ)

演算エラーが発生する度にONします。
. DT9018(FP10S/FP10SHではDT90018)には、演算エラーが発生したアド
レスが格納されます。新たにエラーが発生するたびに内容は更新されま
す。120Kステップにメモリを増設しているFP10SHでは、DT90258の上位
バイトがH2の時は第2プログラムでのエラーです。
第1プログラムの場合は、H1です。

R9009 キャリーフラグ
(CYフラグ)

演算の結果オーバーフローやアンダーフローが発生した時や、シフ
ト系命令を実行した結果、セットされます。

R900A ＞フラグ 比較命令を実行し、比較結果が大であれば、ONします。

R900B ＝フラグ
比較命令を実行し、比較結果が等しいとき、ONします。
演算命令を実行し、演算結果が0のとき、ONします。

R900C ＜フラグ 比較命令を実行し、比較結果が小であれば、ONします。

R900D 補助タイマ接点
補助タイマ命令(F137/F183)を実行し、設定した時間が経過した時、
ONします。(F183はFP10SHコントローラ本体Ver.3.0以降)
実行条件がOFFになると、R900DはOFFします。

R900E
(注)

ツールポート通信異常フラグ
∀対象PLC:FP10SH ツールポートでの通信に異常が発生した時にONになります。

R900F コンスタントスキャン
異常フラグ

コンスタントキャン実行時、スキャンタイムが設定タイム
(システムレジスタNo.34）を超えると、ONします。

注）システムにて使用しています。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

WR901 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9010 常時ONリレー 常時ONしています。

R9011 常時OFFリレー 常時OFFしています。

R9012 スキャンパルスリレー 1スキャン毎にON／OFFを繰り返します。

R9013 イニシャルパルスリレー
(ON)

運転(RUN)開始後の最初の1スキャンのみONし、2スキャン目
以降はOFFになります。

R9014 イニシャルパルスリレー
(OFF)

運転(RUN)開始後の最初の1スキャンのみOFFし、2スキャン
目以降はONになります。

R9015 ステップラダーイニシャル
パルスリレー(ON)

ステップラダー制御時、1つの工程の起動後の第1スキャンのみ
ONします。

R9016 未使用

R9017 未使用

R9018 0.01秒クロックパルス
リレー

0.01秒周期のクロックパルスです。
0.01秒

R9019 0.02秒クロックパルス
リレー

0.02秒周期のクロックパルスです。
0.02秒

R901A 0.1秒クロックパルスリレー 0.1秒周期のクロックパルスです。
0.1秒

R901B 0.2秒クロックパルスリレー 0.2秒周期のクロックパルスです。
0.2秒

R901C 1秒クロックパルスリレー 1秒周期のクロックパルスです。
1秒

R901D 2秒クロックパルスリレー 2秒周期のクロックパルスです。
2秒

R901E 1分クロックパルスリレー 1分周期のクロックパルスです。
1分

R901F 未使用
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
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WR902 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9020 RUNモードフラグ PROG.モードにすると、OFFします。
RUNモードにすると、ONします。

R9021(注) テストラン中フラグ
CPUユニットのテスト／イニシャライズスイッチを「TEST」側に
して、RUNモードにする(テストラン開始)と、ONします。通常の
RUN時はOFFします。

R9022(注) ブレーク中フラグ BRK命令実行時、またはステップ実行時、ONします。

R9023(注) ブレーク許可フラグ テストランモードを「BRK命令許可」に指定すると、ONします。

R9024(注) テストラン時の
出力リフレッシュフラグ

テストランモードを「出力リフレッシュ」に指定すると、
ONします。

R9025(注) 1命令実行フラグ テストランモードを「1命令実行」に指定すると、ONします。

R9026(注) メッセージ有りフラグ MSG命令(F149)を実行すると、ONします。

R9027(注) リモートフラグ
RUN←→PROG．モードの遠隔操作による切り換えが可能な時、
ONします。

R9028(注) ブレーク解除フラグ ブレーク解除指定時に、ONします。

R9029(注) 強制中フラグ
入出力リレー、タイマ／カウンタ接点等を強制ON／OFFしている時
に、ONします。

R902A(注) 外部割り込み許可フラグ 外部割り込みが許可されている時に、ONします。

R902B(注) 割り込み異常フラグ 割り込み異常が発生している時に、ONします。

R902C(注) サンプルポイントフラグ
命令によるサンプリング時、OFFします。
定時割り込みによるサンプリング時、ONします。

R902D(注) サンプリングトレース
完了フラグ

サンプリングトレースが停止すると、ONします。

R902E(注) サンプリングトリガフラグ トレーストリガをかけると、ONします。

R902F(注) サンプリング許可フラグ サンプリング動作開始指定時に、ONします。

注）システムにて使用しています。
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WR903 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9030 SEND／RECV命令
実行可フラグ

SEND(F145)またはRECV(F146)命令の実行可／不可を示します。
OFF：実行不可(SEND／RECV命令実行中)
ON ：実行可

R9031 SEND／RECV命令
実行完了フラグ

SEND(F145)またはRECV(F146)命令の実行状態を示します。
OFF：正常終了
ON ：異常終了(通信エラー発生)

. エラーコードがDT9039(FP10S/FP10SHではDT90039)に格納さ
れます。

R9032
COMポート選択フラグ
∀対象PLC:FP10SH

・シリアルデータ通信機能使用時ONになります。
・コンピュータリンク機能使用時OFFになります。

R9033 プリント命令実行中フラグ
OFF：実行していません
ON ：実行中

R9034 RUNモード中プログラム
編集フラグ

RUNモード中にプログラムの書き込み、挿入、削除を行うと、ON
します。

R9035 RMRD／RMWT命令
実行可フラグ

RMRD(F152)またはRMWT(F153)命令の実行可／不可を示します。
OFF：実行不可(RMRD／RMWT命令実行中)
ON ：実行可

R9036 RMRD／RMWT命令
実行完了フラグ

RMRD(F152)またはRMWT(F153)命令の実行状態を示します。
OFF：正常終了
ON ：異常終了(アクセス異常発生)

. エラーコードがDT9036(FP10S/FP10SHではDT90036)に格納さ
れます。

R9037
COMポート伝送エラー
フラグ
∀対象PLC:FP10SH

・シリアルデータ通信時に伝送エラーが発生するとONになります。
・F144(TRNS)命令にて送信要求時にOFFになります。

R9038 COMポート受信完了フラグ
∀対象PLC:FP10SH ・シリアルデータ通信時に終端コードを受信するとONになります。

R9039
COMポート送信完了フラグ
∀対象PLC:FP10SH

・シリアルデータ通信時に送信を完了するとONになります。
・シリアルデータ通信時に送信を要求するとOFFになります。

R903A
～R903F 未使用

WR904 (ワード単位指定）

リレー番号 名称 内容

R9040 異常一括報知 (0～2047)
対象PLC:FP10SH

異常報知リレーE0～E2047のいずれかがONするとONします。
全てOFFのときOFFとなります。
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WR905 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9050
MEWNET－W／P
リンク伝送異常フラグ
［W／Pリンク1］

MEWNET－WまたはMEWNET－Pリンクユニット使用時
・リンク1にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9051
MEWNET－W／P
リンク伝送異常フラグ
［W／Pリンク2］

MEWNET－WまたはMEWNET－Pリンクユニット使用時
・リンク2にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9052
MEWNET－W／P
リンク伝送異常フラグ
［W／Pリンク3］

MEWNET－WまたはMEWNET－Pリンクユニット使用時
・リンク3にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9053
MEWNET－W／P
リンク伝送異常フラグ
［W／Pリンク4］ (※1)

MEWNET－WまたはMEWNET－Pリンクユニット使用時
・リンク4にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9054
MEWNET－W／P
リンク伝送異常フラグ
［W／Pリンク5］ (※1)

MEWNET－WまたはMEWNET－Pリンクユニット使用時
・リンク5にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9055
MEWNET－H
リンク伝送異常フラグ
(Hリンク1) (※2)

MEWNET－Hリンクユニット使用時
・Hリンク1にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9056
MEWNET－H
リンク伝送異常フラグ
(Hリンク2) (※2)

MEWNET－Hリンクユニット使用時
・Hリンク2にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9057
MEWNET－H
リンク伝送異常フラグ
(Hリンク3) (※2)

MEWNET－Hリンクユニット使用時
・Hリンク3にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・リンクエリアの設定に異常がある時に、ONします。

R9058 リモートI／O伝送異常フラグ
(マスタ1)

リモートI／Oシステム(MEWNET－F)使用時
・マスタ1系にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・設定異常時に、ONします。

R9059 リモートI／O伝送異常フラグ
(マスタ2)

リモートI／Oシステム(MEWNET－F)使用時
・マスタ2系にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・設定異常時に、ONします。

R905A リモートI／O伝送異常フラグ
(マスタ3)

リモートI／Oシステム(MEWNET－F)使用時
・マスタ3系にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・設定異常時に、ONします。

R905B リモートI／O伝送異常フラグ
(マスタ4)

リモートI／Oシステム(MEWNET－F)使用時
・マスタ4系にて伝送異常が発生した場合、ONします。
・設定異常時に、ONします。

R905C～
R905F 未使用

注）※1 FP10S、FP10SHでのみ使用できます。
※2 FP3については、コントローラ本体のバージョンVer.4.3以降で使用できます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

WR906 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9060 ユニット
No.1

ユニットNo.1が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9061 ユニット
No.2

ユニットNo.2が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9062 ユニット
No.3

ユニットNo.3が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9063 ユニット
No.4

ユニットNo.4が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9064 ユニット
No.5

ユニットNo.5が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9065 ユニット
No.6

ユニットNo.6が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9066 ユニット
No.7

ユニットNo.7が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9067 MEWNET－W／P
PCリンク伝送保証

ユニット
No.8

ユニットNo.8が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9068

PCリンク伝送保証
リレー［PCリンク0
(W／P)用］(※1) ユニット

No.9

ユニットNo.9が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9069 ユニット
No.10

ユニットNo.10が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R906A ユニット
No.11

ユニットNo.11が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R906B ユニット
No.12

ユニットNo.12が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R906C ユニット
No.13

ユニットNo.13が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R906D ユニット
No.14

ユニットNo.14が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R906E
ユニット
No.15

ユニットNo.15が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R906F
ユニット
No.16

ユニットNo.16が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

注）※1 システムレジスタNo.46=K0の時、1本目:PLC間リンク0、2本目:PLC間リンク1
システムレジスタNo.46=K1の時、1本目:PLC間リンク1、2本目:PLC間リンク0
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

WR907 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9070 ユニット
No.1

ユニットNo.1が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9071 ユニット
No.2

ユニットNo.2が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9072 ユニット
No.3

ユニットNo.3が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9073 ユニット
No.4

ユニットNo.4が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9074 ユニット
No.5

ユニットNo.5が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9075 ユニット
No.6

ユニットNo.6が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9076 ユニット
No.7

ユニットNo.7が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9077 MEWNET－W／P
PCリンク動作モード

ユニット
No.8

ユニットNo.8が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9078

PCリンク動作モード
リレー［PCリンク0
(W／P)用］(※1) ユニット

No.9
ユニットNo.9が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9079 ユニット
No.10

ユニットNo.10が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R907A ユニット
No.11

ユニットNo.11が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R907B ユニット
No.12

ユニットNo.12が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R907C ユニット
No.13

ユニットNo.13が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R907D ユニット
No.14

ユニットNo.14が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R907E ユニット
No.15

ユニットNo.15が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R907F ユニット
No.16

ユニットNo.16が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

注）※1 システムレジスタNo.46=K0の時、1本目:PLC間リンク0、2本目:PLC間リンク1
システムレジスタNo.46=K1の時、1本目:PLC間リンク1、2本目:PLC間リンク0
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

WR908 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9080 ユニット
No.1

ユニットNo.1が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9081 ユニット
No.2

ユニットNo.2が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9082 ユニット
No.3

ユニットNo.3が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9083 ユニット
No.4

ユニットNo.4が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9084 ユニット
No.5

ユニットNo.5が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9085 ユニット
No.6

ユニットNo.6が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9086 ユニット
No.7

ユニットNo.7が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9087 MEWNET－W／P
PCリンク伝送保証

ユニット
No.8

ユニットNo.8が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9088

PCリンク伝送保証
リレー［PCリンク1
(W／P)用］(※1) ユニット

No.9

ユニットNo.9が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R9089 ユニット
No.10

ユニットNo.10が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R908A ユニット
No.11

ユニットNo.11が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R908B ユニット
No.12

ユニットNo.12が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R908C ユニット
No.13

ユニットNo.13が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R908D ユニット
No.14

ユニットNo.14が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R908E
ユニット
No.15

ユニットNo.15が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

R908F
ユニット
No.16

ユニットNo.16が、PCリンクモードで正常に通信している
場合：ON
停止状態、異常発生またはPCリンクしていない時：OFF

注）※1 システムレジスタNo.46=K0の時、1本目:PLC間リンク0、2本目:PLC間リンク1
システムレジスタNo.46=K1の時、1本目:PLC間リンク1、2本目:PLC間リンク0
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

WR909 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9090 ユニット
No.1

ユニットNo.1が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9091 ユニット
No.2

ユニットNo.2が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9092 ユニット
No.3

ユニットNo.3が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9093 ユニット
No.4

ユニットNo.4が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9094 ユニット
No.5

ユニットNo.5が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9095 ユニット
No.6

ユニットNo.6が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9096 ユニット
No.7

ユニットNo.7が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9097 MEWNET－W／P
PCリンク動作モード

ユニット
No.8

ユニットNo.8が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9098

PCリンク動作モード
リレー［PCリンク1
(W／P)用］(※1) ユニット

No.9
ユニットNo.9が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R9099 ユニット
No.10

ユニットNo.10が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R909A ユニット
No.11

ユニットNo.11が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R909B ユニット
No.12

ユニットNo.12が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R909C ユニット
No.13

ユニットNo.13が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R909D ユニット
No.14

ユニットNo.14が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R909E ユニット
No.15

ユニットNo.15が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

R909F ユニット
No.16

ユニットNo.16が、RUNモードの時、ONします。
PROG．モードの時、OFFします。

注）※1 システムレジスタNo.46=K0の時、1本目:PLC間リンク0、2本目:PLC間リンク1
システムレジスタNo.46=K1の時、1本目:PLC間リンク1、2本目:PLC間リンク0
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

WR910 (ワード単位指定）

リレー
番号 名称 内容

R9100 ICメモリカード装着フラグ
∀対象PLC:FP10SH

・ICメモリカードを装着している時、ON
・ICメモリカードを装着していない時、OFF

R9101 ICメモリカード電池情報1
∀対象PLC:FP10SH

・電圧が低下し、デー
タの保持が不可能に
なると、ON

・OFFの間はデータの
保持が可能

R9101

OFF

O

R9102

OFF

O

ICメモリカードの状態

電池交換の必要はありませ
ん。

電池を交換してください。
メモリカードのデータは

R9102
ICメモリカード電池情報2
∀対象PLC:FP10SH

・電池交換が必要にな
ると、ON

・電池交換が必要がな
い時は、OFF

OFF

ON

ON

ON

電池を交換してください。
ICメモリカードのデータは
保持されています。

電池を交換してください。
ICメモリカードのデータが
保持できなくなりました。

R9103
ICメモリカードプロテクト
スイッチ
∀対象PLC:FP10SH

・ICメモリカードのライトプロテクトスイッチがWP側でない
時、ON
・ICメモリカードのライトプロテクトスイッチがWP側の時、
OFF

R9104
ICメモリカードアクセス禁止
スイッチ
∀対象PLC:FP10SH

・ICメモリカードボードのアクセス許可スイッチがONの時
ON(許可)
・ICメモリカードボードのアクセス許可スイッチがOFFの時
OFF(禁止)

R9105
～R910F 未使用
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9−5
特殊データレジスタ一覧

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

特殊データレジスタは、特定の内容が格納される1ワード(16ビット)のメモリエリアです。
「内容」で書き込み可と説明しているレジスタをのぞいて、データを書き込むことはできません。

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9000 DT90000 自己診断エラーコード

自己診断エラー発生時にエラーコードを格納します。10進数表示でモ
ニタしてください。

自己診断エラーコードの内容は、「エラーコード一覧」
(P.9−50)をご参照ください。

DT9001 DT90001
瞬時停電回数
対象PLC:FP5、FP10

瞬時停電の発生回数を格納します。10進数表示(K定数)で
モニタしてください。

ヒューズ断出力ユニット
(スロットNo.0～15)

対象PLC:FP5、FP10

・ヒューズ断出力ユニット
出力ユニットのヒューズが切れた時に、そのスロットに対応する
ビットがONします。BIN表示でモニタしてください。

＜例＞

DT9002 DT90002

MEWNETーTRの交信異常
マスタユニット
(スロットNo.0～15)

対象PLC:FP3、FP10S、
FP10SH

・MEWNETーTRの交信異常マスタユニット

DT9002
(DT90002)

＜例＞
15 11 7 3 0 (ビットNo.)

15 11 7 3 0 (スロットNo.)

1:ヒューズ断 0:正常

異常I/Oスロットの位置
(スロットNo.0～15)

対象PLC:FP2、FP2SH

・ ー の交信異常マスタユニット
トランスミッタマスタユニットかMEWNET－TRネットワークの交
信状態に異常が発生すると、マスタユニットを装着しているスロッ
トに対応するビットがONします。BIN表示でモニタしてくださ
い。

＜例＞
ヒューズ断出力ユニット
(スロットNo.16～31)

対象PLC:FP5、FP10

DT9002
(DT90002)

＜例＞
15 11 7 3 0 (ビットNo.)

15 11 7 3 0 (スロットNo.)

1:異常 0:正常

DT9003 DT90003

MEWNETーTRの交信異常
マスタユニット
(スロットNo.16～31)

対象PLC:FP3、FP10S、
FP10SH

・異常I/Oスロットの位置
I/Oユニットに異常が発生した時、その装着されたスロットの位置
に対応するビットがONします。BIN表示でモニタしてください。

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo )

1:異常 0:正常

異常I/Oスロットの位置
(スロットNo.16～31)

対象PLC:FP2、FP2SH

DT90002

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo.)

15 11 7 3 0 (スロットNo.)

1:異常 0:正常

DT9006 DT90006 異常高機能ユニット
(スロットNo.0～15)

異常状態となった高機能ユニットを検知すると、そのスロットに対応す
るビットがONします。BIN表示でモニタしてください。

＜例＞
15 11 7 3 0 (ビットNo )

DT9007 DT90007 異常高機能ユニット
(スロットNo.16～31)

15 11 7 3 0 (ビットNo.)

15 11 7 3 0 (スロットNo.)

1:異常 0:正常

DT9006
(DT90006)

DT9010 DT90010
I/O照合異常ユニット
(スロットNo.0～15)

I/Oユニットの装着状態が電源ON時の状態と変化した時に、
そのスロットに対応するビットがONします。BIN表示でモニタしてく
ださい。

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo )

DT9011 DT90011
I/O照合異常ユニット
(スロットNo.16～31)

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo.)

15 11 7 3 0 (スロットNo.)

1:異常 0:正常

DT9010
(DT90010)
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9014 DT90014 演算用補助レジスタ
データシフト命令BSR(F105)またはBSL(F106)を実行した結果、押し
出された1デジットデータが、ビット0～ビット3に格納されます。

DT9015
DT9016

DT90015
DT90016 演算用補助レジスタ

16ビット除算命令(F32,F52)実行時、DT9015(DT90015)に余り16
ビットが格納されます。
32ビット除算命令(F33,F53)実行時、DT9015～DT9016 (DT90015
～DT90016)に余り32ビットが格納されます。

DT9017 DT90017 演算エラー発生アドレス
(保持型)

運転開始後、最初に演算エラーが発生したアドレスが格納されます。
10進数表示でモニタしてください。120Kステップにメモリを増設し
ているFP10SH/FP2SHでは、DT90257の上位バイトがH2の時は第2
プログラムでのエラーです。第1プログラムの場合は、H1です。

DT9018 DT90018 演算エラー発生アドレス
(最新型)

演算エラーが発生したアドレスが格納されます。エラーが発生する度
に更新されます。スキャン先頭では、0になります。10進数表示でモ
ニタしてください。120Kステップにメモリを増設しているFP10SH/
FP2SHでは、DT90258の上位バイトがH2の時は第2プログラムでの
エラーです。第1プログラムの場合は、H1です。

DT9019 DT90019 2.5ms RINGカウンタ 格納値が、2.5ms毎に+1されます。(H0～HFFFF)
2点の値の差 (絶対値)×2.5ms=2点間の経過時間

DT9020 —
プログラム最大値

対象PLC:FP5、FP3、
FP－C

システムレジスタNo.0によって設定されたシーケンスプログラムエリ
アの最終アドレスが格納されます。

— DT90020

プログラム容量の表示

対象PLC:FP10、FP10S、
FP10SH

プログラム容量が10進数で格納されます。
(例) K30:約30Kステップ、

K60:約60Kステップ(メモリ増設時)
— DT90020

プログラム容量の表示

対象PLC:FP2

プログラム容量が10進数で格納されます。
(例) K16:約16Kステップ(K15870)、

K32:約32Kステップ(メモリ増設時)

DT9021
(注)

—
ファイルレジスタ最大値

対象PLC:FP5、FP3、
FP－C

ファイルレジスタの最終No.が格納されます。

DT90021

ファイルレジスタ最大値

対象PLC:FP10SH、FP2
ファイルレジスタの最終No.が格納されます。

— DT90021
(注) コンパイルメモリ残り容量

対象PLC:FP10、FP10S

コンパイルメモリの残り容量が格納されます。
注）FP10SH/FP2SHについては、DT90265～DT90266をご覧くださ
い。

DT9022 DT90022 スキャンタイム(現在値)
スキャンタイムの現在値が格納されます。
[格納値(10進数)]×0.1ms
(例) K50の時は、5ms以内を示します。

スキャンタイム表
示は、RUNモード
時のみ、演算サイ

DT9023 DT90023 スキャンタイム(最小値)
スキャンタイムの最小値が格納されます。
[格納値 (10進数)]×0.1ms
(例) K50の時は、5ms以内を示します。

時のみ、演算サイ
クル時間を表わし
ます。最大値、最
小値は、RUNモー
ドとPROG モード

DT9024 DT90024 スキャンタイム(最大値)
スキャンタイムの最大値が格納されます。
[格納値(10進数)]×0.1ms
(例) K125の時は、12.5ms以内を示します。

ドとPROG.モード
の切り替え時に一
旦クリアされま
す。

注）システムにて使用しています。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9025
(注) DT90025

割り込みユニットからの割り
込みの許可状態
(INT0～15)

対象PLC:FP2以外のPLC

ICTL命令によって設定した内容が格納されます。
BIN表示でモニタしてください。

15 11 7 3 0 (ビットNo.)

15 11 7 3 0 (INT No.)

1:許可
0:禁止

DT9026
(注) DT90026

高機能ユニットからの
割り込みの許可状態
(INT16～23)

対象PLC:FP2以外のPLC

ICTL命令によって設定した内容が格納されます。
BIN表示でモニタしてください。

15 11 7 3 0 (ビットNo.)

23 19 16 (INT No.)

1:許可
0:禁止

DT9027
(注) DT90027 定時割り込みの割り込み間隔

(INT24)

ICTL命令によって設定した内容が格納されます。
K0:定時割り込みを使用しません。
K1～K3000：10ms～30s (FP10/FP10S/FP5/FP3/FP－C)

0.5ms～1.5s (FP10SH/FP2/FP2SH)

DT9028
(注) DT90028 サンプリングトレースの間隔

NPST－GRによって登録した内容が格納されます。
K0:SMPL命令によるサンプリングになります。
K1～K3000(×10ms):10ms～30s

DT9029
(注) DT90029 ブレークアドレス テストラン時に一旦停止している時、そのアドレス(K定数)

を格納します。

DT9030
(注) DT90030 メッセージ0

DT9031
(注) DT90031 メッセージ1

DT9032
(注) DT90032 メッセージ2

MSG命令(F149)にて設定した内容を格納します。
DT9033
(注) DT90033 メッセージ3

MSG命令(F149)にて設定した内容を格納します。

DT9034
(注) DT90034 メッセージ4

DT9035
(注) DT90035 メッセージ5

DT9036 DT90036

RMRD/RMWT命令完了コード

RMRD/RMWT命令 (F152,F153)を実行した結果、異常であればそのエ
ラーコードを格納します。正常終了時は0です。
注）エラーコードの内容は、F152,F153の説明および
「MEWNET－F導入マニュアル」をご参照ください。

異常ユニット表示 マザーボード上に異常ユニットが装着されている場合、そのユニット
のスロットNo.を格納します。10進数表示でモニタしてください。

DT9037 DT90037 サーチ命令用ワーク1 SRC命令(F96)実行時にサーチデータと一致した個数が格納されます。

DT9038 DT90038 サーチ命令用ワーク2 SRC命令(F96)実行時に最初に一致したデータの相対位置が格納され
ます。

DT9039 DT90039 SEND/RECV命令完了コード

SEND/RECV命令(F145,F146)を実行した結果、異常があればそのエ
ラーコードを格納します。正常終了時は0です。
注）エラーコードの内容は、F145,F146の説明および

MEWNETリンク系のマニュアルをご参照ください。

注）システムにて使用しています。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP–C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9053 DT90053
(注)

カレンダタイマモニタ
(時・分)

カレンダタイマの時・分データが格納されます。読み出しのみ可能
で、書き込みはできません。

下位バイト上位バイト

時データH00～H23 分データH00～H59

DT9054 DT90054
(注) カレンダタイマ(分・秒)

カレンダタイマの年・月・日・時・分・秒・曜日データが格納されま
す。内蔵カレンダタイマは、2099年まで対応、うるう年にも対応して
います。
プログラミングツールまたは転送命令(F0)を使用したプログラムで値
を書き込むことにより、カレンダタイマの設定(時刻合わせ)ができま

DT9055 DT90055
(注) カレンダタイマ(日・時)

を書き込むことにより、カレンダタイマの設定(時刻合わせ)ができま
す。

下位バイト上位バイト

DT9056 DT90056
(注) カレンダタイマ(年・月)

分データ
(H00～H59)

秒データ
(H00～H59)

日データ
(H01～H31)

時データ
(H00～H23)

DT9054
(DT90054)
DT9055
(DT90055)

DT9057 DT90057
(注) カレンダタイマ(曜日)

年データ
(H00～H99)

月データ
(H01～H12)

ー
曜日データ
(H00～H06)

DT9056
(DT90056)
DT9057
(DT90057)

DT9058 DT90058
(注)

カレンダタイマ時間設定
及び30秒補正

内蔵カレンダタイマの時刻合わせに使用します。
●プログラムで時刻合わせをする
DT9058(DT90058)の最上位ビットを１にすると、F0命令でDT9054
～DT9057(DT90054～DT90057)に書き込んだ時刻になります。時刻
合わせを実行した後、DT9058(DT90058)は０にクリアされます。
(F0命令以外では実行できません。)

＜例＞X0:ONで５日12時０分０秒に合わせる

注）ツールソフトまたはFPプログラマIIのデータモニタ機能を使って
DT9054～DT9057(DT90054～DT90057)の値を書き換えた場合
は、書き込んだ時点で時刻合わせが実行されますので、
DT9058(DT90058)への書き込みは不要です。

●30秒以内のずれを補正する
DT9058(DT90058)の最下位ビットを１にすると、繰り上げまたは繰
り下げを行い、０秒ちょうどになります。補正を実行した後、
DT9058(DT90058)は０にクリアされます。

＜例＞X0:ONで０秒に補正する

実行時点で０秒～29秒のときは繰り下げ、30秒～59秒のときは繰り上
げされます。
上記例では、５分29秒であれば、５分０秒になります。

５分35秒であれば、６分０秒になります。

X0
DF F0 MV, H 0, DT9054

F0 MV, H 512, DT9055

F0 MV, H8000, DT9058

０分０秒を設定

５日12時を設定

時刻合わせ

X0
DF F0 MV, H 1, DT9058 ０秒に補正

注）FP2では、カレンダタイマ付の増設メモリユニットが必要です。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9059
(注) DT90059 シリアル通信異常コード

通信異常発生時に通信ステータスと
して、システムにて使用します。

上位バイト 下位バイト

15 11 7 3

RS232C
ポート

ツール
ポート

0

DT9060 DT90060 ステップラダー工程
(0～15)

DT9061 DT90061 ステップラダー工程
(16～31)

DT9062 DT90062 ステップラダー工程
(32～47)

DT9063 DT90063 ステップラダー工程
(48～63)

DT9064 DT90064 ステップラダー工程
(64～79)

DT9065 DT90065 ステップラダー工程
(80～95)

DT9066 DT90066 ステップラダー工程
(96～111)

DT9067 DT90067 ステップラダー工程
(112～127)

DT9068 DT90068 ステップラダー工程
(128～143)

ステップラダー工程の起動状態を示します。工程が起動すると、その
工程No.に対応するビットがONします。
BIN表示でモニタしてください。

DT9069 DT90069 ステップラダー工程
(144～159)

BIN表示でモニタしてください。

DT9070 DT90070 ステップラダー工程
(160～175)

DT9060
＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo.)

DT9071 DT90071 ステップラダー工程
(176～191)

DT9060
(DT90060) 15 11 7 3 0 (工程No.)

1 起動中 0 停止中
DT9072 DT90072 ステップラダー工程

(192～207) プログラミングツールを使用してデータを書き込むことができます。

1:起動中 0:停止中

DT9073 DT90073 ステップラダー工程
(208～223)

プログラミングツールを使用してデータを書き込むことができます。

DT9074 DT90074 ステップラダー工程
(224～239)

DT9075 DT90075 ステップラダー工程
(240～255)

DT9076 DT90076 ステップラダー工程
(256～271)

DT9077 DT90077 ステップラダー工程
(272～287)

DT9078 DT90078 ステップラダー工程
(288～303)

DT9079 DT90079 ステップラダー工程
(304～319)

DT9080 DT90080 ステップラダー工程
(320～335)

注）システムにて使用しています。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9081 DT90081 ステップラダー工程
(336～351)

DT9082 DT90082 ステップラダー工程
(352～367)

DT9083 DT90083 ステップラダー工程
(368～383)

DT9084 DT90084 ステップラダー工程
(384～399)

DT9085 DT90085 ステップラダー工程
(400～415)

DT9086 DT90086 ステップラダー工程
(416～431)

DT9087 DT90087 ステップラダー工程
(432～447)

DT9088 DT90088 ステップラダー工程
(448～463)

DT9089 DT90089 ステップラダー工程
(464～479) ステップラダー工程の起動状態を示します。工程が起動すると、その

DT9090 DT90090 ステップラダー工程
(480～495)

ステップラダー工程の起動状態を示します。工程が起動すると、その
工程No.に対応するビットがONします。
BIN表示でモニタしてください。

DT9091 DT90091 ステップラダー工程
(496～511)

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo.)

DT9092 DT90092 ステップラダー工程
(512～527) DT9100

(DT91000)

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo.)

655 651 647 643 640 (工程N )
DT9093 DT90093 ステップラダー工程

(528～543)

(DT91000) 655 651 647 643 640 (工程No.)

1:起動中 0:停止中

DT9094 DT90094 ステップラダー工程
(544～559)

プログラミングツールを使用してデータを書き込むことができます。

DT9095 DT90095 ステップラダー工程
(560～575)

DT9096 DT90096 ステップラダー工程
(576～591)

DT9097 DT90097 ステップラダー工程
(592～607)

DT9098 DT90098 ステップラダー工程
(608～623)

DT9099 DT90099 ステップラダー工程
(624～639)

DT9100 DT90100 ステップラダー工程
(640～655)

DT9101 DT90101 ステップラダー工程
(656～671)

DT9102 DT90102 ステップラダー工程
(672～687)
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9103 DT90103 ステップラダー工程
(688～703)

DT9104 DT90104 ステップラダー工程
(704～719)

DT9105 DT90105 ステップラダー工程
(720～735)

DT9106 DT90106 ステップラダー工程
(736～751)

DT9107 DT90107 ステップラダー工程
(752～767)

DT9108 DT90108 ステップラダー工程
(768～783)

DT9109 DT90109 ステップラダー工程
(784～799)

DT9110 DT90110 ステップラダー工程
(800～815)

ステップラダー工程の起動状態を示します。工程が起動すると、その

DT9111 DT90111 ステップラダー工程
(816～831)

ステップラダー工程の起動状態を示します。工程が起動すると、その
工程No.に対応するビットがONします。
BIN表示でモニタしてください。

DT9112 DT90112 ステップラダー工程
(832～847)

DT9120

＜例＞ 15 11 7 3 0 (ビットNo.)

DT9113 DT90113 ステップラダー工程
(848～863)

DT9120
(DT90120)

975 971 967 963 960 (工程No.)

DT9114 DT90114 ステップラダー工程
(864～879)

975 971 967 963 960 (工程No.)

1:起動中 0:停止中

DT9115 DT90115 ステップラダー工程
(880～895) プログラミングツールを使用してデータを書き込むことができます｡

DT9116 DT90116 ステップラダー工程
(896～911)

DT9117 DT90117 ステップラダー工程
(912～927)

DT9118 DT90118 ステップラダー工程
(928～943)

DT9119 DT90119 ステップラダー工程
(944～959)

DT9120 DT90120 ステップラダー工程
(960～975)

DT9121 DT90121 ステップラダー工程
(976～991)

DT9122 DT90122
ステップラダー工程
(992～999)
(上位バイトは未使用)

DT9123 DT90123 未使用

DT9124 DT90124 未使用
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9125 DT90125 未使用

DT9126
(注) DT90126 強制入出力実行局表示 強制入出力を実行したユニットNo.を表示します。

DT9127
(注) DT90127

MEWNET－F

MEWNET－F
リモートI/Oサービス回数
が格納されます。

下位バイト上位バイト

マスタ2 マスタ1

15 0

DT9128
(注) DT90128

MEWNET－F
リモートI/Oサービス回数

MEWNET－F
リモートI/Oサービス回数
が格納されます。

下位バイト上位バイト

マスタ4 マスタ3

15 0

DT9129 DT90129 未使用

DT9130 DT90130 未使用

DT9131 DT90131

MEWNET－F異常子局確認
[DT9132～DT9135
(DT90132～DT90135)
の表示内容及びマスタの選択]

DT9131 (DT90131)の格納値に応じて、DT9132～DT9135
(DT90132～DT90135)で表示する内容が変わります。表示したい内容
の設定値をプログラミングツールを使用して書き込んでください(転
送命令(F0)による設定も可能です)。
上位バイトに表示内容を示すコード(H0またはH1)、下位バイトに表
示するマスタを示すコード(H0～H3)を設定します。

下位バイト上位バイト
DT9131:
(DT90131)

表示マスタ
H0:マスタ1
H1:マスタ2
H2:マスタ3
H3:マスタ4

表示内容
H0:異常子局
H1: I/O照合異常子局
瞬時停電発生子局

注）システムにて使用しています。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

MEWNET－F異常子局(現在値)
(DT9131/DT90131=
H0～H3時)

異常が発生しているMEWNET－Fの局No.に対応しているビットが
ONになります。BIN表示でモニタしてください。

DT9133:
(DT90133)

15 0 (ビットNo.)

32 17 (子局No.)

1:異常子局 0:正常子局

DT9132:
(DT90132)

15 0 (ビットNo.)

16 1 (子局No.)

DT9132
DT9133

DT90132
DT90133

MEWNET－F子局セット
I/O照合異常子局
(DT9131/DT90131=
H100～H103時)

MEWNET－F子局セットユニットの装着状態が、電源投入時と比べ
て変化した時に、その子局のNo.に対応しているビットがONになりま
す。
BIN表示でモニタしてください。

DT9133:
(DT90133)

15 0 (ビットNo.)

32 17 (子局No.)

1:異常子局 0:正常子局

DT9132:
(DT90132)

15 0 (ビットNo.)

16 1 (子局No.)

DT9134 DT90134

MEWNET－F異常子局
(累積値)
(DT9131/DT90131=
H0～H3時)

異常が発生しているMEWNET－Fの局No.に対応しているビットが
ONになります。BIN表示でモニタしてください。

DT9135:
(DT90135)

15 0 (ビットNo.)

32 17 (子局No.)

1:異常子局 0:正常子局

DT9134:
(DT90134)

15 0 (ビットNo.)

16 1 (子局No.)

DT9134
DT9135

DT90134
DT90135

MEWNET－F
瞬時停電発生子局
(DT9131/DT90131=
H100～H103時)

MEWNET－Fの子局セットに瞬時停電が発生すると、その子局の
No.に対応しているビットがONになります。BIN表示でモニタしてく
ださい。

DT9135:
(DT90135)

15 0 (ビットNo.)

32 17 (子局No.)

1:異常子局 0:正常子局

DT9134:
(DT90134)

15 0 (ビットNo.)

16 1 (子局No.)
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9136
DT9137

DT90136
DT90137 MEWNET－F異常コード

8種類のエラー内容を1バイトで表します。

交信異常

1:異常

0:正常

マスタ2 マスタ1

15 0DT9136:
(DT90136)

マスタ4 マスタ3

15 0
DT9137:
(DT90137)

伝送異常

禁止ユニット実装

終端局エラー
スロット数オーバー

I/O点数オーバー

瞬時停電発生

I/Oユニット異常

DT9138 DT90138 未使用

DT9139 DT90139 未使用

DT9140
(※1)

DT90140 PLC間リンク0の受信回数 RINGカウンタ

DT9141
(※1)

DT90141 PLC間リンク0の受信間隔 現在値 (×2.5ms)

DT9142
(※1)

DT90142 PLC間リンク0の受信間隔 最小値 (×2.5ms)

DT9143
(※1)

DT90143 MEWNET－W/P
PLC間リンクステータス

PLC間リンク0の受信間隔 最大値 (×2.5ms)

DT9144

(※1)
DT90144

PLC間リンクステータス
[PLC間リンク０(W/P)]
(※2)(※3) PLC間リンク0の送信回数 RINGカウンタ

DT9145

(※1)
DT90145 PLC間リンク0の送信間隔 現在値 (×2.5ms)

DT9146
(※1)

DT90146 PLC間リンク0の送信間隔 最小値 (×2.5ms)

DT9147
(※1)

DT90147 PLC間リンク0の送信間隔 最大値 (×2.5ms)

注）※1 システムにて使用しています。
※2 システムレジスタNo.46=K0の時、1本目:PLC間リンク0、2本目:PLC間リンク1

システムレジスタNo.46=K1の時、1本目:PLC間リンク1、2本目:PLC間リンク0
※3 対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH

MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9148
(※1) DT90148 PLC間リンク1の受信回数 RINGカウンタ

DT9149
(※1) DT90149 PLC間リンク1の受信間隔 現在値 (×2.5ms)

DT9150
(※1) DT90150 PLC間リンク1の受信間隔 最小値 (×2.5ms)

DT9151
(※1) DT90151 MEWNET－W/P

PLC間リンクステータス
PLC間リンク1の受信間隔 最大値 (×2.5ms)

DT9152
(※1) DT90152

PLC間リンクステータス
[PLC間リンク1(W/P)]
(※2)(※3) PLC間リンク1の送信回数 RINGカウンタ

DT9153
(※1) DT90153 PLC間リンク1の送信間隔 現在値 (×2.5ms)

DT9154
(※1) DT90154 PLC間リンク1の送信間隔 最小値 (×2.5ms)

DT9155
(※1) DT90155 PLC間リンク1の送信間隔 最大値 (×2.5ms)

DT9156
(※1) DT90156 MEWNET－W/P

PLC間リンクステータス
PLC間リンク0受信間隔測定用ワーク

DT9157
(※1) DT90157

PLC間リンクステータス
[PLC間リンク0(W/P)]
(※2)(※3) PLC間リンク0送信間隔測定用ワーク

DT9158
(※1) DT90158 MEWNET－W/P

PLC間リンクステータス
PLC間リンク1受信間隔測定用ワーク

DT9159
(※1) DT90159

PLC間リンクステータス
[PLC間リンク1(W/P)]
(※2)(※3) PLC間リンク1送信間隔測定用ワーク

DT9160 DT90160 リンクユニットNo.
[W/Pリンク1](※3) リンク1のユニットNo.が格納されます。

DT9161 DT90161 異常フラグ[W/Pリンク1]
(※3) リンク1の異常フラグが格納されます。

DT9162 (DT90162 リンクユニットNo.
[W/Pリンク2](※3) リンク2のユニットNo.が格納されます。

DT9163 DT90163 異常フラグ[W/Pリンク2]
(※3) リンク2の異常フラグが格納されます。

注）※1 システムにて使用しています。
※2 システムレジスタNo.46=K0の時、1本目:PLC間リンク0、2本目:PLC間リンク1

システムレジスタNo.46=K1の時、1本目:PLC間リンク1、2本目:PLC間リンク0
※3 対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH

MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9164 DT90164 リンクユニットNo.
[W/Pリンク3](注) リンク3のユニットNo.が格納されます。

DT9165 DT90165 異常フラグ[W/Pリンク3]
(注) リンク3の異常フラグが格納されます。

— DT90166

リンクユニットNo.
[W/Pリンク4]

対象PLC: FP10、FP10S、
FP2、FP2SH

リンク4のユニットNo.が格納されます。

— DT90167
異常フラグ[W/Pリンク4]

対象PLC: FP10、FP10S、
FP2、FP2SH

リンク4の異常フラグが格納されます。

— DT90168

リンクユニットNo.
[W/Pリンク5]

対象PLC: FP10、FP10S、
FP2、FP2SH

リンク5のユニットNo.が格納されます。

— DT90169
異常フラグ[W/Pリンク5]

対象PLC: FP10、FP10S、
FP2、FP2SH

リンク5の異常フラグが格納されます。

DT9170 DT90170 PLC間リンクアドレス重複先

DT9171 DT90171
光伝送系テストのテスト結果
注）MEWNET－Pリンクユニットのマニュアルをご覧ください。

DT9172 DT90172 トークン紛失回数

DT9173 DT90173 (2重トークン回数)

DT9174 DT90174 MEWNET－W/P
リンクステータス
[ リンク ] 注

無信号状態回数

DT9175 DT90175

リンクステータス
[W/Pリンク1](注)

同期異常回数

DT9176 DT90176 送信NACK

DT9177 DT90177 送信NACK

DT9178 DT90178 送信WACK

DT9179 DT90179 送信WACK

注）対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH
MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9180 DT90180 送信アンサー

DT9181 DT90181 送信アンサー

DT9182 DT90182 未定義コマンド

DT9183 DT90183 パリティエラー回数

DT9184 DT90184 End Code受信エラー

DT9185 DT90185 フォーマットエラー

DT9186 DT90186 MEWNET－W/P
リンクステータス

NOTサポート

DT9187 DT90187
リンクステータス
[W/Pリンク1](注) 自己診断結果

DT9188 DT90188 ループ切換回数

DT9189 DT90189 リンク不可状態発生回路

DT9190 DT90190 主ループ入力断線回数

DT9191 DT90191 副ループ入力断線回数

DT9192 DT90192 ループ再構成処理中

DT9193 DT90193 ループ運転モード

DT9194 DT90194 ループ入力状態

注）対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH
MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9195 DT90195

MEWNET－Hリンク
ステータス
/リンクユニットNo.
(Hリンク1)(※1)

・上位バイトにHリンク1の
リンクステータス情報が格
納されます。

・下位バイトにHリンク1の
ユニットNo.が格納されま
す。

リンクステータス
(※2)

ユニットNo.

15 0

DT9196 DT90196

MEWNET－Hリンク
ステータス
/リンクユニットNo.
(Hリンク2)(※1)

・上位バイトにHリンク2の
リンクステータス情報が格
納されます。

・下位バイトにHリンク2の
ユニットNo.が格納されま
す。

リンクステータス
(※2)

ユニットNo.

15 0

DT9197 DT90197

MEWNET－Hリンク
ステータス
/リンクユニットNo.
(Hリンク3)(※1)

・上位バイトにHリンク3の
リンクステータス情報が格
納されます。

・下位バイトにHリンク3の
ユニットNo.が格納されま
す。

リンクステータス
(※2)

ユニットNo.

15 0

DT9198～ DT90198～

未使用
DT9199

～

DT90199
～

未使用

DT9200 DT90200 PLC間リンクアドレス重複先

DT9201 DT90201
光伝送系テストのテスト結果
注）MEWNET－Pリンクユニットのマニュアルをご覧ください。

DT9202 DT90202 トークン紛失回数

DT9203 DT90203 MEWNET－W/P
リンクステータス
[ リンク ] ※

(2重トークン回数)

DT9204 DT90204

リンクステータス
[W/Pリンク2](※3)

無信号状態回数

DT9205 DT90205 同期異常回数

DT9206 DT90206 送信NACK

DT9207 DT90207 送信NACK

DT9208 DT90208 MEWNET－W/P
リンクステータス

送信WACK

DT9209 DT90209
リンクステータス
[W/Pリンク2](注) 送信WACK

注）※1 対象PLC FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
FP2とFP2SHはW2モードで使用

※2 システムにて使用しています。
※3 対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH

MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9210 DT90210 送信アンサー

DT9211 DT90211 送信アンサー

DT9212 DT90212 未定義コマンド

DT9213 DT90213 パリティエラー回数

DT9214 DT90214 End Code受信エラー

DT9215 DT90215 フォーマットエラー

DT9216 DT90216

MEWNET－W/P

NOTサポート

DT9217 DT90217
MEWNET－W/P
リンクステータス
[W/Pリンク2](注)

自己診断結果

DT9218 DT90218

[ / リンク ](注)

ループ切換回数

DT9219 DT90219 リンク不可状態発生回数

DT9220 DT90220 主ループ入力断線回線

DT9221 DT90221 副ループ入力断線回数

DT9222 DT90222 ループ再構成処理中

DT9223 DT90223 ループ運転モード

DT9224 DT90224 ループ入力状態

DT9225

DT9229

～ DT90225

DT90229

～

未使用

注）対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH
MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9230 DT90230 PLC間リンクアドレス重複先

DT9231 DT90231
光伝送系テストのテスト結果
注）MEWNET－Pリンクユニットのマニュアルをご覧ください。

DT9232 DT90232 トークン紛失回数

DT9233 DT90233 (2重トークン回数)

DT9234 DT90234 無信号状態回数

DT9235 DT90235 同期異常回数

DT9236 DT90236 送信NACK

DT9237 DT90237

MEWNET－W/P

送信NACK

DT9238 DT90238

MEWNET－W/P

リンクステータス

[W/Pリンク3](注)
送信WACK

DT9239 DT90239 送信WACK

DT9240 DT90240 送信アンサー

DT9241 DT90241 送信アンサー

DT9242 DT90242 未定義コマンド

DT9243 DT90243 パリティエラー回数

DT9244 DT90244 End Code受信エラー

DT9245 DT90245 フォーマットエラー

DT9246 DT90246 NOTサポート

注）対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH
MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

DT9247 DT90247 自己診断結果

DT9248 DT90248 ループ切換回数

DT9249 DT90249 リンク不可状態発生回数

DT9250 DT90250
MEWNET－W/P
リンクステータス

主ループ入力断線回数

DT9251 DT90251

リンクステータス
[W/Pリンク3](注)

副ループ入力断線回数

DT9252 DT90252 ループ再構成処理中

DT9253 DT90253 ループ運転モード

DT9254 DT90254 ループ入力状態

注）対象PLC MEWNET－W：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3、FP－C、FP2、FP2SH
MEWNET－P：FP10、FP10S、FP10SH、FP5、FP3
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

— DT90255
ツールポート用局番設定
スイッチモニタ

対象PLC:FP10SH､FP2SH
局番(H1～H32)がBCL2桁で格納されます。

— DT90256
COMポート用局番設定
スイッチモニタ
対象PLC:FP10SH､FP2SH

局番(H1～H32)がBCL2桁で格納されます。

— DT90257
演算エラー発生プログラム番号
対象PLC:FP10SH､FP2SH

RUN後、演算エラーが第1プログラムで最初に発生した場合はH1、第
2プログラムで発生した場合はH2が上位バイトに格納されます。

— DT90258
演算エラー発生プログラム番号
対象PLC:FP10SH､FP2SH

演算エラーが第1プログラムで発生した場合はH1、第2プログラムで
発生した場合はH2が上位バイトに格納されます。

— DT90259
ブレーク発生プログラム番号
対象PLC:FP10SH､FP2SH

テストラン時に第1プログラムでブレークしている場合はH1、第2プ
ログラムでブレークしている場合はH2が格納されます。

— DT90260
ICメモリカード種類
対象PLC:FP10SH､FP2SH

①FLASH EEPROMの時、H5
②SRAMの時、H6
③FP10SHの場合、混在タイプの時、H506
④属性情報が書き込まれていないカードの時、H6
⑤書き込みしていないカードの時、H6
上記以外の時は、自己診断エラー56になります。

— DT90261
ICメモリカード容量1
対象PLC:FP10SH､FP2SH

装着しているICメモリカードの容量が格納されます。
[格納値(10進数)]kB
FP10SHの混在タイプの場合は、SRAM部分の容量です。

— DT90262
ICメモリカード容量2
対象PLC:FP10SH､FP2SH

FP10SHの混在タイプのICメモリカードを装着している場合、
FLASH ROM部分の容量が格納されます。
[格納値(10進数)]kB

— DT90263
ファイルレジスタバンク
現在値
対象PLC:FP2SH

ファイルレジスタバンクの現在値が格納されます。

— DT90264
ファイルレジスタバンク
退避No.
対象PLC:FP2SH

ファイルレジスタバンクの退避No.が格納されます。

— DT90265
コンパイルメモリ
残り容量
対象PLC:FP10SH､FP2SH

コンパイルメモリ残り容量が格納されます。プログラムメモリが
120Kステップの場合は、第1プログラムの値が格納されます。

— DT90266
コンパイルメモリ
残り容量(第2プログラム用)
対象PLC:FP10SH､FP2SH

プログラムメモリが120Kステップの場合は、第2プログラムについ
て、コンパイルメモリ残り容量が格納されます。

— DT90267 未使用

— DT90268
インデックスレジスタバン
ク、現在値
対象PLC:FP10SH､FP2SH

インデックスレジスタバンクの現在値が格納されます。

— DT90269
インデックスレジスタバン
ク、退避No.
対象PLC:FP10SH､FP2SH

インデックスレジスタバンクの退避No.が格納されます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

— DT90399 未使用

— DT90400
異常報知リレーの
総ON点数
対象PLC:FP10SH､FP2SH

ONしている異常報知リレーの総点数を格納します。
(最大500個)
RST DT90400命令にて異常報知バッファ内の全データをクリアしま
す｡

X1
DF R DT90400

— DT90401
第1番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

1番目にONした異常報知リレーの番号を格納します。
RST命令にてリレーのクリアが行えます。

<例1>リレー番号を直接指定する場合
格納されている
リレー番号の指定

X1
DF R

E12

X1
DF R DT90401

<例2>特殊データレジスタを直接指定する場合

— DT90402
第2番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90403
第3番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90404
第4番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90405
第5番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

ONした異常報知リレーの番号を格納します。
RST命令にて指定した異常報知リレーのクリアが行えます。

クリアしたい

— DT90406
第6番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

クリアしたい
リレー番号の指定

X1
DF R

E12

— DT90407
第7番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

DF R

(特殊データレジスタを指定してのクリアはできません)

— DT90408
第8番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

(特殊データレジスタを指定してのクリアはできません)

— DT90409
第9番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90410
第10番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH
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レジスタ番号

FP5/FP3/
FP－C

FP10/FP10S/
FP10SH/
FP2/FP2SH

名称 内容

— DT90411
第11番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90412
第12番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90413
第13番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90414
第14番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

ONした異常報知リレーの番号を格納します。
RST命令にて指定した異常報知リレーのクリアが行えます。

クリアしたい

— DT90415
第15番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

クリアしたい
リレー番号の指定

X1
DF R

E12

— DT90416
第16番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

DF R

(特殊データレジスタを指定してのクリアはできません)

— DT90417
第17番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90418
第18番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90419
第19番目にONした
異常報知リレー
対象PLC:FP10SH､FP2SH

— DT90420
DT90401に格納されている
データがONした時刻(分／秒)
対象PLC:FP10SH､FP2SH

DT90401に格納されている、第1番目の異常報知リレーのONした時刻
(分／秒)を格納します。

— DT90421
DT90401に格納されている
データがONした時刻(日／時)
対象PLC:FP10SH､FP2SH

DT90401に格納されている、第1番目の異常報知リレーのONした時刻
(日／時)を格納します。

— DT90422
DT90401に格納されている
データがONした時刻(年／月)
対象PLC:FP10SH､FP2SH

DT90401に格納されている、第1番目の異常報知リレーのONした時刻
(年／月)を格納します。
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(1)｢ERROR｣点灯時のエラー内容の確認
CPUユニットの前面にあるLED「ERROR」が点灯し
た場合、「自己診断エラー」または「文法チェックエ
ラー」が発生しています。エラー内容を確認し、処
置してください。

■エラーの確認方法

<手順>
1．プログラミングツールを使用して、エラーコード
を読み出してください。

[ツールソフト]
「ステータス表示」(ファンクション一覧)を実行す
ると、エラーコードとその内容が表示されます。

[FPプログラマII]

・「文法チェックエラー」の場合は、接続するだ
けでエラーコードとメッセージが表示されま
す。

・「自己診断エラー」の場合は、次のようにキー
を操作してください。
オール
クリア

(ー)
操作 1 1 0 登録

読出
▼

自己診断エラーコードが表示されます。

2．読み出したエラーコードにしたがって、「エラーコー
ド一覧」でエラー内容を確認してください。

■自己診断エラー

異常が発生したときに、CPUユニットの自己診断機
能によって、検出されるエラーです。
自己診断機能では、ウォッチドグタイマの監視、メ
モリ異常検出、入出力異常検出等の監視を行ってい
ます。

●自己診断エラーが発生すると

・CPUユニットのERROR LEDが点灯します。

・エラー内容、システムレジスタの設定によって
は、CPUユニットの運転が停止する場合がありま
す。

・エラーコードが特殊データレジスタDT9000
(FP10S、FP10SHではDT90000)に格納されます。

●自己診断エラーの解除
1ツールソフトを使って
“ステータス表示"のメニューで、“エラークリア"
を実行してください。エラーコード43以上のエラー
がクリアできます。
(NPST－GRの場合は、Ver3.1以降が必要です。)

2 FPプログラマを使って

次のようにキー操作してください。エラーコード43
以上のエラーがクリアできます。
オール
クリア

(ー)
操作 1 1 2 登録

シフト
命令

(削除)
挿入

イニシャライズスイッチを使って、エラーをクリア
することもできます。ただし、この場合、演算用
メモリの内容もクリアされます。

PROG.モードで電源を入れ直してもエラーをクリ
アできます。ただし、保持型データ以外の演算メ
モリの内容はクリアされます。

自己診断エラーセット命令(F148)によって、エラー
をクリアすることもできます。

●自己診断エラーの処置

処置方法はエラー内容によって異なります。詳細に
ついては、確認したエラーコードにしたがって、自
己診断エラー一覧表をご参照ください。

■文法チェックエラー

書き込まれているプログラムに、文法エラーや設定
に合わない内容が含まれている場合に、トータルチェッ
クで検知されるエラーです。

RUNモードに切り替えると、トータルチェックが自
動的に実施され、文法エラーによる誤動作を防ぎま
す。

●文法チェックエラーが検知されると

・ERROR LEDが点灯します。

・RUNモードにしても運転が開始されません。

●文法チェックエラーの解除

・PROG.モードにすると、エラー検知状態は解除さ
れ、ERROR LEDは消灯します。

●文法チェックエラーの処置

・PROG.モードに切り替えて、プログラミングツー
ルを接続したまま、オンラインでトータルチェッ
ク機能を実行すると、エラーの内容とエラー発生
アドレスを読み出すことができます。
読み出した内容にしたがって、プログラムし直し
てください。
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(2)文法チェックエラー一覧

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法

E1 文法エラー 停止 文法に誤りのあるシーケンスプログラムが書き込まれてい
ます。

∀ PROG.モードに切り替えて、誤りを直してください。

E2
(注)

2重出力エラー 停止 アウト命令やキープ命令で同じリレーを複数回使用してい
ます。

∀ PROG.モードに切り替えて、リレーは1プログラム中1回
のみ出力するようにプログラムし直してください。
または、システムレジスタNo.20にて2重出力の許可を
選択してください。

E3 ペア命令不成立 停止 ジャンプ(JPとLBL)のようにペアで使用する命令で、一方
が欠けているか、位置関係に誤りがあるために実行できま
せん。

∀ PROG.モードに切り替えて、ペアで使用する2つの命令
を正しい位置に入力してください。

E4 パラメータミスマッチエラー 停止 システムレジスタの設定に合わない命令語が書き込まれて
います。例えば、タイマ/カウンタの範囲設定とプログラ
ムでの番号指定が合致していません。

∀ PROG.モードに切り替えて、システムレジスタの内容を
確認し、設定と命令語を合致させてください。

E5
(注)

命令位置エラー 停止 書き込めるエリア(主プログラムエリア、副プログラムエ
リア)が決まっている命令が、そのエリア以外の位置に書
き込まれています(サブルーチンSUB～RETが、ED命令よ
りも前にあるなど)。

∀ PROG.モードに切り替えて、所定のエリアに命令を入力
してください。

E6 コンパイル
メモリフルエラー

∀対象PLC: FP10S/FP10SH

停止 全プログラムをコンパイルすることができませんでした。

∀ PROG.モードに切り替えて、プログラムの総ステップ数
を減らしてください。
メモリを増設していないFP10/FP10SHでは、メモリを
増設すると、コンパイル可能になります。

E7 応用命令
オペコード組み合わせエラー

停止 連続実行するように書き込まれた複数の応用命令のなか
に、毎スキャン実行型と微分実行型が混在しています。

∀毎スキャン実行型と微分実行型は別々にまとめて、それ
ぞれに実行条件をつけてください。

E8 応用命令
オペランド組み合わせエラー

停止 複数のオペランドで組み合わせが決まっている命令(種類を
同じにする、など)で、その組み合わせに誤りがあります。

∀正しい組み合わせでオペランドを登録してください。

E9 プログラム無しエラー

∀対象PLC: FP10S/FP10SH
停止 ・プログラムの初期化が行われていません。

・プログラムが破壊されています。
∀プログラムをオールクリアしてください。
ツールソフトをご使用の場合は、プログラムを再度転送
してください。

E10 RUN中書き換え文法エラー 運転
継続

ツールソフトの画素I/O入力方式で、RUN中書き換えがで
きない命令語(ED、LBL、SUB、RET、INT、IRET、
SSTP、STPE)を削除、追加または順序変更しようとして
います。CPUユニットには何も書き込まれていません。

注）文法に間違いのある書き換えをRUN中に実行しようとした場合にも、検出されるエラーです。この場合は、CPUユニット
には何も書き込まれていません。また、運転は継続されます。
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(3)自己診断エラー一覧

コード 名称 運転 内容説明と処置

E20 CPU異常 停止 ハードウェアの異常が考えられます。

∀弊社にご連絡ください。

E21
E22
E23
E24
E25

RAM異常 停止 内蔵RAMの不良が考えられます。
∀弊社にご連絡ください。

E26 ユーザROM異常
∀対象PLC:FP3/FP10SH

停止 装着されたROMに異常が考えられます。
・ROMが装着されていない。
・ROMの内容が壊れている。
・ROMに格納されているプログラム容量が本体RAMよ
り大きい。

∀ ROM内容をチェックしてください。

E27 高機能ユニット装着制限 停止 高機能ユニットの装着数が制限を越えています
(リンクユニットを4台以上装着している、など)。
∀一旦電源を切り、各ユニットについて装着条件を満た
すように装着内容を再構成してください。

E28 システムレジスタ異常 停止 システムレジスタの内容があり得ない値になっていま
す。
∀システムレジスタの内容の見直し、またはイニシャ
ライズを実行してください。

E29 システムバスタイムアウト
∀対象PLC:FP3

停止 弊社にご連絡ください。

E30 割り込み異常0 停止 ハードウェアの異常が考えられます。
∀弊社にご連絡ください。

E31 割り込み異常1 停止 割り込み要求が発生していないのに、割り込みが発生し
ました。ハードウェア異常またはノイズによる誤動作が
考えられます。
∀一旦電源を切り、ノイズ環境をチェック・整備してく
ださい。

E32 割り込み異常2 停止 割り込み要求が発生していないのに、割り込みが発生し
ました。ハードウェア異常またはノイズによる誤動作が
考えられます。
∀一旦電源を切り、ノイズ環境をチェック・整備してく
ださい。
発生した割り込みに対応する割り込みプログラムがあり
ません。
∀割り込みプログラムの番号を確認して、割り込み要求
に対応したものに変更してください。

E33 マルチCPU
機能設定データ不一致
(CPU2でのみ報知)

CPU2
停止

マルチCPUシステムで使用している時に発生するエラー
です。
∀マルチCPUシステム導入マニュアルのエラーについて
の記述をご参照ください

E34 I/Oステータス異常 停止 異常ユニットが装着されています。
∀スロット番号をDT9036(FP10S/FP10SHでは
DT90036)で確認し、異常ユニットを正常なユニット
に交換してください。

E35 MEWNET－F
子局セット上の禁止ユニット装着
エラー

停止 子局のマザーボード上にリモートI/Oシステムで使用で
きないユニットが装着されています。
∀装着禁止ユニットを取り除いてください。
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コード 名称 運転 内容説明と処置

E36 MEWNET－F
リモートI/O使用制限

停止 リモートI/Oシステムでのスロット数またはI/O点数が制
限を越えています。
∀スロット数およびI/O点数が制限内になるようにして
ください。

E37 MEWNET－F
リモートI/Oマップ重複エラー
または範囲越えエラー

停止 通常I/Oマップ、リモートI/O(マスタ1～マスタ4)マップ
の設定に重複や範囲越えがあります。
∀各I/Oマップを重複しないように、また範囲を越えな
いように設定し直してください。

E38 MEWNET－F
I/Oターミナル登録異常

停止 リモートI/Oターミナルボード、リモートI/Oターミナル
ユニット、I/Oリンクユニットに対するI/Oマップ登録に
誤りがあります。誤りがあります。
∀各子局のI/O占有点数を確認し、正しく設定し直して
ください。

E39 ICメモリカード
読み出し異常
∀対象PLC:FP10S/FP10SH

停止 ICメモリカードからプログラム読み出し(ディップス
イッチ3設定による自動読み出し、またはF14(PGRD)命
令によるプログラム入れ替え)を実行する際に、
・ICメモリカードが装着されていない
・プログラムファイルが無い、または破壊されている
・書き込みが禁止されている。
・AUTOEXEC.SPGが異常である。
・カードに格納されているプログラム容量が本体より大
きい。

∀プログラムファイルが正しく記録されているICメモリカー
ドを装着して、再度読み出しを実行してください。

E40 MEWNET－TR交信異常 選択 MEWNET－TRで交信異常が発生しています。
∀ヒューズが溶断した出力ユニット、交信異常が発生し
たマスタユニットや異常が発生したI/Oユニットを
DT9002、DT9003(FP10S/FP10SHではDT90002、
DT90003)で確認し、修復してください。

システムレジスタNo.21で
1:運転継続 / 0:停止を選択

E41 高機能ユニット暴走 選択 高機能ユニットに異常が発生しています。
∀異常が発生した高機能ユニットをDT9006、DT9007
(FP10S/FP10SHではDT90006、DT90007)で確認し、
そのユニットのマニュアルを参照して処置してくださ
い。

システムレジスタNo.22で
1:運転継続 / 0:停止を選択

E42 I/Oユニット照合異常 選択 入出力ユニットの接続状態が電源投入時と異なっていま
す。
∀接続状態が変わった入出力ユニットをDT9010、
DT9011(FP10S/FP10SHではDT90010、DT90011)で
確認してください。

システムレジスタNo.23で
1:運転継続 / 0:停止を選択
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コード 名称 運転 内容説明と処置

E43 演算渋滞発生
(演算渋滞監視用ウォッチドグ
タイマのタイムアップ)
∀対象PLC:FP10S/FP10SH

選択 シーケンスプログラムのスキャンにかかる時間が規定時
間を越えました。
∀規定時間内に演算できるようにプログラムか規定時間
を再検討してください。

システムレジスタNo.24で
1:運転継続 / 0:停止を選択

E45 演算エラー発生 選択 ある応用命令で、演算不可能な状態になりました。
∀演算エラーが発生した命令のアドレスをDT9017,
DT9018(FP10S/FP10SHではDT90017、DT90018)で
確認し、その命令が演算不可能になった原因を取り除
いてください。
演算エラーの原因は、命令によって異なります。

システムレジスタNo.26で
1:運転継続 / 0:停止を選択

E46 MEWNET－F
リモートI/O交信異常

選択 電源切れや伝送ケーブルの切断などにより交信できなく
なった子局があります。
∀交信できない子局No.をDT9131～DT9137(FP10S/
FP10SHではDT90131～DT90137)で確認して、交信
状態を修復してください。
DT9131～DT9137(DT90131～DT90137)による確認
の方法は、『MEWNET－Fシステム導入マニュアル』
をご覧ください。

システムレジスタNo.27で
1:運転継続 / 0:停止を選択
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コード 名称 運転 内容説明と処置

E47 MEWNET－F
子局上I/Oユニットの属性異常

選択 子局セットに装着しているユニットに下記のような異常
が発生しています。
[照合異常]
ユニットの抜け落ちなど

[高機能ユニット暴走]
高機能ユニットの異常

∀異常箇所、内容をDT9131～DT9137(FP10S/FP10SH
ではDT90131～DT90137)で確認して、修復してくだ
さい。
DT9131～DT9137(DT90131～DT90137)での確認の
方法は、『MEWNET－Fシステム導入マニュアル』を
ご覧ください。

システムレジスタNo.28で
1:運転継続 / 0:停止を選択

E50 バックアップ用電池外れ
または電圧低下
(BATT.LEDが点灯します)

運転
継続

メモリバックアップ用の電池の電圧が規定よりも低下し
ているか、CPUユニットに電池が接続されていません。

∀バックアップ用電池を確認して、交換・接続などの処
置を行ってください。

システムレジスタNo.4にて、この自己診断エラー
を検知しないように設定できます(その場合も
BATT.LEDは点灯します)。

E51 MEWNET－F
終端局設定エラー

運転
継続

リモートI/Oシステムでの終端局の設定に誤りがあり
ます。

∀各局の終端局設定スイッチを確認して、終端にある
2局のみを終端局に設定してください。

E52 MEWNET－F
リモートI/Oリフレッシュ
同期異常

運転
継続

∀ RUNモードのままでイニシャライズしてください。
それでもエラーになる場合は弊社にご連絡ください。

E53 マルチCPU I/O登録不一致
(CPU2でのみ報知)

∀対象PLC:FP3/FP10S/FP10SH

運転
継続

マルチCPUシステムで使用している時に発生するエラー
です。

∀マルチCPUシステム導入マニュアルのエラーについて
の記述をご覧ください。

E54 ICメモリカード電池異常
(BATT.LEDは点灯しません)

∀対象PLC:FP10S/FP10SH

運転
継続

ICメモリカード用の電池の電圧が、規定より非常に低下
しています。

∀電池交換の処置を行ってください。
(ICメモリカード内に書き込まれているデータの保証は
できません｡)

システムレジスタNo.4にて、この自己診断エラー
を検知しないように設定できます。

E55 ICメモリカード電池異常
(BATT.LEDは点灯しません)

∀対象PLC:FP10S/FP10SH

運転
継続

ICメモリカード用の電池の電圧が規定よりも低下してい
ます。

∀電池交換の処置を行ってください。
(ICメモリカード内に書き込まれているデータは保証
されています。)

システムレジスタNo.4にて、この自己診断エラー
を検知しないように設定できます。
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コード 名称 運転 内容説明と処置

E56 未対応ICメモリカードの装着

∀対象PLC:FP10SH

運転
継続

使用できないICメモリカードを装着しています。

∀ ICメモリカードを確認して、交換などの処置を行って
ください。
注）使用できないICメモリカードでも、属性情報がな

い、または書き込まれていない場合は検知できませ
んので、ご注意ください。

～E100

F148で設定している
自己診断エラー

～E100

E199

停止 応用命令F148で任意に設定しているエラーが発生してい
ます。

∀設定した検知条件にもとづいて、処置してください。～

E299 ～E200

E299

運転
継続

(4)通信チェックエラー一覧

コード エラー内容 運転 内容説明と処置

E63 PCエラーモード 停止 RUNモード中に転送が行われました。

∀モードを切り替えて、再度実行してください。

E64 ROM/RAM無しエラー 停止 RAM→ROM(ICカード)転送時に異常が発生しました。
ROM、またはICカードに異常が考えられます。

・ROM転送時、指定した内容が256kを超えている。

・書き込みエラーが発生している。

・ROM/ICカードが装着されていない。

・ROM/ICカードが規定の物でない。

∀ ROM/ICカードの内容をチェックしてください。

E65 プロテクトエラー 停止 ROM運転/ICカード運転中に転送が行われました。

∀モードを切り替えて、再度実行してください。

E66 PC書き込み異常
アドレスエラー

運転
継続

ツールソフトの画素I/O入力方式で、プログラム不一致状
態でオンライン編集によりプログラム編集を行おうとし
ています。(プログラム不一致が他ブロックにある場合)

∀プログラムの確認をしてください。

E68 RUN中書き換え不可エラー 運転
継続

ニモニック入力方式でRUN中書き換えができない命令語
(ED、SUB、RET、INT、IRET、SSTP、STPE)を編集
しようとしています。
CPUユニットには何も書き込まれていません。

資
料
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命令語一覧

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■基本命令語一覧

表中の「記載頁」はFPシリーズ命令語マニュアル[共通命令編]の記載頁を表しています。

○：使用可 ×：使用不可

ス
対応機種

名称 ニモニック シンボル 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数
(※1)

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

シーケンス基本命令

スタート ST 常開接点で論理演算を開始。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−12

スタートノット ST／ 常閉接点で論理演算を開始。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−12

アウト OT 演算結果を出力。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−12

ノット ／ 直前までの演算結果を反転。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−13

アンド AN 常開接点を直列接続。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−14

アンドノット AN／ 常閉接点を直列接続。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−14

オア OR 常開接点を並列接続。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−15

オアノット OR／ 常閉接点を並列接続。
1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−15

立ち上がり検出
スタート

ST↑ 信号の立ち上がりを検出した1スキャン
のみONする接点で論理演算を開始。

2 × × × ○
(※2)

○ 専

立ち下がり検出
スタート

ST↓ 信号の立ち下がりを検出した1スキャン
のみONする接点で論理演算を開始。

2 × × × ○
(※2)

○ 専

立ち上がり検出
アンド

AN↑ 信号の立ち上がりを検出した1スキャン
のみONする接点を直列接続。

2 × × × ○
(※2)

○ 専

立ち下がり検出
アンド

AN↓ 信号の立ち下がりを検出した1スキャン
のみONする接点を直列接続。

2 × × × ○
(※2)

○ 専

立ち上がり検出
オア

OR↑ 信号の立ち上がりを検出した1スキャン
のみONする接点を並列接続。

2 × × × ○
(※2)

○ 専

立ち下がり検出
オア

OR↓ 信号の立ち下がりを検出した1スキャン
のみONする接点を並列接続。

2 × × × ○
(※2)

○ 専

立ち上がり検出
アウト

OT↑ 信号の立ち上がりを検出した1スキャン
のみ出力(パルスリレー用)。 2 × × × ○

(※2)
○ 専

立ち下がり検出
アウト

OT↓ 信号の立ち下がりを検出した1スキャン
のみ出力(パルスリレー用)。 2 × × × ○

(※2)
○ 専

オルタネート
アウト

ALT 信号の立ち上がりを検出する度にON/
OFFが反転する出力。

3 × × × ○
(※2)

○ 専

アンドスタック ANS 複数のブロックを直列接続。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−16

オアスタック ORS 複数のブロックを並列接続。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−17

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、X1280以降、Y1280以降、R1120以降(特殊内部リレーを含む)、L1280以
降、T256以降、C256以降を使用したとき、ステップ数が( ）内に示す数になります。また、FP10SH/
FP2/FP2SHでは、リレー番号をインデックス修飾するときも、( ）内に示す数になります。

※2 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

Y,R,L,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

X,Y,R,T,C,L,P,E

Y,R,L,E

P

A

P

↓

↑

↑

↑

↑

↓

↓

↓
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○：使用可 ×：使用不可

ス
対応機種

名称 ニモニック シンボル 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数
(※1)

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

プッシュ
スタック

PSHS 直前までの演算結果を記憶。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−18

リードスタック RDS PSHSで記憶した演算結果を読み出す。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−18

ポップスタック POPS
PSHSで記憶した演算結果を読み出
し、読み出してから、記憶をクリアし
ます。

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−18

立ち上がり微分 DF
信号の立ち上がりを検出した1スキャン
のみ接点をON。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−20

立ち下がり微分 DF／
信号の立ち下がりを検出した1スキャン
のみ接点をON。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−20

立ち上がり微分
(イニシャル
実行型)

DFI
信号の立ち上がりを検出した1スキャン
のみ接点をON。第1スキャンでの立ち
上がり検出が可能。

1 × × × ○
(※5)

○ 専

セット SET 出力をONにして、その状態を保持。 3 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 2−22

リセット RST 出力をOFFにして、その状態を保持。 3 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 2−22

キープ KP セットで出力し、リセットするまで
保持。

1
(2) ○ ○ ○ ○ ○ 2−24

ノップ NOP 無処理。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−25

基本機能命令

TML 設定値n(※3)×0.001秒後、タイマ接
点aをON。

3
(4) × × × ○

(※5)
○ 専

オンディレー
TMR 設定値n(※3)×0.01秒後、タイマ接点a

をON。
3
(4) ○ ○ ○ ○ ○ 2−26

オンディレー
タイマ

TMX 設定値n(※3)×0.1秒後、タイマ接点a
をON。

3
(4) ○ ○ ○ ○ ○ 2−26

TMY 設定値n(※3)×1秒後、タイマ接点aを
ON。

4
(5) ○ ○ ○ ○ ○ 2−26

補助タイマ F137 設定値S×0.01秒後、指定の出力(※4)
およびR900DをON。 5 ○

(※2)
○ ○ ○ ○ 3−164

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、タイマは256以降、カウンタは255以前を使用したとき、ステップ数が ( )内に
示す数になります。また、FP10SH/FP2/FP2SHでは、タイマ番号、カウンタ番号をインデックス修飾する場合も、( ）内
に示す数になります。

※2 コントローラ本体Ver.3.1以降から対応。
※3 FP10/FP10S/FP10SHおよびFP5/FP3/FP－Cのコントローラ本体Ver.4.4以降、FP2/FP2SHはコントローラ本体の

Ver.に関係なくnを設定値エリアNo.で指定できます。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.3.1以降またはFP
プログラマIIで入力する場合は、AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2が必要です。

※4 FP10/FP10S/FP10SHおよびFP5/FP3/FP－Cのコントローラ本体Ver.4.0以降、FP2/FP2SHはコントローラ本体のVer.
に関係なく補助タイマ命令の後にOT命令を入力できます。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.2.3以降、
FPプログラマII(AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2)またはFPプログラマ(AFP1111A、AFP1112A)が
必要です。

※5 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。

（DF ）

（DF/ ）

< S >
Y,R,L,E

< R >
Y,R,L,E

セット

リセット

KP

・

（DFI ）

Y,R,L,E

TMa, n

F137 STMR, S, D
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○：使用可 ×：使用不可

ス
対応機種

名称 ニモニック シンボル 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数
(※1)

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

カウンタ CT

ｶｳﾝﾄ

ﾘｾｯﾄ

CT

n
プリセットした設定値ｎ(※2)から減算
カウント。

3
(4) ○ ○ ○ ○ ○ 2−30

アップダウン
カウンタ

F118
アップダウン入力に応じて、プリセッ
トした設定値Sから加算または減算カ
ウント。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−150

シフト
レジスタ

SR WRnを左に1ビットシフト。
1
(2)
(※1)

○ ○ ○ ○ ○ 2−34

左右シフト
レジスタ

F119 指定エリアD1～D2を左または右に
1ビットシフト。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−152

制御命令

マスタコント
ロールリレー

MC マスタコントロールするプログラム
の開始。

2 ○ ○ ○ ○ ○ 2−36

マスタコント
ロールリレー
エンド

MCE マスタコントロールするプログラム
の終了。

2 ○ ○ ○ ○ ○ 2−36

ジャンプ
ラベル

JP
LBL

ジャンプして、ラベル以降からプロ
グラムを続行。

2
(3)
(※3) ○ ○ ○ ○ ○ 2−38

ラベル LBL グラムを続行。

1

間接ジャンプ
ラベル

F19
LBL

ジャンプして、Sで指定したラベル以
降からプログラムを続行。

3
1 ○ ○ ○ ○ ○ 3−44

ループ
ラベル

LOOP
LBL

ジャンプして、ラベル以降からプログ
ラムを続行(ジャンプ回数をSにて設定)。

4
(5)
(※3) ○ ○ ○ ○ ○ 2−40

ラベル LBL ラムを続行(ジャンプ回数をSにて設定)。

1

ブレーク
ポイント

BRK テストラン時の条件付ブレーク(一時
停止)。

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−42

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、WR240以降の内部リレーを使用したとき、ステップ数が( ）内に示す数にな
ります。また、FP10SH/FP2/FP2SHでは、指定の内部リレーの番号(ワードアドレス)をインデックス修飾する場合も
( ）内に示す数になります。

※2 FP10/FP10S/FP10SHおよびFP5/FP3/FP－Cのコントローラ本体Ver.4.4以降、FP2/FP2SHはコントローラ本体のVer.に
関係なくnを設定値エリアNo.で指定できます。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.3.1以降またはFPプログラ
マIIで入力する場合は、AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2が必要です。

※3 FP10SH/FP2/FP2SHで、ジャンプ命令・ループ命令で番号(n)をインデックス修飾すると、ステップ数が( ）内に
示す数になります。

ｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ

ｶｳﾝﾄ

F118 UDC

ﾘｾｯﾄ
S

D

ﾃﾞｰﾀ

ｼﾌﾄ

SR WR n

ﾘｾｯﾄ

ﾃﾞｰﾀ

ｼﾌﾄ

ﾘｾｯﾄ

左右
F119 LRSR

D1

D2

（LBL n）

F19 SJP S

（MC n）

（MCE n）

（JP n）

（LBL n）

（LBL n）

LOOP n, S

（BRK ）

マスタコントロール
領域
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○：使用可 ×：使用不可

ス
対応機種

名称 ニモニック シンボル 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数
(※1)

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

エンド ED （ED ）
プログラムの演算を終了します。
主プログラムの終わりを示します。

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−43

条件付き
エンド

CNDE （CNDE ） 実行条件がONの時にプログラムの演
算を終了します。

1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−44

ステップラダー命令

スタート
ステップ

SSTP 工程として制御するプログラムnの先
頭。

3 ○ ○ ○ ○ ○ 2−45

ネクスト
NSTL 指定の工程nを起動し、起動中の工程

をクリア。(毎スキャン実行型) 3 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 2−45

ネクスト
ステップ

NSTP 指定の工程nを起動し、起動中の工程
をクリア。(微分実行型) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 2−45

クリア
ステップ

CSTP 起動中の工程nをクリア。 3 ○ ○ ○ ○ ○ 2−45

ブロッククリア SCLR 起動中の工程n1～n2をクリア。 5 × × × ○
(※3)

○ 専

ステップ
エンド

STPE ステップラダー領域の終端。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−45

サブルーチン命令

サブルーチン
コール

CALL
実行をサブルーチンプログラムに移
行。主プログラムに戻っても、サブ
ルーチン内の出力を保持。

2
(3) ○ ○ ○ ○

(※3)
○ 2−52

出力OFF型サブ
ルーチンコール

FCAL

実行をサブルーチンプログラムに移
行。
主プログラムに戻ると、サブルーチン
内の出力はOFF。

4
(5) × × × ○

(※3)
× 専

サブルーチン
エントリー

SUB サブルーチンプログラムnの先頭。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−52

サブルーチン
リターン

RET サブルーチンプログラムの終端。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−52

割り込み命令

インタラプト INT 割り込みプログラムnの先頭。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−54

割り込み
リターン

IRET 割り込みプログラムの終端。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 2−54

割り込み制御 ICTL 割り込みの許可／禁止またはクリア
を、S1，S2で選択して、実行。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 2−57

注）※1 FP10SH/FP2/FP2SHで、サブルーチンプログラム番号(n)をインデックス修飾する場合、ステップ数が( ）内に示す数
になります。

※2 コントローラ本体Ver.4.0以降から対応。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.2.3以降またはFPプログラマII
(AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2)もしくはFPプログラマ(AFP1111A、AFP1112A)が必要です。

※3 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。

（NSTP n）

（SSTP n）

（NSTL n）

（CSTP n）

（STPE ）

SCLR n1, n2

ICTL S1, S2（DF）

（CALL n）

（SUB n）

（RET ）

（INT n）

（IRET ）

（FCAL n）

資
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

ス
対応機種

名称 ニモニック シンボル 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数
(※1)

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

データ比較命令

ST＝ S1＝S2のとき導通する接点で論理演
算を開始。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−61

ST＜＞ S1≠S2のとき導通する接点で論理演
算を開始。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−61

16ビット
データ

ST＞ S1＞S2のとき導通する接点で論理演
算を開始。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−61

データ
比較(スタート) ST＞＝ S1≧S2のとき導通する接点で論理演

算開始。
5 ○

(注)
○
(注)

○ ○ ○ 2−61

ST＜ S1＜S2のとき導通する接点で論理演
算を開始。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−61

ST＜＝ S1≦S2のとき導通する接点で論理演
算を開始。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−61

AN＝ S1＝S2のとき導通する接点を直列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−63

AN＜＞ S1≠S2のとき導通する接点を直列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−63

16ビット
データ

AN＞ S1＞S2のとき導通する接点を直列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−63

データ
比較(アンド) AN＞＝ S1≧S2のとき導通する接点を直列接

続。
5 ○

(注)
○
(注)

○ ○ ○ 2−63

AN＜ S1＜S2のとき導通する接点を直列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−63

AN＜＝ S1≦S2のとき導通する接点を直列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−63

OR＝ S1＝S2のとき導通する接点を並列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−65

OR＜＞ S1≠S2のとき導通する接点を並列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−65

16ビット
データ

OR＞ S1＞S2のとき導通する接点を並列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−65

データ
比較(オア) OR＞＝ S1≧S2のとき導通する接点を並列接

続。
5 ○

(注)
○
(注)

○ ○ ○ 2−65

OR＜ S1＜S2のとき導通する接点を並列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−65

OR＜＝ S1≦S2のとき導通する接点を並列接
続。

5 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−65

注）コントローラ本体Ver.4.4以降から対応。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.3.1以降またはFPプログラマIIで入
力する場合は、AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2が必要です。

= S1, S2

< > S1, S2

> S1, S2

> = S1, S2

< S1, S2

< = S1, S2

= S1, S2

< > S1, S2

> S1, S2

> = S1, S2

< S1, S2

< = S1, S2

= S1, S2

< > S1, S2

> S1, S2

> = S1, S2

< S1, S2

< = S1, S2

●
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9−62

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

ス
対応機種

名称 ニモニック シンボル 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数
(※1)

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

STD＝ (S1+1, S1)＝(S2+1, S2)のとき導通
する接点で論理演算を開始。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−62

STD＜＞ (S1+1, S1)≠(S2+1, S2)のとき導通
する接点で論理演算を開始。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−62

32ビット
データ

STD＞ (S1+1, S1)＞(S2+1, S2)のとき導通
する接点で論理演算を開始。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−62

データ
比較(スタート) STD＞＝ (S1+1, S1)≧(S2+1, S2)のとき導通

する接点で論理演算を開始。
9 ○

(注)
○
(注)

○ ○ ○ 2−62

STD＜ (S1+1, S1)＜(S2+1, S2)のとき導通
する接点で論理演算を開始。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−62

STD＜＝ (S1+1, S1)≦(S2+1, S2)のとき導通
する接点で論理演算を開始。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−62

AND＝ (S1+1, S1)＝(S2+1, S2)のとき導通
する接点を直列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−64

AND＜＞ (S1+1, S1)≠(S2+1, S2)のとき導通
する接点を直列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−64

32ビット
データ

AND＞ (S1+1, S1)＞(S2+1, S2)のとき導通
する接点を直列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−64

データ
比較(アンド) AND＞＝ (S1+1, S1)≧(S2+1, S2)のとき導通

する接点を直列接続。
9 ○

(注)
○
(注)

○ ○ ○ 2−64

AND＜ (S1+1, S1)＜(S2+1, S2)のとき導通
する接点を直列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−64

AND＜＝ (S1+1, S1)≦(S2+1, S2)のとき導通
する接点を直列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−64

ORD＝ (S1+1, S1)＝(S2+1, S2)のとき導通
する接点を並列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−66

ORD＜＞ (S1+1, S1)≠(S2+1, S2)のとき導通
する接点を並列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−66

32ビット
データ

ORD＞ (S1+1, S1)＞(S2+1, S2)のとき導通
する接点を並列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−66

データ
比較(オア) ORD＞＝ (S1+1, S1)≧(S2+1, S2)のとき導通

する接点を並列接続。
9 ○

(注)
○
(注)

○ ○ ○ 2−66

ORD＜ (S1+1, S1)＜(S2+1, S2)のとき導通
する接点を並列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−66

ORD＜＝ (S1+1, S1)≦(S2+1, S2)のとき導通
する接点を並列接続。

9 ○
(注)

○
(注)

○ ○ ○ 2−66

注）コントローラ本体Ver.4.4以降から対応。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.3.1以降またはFPプログラマIIで入
力する場合は、AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2が必要です。

D= S1, S2

D< > S1, S2

D> S1, S2

D> = S1, S2

D< S1, S2

D< = S1, S2

D= S1, S2

D< > S1, S2

D> S1, S2

D> = S1, S2

D< S1, S2

D< = S1, S2

D= S1, S2

D< > S1, S2

D> S1, S2

D> = S1, S2

D< S1, S2

D< = S1, S2
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■応用命令語一覧

｢F｣と応用命令番号を指定すると、毎スキャン実行型命令になります。ニモニック欄に(P)の記載がある命令は、
微分実行型を指定できます。｢P｣と応用命令番号で指定すると、微分実行型命令になります。表中の「記載頁」は
FPシリーズ命令語マニュアル[共通命令編]の記載頁を表しています。 ○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
命
令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

データ転送命令

0 16ビット
データ転送

MV (P) S，D (S)→(D) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−24

1 32ビット
データ転送

DMV (P) S，D (S＋1，S)→(D＋1，D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−25

2 16ビット
データ否定転送

MV/ (P) S，D (S)→(D) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−26

3 32ビット
データ否定転送

DMV/ (P) S，D (S＋1，S)→(D＋1，D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−27

5 ビットデータ
転送

BTM (P) S，n，D
S中の任意の1ビットを、D中の
任意の1ビットに転送。各ビッ
トはnで指定。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−28

6 デジットデータ
転送

DGT (P) S，n，D
S中の任意の1デジットを、D中
の任意の1デジットに転送。各
デジットはnで指定。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−30

7 16ビット2データ
一括転送

MV2 (P) S1，S2，D (S1)→(D)，(S2)→(D+1) 7 × × × ○
(※1)

○ 専

8 32ビット2データ
一括転送

DMV2 (P) S1，S2，D (S1+1，S1)→(D+1，D)，
(S2+1，S2)→(D+3，D+2)

11 × × × ○
(※1)

○ 専

10 ブロック転送 BKMV (P) S1，S2，D S1～S2間のデータを、Dを先頭
とするエリアに転送。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−32

11 ブロック複写 COPY (P) S，D1，D2 Sのデータを、D1～D2間の全て
のエリアに転送。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−34

12
ICメモリカード
拡張メモリ
読み出し

ICRD (P) S1，S2，D
S1、S2で指定するICメモリカー
ドのデータを、Dを先頭とする
エリアに転送。

11 × × ○ ○ (※2) 3−35

13
ICメモリカード
拡張メモリ
書き込み

ICWT (P) S1，S2，D
S1、S2で指定するデータを、
ICメモリカードのDを先頭とす
るエリアに転送。

11 × × ○ ○ (※2) 3−36

14
ICメモリカード
プログラム
読み出し

PGRD (P) S
Sで指定するプログラムを、IC
メモリカードから読み出して実
行する。

3 × × ○ ○ (※2) 3−37

15 16ビット
データ交換

XCH (P) D1，D2 (D1)→(D2)，(D2)→(D1) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−40

16 32ビット
データ交換

DXCH (P) D1，D2 (D1＋1，D1)→(D2＋1，D2)
(D2＋1，D2)→(D1＋1，D1)

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−41

17
16ビット
データ上・下位
バイト交換

SWAP (P) D Dの上位バイトと下位バイトを
交換。

3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−42

18 ブロック交換 BXCH (P) D1，D2，D3
D1を先頭とするエリアから、
D2で指定したエリアよりD3で指
定したエリアからデータ交換。

7 × × × ○
(※1)

○ 専

制御命令

19 間接ジャンプ SJP S
ジャンプして、Sで指定したラ
ベル(LBL)以降からプログラム
を続行。

3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−44

注）※1 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 FP2SHでは使用できます。FP2では使用できません。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
命
令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

BIN算術演算命令

20 16ビット加算 ＋ (P) S，D (D)＋(S)→(D) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−46

21 32ビット加算 D＋ (P) S，D (D＋1，D)＋(S＋1，S)
→(D＋1，D)

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−47

22 16ビット加算 ＋ (P) S1，S2，D (S1)＋(S2)→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−48

23 32ビット加算 D＋ (P) S1，S2，D (S1＋1，S1)＋(S2＋1，S2)
→(D＋1，D)

11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−49

25 16ビット減算 － (P) S，D (D)－(S)→(D) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−50

26 32ビット減算 D－ (P) S，D (D＋1，D)－(S＋1，S)
→(D＋1，D)

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−51

27 16ビット減算 － (P) S1，S2，D (S1)－(S2)→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−52

28 32ビット減算 D－ (P) S1，S2，D (S1＋1，S1)－(S2＋1，S2)
→(D＋1，D)

11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−53

30 16ビット乗算 ＊ (P) S1，S2，D (S1)×(S2)→(D＋1，D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−54

31 32ビット乗算 D＊ (P) S1，S2，D (S1＋1，S1)×(S2＋1，S2)
→(D＋3，D＋2，D＋1，D) 11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−55

32 16ビット除算 ％ (P) S1，S2，D (S1)÷(S2)→商(D)
余り(DT9015)(※1) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−56

33 32ビット除算 D％ (P) S1，S2，D
(S1＋1，S1)÷(S2＋1，S2)
→商(D＋1，D)
余り(DT9016，DT9015)(※2)

11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−57

34 16ビット乗算
(結果1ワード) ＊W (P) S1，S2，D (S1)×(S2)→(D) 7 × × × ○

(※3)
○ 専

35 16ビット
インクリメント

＋1 (P) D (D)＋1→(D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−58

36 32ビット
インクリメント

D＋1 (P) D (D＋1，D)＋1→(D＋1，D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−59

37 16ビット
デクリメント

－1 (P) D (D)－1→(D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−60

38 32ビット
デクリメント

D－1 (P) D (D＋1，D)－1→(D＋1，D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−61

39 32ビット乗算
(結果2ワード) D＊D (P) S1，S2，D (S1+1，S1)×(S2+1，S2)

→(D+1，D)
11 × × × ○

(※3)
○ 専

BCD算術演算命令

40 4桁BCD加算 B＋ (P) S，D (D)＋(S)→(D) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−62

41 8桁BCD加算 DB＋ (P) S，D (D＋1，D)＋(S＋1，S)
→(D＋1，D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−63

42 4桁BCD加算 B＋ (P) S1，S2，D (S1)＋(S2)→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−64

43 8桁BCD加算 DB＋ (P) S1，S2，D (S1＋1，S1)＋(S2＋1，S2)
→(D＋1，D) 11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−65

45 4桁BCD減算 B－ (P) S，D (D)－(S)→(D) 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−66

46 8桁BCD減算 DB－ (P) S，D (D＋1，D)－(S＋1，S)
→(D＋1，D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−67

47 4桁BCD減算 B－ (P) S1，S2，D (S1)－(S2)→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−68

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、余りはDT90015に格納されます。
※2 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、余りはDT90016、DT90015に格納されます。
※3 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
命
令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

48 8桁BCD減算 DB－ (P) S1，S2，D (S1＋1，S1)－(S2＋1，S2)
→(D＋1，D) 11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−69

50 4桁BCD乗算 B＊ (P) S1，S2，D (S1)×(S2)→(D＋1，D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−70

51 8桁BCD乗算 DB＊ (P) S1，S2，D (S1＋1，S1)×(S2＋1，S2)
→(D＋3，D＋2，D＋1，D) 11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−71

52 4桁BCD除算 B％ (P) S1，S2，D (S1)÷(S2)→商(D)
余り(DT9015) (※1) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−72

53 8桁BCD除算 DB％ (P) S1，S2，D
(S1＋1，S1)÷(S2＋1，S2)
→商(D＋1，D)
余り(DT9015，DT9016) (※2)

11 ○ ○ ○ ○ ○ 3−73

55 4桁BCD
インクリメント

B＋1 (P) D (D)＋1→(D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−74

56 8桁BCD
インクリメント

DB＋1 (P) D (D＋1，D)＋1→(D＋1，D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−75

57 4桁BCD
デクリメント

B－1 (P) D (D)－1→(D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−76

58 8桁BCD
デクリメント

DB－1 (P) D (D＋1，D)－1→(D＋1，D) 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−77

データ比較命令

60 16ビットデータ
の比較 CMP (P) S1，S2

(S1)＞(S2) →R900A：ON
(S1)＝(S2) →R900B：ON
(S1)＜(S2) →R900C：ON

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−78

61 32ビットデータ
の比較 DCMP (P) S1，S2

(S1＋1，S1)＞(S2＋1，S2)
→R900A：ON

(S1＋1，S1)＝(S2＋1，S2)
→R900B：ON

(S1＋1，S1)＜(S2＋1，S2)
→R900C：ON

9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−80

62 16ビットデータ
の帯域比較 WIN (P) S1，S2，S3

(S1)＞(S3) →R900A：ON
(S2)≦(S1)≦(S3)→R900B：ON
(S1)＜(S2) →R900C：ON

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−82

63 32ビットデータ
の帯域比較 DWIN (P) S1，S2，S3

(S1＋1，S1)＞(S3＋1，S3)
→R900A：ON

(S2＋1，S2)≦(S1＋1，S1)≦
(S3＋1，S3)→R900B：ON

(S1＋1，S1)＜(S2＋1，S2)
→R900C：ON

13 ○ ○ ○ ○ ○ 3−83

64 ブロック
一致検出 BCMP (P) S1，S2，S3 S2、S3を先頭とする2つのブロック

が一致しているかどうかを比較。
7 ○

(※3)
○ ○ ○ ○ 3−84

論理演算命令

65 16ビットデータ
の論理積 WAN (P) S1，S2，D (S1)∧(S2)→ (D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−86

66 16ビットデータ
の論理和 WOR (P) S1，S2，D (S1)∨(S2)→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−87

67 16ビットデータ
の排他的論理和 XOR (P) S1，S2，D {(S1)∧(S2)}∨{(S1)∧(S2)}→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−88

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、余りはDT90015に格納されます。
※2 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは、余りはDT90016、DT90015に格納されます。
※3 FP5はコントローラ本体Ver.4.5以降、FP3はコントローラ本体Ver.4.0以降から対応です。

NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.2.3以降またはFPプログラマII(AFP1113、AFP1113V2、AFP1114、
AFP1114V2)またはFPプログラマ(AFP1111A、AFP1112A)が必要です。
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9−66

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
命
令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数

F
P
5
/
F
P
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F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
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F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

68
16ビットデータ
の排他的論理和
否定

XNR (P) S1，S2，D {(S1)∧(S2)}∨{(S1)∧(S2)}→(D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−89

69 ワード結合 WUNI (P) S1，S2，S3,
D

([S1]∧[S3])∨([S2]∧[S3])→[D]
[S3]がH0 のとき[S2]→[D]
[S3]がHFFFFのとき[S1]→[D]

9 × × × ○
(※1)

○ 専

データ変換命令

70 ブロックチェッ
クコード計算 BCC (P) S1，S2，S3，

D

S2とS3で指定するデータの
チェック用コードを作成して、
Dに格納。計算方法はS1で指
定。

9 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−90

71 HEX→16進
アスキー変換 HEXA (P) S1，S2，D

S1とS2で指定する16進のデータ
をアスキーコードに変換して、
Dに格納。
例) H A B C D → H 42 41 44 43

B A D C

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−92

72 16進アスキー→
HEX変換 AHEX (P) S1，S2，D

S1とS2で指定するアスキーコー
ドを16進のデータに変換して、
Dに格納。
例) H 44 43 42 41→ H C D A B

D C B A

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−94

73 4桁BCD→10進
アスキー変換 BCDA (P) S1，S2，D

S1とS2で指定する4桁の
BCDデータをアスキーコードに
変換して、Dに格納。
例) H 1 2 3 4→ H 32 31 34 33

2 1 4 3

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−96

74 10進アスキー→
4桁BCD変換 ABCD (P) S1，S2，D

S1とS2で指定するアスキーコー
ドを4桁のBCDデータに変換し
て、Dに格納。
例) H 34 33 32 31→ H 3 4 1 2

4 3 2 1

9 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−98

75
16ビットBIN→
10進アスキー
変換

BINA (P) S1，S2，D

S1で指定する10進数を表す16
ビットBINデータをアスキー
コードに変換して、D(S2バイト
のエリア)に格納。
例) K－100→ H 30 30 31 2D 20 20

0 0 1 －

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−100

76
10進アスキー→
16ビットBIN
変換

ABIN (P) S1，S2，D

S1とS2で指定するアスキーコー
ドを、10進数を表す16ビット
BINデータに変換して、Dに格
納。
例) H 30 30 31 2D 20 20→ K－100

0 0 1 －

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−102

77
32ビットBIN→
10進アスキー
変換

DBIA (P) S1，S2，D

(S1＋1，S1)の10進数を表す32
ビットBINデータをアスキー
コードに変換して(D＋1，D)に格
納。

11 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−104

78
10進アスキー→
32ビットBIN
変換

DABI (P) S1，S2，D

S1とS2で指定するアスキーコー
ドを、10進数を表す32ビット
BINデータに変換して(D＋1,D)に
格納。

11 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−106

注）※1 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 コントローラ本体Ver.3.1以降から対応。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
命
令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数

F
P
5
/
F
P
3

F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
S
H

F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

80 16ビットBIN→
4桁BCD変換 BCD (P) S，D

Sで指定する10進数を表す16ビッ
トBINデータを4桁のBCDデータ
に変換してDに格納。
例) K100→H100

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−108

81
4桁BCD→
16ビットBIN BIN (P) S，D

Sで指定する4桁のBCDデータを
10進数を表す16ビットBINデー 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−10981 16ビットBIN

変換
BIN (P) S，D 10進数を表す16ビットBINデー

タに変換してDに格納。
例) H100→K100

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−109

82 32ビットBIN→
8桁BCD変換 DBCD (P) S，D

(S＋1，S)で指定する32ビット
BINデータを8桁のBCDデータに
変換して、(D＋1，D)に格納。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−110

83
8桁BCD→
32ビットBIN
変換

DBIN (P) S，D

(S＋1，S)で指定する8桁の
BCDデータを10進数を表す
32ビットBINデータに変換して、
(D＋1，D)に格納。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−111

84 16ビットデータ
反転＝1の補数 INV (P) D Dのデータを各ビットについて反

転。 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−112

85 16ビットデータ
の2の補数 NEG (P) D

Dのデータを各ビットについて反
転し、1を加える(符合を反転し
ます)。

3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−114

86
32ビットデータ
の2の補数 DNEG (P) D

(D＋1，D)のデータを各ビットに
ついて反転し、1を加える(符合を
反転します)。

3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−115

87 16ビットデータ
の絶対値 ABS (P) D Dのデータの絶対値をとります。 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−116

88 32ビットデータ
の絶対値 DABS (P) D (D＋1，D)のデータの絶対値をと

ります。
3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−117

89 符合の拡張 EXT (P) D
Dの16ビットデータを、(D＋1，
D)の32ビットデータに拡張。 3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−118

90 デコーダ DECO (P) S，n，D Sのデータの一部をデコードし、
Dに格納。対象部分はnで指定。 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−120

91 7セグメント
デコーダ SEGT (P) S，D Sのデータを7セグメント表示用

に変換して、(D＋1，D)に格納。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−122

92 エンコーダ ENCO (P) S，n，D Sのデータの一部をエンコードし､
Dに格納。対象部分はnで指定。 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−124

93 16ビットデータ
の結合 UNIT (P) S，n，D

Sを先頭とするnワードデータの
各最下位デジットを、Dに順に格
納して結合。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−126

94 16ビットデータ
の分離 DIST (P) S，n，D

Sのデータの各デジットを、Dを
先頭とするエリアの各最下位デ
ジットに分離して格納。

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−127

95 ASCIIコード
変換 ASC (P) S，D

Sの文字定数12文字分をアスキー
コードに変換して、D～D＋5に
格納。

15 ○ ○ ○ ○ ○ 3−128

96 16ビットデータ
のサーチ SRC (P) S1，S2，S3

S1のデータを、S2～S3の範囲の
エリアについて検索し、結果を
DT9037とDT9038に格納。(※1)

7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−130

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでは結果をDT90037とDT90038に格納されます。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
命
令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要

ス
テ
ッ
プ
数

F
P
5
/
F
P
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F
P
｜

C

F
P
10
/
F
P
10
S

F
P
10
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F
P
2
/
F
P
2
S
H

記
載
頁

97 32ビットデータ
のサーチ

DSRC (P) S1，S2，S3

(S1+1，S1)のデータを、S2を
先頭とするS3個分の32ビット
データの中から検索し、結果を
DT90037とDT90038に格納。

11 × × × ○
(※1)

○ 専

データシフト命令

98 圧縮シフト
読み出し CMPR (P) D1，D2，D3

D2をD3に転送。D1～D2間で
データが0の部分を圧縮し、D2方
向に順にシフト。

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−132

99 圧縮シフト
書き込み CMPW (P) S，D1，S2

SをD1に転送。D1～D2間でデー
タが0の部分を圧縮し、D2方向に
順にシフト。

7 ○
(※2)

○ ○ ○ ○ 3−134

100 16ビットデータn
ビット右シフト SHR (P) D，n Dのデータをnビット分、右へシ

フト。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−136

101 16ビットデータn
ビット左シフト SHL (P) D，n Dのデータをnビット分、左へシ

フト。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−137

102 32ビットデータ
nビット右シフト

DSHR (P) D，n
[D, D+1]で指定されたダブル
ワードデータを[n]で指定した
ビット分だけ右へシフト。

5 × × × ○
(※1)

○ 専

103 32ビットデータ
nビット左シフト

DSHL (P) D，n
[D, D+1]で指定されたダブル
ワードデータを[n]で指定した
ビット分だけ左へシフト。

5 × × × ○
(※1)

○ 専

105 1デジット
右シフト BSR (P) D Dのデータを1デジット分、右へ

シフト。
3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−138

106 1デジット
左シフト BSL (P) D Dのデータを1デジット分、左へ

シフト。
3 ○ ○ ○ ○ ○ 3−139

108 nビット分の
一括右シフト

BITR (P) D1，D2，n D1～D2のエリアをnビット分、
右へシフト。

7 × × × ○
(※1)

○ 専

109 nビット分の
一括左シフト

BITL (P) D1，D2，n D1～D2のエリアをnビット分、
左へシフト。

7 × × × ○
(※1)

○ 専

110 ワード単位の
一括右シフト WSHR (P) D1，D2 D1～D2のエリアを1ワード分、

右へシフト。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−140

111 ワード単位の
一括左シフト WSHL (P) D1，D2 D1～D2のエリアを1ワード分、

左へシフト。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−141

112 デジット単位の
一括右シフト WBSR (P) D1，D2 D1～D2のエリアを1デジット

分、右へシフト。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−142

113 デジット単位の
一括左シフト WBSL (P) D1，D2 D1～D2のエリアを1デジット

分、左へシフト。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−143

FIFO命令

115 バッファの定義 FIFT (P) n，D Dを先頭とするnワードをバッ
ファエリアに定義する。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−145

116
バッファからの
最古データ読み
出し

FIFR (P) S，D
Sを先頭とするバッファに最も
古く書き込まれたデータを読み
出して、Dに格納。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−146

117 バッファ書き
込み FIFW (P) S，D Sのデータを、Dを先頭とする

バッファに書き込む。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−148

注）※1 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 コントローラ本体Ver.3.1以降から対応。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
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用
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基本機能命令

118 アップダウン
カウンタ UDC S，D

Sにプリセットした設定値から
加算または減算カウントし、経
過値をDに格納。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−150

119 左右シフト
レジスタ LRSR D1，D2

D1～D2間のエリアをレジスタ
として、左または右に1ビット
シフト。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−152

データ回転命令

120 16ビットデータ
の右回転 ROR (P) D，n Dのデータをnビット分、右へ回

転。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−154

121 16ビットデータ
の左回転 ROL (P) D，n Dのデータをnビット分、左へ回

転。
5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−155

122
16ビットデータ
の右回転
(キャリー込み)

RCR (P) D，n
DにCYフラグR9009を加えた1
7ビットのエリアをnビット分、
右へ回転。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−156

123
16ビットデータ
の左回転
(キャリー込み)

RCL (P) D，n
DにCYフラグR9009を加えた1
7ビットのエリアをnビット分、
左へ回転。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−157

125 32ビットデータ
の右回転

DROR (P) D，n
[D, D+1]で指定されたダブル
ワードデータを[n]で指定した
ビット分、右に回転。

5 × × × ○
(※1)

○ 専

126 32ビットデータ
の左回転

DROL (P) D，n
[D, D+1]で指定されたダブル
ワードデータを[n]で指定した
ビット分、左に回転。

5 × × × ○
(※1)

○ 専

127
32ビットデータ
の右回転
(キャリー込み)

DRCR (P) D，n

[D, D+1]で指定されたダブル
ワードデータを[n]で指定した
ビット分、右にCYフラグ
R9009込みで回転。

5 × × × ○
(※1)

○ 専

128
32ビットデータ
の左回転
(キャリー込み)

DRCL (P) D，n

[D, D+1]で指定されたダブル
ワードデータを[n]で指定した
ビット分、左にCYフラグ
R9009込みで回転。

5 × × × ○
(※1)

○ 専

ビット操作命令

130 16ビットデータ
のビットセット BTS (P) D，n DのデータのビットNo.nの値を

1にする。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−158

131
16ビットデータ
のビット
リセット

BTR (P) D，n DのデータのビットNo.nの値を
0にする。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−159

132 16ビットデータ
のビット反転 BTI (P) D，n DのデータのビットNo.nの値を

反転。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−160

133 16ビットデータ
のビットテスト BTT (P) D，n DのデータのビットNo.nの値をテ

ストし、結果をR900Bに出力。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−161

135 16ビットデータ
1の総数カウント BCU (P) S，D Sのデータについて、ONのビッ

ト数をDに格納。 5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−162

136 32ビットデータ
1の総数カウント DBCU (P) S，D (S＋1，S)のデータについて、

ONのビットの数をDに格納。 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−163

注）※1 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。

●
命
令
語
一
覧

資
料
集

９



9−70

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
対応機種

応
用
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令
番
号

名称 ニモニック オペランド 機能概要
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テ
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S
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P
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P
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記
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基本機能命令

137 補助タイマ
(16ビット) STMR S，D

設定値×0.01秒後、指定の出力
(※1)およびR900DをON 5 ○

(※2)
○ ○ ○ ○ 3−164

特殊命令

138 時、分、秒デー
タ→秒への変換

HMSS (P) S，D
(S＋1，S)の時間、分、秒を表す
データを秒単位に換算して(D＋1,
D)に格納。

5 ○
(※3)

○ ○ ○ ○ 3−166

139 秒→時、分、秒
データへの変換

SHMS (P) S，D
(S＋1，S)の秒を表すデータを、
時間、分、秒に換算して(D＋1,
D)に格納。

5 ○
(※3)

○ ○ ○ ○ 3−168

140 キャリーの
セット

STC (P) CYフラグR9009をONにする。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 3−170

141 キャリーの
リセット

CLC (P) CYフラグR9009をOFFにする。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 3−171

142
ウォッチドグ
タイマ
リフレッシュ

WDT (P) S
演算渋滞ウォッチドグタイマの
タイムアウト時間をプリセット
(S×2.5ms/S×0.1ms)。

3 (※4) × ○ ○ (※5) 3−172

143 部分I/O
リフレッシュ IORF (P) D1，D2

D1で指定する番号からD2で指
定する番号までのI/Oについてリ
フレッシュ。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−173

144 シリアルデータ
送受信

TRNS S，n

受信完了フラグR9038をOFFし
て、受信を可能にする。
Sを先頭とするnバイト分のデー
タレジスタをCOMポートから送
信。

5 × × × ○
(※6)

○ 3−174

145 データ送信 SEND (P) S1, S2, D, N MEWNETリンク局にデータを
送信。

9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−180

146 データ受信 RECV (P) S1, S2, N, D MEWNETリンク局からデータ
を受信。

9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−184

147 プリントアウト PR S，D

Sを先頭とするエリアのアス
キーコードデータをプリンタ用
に変換して、Dで指定するWYエ
リアに出力。

5 ○ ○ ○ ○ ○ 3−188

148 自己診断エラー
セット

ERR (P) n(n：K100～
K299)

自己診断エラーNo.nをDT9000に
格納し、R9000をON、ERROR
LEDを点灯。(※7)

3 ○
(※8)

○
(※8)

○
(※8)

○
(※8)

○
(※8)

3−190

149 メッセージ表示 MSG (P) S Sの文字定数を、接続している
プログラミングツールに表示。

13 ○ ○ ○ ○ ○ 3−191

150 データ読み出し READ (P) S1，S2，n，D 高機能ユニットからデータを読
み出す。 9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−192

注）※1 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHおよびFP5/FP3/FP－Cのコントローラ本体Ver.4.0以降では、補助タイマ命令の後
にOT命令を入力できます。NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.2.3以降またはFPプログラマII(AFP1113､
AFP1113V2、AFP1114、AFP1114V2)もしくはFPプログラマ(AFP1111A、AFP1112A)が必要です。

※2 コントローラ本体Ver.3.1以降から対応です。
※3 FP5はコントローラ本体Ver.4.5以降、FP3はコントローラ本体Ver.4.0以降から対応です。
※4 FP5では使用できます。FP3では使用できません。
※5 FP2SHでは使用できます。FP2では使用できません。
※6 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
※7 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHではDT90000に自己診断エラーNo.が格納されます。
※8 FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHおよびFP5/FP3/FP－Cのコントローラ本体Ver.4.4以降では、nにK0を指定して実
行することによって、自己診断エラーをクリアできます。

専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可
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151 データ書き込み WRT (P) S1，S2，n，D 高機能ユニットへデータを書き
込む。 9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−194

152 データ読み出し RMRD (P) S1，S2，n，D リモート子局上の高機能ユニッ
トからデータを読み出す。 9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−196

153 データ書き込み RMWT (P) S1，S2，n，D リモート子局上の高機能ユニッ
トへデータを書き込む。 9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−198

154 マシン語プログ
ラムコール

MCAL (P) n マシン語プログラムを実行。 3 ○ ○ × × (注) 3−200

155 サンプリング SMPL (P) トレース時にサンプリングす
る。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 3−202

156 サンプリング
トリガ

STRG (P) トレース時に停止指示トリガを
かける。 1 ○ ○ ○ ○ ○ 3−203

157 時刻加算 CADD (P) S1，S2，D

(S1＋2，S1＋1，S1)の時刻から
(S2＋1，S2)の時間が経過したあ
との時刻を、(D＋2，D＋1，D)
に格納。

9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−204

158 時刻減算 CSUB (P) S1，S2，D
(S1＋2，S1＋1，S1)の時刻に対し
て(S2＋1，S2)の時間分前の時刻
を、(D＋2，D＋1，D)に格納。

9 ○ ○ ○ ○ ○ 3−206

BIN算術演算命令

160 ダブルワード
データの平方根

DSQR (P) S，D √(S)→ (D) 7 ○ ○ ○ ○ ○ 3−208

注）FP2では使用できます。FP2SHでは使用できません。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可

応
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用
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基本機能命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

183 補助タイマ
(32ビット) DSTM S，D 設定値×0.01秒後、指定の出力

およびR900DをON 7 × × × ○
(※2)

○ 専

データ転送命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

190 16ビット3データ
一括転送

MV3 (P) S1，S2，S3，
D

(S1)→(D), (S2)→(D+1),
(S3)→(D+2) 10 × × × ○ ○ 専

191 32ビット3データ
一括転送

DMV3 (P) S1，S2，S3，
D

(S1+1, S1)→(D+1, D),
(S2+1, S2)→(D+3, D+2),
(S3+1, S3)→(D+5, D+4)

16 × × × ○ ○ 専

論理演算命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

215 32ビットデータ
の論理積

DAND (P) S1，S2，D (S1+1, S1)∧(S2+1, S2)
→(D+1, D) 12 × × × ○ ○ 専

216 32ビットデータ
の論理和

DOR (P) S1，S2，D (S1+1, S1)∨(S2+1, S2)
→(D+1, D) 12 × × × ○ ○ 専

217 32ビットデータ
の排他的論理和

DXOR (P) S1，S2，D
{(S1+1, S1)∧(S2+1, S2)}∨
{(S1+1, S1)∧(S2+1, S2)}
→(D+1, D)

12 × × × ○ ○ 専

218
32ビットデータ
の排他的論理和
否定

DXNR (P) S1，S2，D
{(S1+1, S1)∧(S2+1, S2)}∨
{(S1+1, S1)∧(S2+1, S2)}
→(D+1, D)

12 × × × ○ ○ 専

219 ダブルワード
結合

DUNI (P) S1，S2，S3，
D

{(S1, S1+1)∧(S3, S3+1)}∨
{(S2, S2+1)∧(S3, S3+1)}
→(D, D+1)

16 × × × ○ ○ 専

データ変換命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

235
16ビットバイナ
リ→グレイコー
ド変換

GRY (P) S，D
10進数を表す16ビットBINデー
タ(S)をグレイコードデータに変
換し、(D)に格納。

6 × × × ○ ○ 専

236
32ビットバイナ
リ→グレイコー
ド変換

DGRY (P) S，D
10進数を表す32ビットBINデー
タ(S+1, S)をグレイコードデー
タに変換し、(D+1, D)に格納。

8 × × × ○ ○ 専

237
16ビットグレイ
コード→
バイナリ変換

GBIN (P) S，D グレイコードデータ(S)をバイナ
リデータに変換し、(D)に格納。 6 × × × ○ ○ 専

238
32ビットグレイ
コード→
バイナリ変換

DGBIN (P) S，D
グレイコードデータ(S+1, S)を
バイナリデータに変換し、
(D+1, D)に格納。

8 × × × ○ ○ 専

240 ビット行→
ビット列変換

COLM (P) S，n，D (S)のビット0～15の値を(D)～
(D+15)のビットnに格納。 8 × × × ○ ○ 専

241 ビット列→
ビット行変換

LINE (P) S，n，D (S)～(S+15)のビットnの値を(D)
のビット0～ビット15に格納。 8 × × × ○ ○ 専

整数型データ処理命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

270 最大値
(16ビット) MAX (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までのワードデータ
テーブル中で、最大値を検索
し、[D]に格納。その相対アドレ
ス値を[D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

注）※1 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 コントローラ本体Ver.3.1以降から対応です。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

○：使用可 ×：使用不可
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271 最大値
(32ビット) DMAX (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までのダブルワード
データテーブル中で、最大値を
検索し、[D]に格納。相対アドレ
ス値を[D+2]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

272 最小値
(16ビット) MIN (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までのワードデータ
テーブル中で、最小値を検索
し、[D]に格納。相対アドレス値
を[D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

273 最小値
(32ビット) DMIN (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までのダブルワード
データテーブル中で、最小値を
検索し、[D]に格納。相対アドレ
ス値を[D+2]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

275 合計・平均値
(16ビット) MEAN (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までのワードデータ
(符号付き)の合計値及び平均値を
[D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

276 合計・平均値
(32ビット) DMEAN (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までのダブルワード
データ(符号付き)の合計値及び平
均値を[D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

277 ソート
(16ビット) SORT (P) S1，S2，S3

[S1]から[S2]までのワードデータ
(符号付き)を昇順、または降順で
並び替え。

8 × × × ○ ○ 専

278 ソート
(32ビット) DSORT (P) S1，S2，S3

[S1]から[S2]までのダブルワード
データ(符号付き)を昇順、または
降順で並び替え。

8 × × × ○ ○ 専

整数型非線形関数命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

285 上下限リミット
制御(ワード) LIMT (P) S1，S2，S3，

D

・[S1]＞[S3]のとき、[S1]→[D]
・[S2]＜[S3]のとき、[S2]→[D]
・[S1]≦[S3]≦[S2]のとき、
[S3]→[D]

10 × × × ○ ○ 専

286
上下限リミット
制御
(ダブルワード)

DLIMT (P) S1，S2，S3，
D

・[S1, S1+1]＞[S3, S3+1]の
とき、[S1, S1+1]→[D, D+1]
・[S2, S2+1]＜[S3, S3+1]の
とき、[S2, S2+1]→[D, D+1]
・[S1, S1+1]≦[S3, S3+1]≦
[S2, S2+1]のとき、
[S3, S3+1]→[D, D+1]

16 × × × ○ ○ 専

287 不感帯制御
(ワード) BAND (P) S1，S2，S3，

D

・[S1]＞[S3]のとき、
[S3]－[S1]→[D]
・[S2]＜[S3]のとき、
[S3]－[S2]→[D]
・[S1]≦[S3]≦[S2]のとき、
0→[D]

10 × × × ○ ○ 専

288 不感帯制御
(ダブルワード) DBAND (P) S1，S2，S3，

D

・[S1, S1+1]＞[S3, S3+1]の
とき、[S3, S3+1]－[S1, S1+1]
→[D, D+1]
・[S2, S2+1]＜[S3, S3+1]の
とき、[S3, S3+1]－[S2, S2+1]
→[D, D+1]
・[S1, S1+1]≦[S3, S3+1]≦
[S2, S2+1]のとき、
0→[D, D+1]

16 × × × ○ ○ 専

289 ゾーン制御
(ワード) ZONE (P) S1，S2，S3，

D

・[S3]＜0のとき、
[S3]+[S1]→[D]
・[S3]＝0のとき、0→[D]
・[S3]＞0のとき、
[S3]+[S2]→[D]

10 × × × ○ ○ 専

注）NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]
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290 ゾーン制御
(ダブルワード) DZONE (P) S1，S2，S3，

D

・[S3, S3+1]＜0のとき、
[S3, S3+1]+[S1, S1+1]
→[D, D+1]
・[S3, S3+1]＝0のとき、
0→[D, D+1]
・[S3, S3+1]＞0のとき、
[S3, S3+1]+[S2, S2+1]
→[D, D+1]

16 × × × ○ ○ 専

BCD形実数演算命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

300 BCD形実数
正弦演算

BSIN (P) S，D SIN([S, S+1])→[D, D+1] 6 × × × ○ ○ 専

301 BCD形実数
余弦演算

BCOS (P) S，D COS([S, S+1])→[D, D+1] 6 × × × ○ ○ 専

302 BCD形実数
正接演算

BTAN (P) S，D TAN([S, S+1])→[D, D+1] 6 × × × ○ ○ 専

303 BCD形実数
逆正弦演算

BASIN (P) S，D SIN–1([S, S+1])→[D, D+1] 6 × × × ○ ○ 専

304 BCD形実数
逆余弦演算

BACOS (P) S，D COS–1([S, S+1])→[D, D+1] 6 × × × ○ ○ 専

305 BCD形実数
逆正接演算

BATAN (P) S，D TAN–1([S, S+1])→[D, D+1] 6 × × × ○ ○ 専

浮動小数点形実数演算命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

309 浮動小数点形
実数データ転送

FMV (P) S，D (S+1, S)→(D+1, D) 8 × × × ○ ○ 専

310 浮動小数点形
実数データ加算

F+ (P) S1，S2，D [S1, S1+1]+[S2, S2+1]
→[D, D+1]

14 × × × ○ ○ 専

311 浮動小数点形
実数データ減算

F– (P) S1，S2，D [S1, S1+1]–[S2, S2+1]
→[D, D+1]

14 × × × ○ ○ 専

312 浮動小数点形
実数データ乗算

F＊ (P) S1，S2，D [S1, S1+1]×[S2, S2+1]
→[D, D+1]

14 × × × ○ ○ 専

313 浮動小数点形
実数データ除算

F% (P) S1，S2，D [S1, S1+1]÷[S2, S2+1]
→[D, D+1]

14 × × × ○ ○ 専

314 浮動小数点形
実数データ正弦

SIN (P) S，D SIN([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

315 浮動小数点形
実数データ余弦

COS (P) S，D COS([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

316 浮動小数点形
実数データ正接

TAN (P) S，D TAN([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

317
浮動小数点形
実数データ
逆正弦

ASIN (P) S，D SIN–1([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

318
浮動小数点形
実数データ
逆余弦

ACOS (P) S，D COS–1([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

319
浮動小数点形
実数データ
逆正接

ATAN (P) S，D TAN–1([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

320
浮動小数点形
実数データ
自然対数

LN (P) S，D LN([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

注）NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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321 浮動小数点形
実数データ指数

EXP (P) S，D EXP([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

322 浮動小数点形
実数データ対数

LOG (P) S，D LOG([S, S+1])→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

323
浮動小数点形
実数データ
べき乗

PWR (P) S1，S2，D [S1, S1+1]^[S2, S2+1]
→[D, D+1]

14 × × × ○ ○ 専

324
浮動小数点形
実数データ
平方根

FSQR (P) S，D √[S, S+1]→[D, D+1] 10 × × × ○ ○ 専

325
16ビット整数→
浮動小数点形
実数データ

FLT (P) S，D [S](符号付16ビット整数データ)を､
実数データに変換し[D]に格納。

6 × × × ○ ○ 専

326
32ビット整数→
浮動小数点形
実数データ

DFLT (P) S，D
[S, S+1](符号付32ビット整数デー
タ)を、実数データに変換し、[D,
D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

327

浮動小数点形
実数データ→
16ビット整数
超えない最大

INT (P) S，D
[S, S+1](実数データ)を、符号付
16ビット整数(超えない最大)に変
換し、[D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

328

浮動小数点形
実数データ→
32ビット整数
超えない最大

DINT (P) S，D
[S, S+1](実数データ)を、符号付
32ビット整数(超えない最大)に変
換し、[D, D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

329

浮動小数点形
実数データ→
16ビット整数
小数点以下切り
捨て

FIX (P) S，D
[S, S+1](実数データ)を、符号付
16ビット整数(小数点以下切り捨
て)に変換し、[D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

330

浮動小数点形
実数データ→
32ビット整数
小数点以下切り
捨て

DFIX (P) S，D
[S, S+1](実数データ)を、符号付
32ビット整数(小数点以下切り捨
て)に変換し、[D, D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

331

浮動小数点形
実数データ→
16ビット整数
小数点以下四捨
五入

ROFF (P) S，D
[S, S+1](実数データ)を、符号付
16ビット整数(小数点以下四捨五
入)に変換し、[D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

332

浮動小数点形
実数データ→
32ビット整数
小数点以下四捨
五入

DROFF (P) S，D
[S, S+1](実数データ)を、符号付
32ビット整数(小数点以下四捨五
入)に変換し、[D, D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

333
浮動小数点形
実数データ小数
点以下切り捨て

FINT (P) S，D
[S, S+1](実数データ)の小数点以
下を切り捨て、結果を[D,
D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

334
浮動小数点形
実数データ小数
点以下四捨五入

FRINT (P) S，D
[S, S+1](実数データ)の小数点第
1位を四捨五入し、結果を[D,
D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

335
浮動小数点形
実数データ
符号交換

F+/– (P) S，D [S, S+1](実数データ)を符号変換
し、結果を[D, D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

注）NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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336
浮動小数点形
実数データ
絶対値

FABS (P) S，D [S, S+1](実数データ)の絶対値を
求め、結果を[D, D+1]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

337
浮動小数点形
実数データ
度→ラディアン

RAD (P) S，D
[S+1, S]の角度[度]を角度[ラジア
ン](実数データ)に変換し、[D+1,
D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

338
浮動小数点形
実数データ
ラディアン→度

DEG (P) S，D
[S+1, S]の角度[ラジアン](実数
データ)を角度[度]に変換し、
[D+1, D]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

浮動小数点形実数型データ処理命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

345
浮動小数点形
実数データ
実数比較

FCMP (P) S1，S2

(S1＋1，S1)＞(S2＋1，S2)
→R900A：ON

(S1＋1，S1)＝(S2＋1，S2)
→R900B：ON

(S1＋1，S1)＜(S2＋1，S2)
→R900C：ON

10 × × × ○ ○ 専

346
浮動小数点形
実数データ
実数帯域比較

FWIN (P) S1，S2，S3

(S1＋1，S1)＞(S3＋1，S3)
→R900A：ON

(S2＋1，S2)≦(S1＋1，S1)≦
(S3＋1，S3)→R900B：ON

(S1＋1，S1)＜(S2＋1，S2)
→R900C：ON

14 × × × ○ ○ 専

347

浮動小数点形
実数データ
上下限リミット
制御

FLIMT (P) S1，S2，S3，
D

・[S1, S1+1]＞[S3, S3+1]の
とき、[S1, S1+1]→[D, D+1]
・[S2, S2+1]＜[S3, S3+1]の
とき、[S2, S2+1]→[D, D+1]
・[S1, S1+1]≦[S3, S3+1]≦
[S2, S2+1]のとき、
[S3, S3+1]→[D, D+1]

17 × × × ○ ○ 専

348
浮動小数点形
実数データ
不感帯制御

FBAND (P) S1，S2，S3，
D

・[S1, S1+1]＞[S3, S3+1]の
とき、[S3, S3+1]－[S1, S1+1]
→[D, D+1]
・[S2, S2+1]＜[S3, S3+1]の
とき、[S3, S3+1]－[S2, S2+1]
→[D, D+1]
・[S1, S1+1]≦[S3, S3+1]≦
[S2, S2+1]のとき、
0.0→[D, D+1]

17 × × × ○ ○ 専

349
浮動小数点形
実数データ
ゾーン制御

FZONE (P) S1，S2，S3，
D

・[S3, S3+1]＜0.0のとき、
[S3, S3+1]＋[S1, S1+1]
→[D, D+1]
・[S3, S3+1]＝0.0のとき、
0.0→[D, D+1]
・[S3, S3+1]＞0.0のとき、
[S3, S3+1]＋[S2, S2+1]
→[D, D+1]

17 × × × ○ ○ 専

350
浮動小数点形
実数データ
最大値

FMAX (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までの実数データ
テーブル中の最大値を[D+1,
D]に格納し、相対アドレス値
を、[D+2]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

351
浮動小数点形
実数データ
最小値

FMIN (P) S1，S2，D

[S1]から[S2]までの実数データ
テーブル中の最小値を[D+1,
D]に格納し、相対アドレス値
を、[D+2]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

注）NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。
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352
浮動小数点形
実数データ
合計・平均値

FMEAN (P) S1，S2，D
[S1]から[S2]までの実数データ中
の合計値を[D+1, D]、平均値を
[D+3, D+2]に格納。

8 × × × ○ ○ 専

353
浮動小数点形
実数データ
ソート

FSORT (P) S1，S2，S3 [S1]から[S2]までの実数データを
昇順、または降順で並び替え。

8 × × × ○ ○ 専

時系列処理命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

355 PID演算 PID S

[S]～[S+2]、[S+4]～[S+10]で
指定するモード、パラメータに
従ってPID演算を行い、結果を
[S+3]に格納。

4 × × × ○ ○ 専

比較命令（FP10SH/FP2/FP2SH専用命令）

373 データ変化検出
(16ビット) DTR (P) S，D

[S]のデータ変化を検出し、CYフ
ラグに反映する。[D]は前回値
データ保持用エリアとして使
用。

6 × × × ○ ○ 専

374 データ変化検出
(32ビット) DDTR (P) S，D

[S+1, S]のデータ変化を検出
し、CYフラグに反映する。
[D+1, D]は前回値データ保持用
エリアとして使用。

6 × × × ○ ○ 専

インデックスレジスタバンク処理命令（FP10SH/FP2SH専用命令）

410
インデックス
レジスタ
バンク設定

SETB (P) n インデックスレジスタI0～IDの
バンクをnに切り替える。 4 × × × ○ (※2) 専

411
インデックス
レジスタ
バンク切り替え

CHGB (P) n
インデックスレジスタI0～IDの
バンクをnに切り替え、切り替え
る前のバンクNo.を記憶する。

4 × × × ○ (※2) 専

412
インデックス
レジスタ
バンク復帰

POPB (P)
インデックスレジスタI0～IDの
バンクを、CHGB命令で切り替え
る前のバンクに戻す。

2 × × × ○ (※2) 専

ファイルレジスタバンク処理命令（FP2SH専用命令）

414
ファイル
レジスタ
バンク設定

SBFL (P) n ファイルレジスタバンクをnに切
り替える。

4 × × × × (※2) 専

415
ファイル
レジスタ
バンク切り替え

CBFL (P) n
ファイルレジスタバンクをnに切
り替え、切り替える前のバンク
No.を記憶する。

4 × × × × (※2) 専

416
ファイル
レジスタ
バンク復帰

PBFL (P) –
ファイルレジスタバンクを、
CBFL命令で切り替える前のバン
クに戻す。

2 × × × × (※2) 専

注）※1 NPST－GRでプログラミングする場合は、Ver.4以降が必要です。
※2 FP2SHでは使用できます。FP2では使用できません。
専···命令語マニュアル［専用命令編］をご覧ください。

●
命
令
語
一
覧

資
料
集

９



9−78

9−8
BIN/HEX/BCDコード対応表

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

10進数
(Decimal)

16進数
(Hexadecimal)

BIN2進数
(Binary)

BCD2進化10進数(4桁)
(Binary Coded Decimal)

0

1

2

3

4

5

6

7

0000

0001

0002

0003

0004

0005

0006

0007

00000000 00000000

00000000 00000001

00000000 00000010

00000000 00000011

00000000 00000100

00000000 00000101

00000000 00000110

00000000 00000111

0000 0000 0000 0000

0000 0000 0000 0001

0000 0000 0000 0010

0000 0000 0000 0011

0000 0000 0000 0100

0000 0000 0000 0101

0000 0000 0000 0110

0000 0000 0000 0111

8

9

10

11

12

13

14

15

0008

0009

000A

000B

000C

000D

000E

000F

00000000 00001000

00000000 00001001

00000000 00001010

00000000 00001011

00000000 00001100

00000000 00001101

00000000 00001110

00000000 00001111

0000 0000 0000 1000

0000 0000 0000 1001

0000 0000 0001 0000

0000 0000 0001 0001

0000 0000 0001 0010

0000 0000 0001 0011

0000 0000 0001 0100

0000 0000 0001 0101

16

17

18

19

20

21

22

23

0010

0011

0012

0013

0014

0015

0016

0017

00000000 00010000

00000000 00010001

00000000 00010010

00000000 00010011

00000000 00010100

00000000 00010101

00000000 00010110

00000000 00010111

0000 0000 0001 0110

0000 0000 0001 0111

0000 0000 0001 1000

0000 0000 0001 1001

0000 0000 0010 0000

0000 0000 0010 0001

0000 0000 0010 0010

0000 0000 0010 0011

24

25

26

27

28

29

30

31

0018

0019

001A

001B

001C

001D

001E

001F

00000000 00011000

00000000 00011001

00000000 00011010

00000000 00011011

00000000 00011100

00000000 00011101

00000000 00011110

00000000 00011111

0000 0000 0010 0100

0000 0000 0010 0101

0000 0000 0010 0110

0000 0000 0010 0111

0000 0000 0010 1000

0000 0000 0010 1001

0000 0000 0011 0000

0000 0000 0011 0001

63

255

9999

003F

00FF

270F

00000000 00111111

00000000 11111111

00100111 00001111

0000 0000 0110 0011

0000 0010 0101 0101

1001 1001 1001 1001
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9−9
アスキーコード表、JIS8コード表

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

■アスキーコード表

b7
b6 0 0 0 0 1 1 1 1

b5 0 0 1 1 0 0 1 1

b4 0 1 0 1 0 1 0 1

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 CR 0 1 2 3 4 5 6 7

0 0 0 0 0 NUL DEL SPACE 0 @ P ｀ p

0 0 0 1 1 SOH DC1 ! 1 A Q a q

0 0 1 0 2 STX DC2 〃 2 B R b r

0 0 1 1 3 ETX DC3 # 3 C S c s

0 1 0 0 4 EOT DC4 $ 4 D T d t

0 1 0 1 5 ENQ NAK % 5 E U e u

0 1 1 0 6 ACK SYN & 6 F V f v

0 1 1 1 7 BEL ETB ’ 7 G W g w

1 0 0 0 8 BS CAN ( 8 H X h x

1 0 0 1 9 HT EM ) 9 I Y i y

1 0 1 0 A LF SUB ＊ : J Z j z

1 0 1 1 B VT ESC + ; K [ k {

1 1 0 0 C FF FS , < L ￥ l │

1 1 0 1 D CR GS − = M ] m }

1 1 1 0 E SO RS . > N ^ n ～

1 1 1 1 F SI US ／ ? O _ o DEL

■JIS8コード表

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 列
行 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 0 0 0 0 NUL TC7 (DEL) (SP) 0 @ P ｀ p 未定義 ― タ ミ

0 0 0 1 1 TC1 (SOH) DC1 ! 1 A Q a q 。 ア チ ム

0 0 1 0 2 TC2 (STX) DC2 〃 2 B R b r 「 イ ツ メ

0 0 1 1 3 TC3 (ETX) DC3 # 3 C S c s 」 ウ テ モ

0 1 0 0 4 TC4 (EOT) DC4 $ 4 D T d t 、 エ ト ヤ

0 1 0 1 5 TC5 (ENQ) TC8 (NAK) % 5 E U e u ・ オ ナ ユ

0 1 1 0 6 TC6 (ACK) TC9 (SYN) & 6 F V f v ヲ カ ニ ヨ

0 1 1 1 7 BEL ETB ’ 7 G W g w ｧ キ ヌ ラ

1 0 0 0 8 EE0 (BS) CAN ( 8 H X h x ｨ ク ネ リ

1 0 0 1 9 EE1 (HT) EM ) 9 I Y i y ｩ ケ ノ ル

1 0 1 0 A EE2 (LF) SUB ＊ : J Z j z ｪ コ ハ レ

1 0 1 1 B EE3 (VT) ESC + ; K [ k │ ｫ サ ヒ ロ

1 1 0 0 C EE4 (FF) IS4 (FS) , < L ￥ l │ ｬ シ フ ワ

1 1 0 1 D EE5 (CR) IS3 (GS) − = M ] m │ ｭ ス ヘ ン

1 1 1 0 E SO IS2 (RS) . > N ^ n ‾ ｮ セ ホ ”

1 1 1 1 F SI IS1 (US) ／ ? O _ o DEL ｯ ソ マ ゜

JIS8コード表の未定義の部分は使用しないでください。
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10章 プログラムの
互換性

1.各機種間の相違点 10−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
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10−1
各機種間の相違点

機種

項目
FP10SH FP5 FP3 FP−C

プログラムメモリ容量 約30Kステップ (※1)(※2) 7,679ステップ(出荷時の設定) (※3)

外部入力 (※4)
合計8 192点 (0～511F) 合計2 048点 (0～127F)

外部出力 (※4)
合計8,192点 (0～511F) 合計2,048点 (0～127F)

内部リレー 14,192点 (R0～R886F) 1,568点 (R0～97F)

リ
レ
リンクリレー 10,240点 (L0～L639F) 2,048点 (L0～L127F)

レー タイマ (※5) 3,000点 (T0～T2999) 200点 (T0～T199)

演

ー

カウンタ (※5) 72点 (C3000～C3071) 56点 (C200～C255)
演
算 パルスリレー 2,048点 (P0～P127F) ×使用不可算
用
メ

異常報知リレー 2,048点 (E0～E2047) ×使用不可
メ
モ
リ

データレジスタ 10,240ワード (DT0～DT10239) 2,048ワード (DT0～DT2047)モ
リ

メ
特殊データレジスタ 512ワード (DT90000～DT90511) 256ワード (DT9000～DT9255)

メ
モ リンクレジスタ 8,448ワード (LD0～LD8447) 256ワード (LD0～LD255)モ
リ
エ
リ
ア ファイルレジスタ 32 765ワード (固定) 16,381ワード

AFP3220C:
16,381ワード
(※6) 16,381ワード

ア ファイルレジスタ 32,765ワード (固定) 16,381ワード
(※6) その他:

2,045ワード
(※6)

16,381ワード
(※6)

オルタネートアウト(ALT) ○使用可能 ×使用不可

1ms単位タイマ(TML) ○使用可能 ×使用不可

PSHS命令 8回以上の連続記述は不可

命

F12(ICRD)命令
F13(ICWT)命令
F14(PGRD)命令

○使用可能 (ICメモリカード装着時) ×使用不可

命
令
語

F142(WDT)命令 ○使用可能 ×使用不可
語 F144(TRNS)命令 ○使用可能 ×使用不可

F154(MCAL)命令 ×使用不可 ○使用可能

F155(SMPL)命令
F156(STRG)命令 ○使用可能 △トレース用メモリ付きの機種(※7)で

使用可能 ○使用可能

F190以降の応用命令
(実数演算など) ○使用可能 ×使用不可

割り込み機能

・割り込みユニットからの割り込み

・パルス出力ユニットや高速カウンタユニットからの割り込み

・定時割り込み

定時割り込みのみ

機
能
と
設
定

インデックスレジスタ

14ワード×16バンク(224ワード)
・リレー番号の修飾
・タイマ/カウンタ番号の修飾
・ジャンプ/ループ番号の修飾
・マスタコントロール番号の修飾
・サブルーチン番号の修飾
・タイマ/カウンタ命令のオペランドの修飾
・シフトレジスタ番号の修飾
・応用命令のオペランドの修飾
・応用命令で指定する定数の修飾

2ワード
・応用命令のオペランドの修飾
・応用命令で指定する定数の修飾

ツールポートの局番設定 CPUユニット内蔵のスイッチで設定 システムレジスタNo.410で設定

トレース機能 ○使用可能
○トレース用メモリ付きの機種(※7)で
使用可能 ○使用可能

コメント機能
○ROM運転ボードまたはICカードボードにより
使用可能

○コメント用メモリ付きの機種(※7)で
使用可能 ×使用不可

注）※印の説明はP.10−4, P.10−5を参照してください。
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機種

項目
FP2 FP2SH FP10SH FP10/FP10S

プログラムメモリ容量 約16Kステップ(※1)(※3)
約60Kステップ(FP2－
C3Pは約120Kステップ) 約30Kステップ (※1)(※2)

外部入力 (※4)
合計2 048点 (0～127F) 合計8 192点 (0～511F) 合計4 096点 (0～255F)

外部出力 (※4)
合計2,048点 (0～127F) 合計8,192点 (0～511F) 合計4,096点 (0～255F)

内部リレー 4,048点 (R0～252F) 14,192点 (R0～R886F) 14,016点 (R0～R875F)

リ
レ
リンクリレー 2,048点 (L0～L127F) 10,240点 (L0～L639F)

レー タイマ (※5) 1,000点 (T0～T999) 3,000点 (T0～T2999 2,000点 (T0～T1999)

演

ー

カウンタ (※5) 24点 (C1000～C1023) 72点 (C3000～C3071) 48点 (C2000～C2047)
演
算
用

パルスリレー 1,024点 (P0～P63F) 2,048点 (P0～P127F) ×使用不可
用
メ 異常報知リレー ×使用不可 2,048点 (E0～E2047) ×使用不可メ
モ
リ

メ

データレジスタ
6,000ワード

(DT0～DT5999) 10,240ワード(DT0～DT10239)

メ
モ
リ
特殊データレジスタ

256ワード
(DT90000～DT90255) 512ワード(DT90000～DT90511)

256ワード
(DT90000～DT90255)

リ
エ
リ
ア

リンクレジスタ
256ワード

(LD0～LD255) 8,448ワード (LD0～LD8447)
リ
ア

ファイルレジスタ
(16K): 4,093ワード(※6)

32 765ワード×3バンク 32 765ワード (固定)ファイルレジスタ
(32K): 20,477ワード(※6)

32,765ワード×3バンク 32,765ワード (固定)

オルタネートアウト(ALT) ○使用可能 ×使用不可

1ms単位タイマ(TML) ○使用可能 ×使用不可

PSHS命令 8回以上の連続記述は不可 6回以上の連続記述は不可

命

F12(ICRD)命令
F13(ICWT)命令
F14(PGRD)命令

×使用不可 ○使用可能 (ICメモリカード装着時)

命
令
語

F142(WDT)命令 ×使用不可 ○使用可能
語 F144(TRNS)命令 ○使用可能 ×使用不可

F154(MCAL)命令 ○使用可能 ×使用不可

F155(SMPL)命令
F156(STRG)命令 ○使用可能

F190以降の応用命令
(実数演算など) ○使用可能 ×使用不可

割り込み機能 ・定時割り込み

・割り込みユニットからの割り込み

・パルス出力ユニットや高速カウンタユニットからの
割り込み

・定時割り込み

14ワード 14ワード×16バンク(224ワード)

機
能
と
設
定

インデックスレジスタ

・リレー番号の修飾
・タイマ/カウンタ番号の修飾
・ジャンプ/ループ番号の修飾
・マスタコントロール番号の修飾
・サブルーチン番号の修飾
・タイマ/カウンタ命令のオペランドの修飾
・シフトレジスタ番号の修飾
・応用命令のオペランドの修飾
・応用命令で指定する定数の修飾

2ワード
・応用命令のオペランド
の修飾
・応用命令で指定する定
数の修飾

ツールポートの局番設定 システムレジスタNo.410で設定 CPUユニット内蔵のスイッチで設定

トレース機能 ○増設メモリユニットに
より使用可能 ×使用不可 ○使用可能

コメント機能 ○増設メモリユニットに
より使用可能

○使用可能(内臓)
○ROM運転ボードまたは
ICカードボードにより
使用可能

△ ICメモリカードへの
書き込み可能

注）※印の説明はP.10−4, P.10−5を参照してください。
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各
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注）

※1 FP10/FP10SHのプログラムメモリ増設について
増設メモリユニットを装着することによって、プロ
グラム容量を増やすことができます。
・AFP2202 FP2用 約32Kステップに増設
・AFP2203 FP2用 約32Kステップに増設
・AFP6203 FP10用 約60Kステップに増設
・AFP6204 FP10SH用 約60Kステップに増設
・AFP6205 FP10SH用 約120Kステップに増設

※2 FP10/FP10S/FP10SH/FP2SHのプログラム容量
FP10/FP10S/FP10SH/FP2SHは、ユーザープログラ
ムエリアに書き込まれたプログラムを、RUNモード
切り換え時にコンパイル(変換)してから実行します。
コンパイルには、ユーザプログラム容量に応じて、
数秒～数十秒かかります。

プ
ロ
グ
ラ
ム

ユー

ザ
プ
ロ
グ
ラ
ム

エ
リ
ア

実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

書き込み

読み出し

コンパイル

実
行

PROG. RUN

ご注意 プログラムの内容によっては、コンパイル
後のプログラムがメモリ容量を越える場合
があります。この時、自己診断エラーE6が
検知されます。

※3 FP5/FP3/FP－C/FP2のプログラム容量
システムレジスタNo.0の設定で、プログラムメモリ
容量を変更できます。短いプログラムのときに容量
を小さく設定すると、ファイルレジスタの量が増え
ます。設定できるプログラムメモリ容量の最大値は、
機種によって異なります。

●プログラムメモリ容量の最大値

機種 ステップ数

AFP5231C 最大24,063ステップ
FP5 AFP5220

AFP5221 最大15,871ステップ

AFP3220C 最大15,871ステップ

FP3

AFP3210
AFP3211
AFP3212
AFP3210C
AFP3211C
AFP3212C

最大9,727ステップ

FP－C

AFC3220
AFC3222
AFC3224
AFC3226

最大15,871ステップ

機種 ステップ数

FP2
増設メモリ無し 最大15,871ステップ

FP2
増設メモリ付き 最大32,255ステップ

●プログラムメモリ容量の設定値

システムレジスタNo.0の値 プログラム容量
K 2
K 4
K 6
K 8
K10
K12
K14
K16
K18
K20
K22
K24
K26
K28
K30
K32

1,535ステップ
3,538ステップ
5,631ステップ
7,679ステップ
9,727ステップ
11,775ステップ
13,823ステップ
15,871ステップ
17,919ステップ
19,967ステップ
22,015ステップ
24,063ステップ
26,111ステップ
28,159ステップ
30,207ステップ
32,255ステップ

※4 MEWNET－F用のI/O割り付けは全機種共通
出荷時の設定でMEWNET－FリモートI/Oシステムを
組むときは、機種を問わず、次のようになります。

入力ユニット・出力ユニット 入出力番号
マザーボードに装着する入出力ユ
ニットで使用 ０～６３Ｆ

リモート子局で使用 ６４０以降

使用する番号の区分けは、ツールソフトで変更できま
す。

※5 タイマ/カウンタの点数
各機種間の相違点表のタイマとカウンタの点数(区分
け)は、いずれのシステムレジスタNo.5が初期値の時
のものです。

※6 ファイルレジスタの容量

FP5、FP3、FP－C、FP2では、システムレジスタ
No.1とNo.2の設定を変えると、容量が変わります。
プログラムメモリの容量を増やすと、ファイルレジ
スタの容量が減ります。各機種間の相違点表は初期
値です。

FP5のファイルレジスタの容量はAFP5231C、
AFP5220、AFP5221全て同じです。
AFP5231Cは0～22525まで、AFP5220/AFP5221は
8192～22525まで設定できます。
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※7 FP5/FP3コメント/トレース用メモリ付きの機種
トレース機能、コメント機能を実行できる機種は、
次の通りです。

機種 備考

AFP5231C ○使用可能

FP5 AFP5220 △別売のメモリ(AFP5201)をFP5 AFP5220 △別売のメモリ(AFP5201)を
装着すれば使用可能

AFP5221 ○使用可能

AFP3220C ×使用不可

AFP3210C ×使用不可

AFP3211C ○使用可能

FP3 AFP3212C ×使用不可

AFP3210 ×使用不可

AFP3211 ○使用可能

AFP3212 ×使用不可

●
各
機
種
間
の
相
違
点
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10−2
異機種間のプログラム流用

(1)NPST－GRによる自動変換
■プログラムの変換方法

●NPST－GRを使用すれば、次のプログラム流用が
可能です。
1 FP5/FP3/FP−C→ FP10/FP10S/FP10SH/FP2
2 FP10/FP10S → FP10SH/FP2
3 FP2 → FP10SH

●逆の流用 (例えば、FP10S用に作成したプログラム
をFP3に流用する、など)はできません。

●NPST−GR上に、作成済みのプログラムを呼び出
してから、[NPST環境確定]の画面で、シーケンサ
タイプを変更し、「登録」してください。

●プログラム互換表

流
用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

● : 流用できます。
▲ : 自動的に書き換えられる部分があります。
× : 流用できません。

(但し、機種間でプログラム中の命令語に対
し使用可否の確認が必要です。)

FP10SH FP10S FP3 FP-C FP10 FP5

× × × × ×

▲ × × ● ×

使用する機種

FP10SH用

FP10S用

▲ ▲ ● ▲ ●FP3用

▲ ▲ ● ▲ ●FP-C用

▲ ● × × ×FP10用

▲ ▲ ● ● ▲FP5用

● × × × × ×FP2用

FP2

●

▲

▲

▲

▲

▲

ご注意
[NPST環境設定]でシーケンサタイプを、FP2、
FP10、FP10SまたはFP10SHに設定して作成した
プログラムをFP5、FP3、FP−C用に変換すること
はできません。

■プログラム自動変換の内容

●FP5/FP3/FPC→ FP10/FP10S/FP10SH/FP2の流
用

FP5/FP3/FP−C用プログラムをFP10/FP10S用に変
換すると、次の内容が自動的にFP10/FP10S/
FP10SH/FP2用に変わります。

1特殊データレジスタ番号

FP10/FP10S/FP10SH/FP2での５桁の番号に変更
されます。書き換える必要はありません。

例）ＤＴ９０５５(カレンダタイマの日・時データ)

０が追加され
て５桁の番号
になります。

FP3/FP5/FP−Cでは ＤＴ９０５５

FP10/FP10S/
FP10SH/FP2では

ＤＴ９００５５

2書き込み可能ステップ数

最終のアドレスが変わります。

3各命令の占有ステップ数

ST命令・OT命令・AN命令・OR命令で、特殊内部
リレーR9000～R925Fを使用しているときは、2ス
テップになります。

4インデックスレジスタ

FP10SH/FP2用に変換した時は、IXがI0に、IYが
I1に変わります。

●FP10/FP10S→ FP10SH/FP2の流用

FP10S/FP10SH用プログラムをFP10SH/FP2用に変
換すると、次の内容が自動的に変わります。

1書き込み可能ステップ数

最終アドレスが変わります。

2インデックスレジスタ

IXがI0に、IYがI1に変わります。

プ
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■プログラムを自動変換した時のご注意
3ＥＤ命令が自動的に書き込まれます。

[NPST環境設定]でシーケンサタイプを変更すると、
自動的にED命令が書き込まれます。不要な場合は、
ED命令を削除してください。

ED命令がつきます

FP5/FP3/FP−C FP10/FP10S/FP10SH/FP2

プログラ
ム容量

プログラ
ム容量ED

4ステップ数が増えることがあります。

ST命令・OT命令・AN命令・OR命令で、特殊内部
リレーR9000～R925Fを使用しているときは、2ス
テップになります。プログラムブロックをアドレ
スで管理されている場合はご注意ください。

F0 MV, DT0, LD10
R9010

X0 R0

0

6

F0 MV, DT0, LD0
R9010

X0 R0

0

7

FP5/FP3/FP−C

FP10/FP10S/FP10SH/FP2

5特殊データレジスタ番号

特殊データレジスタの番号は自動的にFP10/
FP10S/FP10SH/FP2用の５桁の番号に変更されま
すので、書き換える必要はありません。(FP10/
FP10Sでは、DT9000～DT9255は通常のデータレ
ジスタになります。)

F158 CSUB, DT9054, DT10, DT30
X0

F158 CSUB, DT90054, DT10, DT30
X0

FP5/FP3/FP－C

FP10/FP10S/FP10SH/FP2

6特殊内部リレー番号

特殊内部リレーの番号はFP3/FP5/FP−C/FP10/
FP10S/FP10SH/FP2で共通です。

7タイマ／カウンタ番号

NPST−GRでシーケンサタイプを変更しても、プ
ログラム中のタイマ、カウンタの番号は変わりま
せん。タイマとカウンタの番号の切り分けを確認
して、プログラム中の番号と一致させてください。

例） CT200を使っている場合

FP3/FP5/FP−Cの初期設定では200番はカウンタで
すが、FP10/FP10S/FP10SH/FP2の初期設定では
200番はタイマになりますので、CT200は動作しま
せん。
プログラム中のカウンタ番号を変更するか、タイ
マ/カウンタの切り分け(システムレジスタNo.6)を
変更してください。

3000番
(FP10SH)

タイマ カウンタFP5
FP3
FP−C

タイマFP2
FP10
FP10S
FP10SH

カウンタ

200番

1000番(FP2)
2000番
(FP10/FP10S)

8システムレジスタ設定値

システムレジスタの値は、変換する前と同じです。

9インデックスレジスタ

FP10SH/FP2用に変換すると、インデックスレジ
スタIX、IYは自動的に、I0、I1に変換されますの
で、書き換える必要はありません。

F0 MV, K50 , IXDT0
X0

F0 MV, K50 , I0DT0
X0

FP10/FP10S/FP5/FP3/FP−C

FP10SH/FP2

●
異
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(2)FPWIN GRによる自動変換
■プログラムの変換方法

●FPWIN GRを使用すれば、PLCからアップロード
したプログラムや、ファイルから読み込んだプロ
グラムを他の機種に転用したい時は、[機種変換]機
能により、機種を変換することができます。

＜操作手順＞
１．機種変換の設定方法は、メニューバーより、

[ツール(T)]→[機種変換]を選択してください。

PLC機種選択

PLC機種名

FP0
FP0
FP0
FP1
FP1
FP1
FPM
FPM
FPM
FP2
FP2
FP2SH

C10,C14,C16
C32,SL1

C14,C16
C24,C40
C56,C72
C16T
C20R,C20T,C32T
C20RC,C20TC,C32TC

2.7K
5.0K
10K
0.9K
2.7K
5.0K
0.9K
2.7K
5.0K
16K
32K
60K

OK キャンセル

２．変換後の機種を選択し、[OK]を選択してくだ
さい。正常に終了すると、画面下のステータス
バーに、「機種変換は、正常に終了しました。」
というメッセージが表示されます。

３．プログラムの内容に使用できない命令やデバ
イス番号が含まれていた場合は、エラーメッ
セージが表示されます。その内容に従って、
プログラムを修正してください。

■制限事項

機種変換時には、各デバイス番号の範囲・プログラ
ム容量・基本命令/応用命令の使用の可否がチェック
されます。
・各デバイス番号の範囲に関しては、変換前のプロ
グラムで、変換後の機種の範囲に適合するように
変更してください。

・プログラム容量や命令に関しては、変換後の機種
の容量に適合するように、必要であれば変換前の
プログラムを変更または削除してください。
(応用命令に関してのみ、メニューバーの[オプショ
ン]→[環境設定]の[応用命令の機種チェック]の項目
のチェックをはずすことにより、チェックを行わな
いことも可能です。)

■プログラム自動変換の内容

●FP5/FP3/FP－C↔ FP10/FP10S/FP10SH/FP2/
FP2SHの流用

FP5/FP3/FP－C用プログラムとFP10/FP10S/
FP10SH/FP2/ FP2SH用プログラムを双方向に変換
すると、次のように内容が自動的に変わります。

1特殊データレジスタ番号

FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHでの５桁の番号
に変更されます。書き換える必要はありません。

例）ＤＴ９０５５(カレンダタイマの日・時データ)

０が追加され
て５桁の番号
になります。

FP3/FP5/FP－Cでは ＤＴ９０５５

FP10/FP10S/
FP10SH/FP2/FP2SH
では

ＤＴ９００５５

2書き込み可能ステップ数

最終のアドレスが変わります。

3各命令の占有ステップ数

ST命令・OT命令・AN命令・OR命令で、特殊内部
リレーR9000～R925Fを使用しているときは、2ス
テップになります。

4インデックスレジスタ

IXがI0に、IYがI1に変わります。

●FP10/FP10S↔ FP10SH/FP2/FP2SHの流用

FP10/FP10S用プログラムとFP10SH/FP2/FP2SH用
プログラムを双方向に変換すると、次の内容が自動的
に変わります。

1書き込み可能ステップ数

最終アドレスが変わります。

2インデックスレジスタ

IXがI0に、IYがI1に変わります。
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■プログラムを自動変換した時のご注意
1ステップ数が増えることがあります。

ST命令・OT命令・AN命令・OR命令で、特殊内部
リレーR9000～R925Fを使用しているときは、2ス
テップになります。プログラムブロックをアドレ
スで管理されている場合はご注意ください。

F0 MV, DT0, LD10
R9010

X0 R0

0

6

F0 MV, DT0, LD0
R9010

X0 R0

0

7

FP5/FP3/FP－C

FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SH

2特殊データレジスタ番号

特殊データレジスタの番号は自動的にFP10/
FP10S/FP10SH/FP2/FP2SH用の５桁の番号に変
更されますので、書き換える必要はありません。
(FP10/FP10Sでは、DT9000～DT9255は、通常の
データレジスタになります。)

F158 CSUB, DT9054, DT10, DT30
X0

F158 CSUB, DT90054, DT10, DT30
X0

FP5/FP3/FP－C

FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SH

3特殊内部リレー番号

特殊内部リレーの番号はFP3/FP5/FP－C/FP10/
FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHで共通です。

4タイマ／カウンタ番号

FPWIN GRでPLC機種を変更しても、プログラム
中のタイマ、カウンタの番号は変わりません。タ
イマとカウンタの番号の切り分けを確認して、プ
ログラム中の番号と一致させてください。
一致していない場合、“文法エラー”となります。

例） CT200を使っている場合

FP3/FP5/FP－Cの初期設定では200番はカウンタ
ですが、FP10/FP10S/FP10SH/FP2/FP2SHの初期
設定では200番はタイマになりますので、CT200は
動作しません。
プログラム中のカウンタ番号を変更するか、タイ
マ/カウンタの切り分け(システムレジスタNo.6)を
変更してください。

3000番
(FP10SH)

タイマ カウンタFP5
FP3
FP－C

タイマFP2
FP2SH
FP10
FP10S
FP10SH

カウンタ

200番

1000番(FP2)
2000番
(FP10/FP10S)

5システムレジスタ設定値

以下の同一機種間において、機種変換を行う場合に
は、システムレジスタの設定は初期化されません。
・FP0 2.7K↔FP0 5K
・FP1/FPM 0.9K↔FP1/FPM 2.7K↔FP1/FPM 5K
・FP3 10K↔FP3/FPC 16K↔FP5 16K↔FP5 24K
・FP2 16K↔FP2 32K
・FP10/FP10S 30K↔ FP10 60K
・FP10SH 30K↔ FP10SH 60K↔FP10SH 120K
・FP2SH 60K↔FP2SH 120K

異機種間で機種変換を行う場合または上記以外で
の機種変換を行う場合は、システムレジスタの設
定は初期化されます。また、FP0 10Kへの機種変
換の場合、システムレジスタは、初期化されます。

ご注意 同一機種間の変換でも、FP2、FP3、FP5
などプログラム容量が可変なPLCの場合、
変換前のプログラム容量が変換後のプログ
ラム容量におさまるときにはシステムレジ
スタの値を変更して変換します。

6インデックスレジスタ

FP10SH/FP2/FP2SH用に変換すると、インデック
スレジスタIX、IYは自動的に、I0、I1に変換され
ますので、書き換える必要はありません。
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F0 MV, K50 , IXDT0
X0

F0 MV, K50 , I0DT0
X0

FP10/FP10S/FP5/FP3/FP－C

FP10SH/FP2/FP2SH
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索引

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

A
ALARM LED 7−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ALARM出力 4−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

C
CY(キャリー)フラグ(R9009) 9−20. . . . . . . . . . . . . . .

E
EP−ROM/EEP−ROM 2−9. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ER(エラー)フラグ(R9007, R9008) 9−20. . . . . . . . . . .
ERROR LED 7−3. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

F
FP10S CPUユニット 2−23. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
FP10SH CPUユニット 2−11. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
FP3 CPUユニット 2−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

I
I/O占有点数一覧 3−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
I/Oトランスミッタユニット 1−14. . . . . . . . . . . . . . .
I/O割り付け 3−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
I/O割り付けを登録 3−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ICメモリカード 2−20，2−22. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ICメモリカードの電池 8−3. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ICメモリカードのフォーマット手順 6−6. . . . . . . . .

J
JIS8コード 9−79. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

M
MEWNET−F(リモートI/Oシステム) 1−12. . . . . . . . .
MEWNET−H 1−18. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
MEWNET−P 1−17. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
MEWNET−TR(リモートI/Oシステム) 1−14. . . . . . . .
MEWNET−W 1−16. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

P
PC環境設定(システムレジスタ） 9−4. . . . . . . . . . . .
PLCリンク，～の設定 9−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

R
RAM運転 5−22. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ROM運転 5−24. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ROM作成ツール 1−23，1−24. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

Z
ZEROフラグ＝フラグ(R900B) 9−20. . . . . . . . . . . . . .

あ
安全回路 4−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

い
イニシャルパルスリレー(R9013, R9014) 9−21. . . . .

え
エラー 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
～をクリアする 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
自己診断エラー 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
文法チェックエラー 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

エラーフラグ(ER; R9007, R9008) 9−20. . . . . . . . . . .

か
カウンタ(CT)，～とタイマの切り分け 9−6. . . . . . .
拡張メモリ領域 6−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
カレンダタイマ値の格納レジスタ 9−33. . . . . . . . . .

き
機種を変更する 10−6，10−8. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
基本構成 1−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
キャリーフラグ(R9009) 9−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . .

く
クロックパルス(R9018～R901E) 9−21. . . . . . . . . . . .

こ
交換

CPUユニットのバックアップ電池の交換 8−2. . .
ICメモリカードの電池の交換 8−3. . . . . . . . . . . . .
出力ユニットのヒューズ交換 8−5. . . . . . . . . . . . .
出力ユニットのリレー交換 8−5. . . . . . . . . . . . . . .
電源ユニットのヒューズ交換 8−4. . . . . . . . . . . . .

コネクタタイプユニットの配線 4−12. . . . . . . . . . . .
コンピュータリンク機能 1−19. . . . . . . . . . . . . . . . . .

し
自己診断エラー 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
エラーコード格納レジスタ(DT9000) 9−30. . . . . .
自己診断エラーコード 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . .
自己診断エラーフラグ(R9000) 9−20. . . . . . . . . . .

自己診断機能 7−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
システムレジスタ(PC環境設定) 9−4. . . . . . . . . . . . .
受信エリア 9−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
出力側の配線 4−10. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
出力ユニット 2−40. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
瞬時停電 4−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
仕様
外形寸法 2−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
性能仕様 2−3. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

常時ONリレー(R9010) 9−21. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

索
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FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

す
スキャンタイム読み出し 9−31. . . . . . . . . . . . . . . . . .

せ
制御I/O点数 1−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
接地 4−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
設置環境 4−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

そ
送信エリア 9−7. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
増設ケーブル 2−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
増設ケーブルの接続 4−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
増設メモリユニット 2−16. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

た
タイマ(TMR, TMX, TMY)，～とカウンタの
切り分け 9−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
端子台タイプの配線 4−19. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

つ
ツールソフト vii. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ツールソフト環境設定 5−8. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ツールソフトによる任意割り付け 3−4. . . . . . . . . . .

て
デバッグ 5−14，5−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
電源ダミーユニット 2−28. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
電源の配線 4−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
電源ユニット 2−26. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
電源ユニットのLED 7−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

と
トータルチェック 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
取り付けスペース 4−2. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
取り付け方法 4−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

に
2重出力
～の禁止／許可 9−9，9−13. . . . . . . . . . . . . . . . . . .
2重出力エラー 9−51. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

入力側の配線 4−8. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
入力ユニット 2−32. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

は
バックアップ電池の接続 4−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . .
バラ線用圧接コネクタ 4−17. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ひ
非保持型，～に指定する 9−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ふ
フラグ 9−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
フラットケーブルコネクタ 4−18. . . . . . . . . . . . . . . .
プリントアウト 5−16. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
プログラミングツール 1−22. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
プログラムの入力 5−19. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
プログラムの入力・編集 5−10. . . . . . . . . . . . . . . . . .
プログラムの保存 5−16. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
プログラムメモリ領域 6−4. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
プログラム容量，～を確認する 9−31. . . . . . . . . . . .
プロテクトエラー 7−8. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
文法チェックエラー 9−50. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ほ
保持型，～に指定する 9−6. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ま
マザーボード 2−5. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

め
メモリエリア 9−17. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

も
モデム機能 1−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
モデム接続 9−10，9−16. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
モニタ 5−14，5−20. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

り
リモートI/O制御 1−14. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
リンクリレー(L)，～の設定 9−7. . . . . . . . . . . . . . . . .
リンクレジスタ(LD)，～の設定 9−7. . . . . . . . . . . . .

索

引



改訂履歴

FP3/FP10S/FP10SH
ハードマニュアル
[最新版]

＊マニュアル番号は、表紙下に記載されています。

発行日付 マニュアル番号 変更内容

1999年 4月 ARCT1F306 初版

2000年 10月 ARCT1F306−1 ２版 ・誤記訂正

・追加内容

ハードおよびソフトに関する制限事項

2002年 4月 ARCT1F306−2 ３版 ・誤記訂正

2006年 9月 ARCT1F306−3 ４版 ・誤記訂正
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FP10S・FP3 I/Oユニット構成表

基本マザーボード（AFP ） スロット数（ ） ＊子局No.（ ／親局 ）

(No. ／ )

増設ケーブル（AFP ）
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増設マザーボード（AFP ） スロット数（ ）
ボード番号（ ）
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増設マザーボード（AFP ） スロット数（ ）
ボード番号（ ）

増設ケーブル（AFP ）
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FP10SH I/Oユニット構成表

基本マザーボード（AFP ） スロット数（ ） ＊子局No.（ ／親局 ）

(No. ／ )

増設ケーブル（AFP ）

AFP

電

源
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WX:
WY:
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I/O割付表

CPU品番 AFP ボード番号

ユニット（AFP ） スロットNo. ユニット（AFP ） スロットNo

I/O No. 機基番号 機器名称 端子No. 備考 I/O No. 機基番号 機器名称 端子No. 備考

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A A

B B

C C

D D

E E

F F

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A A

B B

C C

D D

E E

F F

(No. ／ )



リレー割付内容

リレーNo. 割付内容 備 考 リレーNo. 割付内容 備 考

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A A

B B

C C

D D

E E

F F

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

A A

B B

C C

D D

E E

F F

(No. ／ )



メモリエリア割付内容

レジスタ
No. 割付内容 備 考

レジスタ
No. 割付内容 備 考

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

0 0

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

(No. ／ )
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